
SHAR~ 





111Z・邑田固因
BASIC-M28マ二ユ戸ル

’i ~ 
lrl~ 

。1987SHARP CORPORATION 



ご注意

(1)本書および本ソフトウェアの内容の全部、または一部を、当社に無断で転

載、あるいは複製することは禁じられています。

(2）本書の内容、および本ソフトウェアは改良などのため、将来、予告なく蛮

更することがあります。

(3）本書の内容、および本ソフトウェアについては、万全を期して作成してお

りますが、万一不可解な点や、誤リ、記載もれなどお気位きの点がござい

ましたら、最寄りのお客様ご相談窓口までご連絡ください。

(4）本ソフトウェアおよび、本書記載のソフトウェアを使用したことによるお

客様の損害、および逸失利益、または第三者からのいかなる請求につきま

しでも、当社はその責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

(5) MS-DOS™は米国マイクロソフト社の登録商標です。

本書中では、キ の入力のしかたとして次の略式を使っています。

ITz=日＋直E：左側に示されたキーを押しながら右側のキーを押

し すことを意味します。

押しながら



はじめに

本書では、シャープパーソナルコンビュータMZ-2861の、

2800モードで使用するBASIC言語、 BASIC-M28につい

て解説しております。

本書を十分にお読みいただき、MZ-2861のすぐれた機

能を自在に使いこなしてください。

本書の内容をより効率的にご理解いただくために本

書をお読みになる前に「本書の読みかた」をよくお

読みください。
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BASIC-M28を初め

てお使いになる方

第 1部をひととおリお

読みいただいた方

BASIC M25で作成し

たプログラムを

BASIC-M28で動作さ

せたい方

本書の読みかた

本書は、以下の構成で書かれております。

第 1部 BASICの概要

ここではBASICM28のプログラミングに必要な知識が

述べられています。

第2部コマンドステートメン卜の解説

ここではBASIC-M28で使用する各命令の機能や文法、

注意事項、使用例などが説明されています。

自録

本書の内容をより効率的にご理解いただくために、以

下のようにお読みいただくことをおすすめします。

第1部をお読みください。ここで登場する命令は、第2部でその

機能などについてくわしく述べていますので、併せてお読みになる

と、いっそう理解が深まることと思います。なお、各命令を参照す

るときは、索引 （伺録）を活用すれば、簡単に探し出すことができ

ます。

また、例として登場するプログラムは、できるだけ実際にキ一入力

してみて、その動作を確認してみることをおすすめします。

索引（伺録）を活用して、調べたい命令を探し出してください。

使用例（サンプjレ）のある命令は、実際にキ一入力してみて、動作を

確認することにより、ご自分でプログラムを組まれるときの参考と

してください。

BASIC-M28、MZ-2511/21/31/20に標準装備されている

BASIC-M25と、互換性を保つよう配慮されています。BASIC-M25

で作成したプログラムをBASIC-M28で動作させるときの注意点に

ついては、 BASIC-M25との互換性（伺録）を参照してください。





第1部
BASICの概要
四



BASICの起動[I][ 

ラヘル廼.
上にし$す

日

MS DOS/BASICシステムディスク

1 .本体の電源を入れ、 MS-DOS/BASIC-M28システムディスク

をフロッピーディスクドライブ 1にセットします。

MS-DOSが起動されます。明コラム

MS-DOSの起動

すでにMS-DOSが

起動されているときは

次の”BASICの起動”の

項をお読みください。

2. MS-DOSが起動されると、次のような初期画面が表示されま

す。

SHARP門Z-28伺 PersonalComputer 
6Z015 System Software Version X.XX 

Al I rights reserved. 
門SDOS version 3.10 
Copyright CC)門icrosoftCorp 1981 1986. 

i}ersion X.XX 日本語入力フロン トエンドプロセッサ
Copyright CO SHARP Corp. 1987 

すで）

す
金

で内り

1
i
・
・
口
り
・
・

口
り
、
．
、

間
的
さ
加
さ

3
．
下
だ
朗
だ

；
：
 

、J
α
d
ノ
＼

au／
＼

V
1
て
1
て

寸
は
し
は
し

が
付
力
刻
力

d
日
入
時
入

加
の
を
の
を

m
存
何
在
刻

白
現
日
現
問

向〉

ここで、現在の巴伺けを表示し、キ一入力を求めてきます。

日伺けに蛮更がなければ、そのまま回キーを押してください。

次に、現在の時刻を表示し、キ一入力を求めてきます。

3. 
時刻の麦更日イヲ

I自在の時刻は 10：附；陥附？寸
日朝を入ちしてください：

MS-

DOSマニュアルを参

については、

照してください。

時刻に変更がなければ、そのまま団キーを押してください。4. 
電車コラム

次のように表示されます。
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BASICの起動

プロンプ卜、カレン卜

ドライブについてくわ

しくはMS－αコSマニュ

アjレを参照してくださし、。

崎 SIGNコマンドについ

てはMS－αコSマニュア

ルを参照してくださし可。

デ、ィスクのコピー

DISKCOPYコマンド、

FORMATコマンドにつ

いては、 MS-DOSマニュ

アルを参照してください。

A> 

ここで表示される”＞”マークを”プロンプト”と呼び、プロ

ンプ卜の前に表示されている英記号は、 BASICなど、

MS-DOS上で動くソフトウエアが起動可能な装置名（力レン

トドライブ）を表しています。羽コラム

したがって、上記のように表示されている場合、ソフ ト

ウェアが起動できる装置名はドライブAであることを示して

います。

ドライブAは、MS-DOS上のASSIGNコマンドで装置名の

入れ替えが行われていない限り、フロッピーディスクドライ

ブ1を示しています。羽コラム

BASIC-M28システムディスクが挿入されていることを確か

め、次のように入力してください。

5. A>BASIC 団

BASICが起動され、次のような初期画面が表示されます。

SHARP印可SIC－舵8(62016) Ver.x.xx 
ユーザーエリア： xxxxxxハイト

Copyright <C> 1987 by SHARP Corp. 

〔k

画面に”Ok”が表示され、 カーソルが点滅する状態（キーの

入力待ちの状態を表します。）になれば、 BASICの起動は完了

です。

本機に同梱されているMSDOS/BASIC M28システムディスク

の内容を別のフロッピーディスクにコピー （パ、ソクアップコピー）

し、通常はそのコピーしたディスクの方をお使いになることをおす

すめします。

これは、万一ディスクに傷や汚れが伺くことによって読み書きが

行えなくなったり、誤操作によってディスクの内容を消去してしま

う場合に備えるためです。

J＼、ソクアップコピーは、 MS-DOSのDISKCOPYコマンドで行い

ます。

この場合、パックアップコピーするディスクは先にMS-DOSの

FORMATコマンドでフォーマ、ソ卜しておいてください。羽コラム
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なお、 MS-DOSのコマンドを、 BASICが起動された後に実行す

る場合は、 system固と入力して、再びMSDOSのプロンプ卜

（＞）が表示されてから行うようにしてください。

system回
A> 

system回
ー.... ・

BASIC団

再びBASICを起動するときは、力レントドライブにMSDOS/ 

BASICシステムディスクがあることを確かめて、 BASIC固と入力

してください。

BASICの起動時オプション

BASICの自動実行

AUTOEXEC. BATについ

てはMS－［氾Sマニュアル

を参照してください。

BASIC起動時にオプションを指定することができます。指定は

次の形式で行います。

A> BASICくオプシヨン＞団

〉欠のオプションが用意されています。

＜オプション＞ 機能

/G … グラフィック表示メモリ領域がクリアされません。

/D … 起動画面で起動メ、ソセージが表示されません。

/Q … BASICのプログラム終了時や、 end文実行時、自

動的にsystemコマンドを実行してMS-DOSに制

御を移します。

/N  … option float on の状態で・起動します。

ct旨定の無い場合はoptionfloat o行の状態て＊起動

します。）

/Tく自動実行プログラム〉

・・・BASIC起動時に＜自動実行プログラム＞で指定されたプロ

グラムが実行されます。

＜自動実行プログラム＞は最大62バイトの大きさまで可能で

す。

BASICをAUTOEXEC.BATファイル内に登録すると、 MS-DOS

を起動した時に、自動的にBASICも起動されるようになリます。

羽コラム
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起勤時の状態

起動時の初期設定

BASICの起動時には次の初期化が行われます。

newコマンドの実行により行われる初期化。

・ゲラフィックモードの初期化。Cinit“CRT2: 640,400, 16”） 

・文字画面の初期化。 (80桁25行ラインスクロール）

(in it“CRT 1:,,,0”） 

．音楽機能の初期化（playinit) 

．タイマの初期化（time=0) 

．乱数の初期化（randomize6 ) 

．ファンクションキーの初期化

（注）予約語の表示は、小文字になります。 (option list lcace) 
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ロ引画集と実行

直接実行モード

コマンド，ステ 卜

メン卜については「命

令の種類Jを参照して

ください。

間接実行モード

本BASICを十分に使いこなしていただくためには、基本的な約

束ごとを覚えていただかなければなりません。ここでは、 BASIC

の基本仕様から、プログラム作成時の編集操作方法、またその実

行方法までを説明しています。

実行モード

BASICが起動されると ，＂Ok”が表示され、 命令待ちになリます。

この状態で命令を実行させる方法として、直接実行モードと間接

実行モードがあります。

ダイレクトモードとも呼ばれ、ゴマンドやステートメントを入力

し団キーを押すと直ちに実行されます。羽コラム

このモードでは、直ちに実行が行われますが、実行手順の保存は

行いません。

例： pri「1t"ABC円回
内BC
Ok 

プログラムモードとも呼ばれ、BASICはまずメモリ内へ一連の

命令を実行手順どおりに記憶した後に、これを解析して、実行しま

す。この一連の命令が実行手順どおりに記憶されているものをプロ

グラムと呼びます。

プログラムは、実行の順番を示す行番号のあとに命令を入力し、

回キーを押すことによって、命令が行番号の順番で記憶されます。

runコマンドまたは、 goto文やgosub文を直接実行することによ

り、プログラムの実行が開始されます。
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］ 

例 1: 10 let白＝123車456回
20 print向囚
30 end 団
run k引
56088 -
Ok 

例2: 100 print”凶SIC”回
goto 100 同l
B向SIC
Ok 

乞〉
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コマンド

ステートメント

関数

システム変数

システム変数について

は「3.BASICで 扱う

データ」の項を参照し

てください。

命令の種類

BASICの命令は機能的に次のように分けることができます。

プログラムの編集や入出力、実行にかかわる命令で、おもに直接

実行モードで実行されます。

直接実行モ ド以外にプログラム中で実行可能な命令もあります。

コマンド例）run、system、mkdir

おもにプログラム中に書かれる命令で、データの入出力や実行手

順の制御、グラフィック命令などがあります。

一部を除いてほとんどのステートメントが直接実行モードでも使

用できます。

ステートメン卜例） print、input、open

関数は、ぞれ自体で伺かの実行を行うものではなく 、与えられた

引数 （関数で処理を行う対象となったり、機能を指定したりするた

めのデータ）により、数値演算や、文字列の加工を行い結果を返す

もので、それ自体が値を持ちます。

また、関数の中には、入出力装置に対して情報を入出力するため

の入出力関数もあります。

関数例）abs、le代S、jis$

システム蛮数は、関数と同様にそれ自身が値を持ちます。関数の

ように引数はありませんが、目的に応じて内容を設定できるものも

あります。

システム蛮数には日伺－時刻やBASICのパージョン名、BASIC

の実行にかかわる情報などがあります。
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システム変数例） tin時弘 dtl、err
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プログラムの書式

行の最初に番号を伺けて入力するとプログラムとして扱われます。

プログラムの 1行の書式は次のようになります。

＜行番号＞〔＜ラベル＞：〕＜文＞〔：＜文＞〕…

〔〕内は省略可能なことを示します。

例： Hlload ”FILE 1" 

588車HYOJI : els 3 : print tabC18) ;"Please input your name.” 
↑↑↑ ↑ 

〈行番号〉〈ラベル〉〈文〉 〈文〉

行番号

行番号は、プログラム内の位置を示し 1から65535までの整数値

が使えます。

プ口ゲラムの各行の最初には、必ず行番号が必要です。

プログラムの各行を行番号の順に入力しなくても、コンビュータ

内部では、行番号の順に記憶されています。

ラベル
ラベjレはgoto,gosub文や編集命令なと・で行指定をするときに、

行番号の代わりに名前 （ラベル名）で指定するものです。

行番号指定の場合、 renumコマンドで行番号を変更すると、プロ

グラム中にすでに書かれている行番号は自動的に変更されるので、

新たに行番号を参照するときは、その行番号の変化を覚えておく必

要があリます。

一方、ラベル指定の場合は、行番号が蛮化しでも、ラベル名は変

化しないので、同じところを参照できます。

例）

1B rem test 
15 i「1putX 
18 goto車LOOP
20 end 
21本LOOP
22 for l=l to X 
23 print !,"SQUARE＝”；［車1
24 next 

回
図
。

旧

計

I ist 
10 rem test 
20 input X 
30 goto *LOOP 
40 end 
50車LOOP
60 for l=l to X 
70 print I，”SQし内RE＝”，I本1
80 next 

Ok 

円
／
」



半角・全角文字につい

ては「BASICで使用す

る文字」の項を参照し

てください。

文

行の長さ

ラベル名は、最初の文字をアスタリスク（＊）にして、 2文字目

は半角文字のアルファベットやカタカナまたは漢字 （文字コードが

シフトJISコードで＆H889F以降の全角文字）で指定します。 3文

字目以降は全角文字 （文字コードがシフトJISコードで＆H824F以

降のもの）または半角文字のアjレファペ、ソトやカタカナ、数字、ア

ンダーパ一 （ー）が使え、最初のアスタリスクを除いて半角文字相

当で200文字までの任意の長さで指定できます。また、予約語のス

ペjレをラベルの中に使うこともできます。

例） *LOOP *PRINT _OUT ＊開始

ラベルを入れる位置は行番号の次で、あとに文が続く場合はコ

ロン（：）で句切ります。ラベjレを文の途中に入れることはできま

せん。

文はコマンドまたはステー卜メン卜で構成され、一行の中には

必ず文を必要とします。ただし、ラベルのみの行にすることは可

能です。また、マルチステ 卜メントとして、文と文をコロン（：）

で句切ることにより 、同一行に複数の文を続けて書くことができ

ます。

画面上の表示では 1行が40または80文字ですが、BASICでは論

理的な行として、行番号を含めて最大255文字まで可能です。（画

面上では複数の行にわたって表示します。）ただし、 255文字未満の

場合て・も入力時lこlinelength errorが発生する場合 （data文など）

があリますので、その場合は2行に分割して入力してください。

内ベ
U



プログラム中のスペース

予約語については

「予約語と省略形」を、

半角文字、全角文字

については「BASICで

使用する文字Jを、変

数、定数、演算比

厳記号については「3

BASICで扱うテLータJの

項を参照してください。

プログラム中でスペース（空白）を使用する場合は、いくつかの注

意点があります。

予約語に続いて半角文字の数字、アルファベットやカタカナまた

は全角文字がくる場合は、変数名と区別できなくなるので、必ず1

個以上のスペースをあけて入力してください。 ただし、いくつのス

ペースをあけてもBASIC内部では、1個のスペ スとして扱われま

す。（リスト表示では1個分のスペースになります。）これは、予約語

の前（左側）についても同様のことが起こリます。

演算記号、比較記号、句切記号などの左右にスペースを入れた場

合は、 BASICでは詰めて扱われます。

行番号に続いて、スペースを入れずに文を書いた場合は、BASIC

では1個のスペースを行番号の次に入れます。

次のような場合はスペースが入力したとおりの個数として扱われ

ます。

行番号から文が始まるまでの問。

・マルチステー卜メントの句切記号であるコロン（：）の在右。

rem文およびアポストロフィ （’）以後のコメン卜部分。

• data文のデータ吉Bno 

ダブルクォーテーション（”）で固まれた文字定数。

行番号は右詰め表示をしますので、 5桁に満たない左側の部分は

スペースになリます。

例） 入力とlistコマンドによる出力

lOfor a= 1 lo 200 ・ n.ixl
l i吉t10 

113 for A=l to 2013 : next 

下ー そのままの個数

こ'013 i f a$ = "a 1r’then 99 elseprint a 
l isL 200 
2013 if Q事＝”afl”then 99 ELSEPRINT A 

一一亡二二一一予約語になリません

n斗



BASICで使用する文字

全角文字と半角文字

全角文字の入力につい

ては「4 漢字の扱いに

ついてJの項を参照し

てください。

BASICで使用する文字は半角文字と全角文字があリます。表示

上では全角文字は半角文字の倍の幅があります。

なお、 BASIC上の命令（予約語）は半角文字の英数字、記号で扱

われ、全角文字の英数字、記号で書くことはできません。

BASIC内部では、使用する文字は文字コードで扱われ、半角文

字は 1バイト、全角文字は2バイトのコードで表されます。

半角文字 一「 アルファベット－数字－英記号

ト 力タカナ・力ナ記号

L グラフィック文字

全角文字 一「－漢字

」ひらがな・力タ力ナ・記号・英数字

・なお、半角文字の力タカナの場合、濁点、い）や半濁点（。）も1

文字（バイ ト）となります。

アルファベットの大文字と小文字

配列定義関数につ

いては「3 BASICで

扱うデータ」の項を参

照してください。

BASICの予約語や変数名、配列名、定義関数名、ラベル名では、

半角文字のアルファベ、ソトを使用した場合、大小字と小文字は同

じものとして扱われますので、入力時は、どちらを用いてもかま

いません。

ただし、 listコマンドなどによってプログラムを出力する場合は

大文字と小文字のいずれかに統一されます。

予約語は、大文字で出力するか；小文字で出力するかの選択を、

option list文で行うことができ、初期状態は小文字で出力するよ

うになっています。

蛮数名、配列名、定義関数名、ラベjレ名では、半角文字のアルファ

ベッ トはすべて大文字で出力します。
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特別な記号

BASICは半角文字の記号に特別な意味を持たせているものがありま

す。

空白

＝ イコール

＋ プラス

ーマイナス

＊ アスタリスク

／ スラッシュ

〈 山記号

￥ 円記号

% パーセント

感嘆符

＃ シャープ記号

$ ダラー

＆ アンパサンド

アポストロフィ

？ ク工スチョン

， 力ンマ

セミコロン

ダブルクォーデーション

ピリオド

コロン

ー アンダーパ

（） 括弧

＜＞大小記号

-16-

原則として無視されますが、予約語の前後

に句切りとして必要な場合があリます。

代入、等号

加算、正符号、支字列の結合

減算、負符号、行や座標の範囲指定（ハイ

フンとして）

乗算、ラベルの接頭文字

除算

べき乗算

整数除算

整数型

単精度実数型

倍精度実数型

文字列型

2.8. 16進法やJIS漢字コード、区点漢字

コード表記の接頭文字

注釈文

print（予約語）の代用

データの句切り

データの句切り

文字定数の引用符

小数点、行番号 （編集時や実行中断時）

予約語の省略

マルチステー トメン卜の旬切り

変数名、ラベル名の中に使用可

演算時に括弧内を優先、座標指定

比較演算子



予約語

省略形

予約語と省略形

予約語とは、 BASICでコマンドやステートメン卜 、関数として

使用される単語のことです。

変数名や配列名に予約語を使うことはできません。（ただし、予

約語のスペjレを含むものは可能です。）

予約語は半角文字の英数字、記号で表します。入力時は大文字、

小文字のいずれでも可能ですが、 listコマンドなどによる出力時は、

大文字、小文字のいずれかに統一されます。リスト表示の予約語

の大文字と小文字の選択はoptionlist文によって行われ、 BASIC

での初期状態は小文字になっています。

予約語に続いて半角文字の英数字やカタ力ナ、アンダーパー

（ー）、全角文字がある場合には蛮数名と区別できません。このよ

うな場合、予約語の後にスペースを挿入してください。

なお、予約語を書くときは、 1つの予約語の途中にスペースを入

れることはできません。

例）× els3 0 els 3 

×remmenu 0 rem menu 

×re num 0 renum 

BASIC上でよく使用する予約語や、長いスペル （つづり）の予

約語に対して、すべてのスペルを書かずに省略できる機能があり

ます。

省略形は予約語のスペjレの一部分を書き、省略していることを

表すためにピリオド（．）を相けます。

たとえばprintの省略形はp.となリます。

プログラム入力時に省略形で入力しでもリスト表示を行うと、

入力された予約語がフルスペル （省略しない形）に直されます。

省略は、最も短い省略可能な形だけでなくピリオド （．）を伺け

ることにより省略範囲を広げることもできます。

たとえばlistの最短の省略形はし ですが、 Ii.やlis.も可能です。

次に予約語とその最短の省略形の表を示します。
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｜予約語 省略影 予約語 省略形 予約語 省略形 予約語 省略形i

<a> com com <f > <k> 

abs ab. common com. fac fa. kacnv$ ka. 

add ad. connect conn. filed fie. kanii kan. 
akcnv$ ak. console cons. files kext$ kex. 

all al. cont c. fix fix key ke. 

and an. copy cop. float fl. kill kil. 
angle ang. cos cos for kinput k. 

apss ap. crev C「． fpos fpo・ kinstr kins. 

as as csng cs. fpset fp. klen kle. 

asc asc cs「lin cs「． frac klist kl. 

ascchr$ asc. cvd cvd fre fre kmid$ kmidS 

atn at. cvi cv. kmode km. 

attr$ att. CVS CVS <g> knj$ knj$ 

auto a. get ge. kpos kp. 

<d> gload gl. ktn$ kt. 

<b> data da. go sub go s. ktype ｜くty.

base ba. date$ date$ go to go 

beep b. day$ day$ go sub gos. ＜｜＞ 

bi「1$ bi. dbl db. goto g. lease le. 

bload bl. def def gsave gs. left$ lef. 

boot bo. deg deg len len 

bsave bs. degrees deg. <h> let le. 

delete d. hcopy h. !files lfi. 

<c> devf devf help hel. lfo If. 

call ca. devi$ dev. hex$ he. line lin. 

cblock cb. devo$ devo$ hexchr$ hex. list 

cdbl ed. dim di. I list ｜｜． 

cflash cf. dtl dt. ＜｜＞ load lo. 

cg en cg. loc loc 

cg pat$ cgp. <e> imp 1m. locate loc. 

child chi. edit e. in it ini. lof lof 

chain cha. else el. inkey$ ink. log log 

ch di「 ch. end en. 1np 1np log10 log10 

chr$ chr$ environ env. input lpos lpos 

c1nt cin. environ$ environ$ input$ input$ I pout Ip. 

ci「cle ci. eof eo. instr ins. lprint Ip「田｜つ

clear cle. eqv eq. int int I search lsea. 

click cli. e「ase e「 interval inte. I set ls. 

close clo. erl erl It「on It. 

cir cl「 er「 err くi>

els cl. error err. jis$ <m> 

cmt cm. exp ex map map 

colo「 col. max ma. 
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｜予約語 省略形 予約語 省略形 予約語 省略形

merge m. put pu. strig str. 

mid$ mid$ pwd$ pw. string$ st「in.

mi「「O「S mi. sub SU. 

mkd$ mkd$ <r> sum sum 

mkdi「 mlく rad rad swap sw. 
mki$ mlくi$ radians rad. symbol sym. 

mks$ mks$ randomize ra. sysid$ sysi. 

mod mod read rea. system sy. 

man mo. rem rem 

mouse mou. renum ren. <t> 

move mov. repeat 「ep. tab ta. 

replace rep¥. tan tan 

<n> restore res. tel tel 

na打1e na. resume resu. term te. 

new new return re. then th. 

next n. right$ 「i. time time 

not no. rmdir rm. time$ ti. 

「nd 「n. to to 

<o> roll 「o. tone ton. 
act$ oc. rset 「s. troff trof. 
off of. run 「． tron t. 

on o. 

open op. <s> <u> 
option opt. save sa. ucase uc. 
or O「 SC「 SC「 until u. 
out ou. SC「een sc. using us. 

scrn$ scrn$ 

<p> search sea. <v> 
pa1 pai seg seg val va. 
paint pa. segpt「 seg. varptr var. 

pattern pat. set set verify ve. 
pause pau. sgn sg. view vi. 
peek pee. sin si. 
pen pe. sng sn. <w> 
play pl. sound so. wait wa. 
point poi. space$ spa. wend we. 
poke po. spc sp. while wh. 
poly pol. sqr sq. width WI. 

pos pos step Ste. window win. 
preset pre. stick st1. W「ite w. 
print P・ ? stop s. 

P「io「ity prio. str str <x> 
pset ps. str$ str$ XO「 x. 
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プログラムの編集

プログラムは常にメモリ上に記憶されていて、 1行単位で管理さ

れます。ここではプログラムの入力、蛮更などの基本的な操作につ

いて説明します。

プログラムの入力
行番号の柑いた 1行が入力されるとプログラムの 1行として記憶

されます。続いて別の行番号をけけて入力すると、行番号を比較し

て、番号順に並べてメモリに記憶します。この行番号の順番が実行

する順番になります。

続けて、プログラムを入力する場合には、自動的に行番号を発生

させるautoコマンドやeditコマンドがあります。また入力されたプ

ログラム （リス 卜）を確認するためにlistコマンドが用意されてい

ます。

プログラムの愛更
すでに記憶されているプログラムの蛮更も行単位で行われます。

すでに記憶されているプログラムと同じ行番号で入力すると、以

前に記憶されている方の行が消去され、新たに入力された行の内

容になります。

麦更する内容がその行の一部分の場合は、あらかじめ目的の行

を画面に表示させ、カーソル移動により表示を書き換え、団キー

を入力することによリ変更ができます。この機能をスクリ ンエ

ディット機能と呼びます。
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プログラム全体をスクリ ンエディッ卜する命令として、 editコ

マンドが用意されています。

プログラムの消去
特定の行を消去するときは、その行番号のみを入力します。入力

が行われるとすでに記憶されているプログラム中の指定行番号の

内容が消去されます。

例）1 is t 
10 pr~ 「1t”8BC"- 20ぽ1
20 print -
30 end 

Ok 
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行番号の範囲を指定して消去する命令として、 deleteコマン ドが

あります。また、すべてのプログラムを消去する命令としてnewコ

マン ドが用意されています。

ピリオド（．〉の特別機能
直捧実行モードでlistやeditなどの行番号を指定する編集コマン

ドにおいて、行番号の指定の代わりにピリオド （．） を使うことが

できます。

たとえば、次のような場合list．とすると目的の行を確認できま

す0

・プログラムの実行中に、工ラーが発生して命令待ちに戻ったと

きの工ラ一発生行。

•stop文の実行およひ~＋匡Eキーの操作などによりプ

ログラムの実行を一時中断して命令待ち状態に戻ったときに

実行していた行。

・プログラムの編集が行われた場合の最後の入力行。

例） list 
10 print ＂向BC"
20 PINT”DEF” 
30 end 

Ok 
ru.n 
内BC
syntax error in 2~1 
Ok 
1 is t 
20 PINT "DEF" 

Ok 
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本書中では、キーの入力のしかたとして次の略式を使っています。

ITz=日＋OM::]：左側に示されたキーを押しながら右側のキーを押

L L 一 一す。
」ー押しながら

ー・・・・・

円
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編集のためのキー操作

ここでは編集のための｜コントロール｜キーやCIT日キーを

使った操作を中心に説明します。

なお、この他に指定した行を中心にプログラムを表示する、 edit

コマン ドがあります。

カーソルの移動

囚囚回日 矢印の方向にカーソルが1文字分移動しま

す。

コントロール｜十回

コントロール｜十日

コントロール｜十回

コントロール｜十回

コントロール｜十回 i

~日＋巴 l
｜コントロール ｜十回 1

十 日 l

囚キーと同じです。

囚キーと同じです。

目キーと同じです。

巴キーと同じです。

右方向へ単語の先頭まで移動します。

在方向へ単語の先頭まで移動します。

単語移動は英数字や全角文字・力ナの並びを1つの単語と

見て、半角文字のスペースや記号が旬切りとみなされます。

クリア7京~I 画面の左上（カーソルホームポジション）

コントロール l十回 J に移動します。

コントロール｜十日 行末へ移動します。

コントロール｜十日 行頭ヘ移動します。

コントロール｜＋回 力 ソル位置で行を分けます。力一ソ

ル位置から右側の文字を次の行へ送り

出します。

｜コントロール｜十日 画面の在上に移動します。

｜ クリア／ホーム ｜キーと同じです。

IT2IJ 十回 画面上にプログラムリストが表示され

ている場合には、それ以前のプログラ

ムリストを呼び戻して表示します。プ

ログラムリストがない場合には、画面

全体をスクロールダウンします。

(editコマンドによるエディ ットモー

ド時には画面半ページをスクローjレダ

n〈
U
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タブの設定と解除

文字の挿入

ウンします。）

｜コントロール｜十回 画面の左下に移動します。

~日 十日 画面上にプログラムリストが表示され

cm 

ている場合には、その直後のプログラ

ムリストを呼び出して表示します。プ

ログラムリストがない場合には、画面

全体をスクローjレアップします。

（エディットモード時は画面半ペ ジ

をスクロールアップします。）

現在のカーソル位置の右側のタブ設定

位置に移動します。タブの設定は

｜コントロール｜十回キ で行います。

BASICの起動時は 8文字ごとのタブ

設定になっています。

｜コントロール｜十日 [TI]キーと同じです。

｜コントロール｜十 回 現在のカーソル位置にタブを設定しま

す。

｜コントロール｜十回 現在の力 ソjレ位置にタブが設定され

ている場合、設定を解除します。

IT2:日＋｜挿入／抹消 ｜キーまたは｜コントロール｜十回キ

カーソル位置よリ行末までの文字を 1

文字分右にずらし、カーソル位置に空

白を挿入します。

｜コントロール｜＋仁三日十 ｜挿入／抹消 ｜キーまたは

lコントロール｜＋囚キー

インサートモードになリカーソルの点

滅が速くなります。このときに文字を

入力すると、カーソル位置に文字を挿

入します。回キ を押して入力を完

了するか、カーソルキーを押すことに

より、力一ソjレの点滅が元に戻り、

モードの解除が行われます。

インサートモ ドのときに、次のキーが特別な意味を持ちます。

｜コントロール｜十巴三］ カーソル位置よりタブ位置まで空白を
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文字の削除

文字の消去

行の挿入

挿入します。

挿入処理において文字が行末まで詰まっているときは、次の行以

降をスクロールダウンさせます。

｜挿入／抹消｜ カーソル位置の 1文字を削除します。

カーソルの右側より行末までの文字は

左に 1文字分移動します。

ロ盃E l カーソルの左側の 1文字を削除します。

｜コントロール｜十回 lカーソル位置より行末までの文字は左

に1文字分移動します。

｜コントロール｜十口亙E 行頭よりカーソル位置の左側の文字を

削除します。

カーソル位置より行末までの文字は行

頭ヘ移動します。

｜コントロール｜＋｜挿入／抹消 I＼力 ソル位置よリ行末までを消

｜コントロール｜十回 l去します。

｜コントロール ｜十図 カーソルのある行をすべて消去します。

力 ソル位置は、行頭になります。

｜コントロール｜ 十回 カーソル位置より画面の終わり（右下）

までを消去します。

CIT日＋｜ クリア／ホーム｜ ）全画面を消去して力 ソルを左上

｜コントロール ｜十日 jに移動します。

lコントロール｜十cm 力 ソjレ位置よリ右側のタブ位置まで

を消去します。操作後、カーソルはタ

ブ位置に移動します。

コントロール｜十回 現在力 ソルのある行から上の行をス

クロルアップします。

コントロール｜十回 現在カーソルのある行から下の行をス

クロールダウンします。

いずれもカ ソルのある行は空白が挿入され、力 ソjレ位置は変

化しません。
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コンソールエリア

文 字のコピー機能

console文によってコンソールエリアが設定されている場合、画

面のスクロールやコントロールコードの適用範囲は、コンソールエ

リア内のみに隈られます。

ただし、コンソ ルエリアタ卜にカーソルを移動させて、コント

ローjレコードを実行すると、画面全体がコントロ ルコードの適用

範囲となります。

画面に表示されている文字を別の位置にコピーすることができま

す。

まず、コピー先（コピーした文字を表示したい位置）にカーソルを

移動し巴豆ヨキーを押します。すると、カーソルが青色になり 、

点滅が止まります。次に、コピーしたい文字の位置にカーソルを移

動します。（カーソルは点滅しています）ここがコピー元になります。

あとは回キーを押すごとに 1文字づっ、 カーソルが点滅している

位置の文字が、青色力 ソJレの位置にコピされます。

例）文字のコピー機 能・ ←巴豆ヨキ操作

（カーソルが青色になります。）

Et字のコピー機能園 ←カーソルキーによるカーソル移動

文自主のコピー機能文・←団キーを押すごとに 1文字ず

つコピーされます。

コピー機能を解除するときは、もう一度日互ヨキーを押します。

文字のコピーを複数行にわたって行った場合、コピー先の各行は

連続した行として扱われます。
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ハードコピー
文字画面、グラフィツ

ク画面については「7

表示モード」、プリンタ

印字については「15.

プリンタ制御機能Jの

項を参照してくださ

L¥o 

SETUPコマンドにつ

いては MS-DOSマ
ニュアルを参照してく

ださい。

そのほかの制御操作

巨Eヨキーを使用して、プリンタへのハードコピー（画面コ

ピー）を行うこともできます。

ハードコピを行うには、次のキーを操作します。

｜コントロール I＋~

なお、ハードコピーを文字画面、あるいはグラフィック画面のみ

で行うか、またはその両方で行うかといった選択はMS-DOSの

SETUPコマンドを使用します。

また、ハードコピーは文字画面の40桁モード時、文字フォントの

8×8ドット時、ゲラフィック画面の640×200ド、ソトモード時には行

えません。

コントロール｜＋困 次の行と接続して論理的につながった

行とします。

プログラムの実行を中止します。

プログラム実行を 時停止させます。

任意の文字キーを押すと実行を再開し

ます。

コントロール 1＋ 固 ベル音を鳴らします。

コントロール l+IT2日＋｜ クリア／ホーム ｜ 

先行入力のキーバッファを消去します。

回キーと同じ動作をします。

画面表示の初期化や音楽演奏の中止を

コントロール l＋回

コントロール｜十回

行います。

（初期化される命令）

console console@ window view view@ 

screen color cgen crev cflash priority 

color= 
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プログラムの実行

プログラムの中にある

誤リをパグ（BUG虫 ）

といいます。このパグ

を発見して修正する作

業をデバッグと呼びま

す。

メモリ上に記憶されているプログラムの実行はrunコマンドで行

います。

プログラムの実行は行番号の順に行われますが、goto文、

go sub文、if～then文などの実行により順番を衰えたり 、for～next

文、repeat～until文、 while～wend文などによって繰り返し実行

（ループ）させることもできます。

実行が終了されるのはend文を実行したとき、またはプログラム

の最後で次に実行する行がなくなった場合です。また、 CIT日＋
直Eキーの操作やstop文による中断の場合はcontコマンドによっ

てプログラムの実行を再開することができます。

プログラムの実行中に［歪Eキーを押すことにより 、実行を一時

停止させることができます。一時停止の状態より実行を再開させる

場合は、任意の文字キーを押します。

プログラムの実行状態を確認するためのtronコマンドやブレーク

ポイントを設定するstopコマンド、またステップ実行をするため

のstepコマンドなどのデバッグコマンドも用意されています。M コラム

プロゲラムが中断され、 contコマンドやstopコマン ドで中断し

た所からのプログラム再開が可能なときは、 Okのあとにピリオ ド

（．）を表示します。

例） l is t 
10 print ＂＊”； 
20 pause 10 : 9oto 10 
30 e「id

Ok. 
run 
本本来京本

*Break in 20 
Ok. 
co「it
本車

←IT2IJ十直Eキ一操作

←ピリオド（．）表示
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｜メインルーチンとサブルーチン｜

プログラムが大きく 、複雑になってくると、プログラム中に同じ

内容の文が伺度も現れるようになります。

このとき、これらの文をひとまとまりにして、1つの小さなプロ

グラムとし、必要なときにこのプログラムを呼び出せるようにして

おけば、プログラム全体が見やすくなります。

この小さなプログラムをサブルーチンと呼び、サブルーチン以外

のプログラム（プログラムの主な流れを形成する部分）をメインルー

チンと呼びます。

メインルーチンからサブルーチンへ移るときは、 gosub支を使用

し、サブルーチンからメインルーチンへ戻るときは、return文を使

用します。

例）

1 00 gosub 1 000 

500 end 

1000 *sub 

1100 return 

門
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ヨ［BASICで扱うデータ

BASICで扱われるデータは数値型データと文字列型（ストリン

グ）デタがあり、数値型データには整数型，単精度実数型，倍精

度実数型の種類があります。

バイトとは、デタ

の大きさを表す単位で

す。1バイトは8ピ、ソ

卜で糟成されます。

・整数型データ

ー32768から32767の範囲の整数で、BASIC内部では、2バイト

のデータとして扱われています。割コラム

・単精度実数型データ

0および±2.9387359×10 39から士1.7014118×1038までの範囲

の、有効桁 8桁の浮動小数点方式です。 BASIC内部では、 5バ

イトのデータとして扱われています。

以後、単精度型と略して呼ぶ場合があリます。

・倍精度実数型データ

0および±2. 938735877055719×10剖から

± 1. 701411834604692×1038までの範囲の、有効桁16桁の浮動小

数点方式です。BASIC内部では、 8バイトのデータとして扱わ

れています。

以後、倍精度型と略して呼ぶ場合があリます。

・文字列型データ

Oから255文字までの長さの文字の並んだものとして扱われます。

内部では、 半角文字は1バイ ト全角文字は2バイトの文字コ ド

の並びとして扱われ、最大の長さは255バイトです。

注）ここで表現しているデータのバイト数は、データのみの数です。

実際に変数や配列に代入した場合は、変数名や配列名の管理用

のデータ分だけバイト数が増えます。

nu 
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整数型

定数

定数とは、プロク．ラム実行中に内容が蛮化しないデータのことで

す。

数値の後に%記号を伯けます。

入力時－32768から32767までの定数は自動的に整数型とみなされ

ます。

例） 12345% ー 123% 1156 -1500 

整数型は10進数のほかに2、ι 16進数での表現ができます。

2進数 ・・・ &Bを数の先頭に伺けます。

&B O～＆B 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 

8進数 ・・ー &Oを数の先頭に伺けます。

&O 0～＆O 1 7 7 7 7 7 

16進数 ••• &Hを数の先頭に伯けます。

&H 0～＆HF FF F 

最上位ビ、ソトは符号になりますので1の場合は負の値になりま

す。たとえば、 16進数の＆H8000～＆HFFFFは－32768～ー1になリます。

通常の表示は10進数で行われますが、 BIN$,OCT$, HEX$の関

数を使用すると、それぞれ2,8、16進数で表すことができます。

漢字対応の特別な定数として次のものがあります。

いずれも内部ではシフ トJISに歪換して扱われます。

JISコー ド ・一一 &Jを先頭に伺けて4桁の16進数で表します。

&J2121～＆J7E7E （範囲をこえた場合は工ラーになります。）

例）print chr$ (&J3021), hex$ (&J3021) 

~ 889F .. .. JISの＆H3021はシフトJISでは＆H889F

になります。

区点コード 一一 &Kを先頭に伺けて区と点をそれぞれ2桁の10

進数で表します。

&K0101～＆K9494 （範囲をこえた場合工ラーになります。）

例）print chr$(&K1601),hex$(&K1601) 

亜 889F ・・・ 0・・ 16区、1点はシフ トJISでは＆H889Fになり

ます。
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単精度実数型

数の後に！記号をイオけます。

整数型の範囲をこえる8桁以内の整数、または小数点的きで有効

桁が8桁以内の数は、自動的に単精度実数型とみなされます。

指数記号は、 Eが用いられます。

例）123! 1234567 10.5 

143E+03 ・・・・ 143×103= 143000 

1 1 2 8 E -0 5 .. ・ ・ ・ ・ 1128×・10 5=Q. 01128 

倍精度実数型

数の後に＃記号を伺けます。

有効桁が9桁以上の数は、自動的に倍精度実数型とみなされます。

指数記号は、 Dが用いられます。

例）123# 123456789 1.230+12 

文字列型
引用符としてダブルクォーテーション（”）記号で囲みます。

例）”12 3””B ASI C” 

”記号を続けて書くと文字長が OのNull C空文字）文字列になりま

す。（Null文字列＝ヌjレス トリンゲ）
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愛数名

変数の型

愛数

変数とは、プログラム実行中に内容が変化するデータのことです。

プログラム中でデータを扱う場合、そのデータの内容がいろいろ

と蛮化するときには蛮数を使います。

変数を区別するための名前が変数名になります。

名前は、最初の文字を半角文字のアルファベッ トやカタカナまた

は漢字 （文字コードがシフト JISコー ドで＆H889F以降の全角文

字）で指定します。2文字目以降は半角文字のアルファベットや力

タ力ナ、数字、アンダーパ一（ー）および全角文字 （文字コードが

シフト JISコー ドで＆H82F4以降のもの）を使って指定でき、

最大半角文字相当で200文字までの任意の長さで指定できます。ま

た、最後に型を示す記号 （%，！，＃，$）をけけます。

予約語（コマンド、ステー卜メン 卜のスペル）と同じ変数名は使

用できませんが、予約語のスペjレを含むものは使用することがで

きます。

例）ABCD% ABCD 1 ABCD:j:l: ABCD$ 

同じ名前を使用していますが型が異なりますので別

のものとして扱われます。

通常は変数名で型指定を省略した場合、蛮数名が半角のアルファ

ベッ トで始まるものは単精度実数型、変数名が漢字または半角文字

のカタカナで始まるものは倍精度実数型として扱われます。

データの型を指定する場合は次の記号を伺けます。

% 整数型

単精度実数型

＃ 倍精度実数型

$ 文字列型

歪数名が半角文字のアルファベッ トで始まる蛮数の型指定を省略

したとき、自動的に決定される型を指定する命令として、 defint、

def sng、defdbl、defstr の命令が用意されています。
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配列名と添字

i希字

OPTION BASE 

配列

蛮数が多くなると、プログラムも複雑になってきます。

このように、データ数が多くなった場合には、配列を使用すると

便利です。

配列は、変数に番号をイオけて並べたものです。

配列に伺ける名前を配列名といい、配列名に使用できる文字や長

さは一般の蛮数と同じです。

配列で使用する一連の番号は（ ）でくくり、その配列上の位置を

示します。これを添字といいます。

配列データを参照するときは、この配列名と添字を指定します。

なお、配列の 1つ1つのデータを配列蛮数といいます。

配列データは次のように書きます。

配列名（添字）

たとえば、Aという配列名で5個のデータを格納する場合は次の

ようになります。

A(5) 

(option base 1を実行し

I A(1) I A(2) I A(3) I A(4) I A(5) I て添字の最小値を 1と

した場合）

さらに、添字は力ンマで句切ってA(3,3）のように並べること

ができます。

この例では、 3×3=9個のデータを格納できます。

AC 3, 3) 

AC 1 , 1) 

AC 2, 1) 

AC 1 , 2) 

AC2, 2) 

AC 1 , 3) 

AC2, 3) 

( option base 1を実行し

て、添字の最小値を 1と
AC3, 1) I AC3, 2) I AC3, 3) I した場合）

このように、添字が2個ある配列を 2次元配列といいます。

添字が3個ある場合には 3次元配列、n個ある場合はn次元配列

といいます。

配列を使用する場合には、まず配列の添字の最小値を設定してお
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配列宣言

配列愛数の消去

く必要があります。

配列の添字は最小値はOか1です。

この値はoptionbase文てゆ設定します。

BASIC起動時には、添字の最小値は 0（こなっており、 option

base 1を実行すると添字の最小値を 1に設定することができます。

option base文は、配列宣言（dim文）を行った後に実行したり、

2度以上optionbase文を実行すると工う になるので注意してく

ださい。

次に使用するデータ領域を確保します。これを配列宣言といい、

dim支を使います。

たとえば、 dimA ( 5 , 5 , 5 ）とすると、 AC1 , 1 , 1）からAC5, 

5 ' 5）までの3次元、 5×5×5=125個の配列を使用することが

できます。（optionbase 1の場合）

dim文で指定する添字は最大値で、この値によって必要なデータ

領域を確保します。

また、配列宣言を省略することも可能です。

配列宣言を省略して配列変数を使った場合は、

dim 配列名(10)

を宣言したのと同じになります。

宣言せずに11番以上の配列蛮数を指定したり、一度宣言されてい

る配列を宣言されているよりも大きなサイズで再度、宣言すること

はできません。

次元の最大は255次元まで、各添字の最大は32767まで、 1つの配

列の要素数の最大は65535まで指定できます。ただしプログラムの

1行の長さやメモリ容量の制約があるため、実際には指定できない

ことがあります。

例） 10 rem test 
20 option base 1 

30 dim A$(5) 

di『n文て‘宣言した配列を消去するには、 clear文またはerase文を

使います。

clear文を実行すると、すべての変数および配列変数が消去され

ます。 erase文は指定した配列変数のみを消去します。
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式

算術演算

式と演算子

結果が数値になる式を数式、結果が文字になる式を文字列式と呼

びます。

式は、演算される定数や蛮数などの項と、四則演算記号などの演

算子により構成されます。単に定数や変数のみでも演算子の省略さ

れた式（単項式）としてみることができます。

例） A$＝”ABC”十”DEF”：文字列式

演算子

B%=C%+10 ．数式

算術演算の優先順位は、 （）内が最も優先され、以下は次の表の

順番になります。

2番目の負符号は単項演算子で、符号の前が項でない場合にあと

に続く項の値を負にします。

￥の整数除算は、￥の左右の項を整数型に蛮換（四捨五入）したあ

とに除算を行い、結果の少数点以下を切り捨てます。

mod の剰余演算は、整数除算の余リを求めます。

¥,modのいずれも左右の項の値が整数型の範囲をこえる場合に

工ラーになるので注意が必要です。

算術演算子は次のとおりです。

｜優先順位 ｜演賞子 意味

べき乗算

2 負符号

3 ＊ 乗算

3 ／ 除算

ー￥ 整数除算

5 円10d 剰余演算

＋ 加算

6 j戚算
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比較演算

比較演算は、数値や文字の大きさを比較して、比較演算子と合え

ば－ 1になり、合わなければOの整数型の値になります。

整数型の 1は16ピ、ソ 卜すべての桁が 1に、 0はすべての桁がO

になり、論理演算と組み合わせると、複雑な判断に用いることがで

きます。

演算子 意味

等しい

＜＞ ＞＜ 等しくない

＜ より小さい

＞ より大きい

＜＝＝＜ よリ小さいか等しい

＞＝ ＝＞ よリ大きいか等しい

等号は、代入のときにも使用される記号ですから注意が必要です。

比較は数値またーは、文字列どうしで行われ、数値と文字列の比

較はできません。

比較演算の優先順位は算術演算の次になリ、比較演算どうしでは

順位が同じです。

文字列の比較は、最初から 1文字目どうし、 2文字目どうしと

順番に行い、すべての文字が同じであれば等しいとみなします。

途中で文字が異なっていれば、その時点、で文字コードの大きな方

の文字列が大きいとみなします。文字列の長さが異なり、短いほ

うの文字が終了するまで同じであれば、長い方の文字列が大きいと

みなされます。

例）”ABC D”＝”A BC D” 

”A BC D”＜”A BC E” 

”A BC D” ＞”A B C” 

”A B C ”＞”A B C” 

＜”A” 

文字長がOの文字列、 Null文字予IJ（空文字）は、最も小さな文字列

となります。

空白（スペース）にも文字コードがあリますので文字列の中に空白

があれば、 1つの文字として扱われ比較を行いますので注意が必要

です。
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ブール代数の演算

数字の『ブール代数I

の規則に従う演算方法

で演算の結果が2つ

の値のうちの 1つをと

る演算ですc 2つの値

はOと1などで表した

リします。

論理演算

論理演算は整数型で行われ、 16ピットの各ピ、ソトどうしでブー

jレ代数の演算をします。羽コラム

そのとき、目的のI買を整数型に蛮換するため、値が整数型の範囲

をこえる場合工ラ となりますので注意が必要です。

演算子 順位 意味

not 否定

and 2 論理積

or 3 論理和

xor 4 排他的論理和（exclusiveor) 

imp 5 包含（implication)

eqv 6 同値（equivalence)

notは論理演算中、最も優先順位が高＜、 単項演算子になります。

not（こ続く項のピ、ソトを反転させます。

x 日I : oot 日I x 
x y x xor y 

。
。
。Io I 。

X IY x and y x l v I x imp y 

。 。 。
。 。

。。 。 。
x or Y x eqv Y 

。
。 0 1 。
。 。
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関数

BASICの組み込み関数として、平方根や三角関数などの数値関

数、文字列処理関数、入出力関数などが用意されています。

関数の書式は関数名に続けて括弧（）で囲んで処理されるデータ

を書きます。この処理されるデータのことを引数と呼びます。

例） sin ( pai (1/3)) 

引数

数値関数
数値関数には次のものが用意されています。

abs 絶対値 sin 正弦

sgn イk寸k宅5- cos 余弦

int 整数化 tan 正接

fix 整数部取り出し atn 逆正接

frac 小数部取り出し fac 階乗

sqr 平方根 sum 総和

exp 指数 pai 円周率

log 自然対数 rnd 乱数発生

loglO 常用対数

三角関数の引数や結果の角度単位は、度とラジアンの2通りの方

法が可能です。角度単位はモー ド切り替えになっていて、最初はラ

ジアンですがoptionangle文によりモー ド切り替えができます。ま

た、角度の蛮換関数としてradとdegが用意されていますo

なお、数値演算プロセッサ （MZ-1M12) （別売）を使用した場合、

次の関数を高速処理することができるようになります。

sin, cos, tan, atn, log, loglO, exp, sqr, fac, A （べき乗）

数値演算プロセツサの使用／不使用はoptionfloat文て・指定します。
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文字列処理関数
文字列に関連する関数としては次のものが用意されています。

文字列の部分取リ出し・・・・・・・・・left$ mid$ right$ 

文字コード関連 ... •••• ・・・asc chr$ 

数値データ蛮換・ ・－・－ • • val str$ bin$ oct$ hex$ 

文字列の属性・…・・…・ー ・・Jen instr 

特殊変換ほか・・ー…ー…・・・・・・space$ string$ hexchr$ 

ascchr$ mki$ mks$ 

mkd$ cvi cvs cvd 

関数定義

BASICでは最初から用意されている組み込み関数のほかに、自

由に関数名と演算内容を決めて使うことができます。これを定義

関数と呼び、 FNで始まる関数名と式を定義し、あとは定義した関

数名で演賞させることができます。 くわしい定義方法については

def FN支の解説を参照してください。
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システム愛数

システム定数

システム愛数

システム蛮数とはBASIC内で最初から予約されている蛮数のこ

とで、現在時刻やBASIC内部の状態を示すポインタなどがありま

す。

主なシステム変数には次のものが用意されています。

時計、タイマ関係 ... • • • time$ day$ date$ time 

ポインタ

文字表示関係

工ラー処理

dtl lpos 

csrlin 

ー err erl 

システム麦数と同じようにBASICで予約されています。

sysid$ BASICパージョン（型式）の文字列になります。
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データの型愛換

BASICの数値型データは必要に応じて型蛮換が行われます。

特に精度の異なる型変換が行われると、予定外の結果が出てし

まう可能性があります。型蛮換の状況を良く理解して上手に活用

してください。

精度が低くなる変換

精度が低くなる場合は、四捨五入が行われます。

例）print ci nt C12. 58) 
13 

Ok 
print csng(3.141592653589793#) 
3.1415927 
Ok 

代入時の変換

変数に代入するときは、変数の型に合わせた変換が行われ

ます。

例） 1 is t 
i白内BC%=123.4
20白BC:!l:=123.4
3白川＇Z:11:=123.4:11: 
40 print.内BC%，内BC#,){YZ# 

Ok 
run 
l23 123.4000000059605 123.4 

Ok 
蛮数ABC＃には単精度の定数を倍精度に変換

して代入されますので、変換後の精度は単精

度と同じになります。

倍精度のデータとして代入する場合は、変数

XYZ＃への代入のように倍精度の定数（倍精度

の型記号＃を伺けるか、 9桁以上とする）を書

く必要があります。
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・演算時の変換

整数型専用のものを除いた演算や関数は、単精度型または倍

精度型で行われ、精度の異なるデータどうしの場合、精度の高

い方の精度に変換して行われます。また、関数の場合は引数の

型に合わせた結果を求めます。

例）print 213# 
.6防666邸66666667

Ok 
print sqr (5), sqr (5#) 
2.236068 2.23686797749979 
Ok 

・整数型演算時の変換

modや￥ （整数除算）、論理演算などの整数型で行われる演

算は、演算するデータをあらかじめ整数型に麦換してから演

算を行います。

例） print 100干2.5

33 ・・… 2.5が整数型に変換するときに四捨五入さ

れて3になリます。
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一フ工

命令の入力時やプログラム実行途中に書式の間違いや範囲をこえ

るデ タの使用、または周辺装置の異常などがあれば、コンヒJュ

タは工ラ を発生して実行を中断します。このとき工ラーの内容に

応じた工ラーメッセージを表示します。文法上の工ラ の場合次の

ように表示されます。

・直接実行モード時

Syntax error 

・関接実行モード時

プログラム実行時は発生した行番号も表示されます。

Syntax error in nn・ ・・ ・・ ・nnは工ラーが発生した行番号

プログラム実行中にエラーが発生したとき、編集コマンドの

行番号指定にピリオド（．）を使用すると、ピリオドは工ラ一発生

行番号を表すものとして扱われます。

例） list. … 工ラ 発生行を表示します。

エラーの処理
プログラム実行中に工ラ が発生したとき、実行を中断せずに発

生したエラーの内容に応じた処理をして、元の処理を再開させるこ

とができます。

エラー処理関係の命令には次のものが用意されています。

resume 

工ラ一発生時に実行する行の指定。

工ラ一番号を求める。

エラ一発生行を求める。

工ラ 処理を終了して復帰する。

on error goto 

err 

erl 

工ラ一番号は工ラーの種類に応じて割リ当てられています。工

ラ メッセ ジ表（伺録）を参照してください。
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演算誤差

BASICで演算処理を行った場合、有限桁の値を 2進数で計算し

ていますので、どうしても誤差が発生します。以下に誤差の発生す

る原因をいくつか示しますので演算処理での参考にしてください0

．丸め誤差

計算結果の桁数がゴンビュータて‘扱われる桁数をこえた場合、

扱う桁数以下の部分は四捨五入（ 般に「丸める」という）されてし

まいます。

単精度型では8桁までの数を浮動小数点形式CM*1D°の型）で

扱うので、 1.23456789は内部的に1.2345679になリ、 2/3の計算

結果は0.66666667に丸められます。また、 12345678十0.02は、

12345678になってしまいます。

• 2 -10進変換誤差

BASIC内部では数を 2進数に変換して処理します。小数点以

下の場合、 10進数では桁数の少ない数値でも、2進数に直すと無

限の桁数になることがあります。

たとえば、 10進数のo.1を2進数に変換すると0.00011 0011 00 ... 

となります。

・近似値計算

sin, cos, exp，べき乗などの関数は、近似値計算をしてその

値を求めています。その結果、近似した分だけ、誤差が生じる

ことになります。

桁落ち

近似値どうしの減算の場合、誤差を含んだ桁数を増やしてしま

うことがあります。

たとえば、 1の位に誤差を含んでいる数どうしの100012-

100001の計算をコンビュータで行うと、それぞれの誤差（絶対

誤差）は±1以内、誤差率（相対誤差）は土0.01%になります。計

算を行うと答えは11になります。このときも誤差は±1以内で

すが誤差率は10%になってしまい誤差の影響が大きくなってしま

います。

これらが原因になって起こる誤差を最小限度にくい止めるには、

絶対数の小さな数から計算していき除算はできるだけあとに行

い、そして関数計算を最後に行うようにしてください。
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なお、数値演算プロセッサ（MZ-1M12) （別売）を使用した場合、

使用しない場合と演算結果が異なる場合があります。

（数値演算プロセッサの使用／不使用は、optionfloat文て・指定し

ます。）
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固｜漢字の扱いについて l 

全角文字

グラフィック文字、

漢字コード表はオー

ナーズマニュアjレを参

照してください。

JIS漢字コード

JIS（日本工業規格）に

よリ規絡化されている

コ ドです。当用漢字

を中心とした約3000種

の漢字‘英文字、数字、

特殊文字がJIS第 1水

準と呼ばれます。

漢字を文字列型データとして扱うことが－でき、プログラム中で、

変数や配列名、ラベル名、定義関数名、コメントなどに使用できま

す。また、ファイJレ名にも使用て・きます。

全角文字とは、漢字などのようにフォン卜が16×16ドットで構成

された支字のことをいいます。これに対して、フォン卜が8×8ま

たは8×16ドットで構成された文字のことを半角文字といいます。

(97ページ参照）

BASIC内部では全角文字は2バイトのシフトJISコードで扱われ、

半角文字は1バイトのコードで扱われています。

全角文字のシフトJISコードとは、 JISで定められた 2バイトの

JISコードを半角文字のアルファベッ トやカタカナと重ならないよ

うにずらしたコ ドのことです。シフトJISの第 1バイト目は16進

数で＆H81～9Fと＆HEO～FCの範囲になります。

これは半角文字ではグラフィ、ソク文字のコードに相当します。そ

のため全角文字を扱う場合は、グラフィ 、ソク文字を混在させること

はできません。全角文字を扱うためのモード切り替え命令として、

km ode立を用意しています。

kmode 0 半角立字のみ扱うモ ド

（グラフィック文字使用可）

全角文字も扱うことができるモード

（ゲラフィック文字使用不可）

kmode 1 

円
，
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全角文字の入力（漢字入力モード〉

CONFIG. SYSファ

イ jレについては

MS-DOSマニュアル、

漢字入力モードでの漢

字入力および変換の方

法については、オー

ナーズマニュアル「か

な漢字変換機能Jを参

自罰してください。

漢字入力を行うためには、 MSDOSのCONFIG. SYSファイjレに

HISHOW.SYSファイル （デバイスドライパ）を登録しておく必要

があります。 羽コラム

なお、登録されていない場合はBASIC起動時に”日本語入力機

能は利用できません”というメッセージが表示されます。

・メニューモード

｜コントロール｜＋直劃キーを押して漢字入力モードにします。

電車コラム

漢字入力モードになると、画面の最下行または最上行に入力エリ

アが現れます。入力および蛮換はこの工リア内で行われます。また、

漢字入力モー ドを解除するときも｜コントロール｜＋ヨ翠］キーを

押します。

・スクリ ンモード

｜コントロール｜十E豆丞〕キ を押して漢字入力モ ドにしま

す。明コラム

漢字入力モードになると 、カーソル位置が入力工リアとなります。

漢字入力モードを解除するときも｜コントロール｜十回逗孟コキ

を押します。

（注）漢字入力は文字画面が40桁モード時と、文字フォントが8×

8ドット時には行えません。

円
円
U
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コードの蛮換

全角文字はBASIC内部では、シフトJISコードで扱われています

が、JIS16進コードやJIS区点コードとシフトJISコー ドを相互蛮換

する機能があリます。

JISコ ド定数は＆Jを伺けて16進数で表します。

例）print chr$ (&J2122, &J3021) 

区点コード定数は＆Kをイヲけて10進2t行ずつで表します。

例）print chr$ (&K0102, &Jl 601) 

シフトJISよりJISコードや区点コー ドに蛮換する関数が用意され

ています。

jis$ …－ JIS16進コード文字列に変換します。

ktn$ ・・・… 10進4桁の区点コード文字列に変換します。

これらの関数は引数の最初の文字についてのみ有効で、後に続

く文字は、無視します。

全角文字と半角文字の変換
英数字や一部の記号、カタカナは全角文字と半角文字の両方に

あります。そのため相互の蛮換を行う関数が用意されています。

akcnv$ ……半角文字列を全角文字列に変換します。

kacnv$ －…全角文字列を半角文字列に蛮換します。

そのほかの漢字関数

klen ……全角と半角文字が混在した文字列の文字

数を求めます。

kpos ……文字列中の指定文字までのバイト数を求

めます。

kext$ ……文字列から英数力ナ文字または漢字のみ

を取り出します。

kinstr ……文字列中の指定文字の位置を求めます。

km id$ …・・文字列から任意の長さの文字列を取り出

します。

knj$ ……シフトJISコードを漢字に変換しますo

ktype ……指定位置の文字のタイプを求めます。
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文章の表示・印字機能

プリンタ印字について

は「15.プリ ンタ制御

機能jの項を参照して

ください。

本BASICでは、日本語文章を画面に表示させたリ、プリンタに

印字させたりすることが簡単にできるようになっています。

list* －・・… コメントを表示します。

川st* …… コメントをプリンタに印字します。

auto* …… アポストロフィ （’）伺きの行番号の自動発生を

行います。

list ＊は、プログラムの中でアポストロフィ （’）で始まる行の文章

のみを表示します。

また、Iiist＊を使えば、同様に文章だけをプリンタに印字するこ

とができます。

アポストロフィを使ったプログラムの作成にはauto＊を利用す

ると便利です。auto＊は、アポストロフィ自の行番号を自動的に

発生させます。

例）1 is t 
18 ＇お元気ですか
28 ＇それではまた

Ok 
1 is t.米
お元気ですか
それではまた
Ok 

n
H
u
 

r
n
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回ファイルの管理

ファイル

ディレクトリ

ファイルの種類

拡張子については、

「ファイルの指定方

法」の項を参照してく

ださい。

ファイルとは、通常、「書類などの情報をとじたもの」というよう

な意味で使われますが、 BASICでも同様にプログラムやデータを

ファイルとして扱います。

ファイルを記録しておくものには、フロッピーテ．ィスクなどがあ

ります。

ディレクトリ （directory）とは、ディスクなどに記憶されている

ファイルの管理台帳のことです。この部分には、ファイルごとの

ファイル名、書き込み禁止の有無、記録容量、記録位置、登録時間

などの情報が書かれています。

BASICで扱うファイjレの種類は次のとおリです。

1.プログラムファイル

•BASICプログラムファイル（拡張子： BAS) 羽コラム

BASICで作成したプログラムのファイルです。

•BASICアスキープログラムファイル（拡張子：DAT)

BASICで作成したプログラムをデ タファイルとして読める

ように記録したファイルです。

ただし、この場合BAS形式で記録するよりも大きな容量を必

要とします。

・機械語プログラムファイル（拡張子： BIN)

機械語で作成したプログラムのファイルです。

2.データファイル

．シーケンシャルアクセス・データファイル（拡張子： DAT)

このファイjレは、ファイル中のデータが書き込まれた順に並ん

でいて、データをアクセス（読み書き）する際には、先頭より！｜｜買番

に行います（シーケンシャル・アクセス）。

データ1個当たりの長さがまちまちでも順番に詰めて記録されま

すので、容量の効率も良くなります。ただし、アクセスはファイ

jレの先頭より順番に行う必要があります。
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階層ディレクトリに

ついては「6. ファイ

ルの保存と再生」を参

照してください。

・ランダムアクセス・データファイル（拡張子： DAT)

このファイルは、ファイル中の任意の位置のデータを直接アク

セス（ランダム・アクセス）できるようになっています。

ただし、データが固定長になるのでデータ長がそれぞれ違う場

合、容量の効率が悪くなります。

3.階層ディレクトリ管理用ファイル（DIR)

このファイルは、ファイjレの登録数が多くなるようなときグ

ループ別にディレクトリを分けて参照する、階層ディレクトリの

管理を行うファイルです。羽コラム
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ファイルの指定方法

ファイル指定
ファイルの指定は、＜ファイル指定＞によって行います。

＜ファイjレ指定＞は、次の書式で書きます。

“〔〈装置名〉〕〔〈ディレクトリパス〉〕〈ファイル名〉〈砿張子〉”

sd
子

凶
｝
！
？
張

I
U

』

舷

I
J
沌

E
一J

T
L
V
J

’
 

刊
一
ァ

X

E
、
フ
パ

￥
J

リ

F
U

－
－
h

・

ぽ
「
』
V

ク

引
」
〉
レ

戸
名
イ

と

錨

伊

例

装置名
ファイルはファイjレ名を柑けて各装置に登録します。

装置には次のようなものがあり 、装置名で指定します。

装置名は論理装置名または物理装置名で指定します。

論理装置名はMS-DOSのロジカjレドライブ名と同じものです。

また、物理装置名はBASIC-M25と互換性のある装置名です。

なお、 RS-232Cインターフェイス、ディスプレイ画面、プリン

夕、キーボードには論理装置名はありません。 （物理装置名で指

定してください。）

装置名 プログラム シーケンシャル ランダム
指定される装置

論理装置名 物理装置名 入出力 入力 出 力 入出力

A: FD 1: フロッピーディスク

B: FD 2. ドライブ 。 。。 。
K・ FD 3. 

L. FD 4 

C: HD 1 ハドディスクドライブ 0 。。 。
j・ HOS: 

M: MEM: lメモリディスク 。 くJ ／＼ノ、 。
RS-232C 

COM1 インターフェイス c 。
CRT1: ディスプレイ画面 。
LPT プリンタ 。
KB: キーボード 0 

注）論理装置名は初期設定のものです。MS-DOSのASSIGNコマン

ドで論理装置名を入れ替えることができます。
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ディップスイッチの

設定についてはオー

ナ ズマニュアルを参

日有してください。

CON FIG. SYSファイ

lレに ついては

MS-DOSマニュアJレ

を参照してください。

シ ケンシャルおよび

ランダムアクセスファ

イルについては「6

プログラムの保存と再

生」を参照してくださ

L）。

デ、ィレクトリパス

ディレクトリ パスに

ついては、「6 ファ

イルの保存と再生」を

参照してください。

・フロッピーディスクドライブは最大4基まで使用できます。

また、ランダムアクセスが可能です。タ卜部にディスクドライブ

を接続した場合にディスクドヲイブの種類に合わせてトラック

数やタイミンゲをinit＇’FD：”によりドライブ番号ごとに設定でき

ます。

注）外部にディスクドライブを接続した場合は、ディスクドライブ

の種類に合わせて、本体のディップスイッチを設定する必要が

あります。官コラム

－ハードディスク ドライブは1基使用できます。

任意分割すると、容量を最大8分割でき、みかけ上8基のドライブ

として扱うことができるようになります。

・メモリディスク （RAMディスク）は、グラフィ、ソクV-RAMや増

設RAMの一部を使用し、フロッピーテ．ィスクと同様にランダム

アクセスが可能です。

注）・コンビュータ本体の電源を切ると内容が消えてしまうので、

必要なファイルはあらかじめフロッピ デッスクなどへ移し

かえておく必要があります。

－メモリディスクを使用するためには、 MS-DOSのCON-

FIG. SYSファイルにRAMDISK. SYSファイル（デバイスドラ

イパ）を登録しておく必要があリます。出荷時には登録され

ていますが、登録されていない場合はBASIC起動時に“RAM

ディスク機能は利用できません”というメ、ソセージが表示さ

れます。

• RS-232Cインターフェイスはシーケンシャルアクセスファイル

として扱うことができます。

・ディスプレイ画面は出力専用のファイjレ装置として使用します0

．プリンタは出力専用のファイjレ装置として使用します。

・キーボードはλ力専用のファイjレ装置として使用します。

ディレクトリパスは、アクセスしようとするファイルが階層ディ

レクトリのうちのどこにあるか示します。明コラム

n川『，E。υ



ファイル名

使用できないファイル

名に ついては

MS-DOSマニュアル

を参照してください。

鉱張子

ファイル名はファイjレごとにつける名前のことです。

装置内に複数のファイルがある場合、どのファイルが指定されたの

かを見分ける必要がありますので、同じファイル名を伺けることは

できません。ファイjレ名には半角文字、全角文字が使用可能で、半

角文字で最大8文字まで可能です。（全角文字は 1文字で2文字分

と数えます）羽コラム

なお、ディレクトリパスやファイル名を小文字で指定した場合、

自動的に大文字に変換されます。

拡張子は、ファイル形式を指定するものです。

ファイル形式によって、次の文字を指定します。

・.BAS:BASICプログラムファイル

・BIN：機械語プログラムファイル

-.DAT: BASICアスキープログラムファイル

シーケンシャjレアクセス－データファイjレ

ランダムアクセス・データファイル
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国ファイルの保存と再生

プログラムファイル

プログラムの保存

アスキー形式

プログラムを文字

コードに変換して記録

する方式です。（シ

ケンシャJレアクセス）

データファイルと同じ

ファイjレ形式なので、

データファイルとして

読むことができるよう

になります。

プログラムを保存、再生するファイルをプログラムファイルと呼

びます。

メモリ内のプログラムをフロッピーディスクなどに記録するとき

は、save、list、bsaveコマンドを使用します。

（注）同一ファイjレ名がすでに存在するときは、以前にあったファイ

ルの内容は更新されます。

r Al 
save”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，｛ ｝〕

l CI 

メインメモリ内のBASICプログラムを指定された装置へ指定さ

れたファイル名を伺けて記録します。

ファイル拡張子はBASになります。また、最後にAまたはCを指

定するとファイル形式はアスキー形式（DAT）で記録します。

割コラム

AまたはCを指定しないのが一般的な記録方式で、プログラムは

中間コードに変換されて記録します。アスキー形式は、一般的な記

録よりも多くの領域が必要になり、書き込み、読み出しにも時聞が

かかリます。

なお、Cを指定すると、行番号の前の空白を記録しないので、A

指定より少ない領域で記録できます。

list ”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，〔〈開始行〉ー〔〈終了行〉〕〕

メインメモ リ内のBASICプログラムを指定された装置へ指定さ

れたファイjレ名を伺けてアスキー形式（DAT）で記録します。

saveコマンドと異なる点は記録する行番号を指定できることで

す。

指定した開始行から終了行までを記録します。

p
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プログラムの再生

書き込みチェック

ファイルの消去

bsave”〔〈装置名〉〕（ファイル名〉九〈開始アドレス〉，〈サイズ〉

メインメモリ内の機械語プログラムを指定された装置へ指定され

たファイル名を伺けて記録します。

ファイjレ拡張子はBINになります。

なおbsaveコマンドでアドレス指定できる範囲は64キロバイト以

内なので、 defseg文でベース（下限）アドレスを指定する必要があ

ります。

フ口、ソピーディスクなどに記録されたプログラムをメモリに読み

出すときは、 load、run、bloadコマンドを使用します。

load ”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，R〕

指定された装置に記録されているBASICプログラムをメモリ上

に読み出します。

Rを指定すると、読み出し後ただちに実行を開始します。

bload”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，〈アドレス〉〕〔，R〕

指定された装置に記録されている機械語プログラムをメモリ上に

読み出します。

なお、 bloadコマンドでアドレス指定できる範囲は64キロバイト

以内なので、 defseg文でベースアドレスを指定する必要がありま

す。

run”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”

指定された装置に記録されているBASICプログラムをメモリ上

に読み出し、実行します。

フロッピーディスクへプログラムやデータファイjレの書き込みを

行った後に、正しく記録されているかチェックを行うことができま

す。チェックを行うかどうかはverityコマンドで指定します。

verify on チェックを行う

verify off …ム チェックを行わない

メモリにあるプログラムを消すときはnewを使いますが、指定さ
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ファイル名の一覧

ディレク卜リ名につ

いては「階層テ‘ィレク

トリ」の項を参照して

ください。

プログラムの合成

プログラムの連結

れた装置に記録されているファイルを消すときはkillコマンドを使

用します。

kill”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”

このコマンドによって消去されたファイルは元に戻りませんの

で注意してください。

記録したファイル名の一覧を見るときは、files、lfilesコマンド

を使用します。

files ”〔（装置名〉〕〔〈ファイル名〉〕”

lfiles”〔〈装置名〉〕〔〈ファイル名〉〕”

指定された装置に記録されているファイル名の一貫がfilesの場合

は画面に表示され、 lfilesの場合はプリンタに印字されます。

filesの実行例

Directory of A：￥←ディレク卜リ名 百コラム

・14:30 ”A:DATA 1 • DAT”’87-04-14 1400 

↑ ↑↑↑↑↑  

作成時刻装置名ファイjレ名拡張子作成日ファイルの大きさ

（単位：バイト）

ファイル名の 覧を表示した後で、その中にあるファイルを読み

出し、実行、消去したい場合は次のようにすると便利です。

①そのファイル名の最初に表示されている作成時刻のところへ

カーソルを移動する。

②作成時刻のかわりにload、run、killを入力して団キーを押す。

メモリ上にあるプログラムと、ファイjレに記録されたプログラム

を合成（マージ）するときはmergeコマンドを使用します。

merge”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”

指定された装置に記録されているファイルが読み出され、現在メ

モリにあるフログラムと合成された 1つのプログラムが作成されま

す。

プログラムが長く 、メモリ内で処理できないときに、プログラム

をいくつかに分割してファイルに記録しておき、 chainで連結（チ工
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ファイル名の変更

イン）しながら実行することができます。

chain＜ファイル指定＞〔，実行開始行〉〕〔，all〕

chain merge （ファイル指定〉〔，〈実行開始行〉〕〔，all〕〔，delete〈削

除範囲〉〕

chainを実行すると、現在実行中のプログラムを消去し、指定さ

れた装置に記録されているファイルを読み出し、実行します。

chain mergeの場合は、現在のプログラムを消去せずに、指定

ファイjレを現在のプロク．ラムに合成し、実行します。

このとき、次のプログラムヘ引き渡す蛮数や配列をcommonてー

定義することができます。

すでに記録したファイルの登録名をnameコマンドで変更するこ

とができます。

name ”〔〈装置名〉〕（ファイル名〉” as”〈新ファイル名〉”

ファイル名て・指定したファイルのファイル名を新ファイjレ名に蛮

更します。

ファイルのプロテクト

ファイルの保護

作成したファイJレを誤って消去しないようにsetコマンドでファ

イルにプロテクト（書き換え禁止）をかけることができます。

set”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉九”P”

指定したファイルをプロテク卜状態にします。

プロテク卜されたファイルに対しでは、消去、ファイル名変更、

ファイjレへの書き込みなどが禁止されます。filesコマンドによる

ファイjレ名表示のときに、プロテスト状態のファイjレは日伺表示の

後に＊が表示されます。

プロテクトを解除するときは”P”のかわりに””を指定します。

作成したファイルを読み出して内容を見たり、内容の変更、ある

いは消去といったことを禁止することができます。

save”〔く装置名＞〕くファイル名＞”，P

指定したファイjレを保護形式 （秘密形式）にします。

保護形式を指定されたファイルはlistコマンドで内容を見たり 、内

容を変更したりすることはできません。

また、一度ファイjレを保護形式に指定すると、保護形式を解除する

方法は用意されていませんのでご注意ください。
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ファイルのコピー

COPYコマンドにつ

いては、 MS-DOSマ

ニュアjレを参照して

ください。

child文については

「18. MS-DOSへの移

行」の項を参照してく

ださい。

フロッピーディスクなどに記録したファイルは、 MS-DOSの

COPYコマンドによって、別の装置（別のフロッピーディスクなど）

にコピーすることができます。 明コラム

閥、 BASICが起動しているときは、 system固と入力して、

MS-DOSのプロンプト（＞）が表示されてから、 COPYコマンドを

実行してください。

system団
A> 

なお、再びBASICを起動するときは、カレントドライブに

MS-DOS/BASICシステムディスクがあることを確かめて、 BASIC

固と入力しでください。

また、 child文を利用して、 BASICを終了せずにMS-DOSコマン

ドを実行することもできます。
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データファイル

プログラムの中で使用するデータを保存、再生するファイルを

データファイルと呼びます。

データファイルにはシーケンシャルアクセスファイルとランダム

アクセスファイルがあります。

シーケンシャルアクセスファイル

シーケ〉シャル77色ス

ヲンタ弘77t!.ズ

シーケンシャルアクセスファイル（以下シーケンシャルファイル

と呼びます）とは、連続的に書かれたデータファイjレのことで、次

のような長所と短所があります。

〈長所〉

・ファイルの中のデータは書き込まれた順に並んでいて、アクセス

は最初から順番に行います。

・ファイjレの最後にデータを追加することは、比較的簡単にできま

す。

・ファイルの中のデータは順番に記録されているので無駄があり

ません。

・ファイjレ作成のプログラムが比較的簡単にできます。

〈短所〉

・データの内容を変更するときは、すべてのデータを読み出し、蛮

更を行った後、ファイjレに書き込む必要があリます。

シーケンシャルファイルを使用してデータの保存、再生を行う場

合は、次の命令を使用します。

open、close、print＃、 print# using、input＃、 write＃、

line input ＃、 eof、input$

ランダムアクセスファイル
ランダムアクセスファイル（以下ランダムファイルと呼びます）と

は、1レコード単位で記録位置を指定できるデータファイルのこと

で、次のような長所と短所があります。

〈長所〉

・ファイルの中のデータは、直接アクセスできるので、任意の位置

のデータを読み書きすることができます。

・ファイルの中の一部のデータだけを変更することができます。
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・ファイjレの最後にデータを追加することができます。

〈短所〉

・データが少ない場合でも 1レコードごとにアクセスを行うため、

無駄な部分があります。

・ファイル作成のために多くの設定が必要なため、シーケンシャ

ルファイjレに比べてプログラムが複雑になります。

ランダムファイルを使用してテ． タの保存、再生を行う場合は、

次の命令を使用します。

open、close、field、put＃、 get＃、 Iset、rset、mkl$、mks$、

mkd$、cvi、CVS、cvd

いずれのデータファイルにおいても、 openしたファイルは必ず

closeするようにしてください。

なお、データファイjレもプログラムファイ）I.;と同様にkill、files、

lfiles、name、set命令によりファイルの消去、ファイル名の一覧

表示などが行えます。

シーケンシャルファイルへのデータの保存、再生
シーケンシャルファイルへのデータの保存、再生を行う場合、

プログラムファイルのように 1つのコマンドだけで行うことはで

きません。ファイルの状態などを設定する必要があります。

その手順についてプログラム例を用いて説明をします。
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ファイルへの
書き込み

①～③ 

ファイルからの
読み出し

①～⑤ 

①シーケンシャルファイjレヘデ タを書き込み、読み出しをする
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には、どのファイlレにどのような操作をするのか宣言する必要

があります。 openで宣言をします。

10 open”。
"O＂・・・…ファイルへのデータの書き込みを設定します。

u・…・openによって出力するファイルの番号を設定します。

”Fru.its＂・・・・ファイ jレ名を設定します。

この行番号10の実行でデータの書き込みが可能になります。

以後のファイル処理は、ファイjレ名ではなくファイル番号て‘行

います。この設定を行うことをファイルをオープンするといい

ます。

②print ＃、 write＃などでファイjレにデタを書き込みます。
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行番号20と40で書き込むデータを入力します。

行番号30では行番号20で入力されたデータが”end”かどうかを

判断して”end”であれば行番号80へジャンプして書き込みを終

了します。

50 print U,K$ 
60 print fl,S 

行番号50、60では、ファイjレ番号 1でオープンされたファイル

にK$、Sのデタを書き込みます。シーケンシャjレファイル

にデータを書き込む命令は、 print＃のほかにprint# using 、

write ＃があリます。

①デ タの書き込みが終了したら、 closeて‘ファイjレを閉じます。

閉じたファイルは、 再びオ プンしないと読み出しも書き込み

もできません。

70 goto 20 
80 close U 

行番号70で行番号20ヘジャンプしています。行番号20で”end”

が入力されるまでくり返します。

行番号80でファイル番号 1のファイjレを閉じています。

以上でシーケンシャルファイJレへのデータの書き込みは終わり

です。
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④次に書き込んだデータの読み出しをします。読み出す場合も書

き込むときと同様にopenでファイルをオ プンする必要があ

ります。このとき、書き込みを指定していた”O”の部分は”l”

に変えて、読み出しの状態に設定します。

100 open”！”＇:Jl:l，”Fruits” 

行番号100の実行でシーケンシャルファイル”Fruits”からのデー

タの読み出しが可能になります。

①input ＃、 lineinput ＃などでファイjレよりデータを読み出し

ます。

110 if eof(:jl:l) then 170 

行番号110ではシ ケンシャルファイルの終わりをeof関数に

よって調べ、終わりであれば行番号170ヘジャンプします。

eof関数は、データの最後ならば－ 1、そうでなければOの値

を返します。

120 input U,K$ 
130 input U,S 

行番号120、130ではファイル番号 1でオープンされたファイル

からデータを変数K$、Sに読み出します。

シーケンシャjレファイルでは、データを読み出す場合、書き込

んだ順番に行う必要があり 、一部のデータを読み出す場合で

も、その前に書き込まれたデータをいったん読み出さなければ

なりません。

140 print.円重類：”；K$
150 print”数は”；S：”個です”
160 goto 110 

行番号140、150では読み出したデータを表示しています。

行番号160では行番号110ヘジャンプしています。行番号110で

行番号170ヘジャンプするまでくり返します。

⑥データの読み出しが終了したら、closeて・ファイルを閉じます。

170 close U:end 

行番号170ではファイjレ番号 1のファイルを閉じています。

このプログラムの実行例は、〉欠のようになります。
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種類は？りんご回
数は ? 5同
種類は？ ；；否、ん回
数は ? 3団
類は？ end回
調：めんこ「

数は 5f固です
種類：みJかん
数は 3個です

種類はつのところで”end”を入力するとデータの書き込みは終了

します。

シーケンシャルファイルへのデータの追加
シーケンシャルファイルでは、ファイjレの任意の位置への書き込

み、読み出しを行えませんが、すでに作成されたファイjレの最後に

データを追加することはできます。

①データを追加する場合もopenて・ファイルをオープンします。

このときは、追加書き込みの”A”を指定します。

データの保存、再生のところで使用した例プログラムの一部を

変更するだけで簡単にデータを追加するプログラムが作れます。

す。

行番号10を次のように蛮更します。

10 open”O”，：U，”Fruits" 
守

10 open”向”＇:ltl，”Fru.its” 

シーケンシャルファイルにデータを追加する場合、openでの指

定以外はデータの書き込みと同じ手順で行います。

②print＃、write＃などでファイルに追加するデータを書き込み

ます。

①データの書き込みが終了したら、closeでファイjレを閉じます。
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ランダムファイルへのデータの保存、再生
ランダムファイjレもシーケンシャjレと同様にファイjレの状態を設

定する必要があります。また、ランダムファイルは、データの読み

書きをレコードパ、ソファ（メインメモリ上でデータを一時的に蓄え

る部分）を介して行い、そのレコードパ、ソファへの読み書きは文

字列型でなければなりません。そのためシーケンシャルファイルよ

りも多くの手続きが必要です。

データの書き込み

データの書き込みプログラム
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①ランダムファイjレをオープンする場合、openで”R”を指定しま

す。ランダムファイJレでは読み書きに関係なく同じ”R”を指定

するので、1つのopenでデタの読み書きをすることもできま

す。

10 open”E 

行番号10では”Fruits”という名のランダムファイルをオープン

しています。この場合、レコード畏の指定を省略しているので

1レコードは256バイトとなります。

①ファイルに書き込むデータを用意します。ランダムファイjレに

書き込むデータは文字列型のみで、数値型のものは使用できま

せん。そのため、数値型データは文字列型に変換する必要があ

ります。

nnu 

nhu 



20 input 守重類は”；K$
30 if K$＝”end”then 120 
40 input ”数は ”；S 
50 T$=mki事（S)

数式文字列に蛮換する関数は、行番号50のmki$の他にmks$、

mkd$があります。

③ランダムファイルにデータの読み書きを行う場合、 1レコー

ドのデータをバッファに蓄えておき、1レコード分ずつ読み書

きを行います。また、そのレコードバッファは読み書きの前

にfieldて・データの割り伺けがされている必要があります。

60 field :Jl:l,10 as A$,2 as B$ 

行番号60ではファイル番号 1用のレコードバッファの最初の10

バイトをA$、次の 2バイトを8$に割り伺けています。

この場合、残りの244バイトは未使用となります。

④fieldで割リイオけたパ、ソファにIset、rsetを使用してデータを書

き込みます。

70 lset A$=K$ 
80 lset B$=T$ 

行番号70、80ではIsetて‘レコードバッファにデータを書き込ん

でいます。

①レコー ドパ、ソファの内容をput＃でファイルに書き込みます。

ランダムファイルにはレコ ド番号の位置にデータが記録され

ます。このレコード番号を指定することにより任意の位置の

データの読み書きが可能となります。

90 input ”レコード番号”；R
100 put :Jl:l,R 

行番号90ではレコード番号を入力します。

行番号100では、ファイル番号 1のレコー ドバッファにあるデ

ータを乍ruits”というファイルヘ行番号90で入力したレコード

番号の位置に書き込んで・います。

①データの書き込みが終了したら、 closeて‘ファイjレを閉じます。

110 goto 20 
120 close :U :end. 

行番号120ではオープンされていたファイルを閉じています。
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このプログラムの実行例は次のようになります。

襲警は；拍ご団
Uコード番号？ 1回
種類は？み色ん回
数は ? 3凶
Uコード番口？ 2回
種類は？ endilJ 

種類は？のところで”end”を入力するとデータの書き込みは終

了します。

行番号60でA$には10パイ卜の割り伺けをしているので、種類

の入力は10文字（全角文字は 5文字）までになります。

データの読み込み

データ．の読み込みプログラム

10 open円E
2白field :ltl‘10 as内｜宣_2as B $ 
30 input円レコ一ド蓄主昔刀：;R 
40 if R=0 then 108 
50ョet#1司E
60 S=cv i CB$) 
70 print ’ド重菱自：”；帥
80 print ”薮は”；S；吋固’です”
90 goto 30 
100 close :ll:l:end 

①ファイルのオープンをします。ランダムファイjレではデータの

読み書きでオープンの方法は変わりません。

10 open”R 

①filedて・レコードバッファに文字変数を割りイオけます。このと

き、書き込み時と変数名を衰えることはできますが、レコード

パ、ソファの割リイオけは同じにする必要があります。

20 f i e I cl U , 10 as的，2as 8$ 

n
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③ランダムファイjレ上のデータをレコードパ、ソファに読み込みま

す。

ファイルから 1レコード分のデータをレコ ドパ、ソファに読み

込むにはget＃を使います。

ド番号＂； R 
100 

30 input”レコ－

40 if R=0 then 
50 get :Jl:l,R 

行番号50ではファイル番号 1のレコードパ、ソファに”Fruits”と

いうファイjレから行番号30で入力したレコード番号のデータを

読み込んでいます。

④レコードバッファに読み込んだデータを取り出します。

データはfieldて・割リ伺けた文字蛮数を使用することにより取

り出せます。また、文字列型に変換していた数値はcvi、CVS、

cvd関数により、もとの数値型に変換し直します。

60 S=cv i CB$) 
70 print. f重類：”；向S
80 print”絞は円；S；”イ固です”

①データの読み込みが終了したら、closeて・ファイルを閉じます。

90 goto 30 
100 close #l:end 

このプログラムの実行例は次のようになります。

（このプログラムの実行前に書き込みプログラムが実行されてい

る必要があります。）

団

団

回

T

ょ

っ
ι

白
U

りょ、

t
・？

t
っ・

ロ
寸
こ

山
口
寸
ん
ト
一
口守

番
ん
で
替
か
ナ
番

下り目
4
u
vl
み
，1
ド

一－－
k
d

一・・っゾ一

n
コ
類
は
コ
類
は
コ

川
レ
活
持
政
レ
一
浩
婦
拭
レ
法

レコード番号？のところでOを入力するとデータの読み込みは

終了します。
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ランダムファイルに対するデータの追加、蛮更
ランダムファイjレは、データの追加、変更を自由に行うことがで

きます。レコード番号を指定することにより、どの場所のデータも

読み書きすることができます。

すでにデータが書き込まれているレコ ド番号と同じレコード番

号で新しいデータを書き込むと、前のデータは消去されます。

ランダムファイルへのデータの追加、変更の手JI慣は、書き込みの

場合と同じです。データの書き込み（66ページ）の例のプログラムを

実行し、確認してみでください。

ファイルのコピー

COPYコマンドにつ

いては、 MS-DOSマ

ニュアjレを参照して

ください。

child文については

「18. MS-DOSへの移

行Jの項を参照してく

ださい。

フロッピーディスクなどに記録したファイjレは、MS-DOSの

COPYコマンドによって、別の装置（別のフロッピーディスクなど）

にコピすることができます。 羽コラム

師、 BASICが起動しているときは、 system固と入力して、

MS DOSのプロンプ卜（＞）が表示されてから、 COPYコマンドを

実行してください。

system回
A> 

なお、再びBASICを起動するときは、力レントドライブに

MS-DOS/BASICシステムディスクがあることを確かめて、 BASIC

回と入力してください。

また、 child文を利用して、 BASICを終了せずにMS-DOSコマン

ドを実行することもできます。

nu 

門

r
’



階層デ、ィレクトリ

単層ディレクトリ

階層ディレクトリ

ファイjレの数が多くなると、使いたいファイjレがなかなか見つか

らないなど、扱いにくくなります。

このようなときは、関連のあるファイルこ‘とに、いくつかの集合に

分類整理する方法が有効です。

BASICの場合、いくつかのファイルをディレクトリとして管理して

おり、このディレクトリをいくつか作ることで、きめの細かいファ

イjレ管理ができるようになります。

従来のファイjレの管理は、フロッピーディスクなど1つの装置に

1つのディレクトリ、すなわち、下図のような単層で行われて

いました。

このとき、 filesを実行するとすべてのファイjレ名が表示されます。

しかし、この場合はファイjレの数が多くなると、ファイjレをさが

しにくく、不便です。

ファイルを効率的に管理するために考えられたのが、階層構造（木

構造）をもっ階層ディレクトリです。

階層ディレクトリを図で表すと次のようになります。
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基本となるディレクトリをルートディレクトリと呼びます。

この中に別のディレクトリ （子ディレクトリ）を作り 、ファイルを

管理することができます。さらに、子ディレク トリの中で子ディレ

クトリを作成することもできます。

たとえば、世界の都市の中で大阪のことを調べる場合を考えます。

まず最初に、日本の都市の資料が必要になります。資料が地方別に

分かれていたとすると、近畿地方の資料を使います。〉欠に、近畿地

方の資料の中から大阪のページを聞き、 大販のことを調べることが

できます。

つまり 、大阪の資料を見つけるまでの道すじを示すと、

世界の都市の資料 → 日本 → 近畿地方 → 大阪

となります。

この例を、階層ディレクトリに当てはめて考えると、日本、 近畿

地方がディ レクトリに対応し、大阪がファイjレに対応します。

円
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．．． 

．．． 

本BASICの階層ディレクトリでは階層の道すじを表すのに

￥マ クを使用します。

したがって、例は次のように表されます。

￥日本￥近畿￥

このときファイルにあたる大阪にたどりつくまでの道すじをパス

といい、ディレクトリを￥で句切った

￥日：本￥近畿￥

をディレクトリパスといいます。

また、階層ディレク卜リの最上部のディレクトリのことをル ト

ディレクトリと呼び、先頭の”￥”がルートディレク卜リを指してい

ます。

デ、イレクトリの作成方法
ディスクのフォーマットを行うと、ディレクトリが初期化され、

ファイjレはすべて消去されます。

この状態では、ルートディレクトリのみが存在しています。

ーlルートディレクトリ

ここに新しくディレクトリを作成する場合、 mkdirコマンドを使

います。

たとえば、 jレートディレク卜リの下にSAKANAというディレク

トリを作成する場合、〉欠のようにします。

mkdir“SAKA NA”団（またはmkdiパ SAKANA”回）
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’• Iルートディレクトリ

さらに、 TORIというテ‘ィレクトリを追加する場合は、次のよう

にします。

mkdir“TORI”団（またはmkdiパ TORI”団）

炉lルートディレクトリ

もちろん、ここでプログラムファイルやデータファイjレを作成す

ることもできます。

たとえば、あるプログラムをfile1というファイル名で記録する場

合は、次のようにします。

save “filel”団 （またはsave”￥file1＇団）

filesコマンドを実行すると次のように表示されます。

Directory of向：手

’：：＜X :XX”向：S向E州向”
’：KX :)<X”向：TORI"
’XX:XX哨：FILEl.B白S”

’XX-XX-XX <DIR> 
唱XX-XX-XX くDIR>
’xx-xx-xx xxxxxx 

炉lルートディレクトリ

SAKA NAというディレクトリの下にTAIというテ．ィレクトリを作

るには、次のようにします。

A
斗
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mkdir“SAKANA¥TAI”回

ー｜ルートディレタトリ

さらに下の階層を作る場合も同様に”￥”で・句切って追加します。

mkdir ＂・・・H ・￥……￥・・・H ・”

カレントデ、ィレク卜リの蛮更
階層ディレクトリでは名ディレクトリはそれぞれ独立してファイ

ルのアクセスを行います。したがって、同じファイル名のファイ

ルを別々のディレクトリの中に作成することができます。

ファイJレをアクセスする場合、そのファイルの存在するテ‘ィレク

卜リに移動します。その後はそのディレクトリを起点、としてファイ

ルを指定することができます。このディレクトリのことをカレント

ディレクトリと呼びます。

力レントディレクトリの移動にはchdirコマンドを使います。

たとえば、力レン卜ディレクトリをjレートディレクトリから

SAKANAというディレク卜 I）に移す場合は、〉欠のようにします。

州 r“SAKANA”団（またはchdir”￥SAKANA”囚）

このときfilesコマンドを実行すると次のように表示されます。

Directory of向：干S向E向N向

’XX:XX”白：”
’）（）（：）（）〈”白：
’XX:XX”向：T白！”
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ルートディレクトリ

”．”と”．．”は、ディレクトリの階層を管理するファイjレで”．．”は

元の親ディレクトリを意味し、”．”は現在のディレクトリを意味しま

す。これらのディレクトリ管理ファイルは自動的に作成され、直接

消去することはできません。

ディレクトリ管理ファイjレを使って、

chdir " ..”回

とすると力レントディレク卜リから親ディレクトリに戻ることが

できます。

ここで、プログラムをfile2というファイル名で記録する場合、次

のようにします。

save”file2”回

ルートディレクトリ

ここからさらにその下のTAIというディレク卜リに移るには、次

のようにします。

出 dir ”TAI”回
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また、力レントディレク卜リをルートディレクトリに戻すには、

次のようにします。

ch diパ”団
TORIというディレク卜リの下にHATOというディレク卜リを作

るには、さきほどの方法で、

mkdir”TOR1¥HATO”回

としてもよいのですが、いったん力レン卜ディレクトリをTORI

に移してから作る方法もあリます。

chdir"TORI”団
mkdir”HATO”回

ルートディレクトリ

この状態でTAIというディレクトリの下にファイルを作りたいと

きは、

ch diバ SAKANA¥TAI”団

を実行して、力レントディレクトリをTAIに移してから、プログ

ラムを作リ 、次のようにします。

save”file3”回

なお、力レントディレクトリを”TORI＇’に置いたまま

save”￥ SAKANA ¥TAI¥ file3” 

で行うこともできます。
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ルートディレクトリ

ここで・filesコマンドを実行すると次のように表示されます。

Directory of向：手S向E向N時T向I

’XX:XX”白： n

’XX:XX哨：
’XX:XX”向：FiLE3.B向S”

’XX-XX-XX ぐDIR>
’XX-XX-XX くDIR>
’xx-xx-xx xxxxxx 

chdirコマンドで現在の装置（力レントドライブ）と違う装置名を

指定した場合、指定した装置内の力レントディレクトリは蛮更され

ますが、装置の変更は行われず、従って力レン卜ドライブの力レン

トディレクトリを参照したままとなります。
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デ、ィレクトリの削除

例） ドライブAの”SAKANA”が参照テ．ィレクトリのとき

ドライブA ドライブB

日
砂：ドライブAの力レントディレクトリ

（参照ディレクトリ）

t> ドライブBの力レントディレクトリ

,!], chdir”B:HUMAN”団

ドライブA ドライブB

日
砂：ドライブAの力レントディレクトリ

（参照ディレク卜リ）

b：ドライブBの力レントディレクトリ

BASICからカレントドライブを蛮更するには、 chdir”B：”または

child”くカレントドライブ＞”， m,1, 0を実行します。

不要なディレク卜リを削除するにはrmdirコマンドを使います。

現在、力レントディレク卜リがTORIとして、その下のHATOと

いうディレクトリを削除する場合には、次のようにします。

rmdir”HATO”回
このとき、ディレクトリ”HATO”にあるファイルおよび、ディレ

クトリはディレクトリ管理ファイjレであるヘ”とへ．”を除いてあら

かじめ消去されている必要があります。

もし、ファイjレを消去するときはkillコマンドを使用します。
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デ、ィレクトリのコピー

COPYコマンドにつ

いては、MS-DOSマ

ニュアjレを参照してく

ださい。

child文については

「18 MS DOSへの移

行」の項を参照してく

ださい。

フロッピーディスクなどに記録したファイjレは・，MS-DOSの

COPYコマンドによって、ファイル単位のほか、ディレク卜リ単位

でコピーすることもできます。割コラム

なお、 BASICが起動しているときは、 system回と入力して、

MS-DOSのプロンプ卜（＞）が表示されてから、 COPYコマンドを

実行してください。

system回
A> 

なお、再びBACICを起動するときは、カレントドライブにMS-

DOS/BASICシステムディスクがあることを確かめて、BASIC固
と入力してください。

また、 child文を利用して、BASICを終了せずにMS-DOSコマン

ドを実行することもできます。

n
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出｜表示モす

CONFIG. SYSファ

イルについ ては

MS DOSマニュアJレ

を参照してください。

ディスプレイの画面には、文字（アjレフ労べ、ソト 、数字、カタカナ、

漢字など）、図形（点、線、複雑な図形など）を表示することができ

ます。

アルファベットなどの文字を表示する画面を文字画面、図形を表

示する画面をグラフィック画面とよぴ、ディスプレイの画面には、

この2種類の画面を重ねて表示しています。

なお、グラフィック表示を行うためには、 MS-DOSのCONFIG. 

SYSファイルにGRAPHIC. SYSファイル（デバイスドライパ）を登

録しておく必要があります。

出荷時は登録されてますが、登録されてない場合はBASIC起動

時に”グラフィ、ソク機能は利用できません”というメ、ソセージが表示

されます。

文字画面

文字画面の表示文字数（横×縦）はinit℃RTl：”またはwidth文を

使って、次の6通りの設定をすることができます。

ただし、横の文字数は半角文字のときの数です。（全角文字のと

きは半分の数になります。）

設 F正4と一、 表示文字数
（横×縦）

in it ”CRT1:40, 12” width 40, 12 40×12 

in it ”CRTl :80, 12” width 80, 12 80×12 

in it ”CRTl :40, 20” width 40, 20 40×20 

in it ”CRTl :80, 20” width 80,20 80×20 

in it ”CRTl :40, 25” width 40,25 40×25 

in it ”CRTl :80, 25” width 80,25 80×25 
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・横40桁の指定をすると2つの文字画面を使用することができ、一

方の画面のみを表示させたり、 2つの画面を重ね合わせることが

できるようになリます。

これらの指定はscreen文で・行います。

円
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グラフィック画面

グラフイ、ソク画面の解像度Ct黄×縦）、同時表示色（まinit' RT 2：”文

を使つて、次のような設定をすることができます。

解像度 最大
設 ? ヒ

（横×縦）
同時表示色 使用

画面数

in it”CRT2:640, 200, 16” 640×200 16 8 

inlt”CRT2:640, 200, 65536” 640×200 65536 2 

in it”CRT2:640, 400, 16” 640×400 16 4 

in it”CRT2:640, 400, 65536” 640×400 65536 

①

②

③

④

 

• 16色、または65536色表示を行うためには、アナログ入力方式

のディスプレイが必要です。

①～④の設定での使用画面（スクリーン）は次のようになります。

①の設定

スクリーンO スクリーン 1 スクリーン2 スクリーン3

スクリーン4 スクリーン5 スクリーン6 スクリーン7

②の設定

スクリーンO スクリーン1

③の設定

スクリーンO スクリーン 1 スクリ ン2 スクリーン3
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スクリーンO

①や③の設定のとき（16色モード）のスクリ ンは、次の図のよう

に4つのブレーンによって構成されています。

4枚のプレンを

合成したものが

スクリーン

Bが青、 Rが赤、 Gが緑というように設定されており、この3つ

のブレーンは合成されて 1つのスクリ ンとして表示されます。

たとえば、赤のブレーンにド、ソトがあり、青と緑のプレ ンに

ドットがない場合は、そのドットは赤で表示されます。

また、青と赤のブレーンにドッ卜があリ、緑のブレーンにドット

がない場合は、そのド、ソ卜は青と赤を合成したマゼンタ（紫）で表示

されます。カラー画面は、基本的には青、赤、緑の3枚のブレーン

を重ねて表示したものです。 3枚のブレーンの重ね合わせは8通り

あるので、 8色の色が表示できます。さらに、 ｜のブレーンによリ

輝度を 2段階に調整できるため、 8色× 2=16色が表示できること

になります。

②や④の設定のとき（65536色モード）のスクリーンは、｜ （輝度）

プレ ンが↑枚、 GC緑）ブレーンが5枚、 RC赤）ブレーンが5枚、

BC青）ブレーンが5枚の計16枚のブレーンが合成されて 1つのスク

リ ンとして表示されます。
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カラーコード

文字やグラフィックの表示色は色に番号を対応させたカラーコー

ドにより指定します。BASICでは8色、 16色、 65536色の3種類の

カラーコードがあリます。

16色コード
グラフィ、ソク画面の16色モードでの色コ ドで、RG.8.1.の4

種の色信号により O～15の値で表します。

R ・・・Red 亦

G ・・・Green 緑

B ・・Blue 青

一Intensity 明るさ

4つの信号の組み合わせで次の色が表現できます。

~－~ I 表示 1S~~
色

4
u1 I 青

2 I 赤

3 I マゼンタ

4 I 緑

5 I シアン

6 I 黄

7 I 白

0 信号が無い

8色コード

9 日月 青

0 0 1 0 10 明赤

0 0 1 11 明マゼンタ

0 。。 12 日月 緑

0 0 1 13 明シアン

0 1 1 0 14 明 黄

0 1 15 明白

1 信号がある

色信号

I G R B 

1 0 0 0 

0 0 1 

0 1 0 

1 0 1 。。
0 1 

1 0 

文字画面の色コードのことで、基本的にはR.G. B.の3種の色

信号の組み合わせによって O～7の値で表します。

ただし、コードがOの黒以外は｜信号を使用していますので、実

際の表示色はコードの 1～7が16色コードの9～15に対応します。

「
h
J
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65536色コード

R.G. Bの各階調を増

減させる機能

(add, sub）があります。

くわしくは「9.グラ

フィックの表示」を参

照してください。

8 色 色記号
表示色

コード ｜（うR8 

。 黒 0 0 0 0 

明青 1 0 0 1 

2 明赤 1 0 1 0 

3 明マゼンタ 1 0 1 1 

4 明緑 1 1 0 0 

明シアン 1 1 0 1 

6 明黄 1 1 1 0 

7 明白 1 1 1 1 

0…信号が無い 1.・信号がある

グラフィック画面の65536色モ ドでの色コ ドで、 R.G.Bの3

種の色信号がそれぞれ32段階、｜（輝度）信号が2段階に変化する組

み合わせで表示され、。～65535の値で表示します。 （10進数指定の

場合）

コード番号は16桁の2進数で表すと、上位5桁でG信号、中位5

桁でR信号、下位5桁でB信号、最下位 1桁で｜信号を指定します。

（例） 10000 10000 00000 1…2進数

G R B ｜…輝度、色信号

輝度
信 τc三:::i 名

G R B 

明るい 11111 11111 11111 

11110 11110 11110 

暗い 00000 00000 00000 。

なお、実際にコード指定する場合は、 2進数で指定するときは2進

数を表す＆ Bを最初に伺けます。

（例） 一番明るい黄色のコードは次のようになリます。

&B 1111111111000001 
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4096色パレッ卜機能

については‘「グラフィ

ックの色指定Jを参照

してください。

10進数でコード指定する場合は、上記のような2進数を10進数に

変換して指定すると考えると、わかりやすいでしょう。

なお、10進数に蛮換したときに－ 32768～－ 1 ( 2進数で

1000000000000000～1111111111111111)となるコードは、実際には

32768～65535のコードに相当します。

文字の色指定

文字の表示は、 8色で表現することが可能です。

色指定は8色コードを使用します。

この8色コードの 1～？の色は、16色コードの9～15に対応した

色となります。

8色コードと対応する16色コードは次のようになります。

8色コド

16色コード

。［ 1[2[3[4[5[6[7

o I g I 10 I 11 I 12 I 13 I 14115 

注） 文字の表示色は、パレットボード（MZ-1MlO) （別売）を取

リイオけ、 4096色パレッ卜機能を使用して表示色を設定したと

きは、表示色が蛮化します。電車コラム
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グラフィックの色指定

グラフィ、ソクの表示色モー ドは、16色、65536色の2つのモ ド

があり 、init”CRT2：”文で設定を行います。

パレッ卜コードとパレット機能
16色モードの色指定はパレットコードで指定します。

力ラーコー ドは色そのものを指定するコードで、16色コードであ

ればO＝黒、1ニ青、2＝赤というように、必ず数字に対する色が

決まっています。

これに対してパレットコ ドも色を指定するコードですが、カ

ラーコードのように数字に対する色が決まっていないので、自由に

色を設定することができます。この機能をパレ、ソ卜機能と呼びます。

初期状態は、パレットコード＝力ラーコードとなっています。

パレッ トコードの色の設定はcolor＝文を使います。

（例）パレットコ ドと力ラーコードを、次のような関係に設定し

てみます。

in it”CRT2：”回

color= (2, 4), (10, 4）団

パレッ 卜コード 力ラーコード

一。 。黒

青

2 
k～～～～～～「』

． 2 赤

、、、、、、、』、、、ー、句、ーー司
マゼンタ（紫）

4 
／ 

4 緑

5 
／ 

5 シアン（水色）

／ 
黄

7 ／ 
7 白

8 ／ 
灰

9 レ／ 9 明青

10 10 明赤

11 11 明マゼンタ

12 12 明緑

13 13 明シアン

14 14 明黄

15 15 明白

一
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このように設定すると緑をパレットコード4だけでなく、パレッ

卜コード2と10で表示することもできるようになります。

なお、パレットコードと力ラーコ ドの対応を変えることにより、

画面の表示色を瞬時に変更することも可能です。

4096色パレット
4096色パレット機能は、パレ、ソトボード（MZ-1MlO) （別売）を取

リ伺けたときに可能です。

GC緑）、 RC赤）、 BC青）の3原色に対してそれぞれ16設階の輝度

（明るさ）レベルを設定して4096色（＝16×16×16）を表現することが

できます。

その中から、パレットに設定された力ラーコードに対して指定で

きるようになります。なお、力ラーコードOに対しては指定できま

せん。

16色モードでの色指定
色指定はO～15のパレットコードで指定します。

また、パレットポ ド（MZ-1MlO) （別売）を取り伺けたときは、

4096色パレットの機能を使って表示色を設定することもできます。

65536色モードでの色指定
色指定はO～65535のカラーコードで指定します。

パレットコードで指定することはできません。

円
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プライオリティ機能

文字画面とグラフィック画面を同時に表示させた場合や、文字画

面を2画面同時に表示させた場合に、グラフィック画面と文字画面

の重なるところ、文字画面どうしの表示が重なるところではどちら

かの表示が優先されて表示されます。

本BASICでは、この表示の優先順位（プライオリティ）を指定す

ることができます。

文字とグラフィック表示

グラフィック画面が16色モードのときに、各パレットコー ドに対

して文字との優先順位をpriority文で設定することができます。

初期設定は文字の方がすべてのパレッ卜コードに対して優先しま

す。

グラフィ、ソク画面が65536色モードのときは、文字画面が常にグ

ラフィック画面に優先します。

文字画面どうしの表示
文字画面は40桁表示の場合、 2画面もつことができ、 screen文lこ

より画面の指定や重ね合わせ表示の指定をすることができます。

重ね合わせ表示の優先順位は固定で文字スクリーン番号Oの方が

1より優先されます。
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文字座標

文字座標は、文字画面に設定されている座標です。

文字座標は支字の表示位置の移動や表示範囲の指定などに使用さ

れます。

文字座標は画面の左上の位置を原点（0 ' 0）として横方向は右ヘ、

縦方向は下へ向かつて値が増加します。

表示文字数により次の図のように設定されます。

）
 

（
 

）
 

（
 

(0,24) (39, 24) (0, 19) (39, 19) (0, 11) (39, 11) 

40桁×25行 40桁×20行 40桁×12行

(0, 0) (79, 0) (0, 0) (79, 0) (0, 0) (79, 0) 

r J:[ J.:I l (0,24) (79,24) (0, 19) (79, 19) (0, 11) (79, 11) 

80桁×25行 80桁×20行 80桁×12行

文字座標により指定を行う命令には次のものがあります。

console ・ ・・ 文字のスクローjレ範囲の指定。

console＠…  文字の表示出力範囲の指定。

get% 

put% 

指定範囲の文字色を変更。

指定範囲の文字表示の反転。

指定範囲の支字表示の点滅。

文字表示位置の指定。

指定範囲の文字データを配列に取リ込む。

配列の文字データを指定範囲へ表示する。

color@ 

crev@ 

cf lash@ 

locate 
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グラフィック座標

グラフィック座標は、グラフィツク画面に設定されている座標で

す。

グラフィック座標には、絶対スクリーン座標、スクリーン座標、

ワーjレド座標の3種類の座標があります。

絶対スクリーン座標

絶対スクリーン座標は、画面の左上を原点（0 ' 0）としてX軸（横

方向）は右方向にグラフィック表示の 1ドッ ト単位に対応して増加

し、 Y軸（縦方向）は下方向にグラフイ ツク表示の 1ドット単位に対

応して増加します。

この座標は画面の 1ドット単位に対応した最も基本となる座標で、

グラフィ、ソクの描画命令によって図形の描かれる範囲の指定や、

ディスプレイへの表示範囲の指定のときに使用されます。

解像度によリ次の図のように設定されます。

r l r 1°1 
(0, 399) (639, 399) (0, 199) (639, 199) 

640×400ドット 640×200ドット

ワールド座標と絶対スクリーン座標

ワールド座標は、画面の絶対スクリーン座標よリ、さらに大きな

座標を扱うためのものです。

縦横それぞれの方向に－1.7014118E38～1. 7014118日8（単精度実

数型の範囲）まで指定でき、負の座標指定をすることもできます。
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次の図は、つ－）レド座標と絶対スクリーン座標です。

ワールド座標

（×，，y,) 

絶対スクリ ン座標
co，。）

640X400モ ド 時

(639. 399) 

(X2.Y2) 

（×1, Y1) = (-1. 7014118E38, -1. 7014118E38) 

(Xz, Yz) = ( 1. 7014118E38, 1. 7014118E38) 

ウインドウ

絶対スクリーン座標は見ることができますが、大きなワールド座

標は見ることができません。

そこで、 window文を使ってワ ルド座標の領域を指定して、絶

対スクリ ン座標に割り当てることによって、ワーjレド座標の一部

を表示できるようにします。

たとえば、解像度が640×400ドットに設定されているとき、

window （ー10000,-10000）ー（10000,10000) 

を実行すると、ワールド座標の （-10000, -10000)から

(10000, 10000)を対角線とする領域を絶対スクリーン座標全域（ゲラ

フィック画面全体）に表示することができます。

ワールド座標

（×，，y,) 

絶対スクリーン座標
co.。）

仰山
内
H
Unu 

n
H
U
 

nu 
－
 

（
 

(10000. 10000) ートー

(639, 399) 

(X2.Y2) 

このつールド座標の中で指定した領域を、ウインドウと呼びます。
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ビューポートとスクリーン座標
ウインドウはワ ルド座標における表示領域でしたが、ビュー

ポートは画面上における表示領域です。

ビューポートの設定にはview立を使います。たとえば、

view(200, 150）ー（400,250) 

window（ー10000,-10000）ー（10000,10000) 

を実行すると、ワール ド座標の （ 10000, -10000)から

( 10000, 10000)を対角線とする領域（ウインドウ）を絶対スクリ ン

座標の（200,150)から（400,250)を対角線とする領域（ビューポート）

に表示することができます。

ワールド座標

（×1,Y1) 

絶対スクリーン座標
CO，。）

一

ウ

一

1
J
一

ぃ

卜

一

叩

一

ン

一

n
H
U

－

－

－

一

0
一

イ

一

↓
一
ウ
一

n
H
U
 

比三ュ→
lif－ト｜

(10000, 10000) 
(639, 399) 

(X2,Y2) 

このビューポートの左上を原点（0 ' 0）として、画面の 1ド、ソト

に対応する座標をスクリーン座標と呼びます。

先の例ではスクリーン座標は次のようになります。

絶対スクリ ン座標

co，。）
標

値
コ
J
川
一

日

ω
一一？と

ク

似
－

一

ス

一

一
一

時

一

一

一
一

一

｜
斗
｜
！
｜
ム

二
卜
一

）
一
ユ

二

日一
ピ
ポ
一

n
H
U
 

n
H
V
 

n／
」

(400, 250) (200. 100) 

(639, 399) 
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初期設定

BASICの起動後やグラフィツク画面の初期化を行ったときは、

ヒ’ユーポートが、画面いっぱいに設定されていますので、絶対スク

リーン座標とスクリーン座標は同じになります。

また、ウインドウもスクリーン座標と同じ領域が自動的に設定さ

れます。

ワールド座標

（×，，y,) 

口
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市｜文字の表示

キーボードから入力された文字やプログラムリストは文字画面に

表示されます。

画面の設定

スクロールモード
画面の最下行で改行した場合は、新しい行を表示するために、表

示されている支字が上に移動（スクロール）します。

スクローjレの方法としてラインスクロールとスムーススクローjレ

があり、ラインスクロールは、行単位で移動しますが、スムースス

クロールは文字を構成するドット単位でなめらかに移動します。ス

ムーススクロールには高速モードと低速モ ドがあります。

スムーススクロールのときはconsole文による表示範囲の指定が

できなくなり 、一番下の行は表示に使用されなくなりますのでファ

ンクションキーを表示させることはできません。

また、40桁表示の場合は、文字画面を 2画面もちますので、スムー

ススクロールはできなくなります。

スクローjレ、ファンクションキ一表示、画面数の組み合わせは次

のようになります。

桁数 スクロール
ファンクシヨ 画面数ンキー表示

スムス × 
80 

ライン 。
40 ライン 。 2 

BASICを起動した直後は、 80桁のラインスクロールモードに設

定されていますO

なお、スクロールモー ドの設定にはinit”CRTl：”文を使います。
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文字フォント
アルファペットなどの半角文字には8×8ド、ソ卜と 8×16ド、ソ卜

の2種類のドット構成があります。

文字画面の行数により、文字フォン卜は、次のようになります。

一
ツ

一W
一O

‘
一刈
一

川数

1

行

自

12 × 。
20または25行モードのときには8×8と8×16ドット（初期設定）

のどちらかを選択することができます。設定にはinit”CRT1：”文を

使います。

文字フォン卜の例

半角文字 全角文字

臨臨 重量
8×8ド、ソ卜 8×16ドット 16×16ドット

スクロール範囲の設定
console文を使用してスクロール範囲を設定することができます。

たとえば、画面の左端から40桁と、画面の上端から10行をスクロー

ル範固に設定するには次のようにします。

console 0, 10, 0, 40団

このあと、 list命令を実行した場合はこの設定された範囲内（40桁

×10行）で表示が行われ、ぞれ以外のところには表示されません。

また、文字画面の消去を実行したときもこの範囲だけが消去されま

す。この設定を解除するには、 console文て‘画面全体を指定するか

｜コントロール｜＋固キ を押します。

カーソルの移動
カーソルを移動して任意の位置から文字を表示する場合には、

locate文を使用してカーソルを任意の位置に移動することができま

す。
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ファンクションキーの内容表示
文字画面の最下行にはファンクションキーの内容を表示すること

ができます。

ただし、最下行がconsole文によるスクロール範囲に含まれてい

る場合やスムーススクロ jレモードのときは表示されません。表示

状態を設定するにはklist文を使います。

漢字とグラフィック文字
漢字とグラフィック文字は、同時に表示することはできませ

ん。どちらの文字を表示するかは、 kmode文て・設定します。

割コラム

kmode 

0 

漢字 ｜グラフィ、ソク文字

× I o 
。｜ ×

グラフィツク支字につ

いてはオーナーズマ

ニュアjレを参照してく

ださい。

なお、グラフィ、ソク文字を入力するときは［面亙日キーを押

して、グラフィックモードにしてから、入力してください。

nκυ 
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文字のアトリビュート

表示色の指定

リバース表示

PCGについては「10

PCGの定義のしかた」を

参照してください。

ブリンク表示

ROM CGとPCG

PCGについて、く

わしく以「10PCGの定

義のしかたJを参照し

てください。

画面に表示される文字の 1文字ごとに色を指定したり 、反転や点

滅の表示をすることができます。

この色や反転、点滅のことを文字のアトリビュー卜（属性）といい

ます。

文字の表示色はcolor立で指定します。

指定後に表示される文字の色はこの指定色になります。

文字力ラーはO～7の値で指定します。

文字のリパース（反転）はcrev文て‘設定します。

文字のフォン卜は8×8または8×16ドットで構成され、リパ ス

状態は通常光っている部分を消し、消えている部分を光らせます。

PCG 1～PCG 3を組み合わせて、ド、ソ卜単位で色指定ができる

PCGは、各ドット色が補色になります。明コラム

通常表示 リパース表示

融 自

文字のブリンク（点滅）はcflash文て・設定します。

文字画面に表示される文字は、キャラクタジェネレータCCG）と

いう部分から呼び出された文字構成（パタ ン）が表示されますが、

CGtこはあらかじめ固定されたパターンが入っているROMCGと、

ユ ザーが自由に定義できるPCGがあります。

PCGの定義には、def chr$文を使用します。

なお、通常はROMCGのパターンが表示されるようになってい

ますので、 PCGパターンを表示するにはcgen支て・ROMCGと

PCGの表示を切リ替えます。

一回一



文字画面の読み込み

GET%とPUT%
get%は文字画面の情報そ配列変数に読み込む命令です。

また、put%は逆に配列蛮数の情報を画面に表示する命令て・す。

このget%とput%を組み合わせて用いることによって、文字画面に

表示されている文字を別の位置に移動させることができます。

get%を実行する場合には、画面の情報が入るだけの配列変数をあ

らかじめ定義しておく必要があります。

画面の消去

文字画面に表示されている内容を消去するときは、els文を使用

します。

また、lliTI十｜クリア／ホーム ｜と入力しても、文字画面を

消去することができます。
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匡｜グラフイツクの表示

グラフィック表示を行うためには、 MS-DOSのCONFIG.SYS

ファイjレにGRAPHIC. SYSファイjレ（デバイスドライパ）を登録し

ておく必要があります。

出荷時には登録されていますが、登録されていない場合は

BASIC起動時に”グラフィック機能は刺用できません”というメッ

セ ジが表示されます。

グラフィック命令の座標指定

グラフィック画面の座標には、絶対スクリーン座標、スクリーン

座標、つールド座標の3種類があります。

各グラフィ、ソク命令で指定する座標は、このうちどれかを指定す

ることになりますが、その関係は次のようになリます。

絶対スクリーン座標 スクリーン座標 ワーjレド座標

view, view@, pattern, symbol, pset, preset, line, 

mouse.mouse (n) color replace, connect, circle, 

move, get@, put@, poly, paint 

gsave, gload 

BASIC起動時には、ワーjレド座標はスクリーン座標と同じに

なっていますので・window文で座標を変えなければ、 2つの座標の

区別はありません。

座標の初期化をするには、｜コントロール｜＋固と入力します。
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｜グラフィック描画時のベン機能｜

グラフィックの描画命令でドットや線で描画する場合のぺン形状

を選択または定義ができます。

ペン形状は指定された座標に打たれる点を 8×8までの複数の

ドットを使って指定できます。

本BASICには O～ 5の6つのぺンが用意されており 、あらかじ

めペン形状が設定されていますが、1～5のペンについては形状を

定義することもできます。

このぺン形状を選択することにより 、特定パターンの点を打った

り、太い線を引くことができます。

BASICで用意されているぺン形状は次のとおリで、左上から右

下へ向って 4ドット目が描画の中心座標になります。

3

時
一

2

欄
間

ー瞳
出

。間
出

4 民）

ぺン形状の選択およひ恥定義はpen文により行います。

指定ペン形状で描画する命令には次のものが用意されていますo

pset …… 点をセットします。

preset －… 点をリセットします。

line …… 線を引きます。

connect …… 連続した線を引きます。

circle …… 円を描きます。

poly …… 多角形を描きます。
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｜グラフィック描画時の機能指定｜

グラフィックの描画命令で指定された座標の各ブレーンにデー

タを書き込むときに論理演算などの機能指定が行えます。

機能指定は次のものがあります。なお色指定とは、 16色モードの

ときは、パレットコードを指します。

指定可能な機能は名命令の項を参照してください。

• pset 

この指定は指定色に該当するブレーンはセッ卜され、該当しな

いブレーンはリセットされます。

• preset 

色の指定に関係なくパックグラウンドカラ て・のpsetになりま

す。

ただし、put＠文、move文、pattern立による描画の場合は補色

によるpsetになリます。

• and 

16色モードのとき、この指定は、色指定に該当するブレーンを1

として、すでに書かれている各ブレーンごとのデータとの論理演算

ANDを行います。したがって、色指定に該当するブレーンがすで

にセッ卜されている場合は、そのままセッ卜され、セットされてい

なければリセ、ソ卜し、色指定に該当しないブレーンはリセットされ

ます。

•sub 

65536色モードのとき、この指定はRG.B.各階調を減少させま

す。16色モードは使用できません。

（例）&80000000000000100の力ラーコードで、 sub指定により描

画を行うと、元の画面よりもBC青）の階調が2段階低い色で描画さ

れます。

•or 

16色モ ドのとき、この指定は、色指定に該当するブレーンを 1

として、すでに書かれている各プレ ンごとの論理演算ORを行い

ます。したがって、色指定に該当するブレーンはセ、ソ卜され、色指

定に該当しないブレーンのドットはそのままとなります。

•add 

65536色モードのとき、この指定はRG.B.各階調を増加させま

す。16色モードでは使用できません。
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（例）&80000000001000010の力ラーコードで、 add指定により描画

を行うと、元の画面よりもRC赤）8 （青）の階調が 1母階高い色で描

画されます。

• xor 

この指定は、色指定に該当するブレーンを 1として、すでに書か

れている各プレ ンごとのデータとの論理演算XORを行います。

したがって、指定色に該当するブレーンがセットされていればリ

セットし、リセ、ソ卜されていればセッ トします。また指定色に該当

しないブレーンのド、ソトはそのままとなります。

• scr 

この指定はsinglecolor replaceの略で、pattern文やmove文など

の面積をもっ描画に対して行われ、色コードに該当するプレ ン

のみの書き換えを行います。面積をもっ場合セットする座標と リ

セッ卜する座標ができ、該当ブレーンのみセット、リセットを行い

ます。 65536色モードでは利用できません。

• fpset 

この指定は、pattern文において行われ、描画データのドットの

ある部分（フォン卜）のみ、psetになり 、ドットの無い部分は伺も

作用しません。

命令
16色／65536色 16色時のみ 65536色時のみ
共通の描画機能 の描画機能 の描画機能

pset pset, preset, xor and, or add, sub 

preset pset preset xor and,o「 add, sub 

line pset, preset, xo「 and,o「 add, sub 

connect pset, preset, xo「 and,o「 add, sub 

circle pset, preset. xo「 and, or add.sub 

poly pset preset. xo「 and, or add.sub 

pattern pset. preset, xor, fpset and. or, sc「 add, sub 

symbol pset. preset. xo「 and,o「 add, sub 

move pset, preset. and, o「， xor scr なし

put@ pset, and, or, xor preset なし

描画機能一覧表

上記以外の描画命令には、描画機能は指定できません。
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点を描く

線を錨く

グラフィックの描画

点を描くにはpsetまたはpreset文を使います。

pset文が任意の座標のド、ソトをセットして点を表示するのに対

して、preset文はド、ソトをリセットして消します。

線を描くにはline文を使います。

line文で・は、実線を引く他に、次のようなことができます。

①ラインスタイルを指定することによっで、点線や一点鎖線など、

自由な形の線を引くことができます。

②任意のラインスタイルで、長方形を描くことができます。

③四角形を描いて、その中を任意の色またはタイルパターンで塗

リつぶすことができます。

ラインスタイルは、16ドット単位のドットの並びを整数型データ

で指定します。この指定を省略すると、実線で引かれます。

次に、主なラインスタイルとその指定値を示します。

指定値

&HFFFF 

&HFFOO 

&HCCCC 

&HAAAA 

&HF FCC 

&HE4E4 

&HF CCC 

&HFF24 

ラインスタイル

二：二：二：二：二：二：了）一繍
ご：ご：ご：ご：ご：ご：：）二欄

line文て・線を引くときに指定する点は2点ですが、 connect文で

は2点以上を指定して、線を続けて引くことができます。

connect文て・座標を連続して指定すると、折れ線や多角形を描く

こともできます。
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正多角形を描く

同を描く

色を塗る

色を変える

文字パターンの描画

多角形は、 line文やconnect文を使っても描くことができますが、

各頂点の座標を計算して指定をする必要があります。

poly文を使うと、 circle文て・同を描くのと同様に、中心座標や半

径などの指定だけで正多角形を描くことができます。

円、楕円および円弧は、 circle文を使って描くことができます。

楕円を描くときは、垂直半径と水平半径の比率を指定します。

また、円弧を描くときは、開始角と終了角を指定します。

グラフィックの線で固まれた任意の形の図形は、 paint文を使っ

て塗ることができます。

塗る色は、パレ、ソトコードまたはタイルパターンで指定します。

ゲラフィツク画面に表示されているグラフィツクの色はcolor=

文を使って瞬時に他の色に衰えることができます。（16色モードの

み）

color＝文での色変更は、実際に塗りつぶして蛮更するのではな

く、パレットコードに対応させるカラーコードを変更することによ

り行うため、瞬時の色変更が可能です。

また、指定した色を実際に塗りつぶして蛮更する命令として、

color replace文があります。

グラフィ、ソク画面に文字を描くには、 symbol文を使います。

symbol文て・は、文字パターンの大きさや表示する向きを指定する

ことができます。

グラフィックパターンの描画
pattern立を使用して、グラフイツク画面にパターンを描くこと

ができます。

たとえば、次のプログラムを実行すると、下図のように表示され

ます。

10 A$=hexchr$ ("81828384858687” 

20 pattern(l00,100），一5,A$ 
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30 end 

座標co.0) 

上から下ヘ
5段重ね

8ドット 8ド、ソト

〉欠の表示の開始位置

-107-



グラフィック画面の読み込み

GET＠とPUT@

GSAVEとGLOAD

get＠はク・ラフィツク画面の情報を配列蛮数に読み込む命令です。

また、 put＠は逆に配列変数の情報を画面に表示する命令です。こ

のget＠とput＠を組み合わせて用いることによって、グラフィ、ソク

画面に表示されている図形を別の位置に移動させることができます。

get＠を実行する場合には、dim文て・画面の情報が入るだけの配列

蛮数をあらかじめ定義しておく必要があります。

ゲラフイ「ソク画面の情報は、gsave命令を使ってファイjレに記録

することができます。記録したグラフィックファイjレの内容は、

gload命令を使って呼び出しグラフィック画面に表示することがで

きます。

グラフィック画面の消去

グラフィック画面に表示されている内容を消去するときはels文

を使用します。
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画面の初期化

画面の設定をするには、文字画面であればinit”CRTl；”文を使い、

グラフィック画面であればinit”CRT2：”文を使います。

これらの命令を使って画面の初期化を行うこともできますが、

表示されている文字が消去されたり、解像度が蛮わってしまうこと

があります。このようなとき、｜コントロール｜＋固と入力するこ

とによって、次の画面状態を初期化することができます。

・表示色の初期化（color)

・文字属j性の初期化（cgen, cflash, crev) 

・入出力画面の初期化（screen)

．カーソルの表示（locate,,2)

・スクロ ル範囲の初期化（console)

・ディスプレイ出力範囲の初期イヒ（console@)

・ウインドウ、ビューポートおよび表示出力の初期化

(view, view@, window, roll@) 

．パレッ卜の初期化（color=)

・画面の優先順位の初期化（priority)

たとえば、次のような状態になったときなどに｜コントロール｜十

回と入力してください。

文字が反転や点滅状態になってもとにもどらないとき

押したキーと表示される文字が違っていたり 、わからない

パターンが表示されるとき

文字や画面の色をもとにもどしたいとき

｜シフト｜十｜クリア／ホーム ｜キーを押しても文字が消えずに残るとき

キーを押しても伺も表示されないとき

画面のグラフィックがels文て・も消えないとき

キ一入力した文字がグラフィックのうしろにかくれてしまうとき

グラフィックで描いた図形が指定した大きさ、色と合わないとき

コンビュータの音を止めたいとき

また、画面に表示されている内容を消去するときはels文を使用

します。

els 1 一 文字画面のみ消去します。

（巳ヨTI+Iクリア／ホーム｜と同じ）
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els 2 ... グラフィック画面のみ消去します。

els 3 … 文字およびグラフィ ック画面を消去します。
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ITilll PCGの定義のしかた

8×8ドットの定義

英数字、力ナ文字、グラフイツク文字、漢字などの文字は、ド、ソ

卜が集まって構成されています。

1つの文字を構成するドットは、半角文字で8×8または8×16

ドット、全角文字で16×16ドットあり、このドットパターンが

ROM CGに記憶されています。

これに対してPCGがあリ 、ユーザーがドットパターンをデザイ

ンして、記憶させておくことができます。

CPCGはP「ogrammableCharacter Generator （プログラマブル・

キャラクタ・ジヱネレータ）の略です。PCGにはPCGO～PCG3が

ありそれぞれ2Kバイトのメモリをもっています。）

PCGは、PCG0～3の単独の使用時は単色になります。PCG1 

～3に青、赤、緑の色を割り当て、合成するとドット単位の8色指

定が可能になります。

PCGには、次の3つのサイズがあります。

8×8ドット

8×16ドット

16×16ドット

8×8ドットのドット単位8色のPCGを定義するには、24バイ

トの文字列が必要です。

これは、その文字列を表すピ、ソトパターンが 1個のPCGを形成

することによります。すなわち、1バイトの文字コードのピ、ソトパ

ターンが横8×縦1ドットのパターンを表し、8バイトの文字列で

横8×縦8ドットのドットパターンを構成することになリます。

力ラーで表示するには、青、赤、緑の3画面分必要なので、24バ

イト （＝8バイト× 3画面）の文字列が必要となります。この24バイ

トの文字列のうち、最初の8バイトが青、次の8バイトが赤、最後

の8バイトが緑のドットパターンを表します。
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（例） 次の図形を赤字に黄色で作ってみましょう。

8ド、ソト

、

γ 

8ド、ソ ト

これを 2進数のパターンで表わし、さらに16進数表現に変換する

と次のようになります。

( 2進数表現）

00000100 

(16進数表現）

04 ……① -+ 

04 …① 

04 …① 

24 …・ー④

64 ...① 

FC ・・・…① 

60 ・…⑦

20 ① 

は
つ

ン
町

一

川

タ

0

0
1

F
r
 

，I
’
anMY 

ト

判

リノ

q
J
L

↓

↓

↓

ド

伺

の
相

こ
川
u

n
H
u
n
H
U
n
H
U
n
H
U
n
H
u
nH
U

nHU

，『‘、

円

H
U

nH
u

nH
U

nH
U

円

HU
n
H
u
n
H
U

、

ー，

1

，
4
1
1
4
1
1
1
1
n
u
n
u
p
、
命
事

n
H
u
n
H
u
n
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n
H
U

4
l
t
n
H
u
n
H
U
F
，、

・

n

u

n

u

n

u

n

u

t

l

n

u

n

U

〉

MH

n

u

n

U

4

1

4

1

4

1

4

1

4

｜

て

J
A

n
H
u
n
H
U
n
H
U

o
、
，
、

n

u

n

u

n

u

n

U

T

l

n

u

n

U

4

υ

x
 

こ

e

ふ’
j

h
H

し

I 1' ,3 4 5' o f守宅

となります。

黄色は赤と緑を合成して作られます。赤地に黄色のパターンを作

るためには、青の画面、赤の画面、緑の画面をそれぞれ次のように

定義しなければなりません。

PCG 1 C青の画面） PCG2 （赤の画面） PCG3 （緑の画面）
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000000000→ 00 11111111→ FF 00000100→ 04 

000000000→ 00 11111111→ FF 00000100→ 04 

000000000→ 00 11111111→ FF 00000100→ 04 

000000000→ 00 11111111→ FF 00100100→ 24 

000000000→ 00 11111111→ FF 01100100→ 64 

000000000 --00 11111111→ FF 11111100→下C

000000000→ 00 11111111→ FF 01100000→ 60 

000000000→ 00 11111111→ FF 00100000→ 20 

したがって、赤地に黄色の先のパターンを定義するのに必要な文字

列は、

hexchr$ （”OOOOOOOOOOOOOOOOFFFFFFFFFFFFFFFF0404042464 

FC6020”） 

となります。

このサイズのパターンを定義できるコードはO～255で、定義で

きるパターンの数は次のようになります。

PCG1～3の組み合わせ （カラー）

PCGO～3の単独での使用（単色）

256個

: 1024個

たとえば、コードの64に定義するにはdefchr$文を使って次の

ようにします。

def chr$ (64) = hexchr$ （”OOOOOOOOOOOOOOOOFFFFFFFFFFFFFF 

FF0404042464 FC6020”） 

こうして定義した文字は、cgen1を実行後、print文を使って表

示することができます。（力ラーモード時）

10 init”CRT 1 : 40, 25, 0” 

20 A$=hexchr$（”OOOOOOOOOOOOOOOOFFFFFFFFFFFFFFFF0404 

042464FC6020”） 

30 def chr$(64) =A$ 

40 cgen 1 

50 print chr$ (64); 

60 cgen 0 : end 

（注）文字コードO～31の文字はコントローjレコードになリますの

で、通常のprint文ではコントローJレが実行されます。

コントロ ルコードを実行せずに定義した文字を画面に表示

する場合は、 open”0”，＃＜ファイjレ番号＞，”CRT1 :CG”を実

行し、 print＃＜ファイル番号＞，＜データ＞で書き込みを行

ってください。
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8×16ドットの定義
8×16ドットのドν卜単位8色のPCG定義をするには、 8×8

ドットが縦2倍にのびたパターンのため、 48バイトの文字列が必要

です。

8トヘソ卜

nHU
4
i
l
n
r』
内
〈

U
瓜
パ
『
「
h
u
ハh
U

4
l

？」
q
U
A斗
「
h
u
n
h
u
門
／
円
む

Q
U
4
1
4
1

1
1
4
1
4
1
1
4
1
4｜

16ドット

PCG 1 C青の画面）→ 1～16番のデータ

PCG 2 C赤の画面）→ 17～32番のデータ

PCG3 C掃の画面）→33～48番のデタ

デザインしたパターンを、 8×8ド、ソトのときと同様に2進数の

パターンで表し、さらに16進数表現に変換してコードの文字列にし

ます。

このサイズのパターンを定義できるコードは＆H100、＆H102、

&H104、……、＆H1FEで、定義できるパタ ンの数は次のように

なリます。

PCG 1～3の組み合わせ （カラー）: 128個

PCGO～3の単独で・の使用（単色） : 512個

（例）あるパタ ンをコ ドの＆H100に定義するには、

def chr$(&H100) =hexchr$（”HHH・H ・H ・..HHH”） 

96桁（48バイト）

のようにします。

こうして定義したパターンは、8×8ドットのときと同様にして

表示できます。
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16×16ドットの定義

16×16ドνトのPCG

定義は外字ユーティリ

ティで行うことができ

ます。

くわしくはMS-DOSマ
ニュアjレを参照してく

ださい。

16×16ド、ソトのPCGC単色）を定義するには、 32バイトの文字列が

必要です。

16ドット

n
U
句

l
η
ζ
円
J

n
斗
F
h
u
n
0

4
1

・
B

円
〆
』
円
〈
u

nハ
守
「

h
u
n
h
U
門
J
t
n
H
U
n
u
U
4
l

，4
1
1
4
1
1
凋
1
l

PCG 1 C青の画面）→ 1～32番のデータ

PCG 2 C赤の画面）→ 33～64番のデータ

PCG 3 （緑の画面）→ 65～96番のデータ

17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 

24ト16ドット
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 

デザインしたパタ ンを、 8×8ドットのときと同様に2進数の

パタ ンで表し、さらに16進数表現に蛮換してコードの文字列にし

ます。

このサイズのパタ ンを定義できるコードは＆HEC9 F～ 

&HE CFC、＆HED40～＆HED7 E、＆HED80～＆HEDE2で、定義で

きるパターンは256個です。

（例）あるパターンをコードの＆HEC9 Fに定義するには、

def chr$ (&H EC9F) = hexchr$ （”HHH・H ・－－…HHH”）

64桁（32バイト）

こうして定義したパターンは、 kmode1を実行後、 print文を使っ

て表示することができます。

kmode 1 

print chr$ (&HEC9F); 
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直｜キーボードの制御機能

先行入力

キーボードの配列

BASICは文字の先行入力を行うことができます。

通常のキ一入力は、直接実行モードの状態やinput文の実行時に

カーソルが出てコンビュータがキー入力待ちになったときに行いま

すが、先行入力は、コンビュータがキー入力待ちのとき以外の、他

の処理をしているときにも受け伺けることができます。

たとえば、現在BASICに伺らかの時間のかかる処理を行わせ

ていて次に行うキー操作が決定している場合、あらかじめ次の操

作に必要なキ を押しておくと、 現在の処理が終了したのち、あら

かじめ行っていたキ一入力の内容により自動的に次の処理に進ま

せることができます。

BASIC内部では、他の処理中にキーが押された場合に入力さ

れた文字64文字まで・記憶する領域（キーパ、ソファ）をもっており、そ

こへ次々と入力された文字が蓄えられます。その後BASICで入力

状態になったときに、記憶した順番にキーパ、ソファから 1文字ずつ

取り出されます。なお、キーバッファがいっぱいになった場合は、

先に入力された文字が取リ出されるまで入力はできなくなります。

先行入力を利用する場合、次の点に注意してください。

処理中の工ラ発生や[IT日＋直Eキの操作により命令

待ちに戻るときは、キーバッファを消去します。

処理中の一時停止のために日illキーを押した場合は、キー

バッファを消去します。また、 一時停止の解除のために押し

たキーも入力されません。

－先行入力中はキ リピー卜動作はしません。

キーパ、ソファの内容を設定する命令としてkeyOが用意されてい

て、キ一入力のシミュレートやキーバッファの消去に利用て‘きます。

また｜コントロール｜十CIT日＋｜ クリア／ホーム ｜キーの操作に

よってもキーバッファを消去することができます。

キーボード配列は標準的なJIS規格に準じた英数字や力ナ配列に

なっていますが、init"KB:l”の実行により、 カナ配列を50音順に変
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クリック音

キーリピート

ファンクションキー

ファンクションキ

についてはオーナーズ

マニュアjレを参照して

ください。

キ一割り込み機能

更することができます。

ただし、キーラベjレはJIS配列となっています。

キーを押したときに発生するクリック音を制御することができま

す。クリ、ソク音はclick文で設定します。

クリック音はコンビュータが有効な入力として受け取ったときに

発生しますので、 ITillキ や｜コントロール｜キ のみを押し

ただけでは発生しません。

キーを押し続けた場合に、リピー卜（繰り返し）させる機能があり

ます。キーリピー卜は、 repeat文で設定します。また、 repeat立

はリピー卜速度を4段階で指定する機能もあります。

ファンクションキーは 1つのキーに複数の文字を定義することが

できる機能を持つキーです。 電車コラム

BASICではFl～F20の20種のキーを定義することができるよう

になっています。

ファンクションキーのキーラベルは F1～FlOまでですが

ITillキーを押しながら、 Fl～FlOのキーを押すとF11～F20に

対応します。

key 

klist 

key list 

ファンクションキーの定義。

定義内容の最下行への表示制御

定義内容のリストア、ソプ

注）SF 1～SF4は定義することはできません。

プログラムの実行中に、ファンクションキーや区互訂キ一、

CIT日＋直Eキーなどを押したときに割り込み（プログラムの

中断）をかけ、指定のサブルーチンを割り込み処理として実行させ

ることができます。割り込み処理として実行するサブルーチンは、

それぞれ別々に設定できます。

キ一割り込み用の命令として次のものが用意されています。
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on key gosub key on/off/stop 

key文による指定キーによる割り込み処理の定義と

制御。

on help gosub help on/off/stop 

区互ヨキーによる割リ込み処理の定義と制御。

on stop gosub stop on/off/stop 

ITZTI＋直Eキーによる割り込み処理の定義と

制御。
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[ill！時計機能

コンビュータ内には、電池によってパックアップされた力レンダ

時計が内蔵されて、時分秒、年月日、曜日の管理をしています。

時分秒は、システム変数のtime$で8桁の立字列で表され、代入

を行うことにより現在時刻を設定することができます。

例） time$＝”12:34:56” 

・・・12時34分56秒に設定します。

年月日は、システム変数のdate$で8桁の文字列で表され、代

入を行うことにより日柑を設定することができます。

例） date$＝”87/12/25” 

・・・8？年12月25日に設定します。

曜日は、システム変数のday$で3桁の文字列で表され、代入

を行うことにより曜日を設定することができます。

例） day$＝”Wed” 

－水曜日に設定します。

o. 1秒単位のタイマーがシステム蛮数のtimeとして用意されてい

ます。値はO～65535(0～6553. 5秒）で、 代入を行うことにより 、

設定ができます。

時計による割り込み機能
time$があらかじめ設定している時刻になった場合や、一定間隔

で割込みを発生させるインターパjレタイマによる割リ込みが発生し

た場合に、特定のサブルーチンを割リ込み処理として実行させる機

能があります。

割り込み処理用の命令としては、次のものが用意されています。

on time$ gosub 

time$ on/ off/ stop 

interval 

on interval gosub 

interval on/ off/ stop 
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time$による割リ込み処理の定義。

time$による割リ込み処理の制御。

インターパルタイマの周期設定。

インターパルタイマによる割リ込

み処理の定義。

インターパルタイマによる割リ込

み処理の制御。



直｜サウンド機能

F M音源

コンピュ タ内には、音楽用のLSICOPN）が内蔵されていて、い

ろいろな音を出して音楽演奏ができます。

LSI内にはFM音源部とSSG音源部があり、それぞれ 3チャンネ

ル（3音）出力し、合計6チャンネjレでの音楽演奏が可能です。

特にFM音源は、複雑な処理が行え、様々な楽器音を出すことが

できます。

音楽演奏はplay文で行われ、演奏データを設定するとすぐに

次の処理に進めますので、音楽演奏とプログラム処理が同時に行

われます。また、演奏の終了時に割り込みをかける機能があリ

ますので、プログラム中のBGMとして常時、音楽演奏をさせてお

くこともできます。

サウンドに関する命令は次のものが用意されています。

play …… 音楽演奏をします。

play init …… 音楽演奏の初期化をします。

play wait 

on play gosub 

play on/off/stop 

sound 

beep 

音楽演奏の終了を待ちます。

音楽演奏終了時の割り込み処理を定義

します。

音楽演奏終了時の割り込み処理を制御

します。

OPNのレジスタをセットします。

スピー力 を一瞬鳴らします。

FM音源は、サイン波（～）の組み合わせによって波形を合成して

います。

LSI内には、このサイン波メモリを持つ音色演算器（オペレータ）を

4つ内蔵しており 、これらオペレータを 8種類の組み合わせ方法

（アルゴリス・ム）の中から選ぶことを基本に、各オペレータに様々な

蛮調データを与えることによって複雑な波形を作り出します。

FM音源の音色の設定は大変複雑なので、 BASICではあらかじめ

30種類の音色を用意していますが、 tone文により自由に音色の設

定がて‘きるようになっています。

また、 BASICで用意された音色データをtonecopy文で読み出すこ
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とができるので、音色のデータ作りの参考とすることができます。
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圃｜マウスの操作

CONFIG. SYSファ

イルについてはMS

DOSマニュアルを参

照してください。

マウスの機能設定

マウス（MZ-1XlO）（別売）を使用することにより、グラフイツク

画面上のマウスカーソルを移動させ、座標入力を行うことができ

ます。

なお、マウスを使用するためには、 MS-DOSのCONFIG. SYS 

ファイルにMOUSE.SYS（デバイス ドライパ）を登録しておく必要

があります。

出荷時は登録されていますが、登録されていない場合はBASIC

起動時に”マウス機能は利用できません”というメッセージが表示さ

れます。

mouse文によリ、次のようなマウスの機能設定を行います。

－マウスの使用開始の宣言と機能の初期化

－マウスカーソルの直接移動。

－マウス力 ソルの形状設定。

－マウス力 ソルの移動比率の設定0

・マウス力 ソjレの移動範囲の設定0

・マウス力 ソルの表示色の設定。

－マウスの使用終了の宣言。

（例）マウスカーソルの形状を図のように設定するには、次のよう

にします。

10 A$= hexchr$ （”8Q00600078003E003F801 FEOl FFFOFFEOFFC07 

F807F003E003C0038003000200”） 

20 mouse 2, 0, 0, A$ 
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マウスの入力

｜｜ 
'[ fl 

返)fill 持, 

嗣

喜

一7008EFFFFF7733332
円Hunhu円fqu円J4l勾｜nunununununununU円U

000000FEC8000000 
タ00008EFFFFFEC800

mouse関数によりマウスからの入力を行います。

マウスから入力する情報は次のとおりです。

現在のマウス力 ソJレ位置。

－現在のボタン状態。

ボタンが押されたときの座標。

ボタンが離されたときの座標0

．相対移動量。

－ボタンが押された回数と離された回数

マウスによる割り込み処理
マウスボタン操作や移動により割り込みをかけ、特定のサブルー

チンを割り込み処理として実行させることができます。

割り込みの要因は次の5種で、それぞれに割り込み処理を定義で

きます。

2 

3 

4 

5 

マウスが移動したとき。

ボタン 1が押されたとき。

ボタン2が押されたとき。

ボタン 1が離されたとき。

ボタン2が離されたとき。

1～5は割リ込みの要因の番号です。

割リ込み処理に関する命令として次のものが用意されています。

on mouse gosub 名要因による割り込み処理行

の定義。

mouse (n) on/off/stop 要因番号n（こよる割り込み処

理の制御。
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河川リンタ制御機能

SETUPコマンド

CONFIG. SYSファイ

jレについては MS

DOSマニュアルを参

照してください。

文字の印字

スプーラ機能

画面のコピー

MS-DOSのSETUPコマンドを使用することにより、各種のプリ

ンタで漢字の印字や画面のコピーを可能としています。

なお、プリンタを使用するには、 MS-DOSのCONFIG.SYSファ

イjレにPRINTER.SYSファイル（デバイスドライパ）を登録しておく

必要があります。出荷時は登録されていますが、登録されていない

場合はBASIC起動時に”プリンタ機能は利用できません”というメッ

セ ジが表示されます。

プリンタへ文字を印字させる命令として次のものが用意されてい

ます。

lprint llist llist* lsearch !files Itron 

これらの命令は画面に出力されるのと同様の書式でプリンタに印字

されます。

漢字などの全角文字の印字は、漢字印字の可能なプリンタに対し

ては、 kmode立の設定により印字が可能です。

プリンタの動作は本体の動きに比べてたいへん遅＜、連続して印

字を行う場合はプリンタがそれまでのデータをすべて印字するまで

待たなければなりません。

そこで本BASICでは、プリンタへの印字データがあると、印字

データをいったんプリンタパ、ソファと呼ばれる領域へ記憶しておき、

次のプログラム処理に進みます。プリンタバッファ内のデータは、

プリンタがデータ受け取り可能な状態になると、プリンタへ送られ

ます。（スプーラ機能）。スプーラ機能によって、 BASICの処理と

スプーラの作業が並列に行われ、 BASICはプリンタの動きを待た

ずに処理を行うことが可能になリます。

画面に表示されている文字や図形をプリンタにコピーする機能と

してhcopy文と日豆ヨキーの操作があります。
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コピー機能 出盟主き」 キー操作

文字画面のみ hcopy 1 I 

ゲラフイツウ画面のみ hcopy 2 ト｜コントロール｜＋巴互ヨ※

文字とグラフイツク画面 hcopy 3 ) 

※｜コントロール｜＋巨Eヨキー操作の場合、どの画面のコピー

を行うかの選択はMSDOSのSETUPコマンドで行います。

※グラフイツク画面が65536色モード、文字画面が40桁モードで2画

面重ね合わせたときはハードコピ が行えません。

ファイル装置としてのプリンタ

プリンタの直接制御

ファイル処理において、文字出力用の装置として”LPT：”の装置名

で使用することができます。

プリンタ自身のコントローjレのために、制御コードを直接送る場

合は、 Ipout文を使用します。

I print文の場合は漢字モードの切り替えや漢字コードの変換を行っ

ていますので制御コードが送れない場合があります。
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［§］＼ディスプレイテレビ制御機能l
ディスプレイテレビ（MZ-1 024) （別売）を使用することにより、

テレビ映像／コンビュータ画面の切り替え、電源のON/OFF、音量、

チャンネル切り替えの制御が可能になる他、テレビ映像とコン

ビュータ画面の重ね合わせ（スーパーインポーズ機能）が可能になリ

ます。

ディスプレイテレビ制御、スーパーインポーズ機能の設定は、

init＇’CRT4：”文で設定します。
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同［RS-232Cインターフェイスの制御｜

機能設定

コンビュータはRS-232Cインターフェイスを 1チャンネルもっ

ており、 BASIC上て・は”COM1：”の装置名て・使用します。

RS-232Cの機能設定は、init℃OMn：”文により行います。

設定できる内容は次のとおりです。

ポーレイ卜、パリティピ、ソ卜、デ タピ、ソト長、ストップビ、ソ

卜長のデタフォーマット。

－×－ON，×－OFFまたはRR-RS信号による通信制御0

．力ナ文字の伝送コー ド。

・DELコードの処理。

－己主行コ ドの設定。

全角文字の伝送コード。

通信の終了コ ド。
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ョー［MS-DOSへの移行

本BASICはMS-DOS上で動作するため、 BASICからMS-DOSへ、

あるいはMSDOSからBASICヘ簡単に制御を移すことができるよ

うになっています。

BASICからMS-DOSへ制御を移すときは、 systemコマンドを使用

します。

なお、 MS-DOSからBASICへの制御を移すときは、 BASICの再起

動となるので、 MS-DQSのプロンプト（＞）が表示されているとき

に、力レントドライブにMS-DOS/BASICシステムディスクがある

ことを確かめ、BASICシステムのファイル名（BASIC）を入力する

ことになります。

A>BASIC団

チャイルド・プロセス
BASICからMS-DOSのコマンドを 時的に使用したい場合があ

ります。

systemコマン ドの場合は、 MSDOSに制御が移った後、 BASIC

に制御を戻すには、 BASICを再起動しなければなりませんが、

チヤイルド・プロセスを使用すると、 BASIC上から一時的に

MS DOS上に制御を移し、MSDOSのコマンドを実行した後、

BASICを再起動することなく、 BASIC上に制御を戻すことができ

ます。

I BASIC I叫 IMS DOS l哩 ι 
｜臥SIC 1 ~Tス 主主行1-Fs可
チヤイJレド・プロセスの実行はchild文て・行います。

なお、チャイ jレド・プロセス CMS-DOSのコマンド実行）は

BASICの管理タ卜の領域で行いますので、 clear文によってBASICの

管理タトメモリ領域（チャイjレド・プロセス領域）をあらかじめ確保し

ておく必要があリます。
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チャイルド ・プロセスの環境設定には次の命令が用意されていま

す。

environ チャイルド ・プロセス環境の設定

environ$ チャイルド ・プロセス環境の読み出し
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型lハードウェアの直接制御｜

機械語エリア

本BASICではメモリの内容を直接読み書きしたリ、 1/0ポートよ

リ直接デ タの入出力、機械語で書かれたプログラムをサブルーチ

ンとして実行するなどの、直接ハードウェアを制御する機能を持っ

ています。

これらの制御は、80286CPUの制御信号やプログラミング、メモ

リ構成、 1/0ポート入出力による内部回路の制御などを理解する必

要がありますが、上手に利用するとBASICと合わせて効率的な処

理が司能となります。

BASIC上で機械語プログラムを利用する場合、あらかじめ機械

語プログラムを作成するメモリを確保する必要があります。

BASICの初期状態ではBASICがすべてのメモリを使用しています

ので、不用意にメモリを書き換えると BASICを破壊するおそれが

あります。

そこで、clear文て・BASICて・使用しない機械語エリアを指定しま

す。

clear文て喰は、機械語エリアの大きさを16バイト単位で指定し、

segptr{2）で求められるセグメン 卜以降からsegptr{1)で求められる

セグメン卜の直前までのセグメン卜までのメモリが機械語エリアと

なり 、segptr(2）て・求められるセグメン卜の直前までが、 BASICで

使用する工リアとなります。したがって機械語工リアを確保すると

その分のBASICのフリーエリアが少なくなります。
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機械語エリアのアクセス
clear文て＊確保された機械語エリアは、BASIC内では使用されま

せんので自由に読み書きが行え、機械語プログラムを作成するこ

ともできます。

BASICでは機械語エリアのアクセスのために、次の命令が用意

されています。

poke …・・ メモリにデータを書き込みます。

peek …… メモリよりデータを読み出します。

bsave …… 機械語エリア内の指定範囲をファイjレします。

bload …… 機械語エリアヘファイルを読み込みます。

以上の命令を使用して自由に機械語エリア内にプログラムを作成

し、 BIN形式のファイルを作成することもできます。

なお、これらの命令でアクセスできる範囲は、 64Kバイト以内な

ので、これらの命令を使用する場合には、下限のアドレス（ベース

アドレス）を設定する必要があリます。

ベースアドレスの設定、読み出しのために、次の命令が用意されて

います。

1/0ボートのアクセス

def seg … ベースアドレスの設定。

segptr … プログラム実行時の各種領域（セグメン ト）の

ベースアドレス読み出し。

varptr －・ 変数や配列データのセグメントのペースアド

レス読み出し。

80286CPUはメモリアドレスのほかに1/0アドレスを持っていて、

コンピユータ内部の制御や周辺機器の入出力に利用しています。

1/0アドレスに対する入出力命令として次のものが用意されてい

ます。

inp 一一 指定した1/0アドレスよりデタを読み取る。

out －一 指定した1/0アドレスにデータを出力する。
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機械語プログラムの実行

機械語エリアに作成した機械語プログラムは、サブルーチンとし

ておくと、 BASIC上から呼び出して実行することができます。

機械語サブルーチンの呼び出しは、 usr関数またはcall文により

行います。

usr関数は、引数としてデータを機械語サブルーチンに引き渡し、

機械語サブルーチンよりデータを受け取りこの関数の値とします。

call文は 1個またはO個のデータを蛮数として引き渡し、機械語

サブルーチンでデータの内容を書き換えることによりBASICに

戻ったときに書き換えたデータが変数に代入されます。

機械語プログラムの実行に関する命令として次のものが用意され

ています。

def usr 

usr 

call 

usr関数のアドレスを定義する。

機械語プログラムを関数として実行。

機械語プログラムの実行。
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第2部
コマンド・ステートメントの解説
回



ここでは、名コマンド ステートメン卜－関数－システム変数について説明

します。ーョ 命令の記述方法を示します。たι 山記号は実際に入

力するものではなく 、次のような意味があります。

〈〉 ：蛮数やデータのような、記述するものを表します。

ただし、一番広い意味を表すものです。

（注）

く変数〉には、く数値型変数＞とく文字列型変数＞があリます。

＜変数＞は、＜配列変数＞も含みます。

くデータ＞は、く変数＞とく定数＞を含みます。

〔 〕 ： 〔〕で固まれた部分は省略可能であることを表します。た

だしこの後に他の指定が行われる場合は力ンマやセミコロン

の句切記号は必要です。

〔 〕… ： 〔〕…で囲まれた部分は‘省略またはくり返しが可能である

ことを表します。

{ ~ ｝ : AまたはBのどちらかを選択します。

［省略形］ 命令内で使用する予約語の最短の省略形を示します。ただし 省略形の

ないものまたは省略の意味がないものは省いてあります。

（例 init→ini.)

［ ~剤 命令の働き各指定の方法などを解説しています。

｜ 例 ］ 命令の使用例を示します。場合によリ解説を白けています。

参考 関連する命令や解説部を示します。

｜サ
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基本コマンド

[RUN （ラン）
｜プログラムの実行を開始します。

ーョ
亙雪記

直1副

仁E

参考lli1i'

run〔〈スタート行〉〕

r. 

・＜スター 卜行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・ ＜スター ト行＞を指定しない場合はプログラムの最初の行から実行され、

＜スタート行＞を指定した場合は指定行から実行します。

・＜スタート行＞を指定しない場合clear文の機能も実行され、蛮数や配列お

よび定義関数の消去、ファイルのクローズ、角度単位やデータの読み出し行

の初期化などが行われます。（clear文参照）

・プログラムの実行が開始されたのちは、プログラム中でのend文、stop文の実

行またはプログラムの終了により命令待ちに戻ります。

・プログラム実行中にエラーが発生した場合、工ラー内容とエラーが発生した

行番号を表示して命令待ちに戻ります。

・プログラム実行中に~日＋直Eキーが押されると、実行を中断し、中

断した行番号を表示して命令待ちに戻ります。

・プロゲラム実行中に直Eキーを押すと実行を一時停止します。この状態で

任意の文字キーを押すと、実行を再開します0

• runのあとにファイル名を指定するとフロッピーディ スクなどからプログラ

ムを読み込み、実行します。（run＜ファイル＞参照）

run 

run 100 

t・ u n * HM ~ti 

プログラムの先頭から実行します。

行番号100から実行します。

＊開始というラベル名の伺いた行から実行します。

run ＜ファイル＞ …・・目 ファイルを呼び出しての実行。（294ページ）
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CONT （コンテイニュー・ continue)
中断したプログラムの実行を再開します。

~ 

~記

［亙空E

参考王F

~ 

cont 

c. 

・プログラムの実行中lこ~日十直Eキーを押すか、プログラムの中の

stop文またはstopコマンド、 stepコマンドにより実行が中断された状態の

とき、中断された所から実行を再開します。

end文による終了や工ラーにより中断したとき、または中断後にプログラム

の変更や消去を行った場合には、プログラムを再開することはできません0

．この命令([j＇実行が可能なときは、 Okのあとにピリオド（．）を表示します。

step （コマンド）

stop （コマンド）

stop （ステートメント）

10 A=5 
20 B=7 
30 stop 
40 C＝日＋B
50 print Q；”＋”；B；”＝”；C 
run 
車Stopin 30 
Ok. 
print a,b,c 
5 7 0 
Ok. 
cont 
5 + 7 = 12 
Ok 

プログラムのステップ実行。（137ページ）

ブレークポイン 卜の設定。（138ページ）

実行の中断。（201ページ）
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STEP （ステップ）
プログラムのステッブ実行を行います。

ー~
直亙

仁E

r run〔〈スター卜行〉〕1
tep〔（行数）〕 〔：｛ r 

「 l goto（スタート行） J 

contコマンドのように中断されたプログラムを再開しますが、 ＜行数＞で

指定された行数だけ進むと＂ stepin nn”および、次に実行しようとする行の

内容を表示して実行を中断します。「1「1の部分は中断時の行番号を示します

が、その行自体は実行していません。再度、stepコマンドの実行または、

contコマンドの実行で中断した行から実行します。

・＜行数＞は1～65535の範囲が指定でき、省略した場合は1になります。

＜スター卜行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・特別な処理としてあとにrunコマンドまたはgoto文を続けることにより 、プ

ログラムの先頭や指定行から実行を開始させることができます。この場合

は入力行も1行として扱います。

・ あとにrunコマンドまたはgoto文を続けない場合は、実行の再開ができる状

態（Okのあとにピリオド（．）が表示される）て・ないとcontコマンドと同様に工

ラーになります。

この命令は直接実行モード以外では使用できません。

step 現在位置より1行だけ実行します。

step 5 ・・・・・・ 現在位置より5行進みます。

step:goto 100 

行番号100からの指定ですがコマンド行を1行と数えますので行番号

100の先頭で中断されます。

-137-



STOP （ストップ）
プログラムのブレークポイントを設定します。

恒三E

－ー司
直~

仁E
参考IW

stop （ストップ行〉

s. 

・＜ストップ行＞は、行番号またはラベjレで指定できます。

・この命令で＜ストップ行＞を指定してプログラムをスタートさせると 、＜ス

トップ行＞で指定された行まで進むと実行を中断し、”stopin nn”とnnの

所に行番号を表示して命令待ちに戻ります。このように、プログラムの中断

が行われる特定の位置をブレークポイン卜と呼びます。

なお、ブレークポイントは 1ヶ所のみ設定することができます。

・実行を中断した位置は、＜ストップ行＞の先頭になりますので、 ＜ストップ

行＞自体はこの時点ではまだ実行していません。

・一度ブレ クポイントを設定すると、ブレークポイントヘ進むごとに実行を

中断します。設定されたブレークポイントの解除は、ほかの位置にブレーク

ポイン卜の設定を移すか、＜ストップ行＞の指定をOにします。

・プログラム中のstop文の実行によってもブレークポイントとすることがで

きますが、解除を行う場合は、プログラムの変更になりますので、 contコ

マンドによるプログラムの再開ができなくなります。この命令でのブレ ク

ポイン卜は、プログラムの蛮更を行わずに設定や解除ができます。

・実行を中断した状態から続けて処理を行う場合は、 contコマン ドまたは

stepコマンドを使用します。

この命令は直接実行モード以外では使用できません。

stop 100 …… ブレークポイン卜を行番号100に設定します。

cont 中断されたプログラムの再開。（136ページ）

step …… 中断されたプログラムのステップ実行。（137ページ）
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[NEW （ニュー）
プログラムを消去しますo

~ 

画三割

ヨコ

参考~

~ 

new 

• BASIC上でのプログラムをすべて消去します。同時にclear文の機能が実行さ

れ、歪数や配列および定義関数の消去、操作途中のファイルのクローズ、角度単

位やデータの読み出し行の初期化などが行われます。（clear文参照）

• clear＜サイズ＞文によってBASICエリアが制限されている場合は、

BASICエリアのプログラムのみを消去し、機械語プログラムやチヤイルドプ

ロセス領域は消去しません。

loadコマンドによるBASICプログラムの読み込み実行時にも、プログラム

を読み込む前にこの命令と同じ動作が行われます。

new －… プログラムを消去します。

9999 new 

プログラム中にも書くことができますが、実行するとその時点、でプロ

グラムが消去されますので注意してください。

delete ・・・・・・ プログラムの部分的な消去。（153ページ）

10 print ”わ7•-,, 7°ログラA”
20 end 

run 
ヲ）7・時 7• ログラA
Cl 
new 
CX<: 

I ist 
彼
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TRON （トレースオン・ traceon) 
LTRON （ライントレースオン・ linetrace on) 

プログラムの実行を追跡します。

軍司

副

而

一

口

－

口
一一日

（じ） 〔〔〈表示開始行〉〕ー〔〈表示終了行〉〕〕

It. 

tronとしてトレース（追跡）モードにしてプログラムを実行させると、実行し

ている行番号を［］で囲んで表示します。

・＜表示開始行＞とく表示終了行＞でトレース範囲を指定した場合、指定範囲

内を実行したときに卜レ ス状態を表示します。

Itronとすると画面のかわりにプリンタにトレース状態を印字します0

．解除するときは、 troffコマンドを実行します。

仁~ tron 

参考~r I! 

トレースモ ドにします。それ以後、プログラムを実行するとトレー

ス状態を画面に表示します。

tron 200-300 

行番号200から300までの範囲を実行したときにトレ ス状態を表示し

ます。

troff ・ ・ ・ ・ トレスモ ドの解除。（141ページ）
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TROFF （トレースオフ・ traceoff) 
TRONの機能を解除します。

ーE
直3引
参考IW

~ 

troff 

• tronが実行されトレース状態になっている場合、通常の状態に戻します。

tr on －－－… トレースモードの実行。（140ページ）

10 T=l 
20 for A=2 lo 5 
30 T=T同
46 next 
50 prinl T 

Ok 
tron 

Ok 
run 
[10] [20] [30] [40] [30] [46] [30] [40] [30] [40] [50] 120 

Ok 
lroff 
保

run 

120 
Ok 

-141ー



BOOT （ブート）
BASICの処理を中止し、システムを再起動します。

ー三E

－同
亙~

参考防

boot 

bo. 

・この命令を実行するとシステムを再起動します。電源をonしたときと同じ

状態になります。したがって、OSCMS DOS）やBASIC言語およびBASICプ

ログラムは消去されます。

IPL(lnitial p「ogramLoader) 

起動用補助プログラム。（オーナーズマニュアル参照）
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LIST （リスト）
LLIST （ラインリスト・ linelist) 

プログラムリストを出力します。

ー三E

画

面

仁亙コ

{ ：：~；t } 〔〔〈開始行〉〕ー〔

｜｜． 

list は画面lこプログラムのリストを表示します。

• llistはプリンタにプログラムリストを印字します。

・＜開始行＞とく終了行＞を指定してプログラムリストを部分的に出力させる

こともできます0

・＜開始行＞とく終了行＞は、行番号またはラベルのほかにピリオド（．）での指

定ができます。 Clist.とすると、エラー発生行やプログラム実行中断行が確認

できます。）

・ リストの表示中にCM]キーを押すと一時停止します。その状態で任意の文

字キーが押されると解除され表示を続けます。

・表示中lこIT2:日＋直Eキーを押すと、表示が中止され命令待ちに戻りま

す。

1 is t .. ー すべてのリ ストを画面に表示します。

list 50 ・ー・－ 行番号50のみを表示します。

llist -100 

プログラムの先頭から行番号100までのリストをプリンタヘ印字します。

lis t 本ABC-

*ABCというラベル名の伺いた行からプロゲラムの最後まで表示しま

す。

list 70-220 

行番号70から行番号220までのプログラムを表示します。
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LIST （ファイル〉（リスト〈ファイル〉）
ファイルに対してリスト出力を行います。

I j書式

L省略形

！説明

list 〈ファイル指定〉し〔〈開始行〉〕一〔〈終了行〉〕〕

・ ＜ファイル指定＞で指定された装置にプログラムリス トを出力します0

．＜ファイル指定＞は次の書式で指定します。

‘〔＜装置名＞〕 〔＜ディレクトリパス＞〕＜ファイjレ名＞＜拡張子＞”

＜装置名＞ ・・・…A:,B:,C：～J:,K:,L:,M:

またはFDn:,HDm:, MEM:, COM 1 :, CRT 1 :, LPT: 

フロッピーテ・ィスク，ハードディスク，メモリディスクは＜ファイル名＞の指

定が必要でアスキー形式のファイルとして記録され、RS-232Cインター

フェイスへは、文字コードで出力されます。テ・ィスプレイ画面は通常のlistコ

マンド、プリンタは、Iiistコマンドと同じ働きをします。

・ ＜ディレクトリハス＞は階層ディレクトリのハス（道すじ）を指定します。

(chdirコマンド参照）

・＜装置名＞と＜ディレク トリパス＞の指定を省略すると、 chdirコマンドで

設定されているカレン トディレクトリ内でのファイル指定になリます。

＜ファイル名＞は、＜拡張子＞を柑けて指定します。＜拡張子＞を省略すると

• DATが設定されます。

＜開始行＞、＜終了行＞の指定方法はlistコマンドと同じです。

例 lis t ”A:ABC” 

ドライブAヘアスキー形式のプログラムファイルとして記録します。

list "Nek o”， 70-220 

行番号70から行番号220までのプログラムをアスキー形式のプログラ

ムファイJレとして記録します。

list "COMl：” RS-232Cインターフェイスへリストを出力します。
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LIST* （リストアスタリスク）
LLIST* （ラインリストアスタリスク・ linelist*) 

コメント行のみをリストします。

~ 

省唾l

直亙］

参考rw

~ 

list＊〔〈ファイル指定〉〕〔〔〈開始行〉）ー〔〈終了行〉〕〕

川st＊〔〔（開始行〉〕ー〔〈終了行〉〕〕

'・* "・* 
list＊はプロク．ラム中でアポストロフィ （’）で始まる行（コメント行）のみの内

容を行番号とアポスト口フィを除いて表示します。行の途中から始まるアポ

ストロフィまたはrem文によるコメン卜は対象となりません。

list＊のあとに＜ファイjレ指定＞を行うとlist＜ファイル＞コマンドと同様

に指定装置にアスキー形式のファイjレを作成します。ただし、行番号は除か

れていますのでloadコマンドでプログラムとして読み込むことはできませ

ん。load＊コマンドでコメント行として読み込むことができます。

・＜開始行＞、＜終了行＞の指定はlistコマンドと同じです。

Iii st＊は、プリンタにコメン 卜行のリストを印字します。

auto* …… コメン ト行の連続入力。（147ページ）

load ＊ …… コメン卜行として読み込む。 (298ページ）

10 rem --LばN一一
泊’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
30’ A出版社 来月の新干tiのご案内
40’ 
50’ 00・ストーリ一 文庫 ¥ 420 

~~ ： ~縛特設腎版三 i: ~~8 
羽’一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

list車

A出版社釆月の新刊のご案内

五
H
V
A

リ
百
O

一
大
O

ト
企
l

ス
．
旅

．－
の

O
周
。

O
実
＠

nunu円
U

2
8
6
 

4
4
Q
X，L
 

￥
￥
￥
 

版

康世一面
5

交
日新

B

Ok 
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fAUTO （オート）
｜行番号の自動発生を行いますo

~ auto 〔〈開始行〉〕 〔，（増分〉〕

直面］

直~

」旦J

a. 

この命令を実行すると 、自動的に行番号を発生させ、行番号のあとに力一ソ

ルを出して入力状態とします。 1行分の入力が終わり、 回キーが押され

ると 、次の行番号を表示して入力状態になリます。

・ 発生させた行がすでに使用されていればその内容を表示し、文の先頭に力

ソルを表示します0

．＜開始行＞は、 行番号またはラベルで指定できます。

・ ＜開始行＞と＜増分＞は、それぞれ省略することができます。省略した場合

は、それぞれに10が指定されたものとします。

・この状態はIT2日＋直Eキーを押すことにより解除されます。

auto … 10.20.30.40・・と、 10から、 10ステップで行番号が発生しますo

auto 100 

100. 110.120.130 と100から、 10ステップで行番号が発生しますo

auto 400,20 

400.420.440.460・・と400から、 20ステ、ソプで行番号が発生します。
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AUTO* （オートアスタリスク）
アポストロフィ（’）付きの行番号の自動発生を行います。

ー三司

直面司

逼~

参考I&

auto＊〔〈開始行〉〕〔，〈増分〉〕

a.* 

• autoコマンドと同様に行番号を自動的に発生させますが、行番号のあとに、

アポスト口フィ （’）を表示して入力状態になります。アポストロフィは注釈

文の始まりを意味します。（rem文参照）

・この機能は注釈文を続けて入力する場合に便利で、簡単なワードプロセツ

サ一入力として活用することもできます。また、アポストロフィで始まる行

のみを表示する命令としてlistl＊コマンド、ファイルからコメン卜行として

読み込む命令としてload＊があります。

・＜開始行＞と＜増分＞は、それぞれ省略することができます。省略した場合

は、それぞれに10が指定されたものとします。

・この状態はIT2IJ＋直Eキーを押すことにより解除されます。

auto 

reπ1 

行番号の自動発生。（146ページ）

注釈文。（167ページ）

list* …… コメント行の出力。（145ページ）

load* …… コメント行の読み込み。（298ページ）
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EDIT （エテsイツト）
エデ、イツトモードにして編集を行います。

ーE
直面白

直ヨー

亡む

edit〔〈編集行〉〕〔，〈増分〉〕

e. 

・＜編集行＞は、行番号またはラぺjレのほかにピリオド（．）での指定ができま

す。省略した場合は、プログラムの先頭から行います。

・画面を消去して、＜編集行＞を中心とするリストを画面全体に表示し、スク

リーン工デイツ卜が行える状態にします。編集キーとして次のキーが特別な

働きをし、他のキーはいままでと同様の動きになります。

ただし｜コントロール｜十回キーは伺も行いません。

巴 カーソルを上方向に移動します。カーソルが最上行

にある場合は画面をスクロールダウン（下方向への移

動）させ行番号の小さい方を表示します。

囚 カーソルを下方向に移動します。カーソルが最下行

ITZIJ＋凹

にある場合は画面を上に 1行分スクロ ルアップさせ、

行番号の大きい方を表示させます。

画面を半ページ分（画面に表示されている約半分）ス

クロ ルダウンします。

E互日＋囚 画面を半ページ分スクロールア、ソプします。

・エディ ットモード時は入力した文字の色が変わり、団キ が押されて入

力が完了すると通常の表示色に戻して再表示を行います。

－ 囚キーが入力されて再表示が行われると、次の行番号が自動的に表示され

ます。ただし、空行を入力した場合には行番号の表示は行われません。また、

表示する有番号が65535をこえる場合には表示されません。

・ ＜増分＞を省略した場合、10が指定されたものとします。

・エディ ッ トモードは 、 ~日＋直Eキーの操作または 、 命令の直接実行

により解除されます。またこのときに｜コントロール｜十回キーの操作と同

じ内容が実行され、表示の初期化などが行われます。

edit 1000 

edit .20 

行番号1000を中心にして、エディットモードにします。

20ステ、ソプて・行番号が発生します。
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EDIT* （エディット アスタリスク）
エディットモードでコメント行を発生します。

ー三司
直面司

直~

edit＊〔〈編集行〉〕〔，〈増分〉〕

e.* 

• editコマンドと同様にスクリーンエディツ卜が行える状態にします。editコ

マンドと異なる点は、行番号の自動発生が行われるときに、アポストロフィ

（つを行番号の後に表示する点です。

・〈編集行〉は、行番号またはラベルのほかにピリオド（．）での指定ができます。

省略した場合は、プログラムの先頭から表示します。

・〈増分〉を省略した場合、10が指定されたものとします。

・エディツトモードは、IT2:日＋直Eキーの操作または、命令の直接実行

により解除されます。またこのときに｜コントロール｜＋固キーの操作と同

じ内容が実行され、表示の初期化などが行われます。
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SEARCH （サーチ）
LSEARCH （ラインサーチ・ linesearch) 

プログラム中より指定文字列をさがし出して表示します。

ー三巴

ー由記

画至l

｛則的問 rr.h｝”〈文字データ〉”し〔〈開始行〉〕一〔桁行〉〕〕

sea. I sea. 

• searchはBASICのプログラム中の指定範囲内で、＜文字データ＞と同じ文

字を含む行をさがし出し表示します。

I searchはプリンタに印字します。

画面表示の場合、＜文字データ＞と同じ部分の色が蛮化します。

＜文字データ＞にダブルクォーテーション（”）が含まれる場合、 直接ダブル

クォーテーションを書くことができません。この場合、chr$(34）を使って

文字式を書くか、または文字変数に代入して、 指定を行います。

listコマンドで表示される形により＜文字デ タ＞と比較しますので、予約

語や変数の大文字と小文字などの蛮化には注意してください。（アルファベ

ットの大文字と小文字は違った文字として扱われます。）

・ く開始行＞と＜終了行＞は行番号またはラベルのほかにピリ オド（．）での指

定ができます0

・＜開始行＞，＜終了行＞による範囲指定を省略すると 、プログラム全体から

さがします0

・kmode 1で全角文字を表示する状態のときは、表示される状態に従った

サーチを行います。たとえば、“年”の文字はkmode0で表示させると“－N”

と表示します。“年”が含まれるプログラムでsearch“N”を行うとkmode 1 

の状態では、“年”の文字は見つかりませんがkmode Oの状態で行うと“年”の

ある行を表示します。ただし、画面の表示は“－N”となります。

・表示中に匡Eキーを押すと一時停止することができ、任意のキーを押すと

表示を続行します0

．表示中に巨互日＋匡Eキーを押すと、表示を中止し、命令待ちの状態に

戻ります。
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仁亙コ

~ 

search ”got o” 

プログラム全体の中からgotoの文字を含む行をさがし出し表示します。

search ”print ”＋chr$(34）＋”オワリ”＋chr$(34)

プログラム全体の中からprint”オワリ”の文字を含む行をさがし出し表

示します。

lsearch ”AAA",100-200 

行番号100から200の閣でAA Aの文字を含む文字をさがし出し、プリ

ンタに印字します。

10 rem －一程内配H一一
加 input”検索したい文字列は”；崎
30 search嶋
40 rem A B C D E F G H I 
日 remJ K L阿N0 P QR 
60 rem S T U V W X Y Z 
市 rem7イウエオ bキクウコ
朗 remザシ Zセソヲチツ手ト
羽 remナエヌネノ nヒ7ヘ事
100 end 

run 
検索したい文字列は？ F 

40 rem A B C D E F G H I 
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REPLACE （リプレース）
プログラム中より指定文字列をさがし出して置き換えます。

［三：？日

直面訂

画E

仁亙コ

replace〔all〕”〈文字列1）” as”〈文字列2）”

〔，〔〈開始行〉〕ー〔〈終了行〉〕〕

rep I. 

• BASICのプログラム中の指定範囲内で、＜文字引 1＞で指定された文字列

をさがし出し、 ＜文字列2＞で指定された文字列に置き換えます。

・＜開始行＞と＜終了行＞は行番号またはラベル指定できます。

・＜開始行＞、＜終了行＞による範囲指定を省略すると、プログラム全体から

さがします0

・all指定が省略されると、プログラム中に＜文字列 1＞が現れるごとに、 ＜文

字列 1＞を含む行を表示し、カーソルを＜文字列 1＞の先頭に移動して、

吋”または”N”のキ一入力待ちとなります。

このとき”Y

置き換え、その他のキーが入力されると、置き換えは行われません。

• allが指定されると、確認を行わずに現れた＜文字列 1＞を＜支字列 2＞に

置き換えます。

replace all "goto" as "gosub",100-1000 

…行番号100から1000の閣でgotoの文字をさがし出し、 gosubと置き換えま

す。

replace "disp” a s "prin t” 

・・プログラム全体の中からdispの文字をさがし出し、 printと置き換えます。

（置き換えの確認があります。）
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DELETE （デリー卜）
プログラムの一部を消去します。

ー亙
冠雪記

証~

ヨコ

参考匠F

delete 〔（開始行〉〕〔ー〕〔（終了行）〕

d. 

・＜開始行＞から＜終了行＞までの指定範囲のプログラムを消去します。

・＜開始行＞と＜終了行＞は、行番号またはラベルのほかにピリオド（．）での

指定ができます。 （ピリオドは現在行を表します。）

・＜開始行＞のみの指定の場合は、指定された行のみを消去します。

この命令のあとに指定がない場合は工ラーになります。

・行の指定を省略してーのみの指定の場合はすべてのプログラムを消去します。

ただし蛮数や機械語プログラムの内容は変化しません。

delete 150-350 

行番号150から行番号350までのプログラムを消去します。

delete -150 

プログラムの最初から行番号150までの部分を消去します。

delete 400-

行番号400からプログラムの最後までを消去します。

delete 150 …… 行番号150のみを消去します。

delete - …ぃ・ すべてのプログラムを消去します。

new －… すべてのプログラムの消去。（139ページ）
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REN UM （リナンバー・ renumber)
プログラムの行番号を付け直します。

直E

直画記

区亙｜

renum〔〈新行番号〉〕〔パ増分〉〕〔，〔〈開始行〉〕ー〔〈終了行〉〕〕

ren. 

・プログラムの指定された範囲の行番号を＜新行番号＞からく増分＞のステ、ソ

プでイヲけ直しま．す。 goto支，gosub文， if～goto文，およびon～goto文などの

行番号の参照部分も自動的に伺け直します。

ただし、chainmerge文の実行開始行は変更されません。

・新たにイオけ直す行番号が65535をこえる場合や実行の順序が入れ替わるよう

なときは、実行できません。

行番号をイオけ直すことにより、 1行の長さが255文字をこえる場合、listコマ
ンドによる表示の際、 linelength errorとなり表示できなくなりますので注

意してください。行を分割するか、小さな行番号に伺け直してください。

・＜新行番号＞と＜増分＞は、それぞれ省略することができます。省略した場

合は、それぞれに10が指定されたものとします。

・ ＜開始行＞と＜終了行＞は、行番号またはラベルのほかにピリオド（．）での

指定ができます。

仁肩口 renum 

プログラム全体の行番号を10から10ステップで伺け直します。

renum 1000, JO. 100-

行番号100からの行番号を行番号1000から10ステップで柑け直します。
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OPTION LIST （オプション リスト）
予約語表示の大文字、 小文字を切り替えます。

ー三副

層雪白

逼画］

仁王］

~ 

option list （む；｝

opt. UC. le. 

listコマンドなどで表示されるプログラム中の予約語部分を大文字で表示す

るか、小文字で表示するかを指定します。 ucaseを指定すると大文字に、

leaseを指定すると小文字になります。

BASIC起動時はleaseの小文字での表示になっています。

注釈文やダブルクォーテーション（”）で固まれた部分、 data文中のデータな

どは予約語ではありませんので入力したとおりに出力されます。

この命令は表示の指定になりますので、入力時は大文字、小文字のいずれで

も予約語を書くことができます。

変数名や配列名、定義関数名、ラベル名は、常に大文字で表示されます。

option list ucase 

以後、プログラム中の予約語を大文字で表示します。

I ist 

Ok 

10 rem - 0円I倒 usr-
20 A=intCrndCD車10)
30 B=intCrndCD車10)
35 c申B
40 print”白＝”；Q
50 print刃B=":B 
関 input’＇A+ B ＝”；D 
70 if D=C then color 5:print”OK ！！” else color 2:print”Oh ! Wrong I l” 
80 color ?:goto 20 
90 end 

まlionlist ucase 

I ist 

Ok 

10 REM - 0円I倒 LI訂一一
泊向＝INT情。(1)車10)
30 B＝川f（剛D<D車10)
35 C=A+B 
40 PRINT”向＝”；内
閣内川T”B＝”；B 
60 INPVf "A + B ＝”；D 
70 IFトC百聞∞印R5:PRINT”OK ！！” E日E印LOR2:PRINT”Oh ! Wrong・・”
80 COLOR ?:GOTO 20 
姐凶D
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SYSTEM （システム）
MS-DOSへ制御を移します。

ーョ
直面白

画E

system 

sy. 

• BASICからMS-DOSに制御を移します。

• MS DOSに制御を移すと、次の操作が行われます。

－すでにopenされているファイルはすべてcloseされます。

・ environ文で指定された環境文字列テーブルは、 MSDOS上には引き継が

れず、BASICが起動されたときの環境文字列テ ブjレとなります。

・ chdir文などの、ディレクトリの変更、削除、作成はそのままMS-DOSに

引き継がれます。
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｜ 一般ステートメント ｜ 

[LET （レット）
｜愛数にデータを代入しますo

~ 〔let) （変数〉＝〈式〉

直E － イコール右辺の＜式＞の値を左辺の＜変数＞に代入します。

・＜蛮数＞と＜式＞のデタ型は文字型どうし、または数値型どうしでなけれ

ばいけません。数値型（整数型，単精度型，倍精度型）相互の代入は、自動的に

型が変換されます。ただし、変換時にオーバ フ口 が起こったり、代入さ

れる蛮数に対しての誤差が大きくなる場合があります。

半角のアルファベットで始まる蛮数名で型指定記号（%， ! ＇＃，$）により

データ型を指定しないときは単精度型として扱われますが、 def int/def 

sng/def dbl/def strの命令により省略時の型を変更できます。

・漢字または半角文字のカタカナで始まる蛮数名で型指定記号が省略されたと

きは、倍精度型蛮数として扱われます。

letは、完全省略できますので、＜変数＞＝＜式＞とすることができます。

仁E A=3+4 ・・・ー 3十4の結果の？を左辺の変数Aに代入します。

D:tt:=2. 1 

単精度の値2.1を倍精度に変換して倍精度変数D＃に代入します。この

場合、単精度から倍精度に変換されるため、代入値の誤差は単精度の

誤差となり 、倍精度に対しては大きな誤差になります。倍精度の値と

して代入させる場合は0#=2.1＃として値のあとに倍精度を示す記号

＃を伺けます。

参考日 def int/sng/dbl/str …一 型指定の省略時の型宣言。（158ページ）

~ 次のプログラムはどちらも同じです。

10 let A=10 
20 print A 
30 e吋

10 A=10 
20 print向
羽 end

n
8
 

刊

1
依

run 
10 

Ok 
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DEF INT （ディファインインテジャー・ defineinteger) 
DEF SNG （ディファインシングル・ definesingle) 

DEF DBL （ディファインダブル・ definedouble) 
DEF STR （ディファインストリング・ definest『ing)

蛮数の型宣言を行います。

ーE

層］副

ヨコ

参考町

def int 〈変数名の範囲〉〔，〈変数名の範囲〉〕…

def sng （変数名の範囲〉〔，〈変数名の範囲〉〕…

def dbl （変数名の範囲〉〔，〈変数名の範囲〉〕…

def str 〈変数名の範囲〉〔，〈変数名の範囲〉〕…

（整数型）

（単精度型）

（倍精度型）

（文字列型）

・蛮数の型は変数名の最後の型指定記号 （%， ! ＇＃，$）によって指定されます

が、半角文字のアルファベットで始まる変数の型指定を省略すると通常は単

精度型として扱われます。この命令により省略時の変数型を別の型にするこ

とができます。

・ ＜蛮数名の範囲＞は、蛮数名の 1文字目のアルファベッ 卜で指定します。

A-Dとすると 、変数名が A,B,C,Dで始まる蛮数の指定になります。この範

囲の指定は半角文字のアルファベットで行い、漢字や半角文字のカタカナ

による指定はできません。

・指定された範囲内のアルファベッ トで始まる変数を別の型で使う場合は、型

指定記号をイすければ、型指定の方が優先します。

・この宣言は、配列宣言における配列名や使用時の個々の要素の参照、定義関

数の関数名にも有効となります。

・この宣言は、繰り返して使用することができ、変数名の範囲が重なった場合

あとから宣言された方が有効となります。

・この宣言は、 newコマンドやclear文またはrunコマンドにより解除され、初

期状態に戻ります。（初期状態はdefsng A-Zが宣言されているとみなすこ

とができます。）

・漢字や半角文字のカタカナで始まる蛮数名や配列、関数名の型指定を省略し

た場合は、この命令での宣言には関係なく 、倍精度型になります。

def dbl A-D 

変数名がA,B,C,Dで始まる変数に型指定がなければ倍精度型とします。

def str N.M.X-Z 

変数名がN,M,X,Y,Zで始まる蛮数に型指定がなければ文字列型とします。

変数（第1部 BASICの概要参照）
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~ 10 rem --DEF INT/OC/DBL/STR --
n’INT 
30 def int A-C : A=l0 : B=3 : C＝向IB
40 print.”整数型 A=10,B=3・・・・・・・・・・ A/B＝”；C 
50 'SI犯
回 defs開介C：向＝10: Iト3: C=A/B : print 
70 print ”単精度型作10,B=3•••••••• A/B ＝”；C 
80 'DBL 
90 def dbl A-C : A=10t : B=3t : C哨／B: print 
100 print n倍精度型 作10,B=3・・・・・・・・ AIB＝”；C 
110’STR 
120 def str A-C : A="A配”： B＝”DEF”： C＝印B: Print 
130 print ”文字型向＝’ABC’，B＝’DEF'... A+B ＝”；C 
140 def sng A-Z 
150 end 

run 
整鼓型 A=10,8=3 ・・・・・・・・・・ A/8= 3 

単精度型 向＝10.8=3・・・・・・・・ A/8= 3.3333333 

倍精度型 仲間，8=3・・・・・・・・ A/8= 3.333333333333333 

文字型砕’ABC ’， B~~DEF ’ . . . A+B =ABCDEF 
Ok 

・蛮数A,B,Cを整数型int，単精度型sng，倍精度型dblに宣言し、それぞれにつ

いて計算結果を表示します。

・また、文字型str(こ宣言し、計算結果を表示します。
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DEF FN （テtイファインファンクション・definefunction) 
関数を定義します。

ーE
直ヲー

L亙］

def FN （関数名〉（〈引数〉〔，〈引数〉〕…）＝〈演算式〉

・演算内容を定義して新しく関数を作ることができます。

・＜関数名＞の伺け方は蛮数名と同じ方法で、型指定もできます。（使用時に

はFNも合わせてひとつの関数名として扱われます。）

・＜引数＞は変数名を書きますが、これは＜演算式＞の評価をするためのもの

で、実際の変数には影響しません。関数名の最後に型指定をすることによリ、

結果の型が指定できます。

・＜演算式＞はく引数＞を使った式を書きますが、引数以外の変数名を使った

場合は、定義関数を使用したときの変数の値によって演算が行なわれます0

．＜演算式＞の中にほかの定義関数を使うこともできます。 （定義関数の入れ

子型）

・定義後はFNも含めた関数名で使い、引数として実際のデータを指定すれば、

引数に対して演算処理をして、値を返します0

・定義関数を再定義することはできません。同じ関数名で定義しようとすると

エラーになリます0

．半角文字のアjレファベットで始まる＜関数名＞や＜引数＞、 ＜演算式＞中の

引数や蛮数名の型指定を省略すると、 defint支なともで‘宣言されている型と

して扱われます。したがって、定義時（この命令の実行時）と使用時の省略時

の型が異なっている場合、異なる関数名として扱われたり、 正しい結果が求

められない場合がありますので注意してください。このような場合、省略時

の型指定を途中で変更しないようにするか、＜関数名＞などに型指定を伺け

るようにしてください。

• clear文やnewコマンドまたはrunコマンドの実行によリすべての定義を消去

します。

def FNROOT3(X)=X《（ 1/3)

関数名FNROOT3(X）の関数を定義します。（立方根の演算をします。）

print FNIWOT3(27) 

定義した関数をprint文て・使用します。（結果は3と表示されます。）

def FNASCE(X$)=asc(ri3ht$(X$,l)) 

関数名FNASCE(X$）で、文字列の最後の文字コードを求める関数を定

義します。
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~ 10 rem ---DEF FN ---
20 def F舵＝帥B/2
30 !nput”底辺＝”，Q
40 input ”高さ＝”，B
50 print : print ”面積は”；F舵；”です。”
問 e吋

run 
審判＝20~~5 
面積は 50です。
保

・三角形の面積を計算する方程式をあらかじめdefFNで定義します。
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DIM （テ＝イメンジョン・ dimension)
配列の宣言を行います。

ーョ
恒三割

ヨコ

参考：fF

dim 〈配列名〉（〈添字〉〔，〈添字〉〕…）〔，〈配列名〉（〈添字〉〔，〈添字〉〕…）〕…

・配列を使用する場合、あらかじめ配列名と添字の最大を宣言する必要があり

ます。添字の最大は32767まで、次元の最大は255次元までですが、実際には

メモリ容量（フリーエリアの制限）や配列全体の大きさ、あるいは 1行に書

ける立字数などによリ制約されます。

・宣言時の各要素の河容は、数値型は0、支字型は文字長が0のNull（空文字）

になリます0

・宣言したときのメモリ使用量は次のとおりです。数値型はデータが代入され

ても、使用量は霊化しませんが、文字型は代入された文字数に応じて使用量

が増えます。

整数型 個数＊ 2＋α バイト αは、配列名や次元の管理に

単精度型 個数＊ 5＋α バイト 使用される分です。（10～数

倍精度型 個数＊ B＋α バイ ト 百バイ トまで、次元が多くな

文字型 個数＊ 4＋α バイト るほど大きくなります。）

・添字の下限は0ですが、 optionbase文により 、下限を1に蛮更できます。

・宣言されている配列の再宣言や宣言されていない配列の参照、または添字の

上限をこえた参照はエラーになります。ただし、宣言が行われずに添字が10

までの配列を参照した場合は、自動的に10までの配列宣言が行われます。

・変数名と同じ配列名を使うことができ 、別の物として扱われますが、次元が

異なっていても同じ配列名を使うことはできません。

・宣言された配列は、newコマン ト‘やclear文、またはrunコマンドが実行され

たときに消去されます。また特定の配列を消去する命令として erase文が

あります。

dim A(100),B$(100) 

数値配列Aと文字配列8$で100までの配列宣言をします。

dim XDAT A ( 10, 10) ... ×DATAの配列名で2次元配列を宣言します。

option base ・ ・ ・ 添字の下限を設定。（164ページ）

erase … 配列の消去。（165ページ）
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l 品名 l単価 l
＋一一一一一一一一一一一一ーーー＋ー一一一一一ーーー＋
lチョコレート I 150 I 
lビスケット I 250 I 
lキャラメル I 120 I 
lジュース I 100 I 
lコーヒー I 100 I 
＋一一ー一一ーー一一一一一一一一＋一一一一一一一一一一＋

Ok 

・品名・単価は、添字が5の配列を使用してデタを読み込みます。
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OPTION BASE （オプションベース）
配列の添字の下限を設定します。

直三司

直面記

画~

仁E
参考匠F

~ 

、l
’
予
I
』
J

n
U
唱

l

r
l
B
J

、，，、e
 

enw a
 

h
u
 

nH 
O
 

A

官‘nv o
 

opt. ba. 

・配列の添字の下限をOまたは1に設定します。この命令はプログラムの実行開

始後、配列の宣言を行うまでに実行してください。配列の宣言後に行うとエ

ラーになります。

また、この命令で2度以上設定を行うとエラーになリます。

・この設定の解除は、 newコマンドやclear文またはrunコマンドの実行により

解除され、 0が下隈になリます。

option base 1 …… 配列の下限を1に設定します。

dim …… 配列の宣言。（162ページ）

10 rem ---OPT!側関SE
20 option base 0 
30 dim時(1)
40帥(0）＝”Apple”：帥(1)＝”Ora可e”
50 print 帥（＠），嶋(1)

60 end 

阪tl
Apple Ora時e

10 rem --OPT！側関SE-・--
20 option base 1 
30 dim帥ぐ1)
40帥（0）＝”内pp(e”：帥(l)＝”。ra的e”
50 print帥（＠〉，帥(1)
関 e吋

run 
subscripL error in 40 

1番目のプログラムでは配列蛮数の下限を 0としていますが、 2番目のプロ

グラムでは配列蛮数の下限を 1としているので40行目でエラーが出ます。
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!ERASE （イレーズ）
配列を消去します。

［亙E er制〈配列名〉〔，〈配列名〉〕

直面司

直亙

参考:a-

ヲ01「l

er. 

・配列名を指定して配列を消去することができます。配列を消去すると消去し

た配列名で、再び宣言することができます。

・消去した配列に使用していたメモリが解放されますので、フリ エリアが広

くなり別の目的に使用することができます。

dim －－一 配列の宣言。（162ページ）

10 rem erase -
20 dim X(10), Y$(10). Z<HD 

30 erase X,Y$ 
40 dim X<l朗） , Y$(100) 
50 dim 2(100) 二重宣言

run 
subscripl error in 50 

Ok 
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（オプションアングル）OPTION ANGLE 
角度の単位を愛更します。

ーE
ー戸司

直言己

［両日
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opt. ang. rad. deg. 

・三角関数やグラフイツク命令のcircle文やpoly文においでの角度単位として、

ラジアンと度のいずれを使うかを設定できます。

radians ……ラジアン単位

degrees ……度単位

• BASICの初期状態はラジアンですが、この命令て‘degreesを指定することに

より以後は度で扱われます。

• option angle はプロク‘ラム中で何回でも指定て輸きます。

この設定は、 newコマンドやclear文またはrunコマンドによリ解除され、フ

ジアン単位の状態になります。

10 rem一一 OPT!〔州内-!CLE－一
20 ini t’℃RT2:640,4朗，16”：els2 
30 opt ion angle radians 
40 circle <160,240),1朋，2,pai (1/2), -pai (1) 
50 option angle degrees 
60 circle (440,240),100,5, 30,-285 

パ
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[REM （リマーク・ remark)
注釈を入れます。

ーE m 〔〈注釈〉〕

直E

仁E
参考匠F

~ 

・この命令は非実行文でプログラムの実行とは関係なく、プログラムリストを

見やすくするための注釈（コメント）を位けます。

• BASIC は実行時lこrem文があるとそれ以後の文字は無視して次の行に進みま

す。したがって、remのあとにはどんな文字があっても実行には影響しませ

ん0

・rem文はマルチステ 卜メント（コロン（；）で2つの文をつなぐこと）で行の途

中から始めることもできますが、そのあとにマルチステー卜メン トで文を書

いても実行されません。

rem立のかわりにアポストロフィ （’）を使用して、注釈を伺けることができ

ます。

・アポスト口フィはrem文と問機能て・すが、行の先頭からアポストロフィで始

まる注釈行は、list＊コマンドでまとめて表示することができます。また、

アポストロフィで始まる注釈行を連続して入力するための行番号の発生命

令としてauto＊コマンド、ファイjレをアポスト口フィで始まる注釈行として

読み込むための命令としてload＊があります。

moo remメニュー表示

list* 

auto* 

load* 

アポスト口フィで始まるコメント行のみの表示。（145ページ）

コメント行の連続入力。（147ページ）

コメント行の読み込み （298ページ）

10 ’プログラムの中に
20 ’コメントを入れることができます
30 end 

このように、 remの代わりにアポストロフィ（つを使うことができます。
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RANDOMIZE （ランダマイズ）
乱数の発生系列を愛更します。

ーE
~司

直｝副

参考~

~ 

randomize 〔〈初期値〉〕

ra. 

rnd関数T発生する乱数の初期化を行います。

・＜初期値＞は、・：32768～32767の整数型のデータを指定し、同じ初期値を与

えると同じパターンで発生する再現性があリます。

＜初期値＞を省略したときは、BASICで任意の初期値を設定して乱数の初

期化をします。

・ ＜初期値＞によっては発生周期が短い場合がありますので注意してくださいη

• BASIC起動時の＜初期値＞は6になっています。

rnd ・・・ 乱数発生関数。（363ページ）
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・初期値を蛮えると、異なる乱数が発生することを確認します。

・初期値を入力すると、 Oから10までの整数型の乱数を発生します。
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CLEAR （クリアー）
褒数、配列の消去およびBASICエリアの制限を行います。

直E

画面

亙亙

clear 〔〈機械語フログラム領域のサイズ〉〕

〔，，，〈チャイルドプロセス領域のサイズ〉〕…（1)

clear max …（2) 

cle. 

・変数や配列および定義関数の消去を行います。このときにはfor～next文、

repeat～until文、 while～wend文などのループ処理、 gosub～retrun文の戻

り先、if～endif文などの管理をしているスタック領域も消去されますので、

これらの命令の途中でこの命令を実行すると、正常な処理ができなくなる

ので注意が必要です。

・この命令を実行すると、 openされているファイルはcloseされますので、注

意が必要です0

．書式（1）は、機械語プログラム領域やチヤイjレドプロセス領域のサイズを指定

して、それらの領域を確保します。

サイズは指定した値×16バイトのメモリが確保されます。指定されたサイ

ズのメモリが確保できないときは、nomemory errorとなります。

なお、サイズ指定を省略したときは、以前の設定値が指定されます。

・＜機械語プログラム領域のサイズ＞はBASIC起動時Oが設定されています。

したがって、機械語プログラムを実行する場合は＜機械語プログラム領域の

サイズ＞をあらかじめ指定し、機械語プログラム領域を確保しておく必要が

あります。

・＜チヤイjレドプロセス領域のサイズ＞はBASIC起動時 0が設定されていま

す。したがって、チヤイjレドプロセスを実行する場合は＜チヤイルドプロセ

ス領域のサイズ＞をあらかじめ指定し、チヤイルドプロセス領域を確保して

おく必要があります。

なお、 ＜チヤイルドプロセス領域のサイズ＞は「起動しようとするチャイ

ルドプロセスのプログラムサイズ」＋24キロバイト必要です。

ただし、ス夕、ソクセグメントが確保されていないプログラムをチャイル

ドプロセスとして起動する場合は、さらに65キロバイト必要です。

(child文参照）

• chlid文でMパラメータを指定すると、チヤイルドプロセス領域を確保する

必要はありません。ただし、この場合チヤイルドプロセス実行後はBASICの
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直接実行モードになリます。また、このとき変数の内容や機械語プログラム

は初期化されます。

・＜機械語プログラム領域のサイズ＞および＜チャイルドプロセス領域のサイ

ズ＞を指定したときは、以前にこれらの領域にあるメモリの内容は破壊され

ます。

・書式（2）は、書式（1）で確保されている＜機械語プログラム領域のサイズ＞およ

ぴ＜チャイルドプロセス領域のサイズ＞を0の状態に戻します。

書式（2）は、書式（1）で次のように指定したときと同じ意味を持ちます。

clear 0,,, 0 

10 rem 一一一 CLEAR －一一
20 cl ear , , ; &H700 
30 child "DI R” 

40 clear max 

チャイjレドプロセス領域28キロバイト確保し、MS-DOSのDIRコマンドを実

行後、領域をOに震します。
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[SWAP （スワッブ）

直亙

直面司

直言E

〔：E

Lii~ 

swap （変数〉，〈変数〉

SW. 

• 2つの変数の内容を吏換します。2つの変数の型は同じ型で指定します。（整

数型，単精度型，倍精度型，文字型の区分がされ、たとえ数値型どうしでも型

が異なっていると工ラーになリます。）

・変数として同じ型であれば配列の要素も指定て・きます。

swap A尊，B持 …－ 倍精度型蛮数どうしの内容の斐換をします。

10 rem ---St.伯P一一
20 dim X<10) 
30 for 1=1 to 10 
40 read X<D : print X<I); 
50 next 
60 print : print : print ”単ベかえ開始”： print
70 for A=l to 10 
80 for B＝向＋1to 10 
90 if X<A)=>X<B) then 1朋 else swap X<A),X(B) 
100 問 xt
110 next 
120 for L=l to 10 
130 print X（υ； 
140 next 
150 e吋
160 data 5,3,6,1,8,2,7,9,10,4 

r5n 3 6 1 8 2 7 9 10 4 

並べかえ開始

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

保

• data文の数値を大きい順に並べ替えて表示します。まずA(l)とA(2）～A(lO)

を比較し、 A(l)の方が小さい場合値を入れ替えます。次にA(2）とA(3）～A 

(10）を比較しA(2）の方が小さい場合入れ替えます。同様にして順次比較し、

入れ替えを行い、並べ替えて表示します。
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MID$= （ミドルダラーイコール・middle$=)
文字列型褒数の内容の一部を置き換えます。

ー劃

唖：劃

［~~ii~ ］ 

mid$( （文字列型変数〉，〈開始位置〉〔パ文字数〉〕）＝〈置き換え文字列〉

・＜文字列型変数＞の内容の＜開始位置＞から＜文字数＞（バイト数）分の文字

を、＜置き換え文字列＞と置き換えます。

・＜支字数＞の指定が＜置き換え文字列＞の長さより大きい場合ゃく文字数＞

を省略した場合は＜置き換え文字列＞すべてが置き換えの対象になります0

．＜文字列＞の＜開始位置＞よリ残りの部分が置き換える文字数より少ない場

合、もとの＜文字列型変数＞の長さをこえる分は置き換えません。

この命令の実行では＜文字列型変数＞の長さは霊化しません。

10 rem -- mid$＝叩
~0 read 白書
よufor lご ll0 4 
40 read 8$ :mi d$CA$ , ?l~B:t 

50 pri「ilA$ 
60 next I 
70 data ”l t is 
80 data”Sund品y

run 
It is Sunday .... 
It is Monday. 
It is Tuesday .... . 
I l is Wedne吉day.. . 
Ok 
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関数

SEARCH （サーチ）
配列内の一致するデータをさがします。

ーョ

直面司

直：同］

search ( （文字配列名〉，〈文字列〉〔，〈開始位置〉〕

〔，〈ステップ値〉〕〔，〈機能〉〕） …（1) 

search ( （整数配列名〉，〈整数〉〔，開始位置〕

〔，〈ステップ値〉〕） …（2) 

sea. 

・＜開始位置＞はさがし始める位置を要素番号で指定します。範囲をこえる場

合はエラーになります。また、指定を省略すると配列の最初からさがします。

配列の最初はoptionbase文の指定によリ0または1になります。

・＜ステップ値＞を指定すると、＜ステップ値＞で指定された数ごとに配列要

素をさがします。＜ステップ値＞を省略すると、 1；が指定されたものとみな

し、すべての配列要素からさがします。

（書式 1）は 1次元の文字配列において、く文字列式＞を配列の指定された位

置よりさがし出し、最初に見つけた位置を値として返す関数です。同じ内容

のものが見つからない場合は、結果が－ 1になります。

＜文字配列名＞は一致する文字をさがす配列名で、すでに宣言されている 1

次元の文字配列でない場合は、エラーになリます。

＜機能＞には、 0または 1を指定します。

0が指定されると、＜文字列＞と同じ値の配列要素のみをさがし、 1が指定

されると、＜文字列＞を含む配列要素をさがします。

（書式2）は、 1次元の整数配列において、＜整数＞で指定された位置よりさ

がし出し、最初に見つけた位置を値として返す関数です。数値が見つからな

い場合は、結果が 1になります。

＜整数配列名＞は一致する整数をさがす配列名で、すでに宣言されている 1

次元の整数配列でない場合は、エラーになります。
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基本入出力命令

PRINT （プリント）
LPRINT （ラインプリント・ lineprint) 

データの表示を行います。

ーョ
画面白

匡き日

参考［ぽ

~ 

{ ~：~~~t ｝ 〔（データ〉〕〔｛ ; } （テεータ〉〕

P. lpr. または？ I ? 

• printは、＜データ＞を画面に表示します。

• !printはプリンタに＜データ＞を印字します。

• printのかわりに？を使うことができますが、リスト表示をさせるとprintの5

支字に変わります0

． データの句切リとしてセミコロン（，）を使うと、前の＜データ＞に続けて次

の＜データ＞を表示します。

データの句切りとして力ンマ（，）を使うと10文字ごとのタブ位置に進めて、

次のデータを表示します。

・数値データを表示する場合、値が正のときは左側に1個のスペースを表示し、

負のときはマイナス（ ）記号を左側に表示します。また、それぞれの値の右

側には1個のスペ スを表示します。

・力ンマやセミコロンを使って数値型データを続けて表示する場合に、表示す

るくデータ＞が行末から次の行にまたがって表示されるようなときは自動的

に改行して次の行から表示をします。

プリンタへの出力も上記の自動改行が行われますが、あらかじめ現在のプリ

ンタの印字桁数をwidth!print文により宣言しておく必要があります。

．データの直前lこtab関数を使って左端からの間隔を設定することができます0

．文字コードが31以下の文字データを画面に表示しようとすると、それぞれの

コードに対応した制御を実行します。（制御内容は伺録のコントロールコー

ド表を参照してください。）

これらのコードを画面に表示する場合は、“CRTl:CG”のファイjレ名でシー

ケンシヤルファイルをopenし、書き込みを行ってください。

I pout －・プリンタへ制御コ ドを送る。（454ページ）

10 rem ---PRINT ---
20 A$＝”1”：A=l :B＝一1
30 pri 川崎
40 print A 
50 pr int B 
60 print A,B 
70 print A;B 
80 end 

run 

1 -1 
Cl 
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TAB 
関数

（タビ、ュレーション・ tabulation)
画面の左端よりの文字表示位置を指定します。

司

E

｝
一
両
一

「瓦J

E
H
V
 

一
吋ノh

ノサ

tab （（数式〉）

print文やIprint文中に用いる関数で、カーソルを現在位置より行の在端から

＜数式＞分の間隔を取った位置に移動します。＜数式＞の値はO～255まで指

定でき、0が左端になリます。

現在のカーソル位置が＜数式＞による指定位置よリ右側にあるときは改行し

て次の行の指定位置に移動します。

print tab( 12）；”A";tab(20）：”iγ 

画面の左端から13文字自に”A”、21文字目に”B”を表示します。
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run 
門ZSeries 

SHARP 
SHARP 

Personal Computer 
Personal Computer 

SHARP MZ Series 
Ok 
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PRINT USING （プリントユージング）
LPRINT USING （ラインプリントユージング・ lineprint using) 

データを指定された書式で表示します。

f ' 1 〈書式）；〈テεータ〉〔 l; J ＜データ〉〕g
 

n
 

cu 
H
u
 

i
j
 

＆
Y
E
 

M

n

 

m
w
 

〆f
t
F｝
B

，、，，
l

，，、ーE

唾~］ us. 

＜書式＞に従ったフォーマットでくデ タ＞を表示します。

書式の制御文字は次のとおリです。

数値型

us. ？ またはlpr. us. p. us. 

直至］

数値表示の桁を指定し、出力は桁の範囲内で右づめで表示しま

す。

固定小数点の表示で、小数点位置をそろえる指定です。小数点

以下の桁数指定もできます。

数値を3桁ごとに旬切り、そこに力ンマ（，）を入れて右づめで表

＃ 

示します。

数値を指定する記号の前後に伺けると、その位置に符号を表示

します。

数値を指定する記号のあとに伺けると、数値が負のときに数値

のあとにーを表示します。

桁の範囲内で空白となる部分ができたとき、その部分を＊で、

埋めます。＊＊も表示する値の2桁分の領域を確保します。

表示する数値の前に￥記号を白けます。￥￥で、表示する値の 2

桁分の領域を確保しますが、 1桁分は￥の領域として使われます。

＋ 

＊〉ド

￥￥ 

￥￥と＊＊の機能を合わせたものです。＊＊￥で表示する値の

31行分の領域を確保しますが1文字は￥の領域として使われます。

桁指定のあとに伺けると指数形式で表示します。

制御文字を単に1文字として表示させたいときに使います。ー

に続く 1文字を制御機能を持たない文字として扱います。制御

文字以外はそのまま表示します。

＊＊￥ 

，角、，内、，内、，戸、

数値をこの命令で表示させる場合、指数形式を指定しなければ±1D-16以上

士1016未満が扱える数値の範囲となります。この範囲をこえる数値を指数形

式なしで表示させようとすると、エラーになります。
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巨到

文字型

文字列の最初の1文字のみを表示します。

＆ ＆ ＆の間に複数のスペースを指定するとスペースと＆を含めた桁

数で文字を表示します。文字の長さが桁数に満たない場合は

在づめにします。

＠ ＠の部分に文字列を代入します。1つの書式中に裡数の指定が

できますが、あとに続くデータの個数が少ない場合は不足す

る部分の＠以降を表示しません。

10 rem pr i nl us i nザ ーー－

20 Qニー1234.45 
30 prinl using”U#UU”；白
40 prinl using’＇HU，＃＃＃”；円
50 prinl using”UU.###.#";A 
60 prinl using”＋U#,U＃.＃”，Q 
70 pr i nL us i rig”uu.m.＃－”；白

80 prinL using”uu.m.＃＋”；6543.21 
90 prinL using ＇：＊料＃，＃ U”；6543.21
100 prinL using "HU,U＃”；6543.21 
110 pr i n t us i ng Y料＃，U＃”，；6543.21
120 print using ” uu.rA八八”；6543.21
200 A$＝＇’Suzuki ”：8$＝”Taro” 

210 print using”？”；B$,A$ 
220 pr i「itusing”＆ ＆”；8$，向S
230 prinL using”＆ &";B$;A$ 
240 print using”Dear Mr.。”；A$

178-

run 
-1234 
-1 234 
-1,234.4 
-1,234.4 
1 234.4-
6,543.2+ 

林利，日3
手6，日3

料手6，日3
白4.3E+01

TS 
TarSuz 
Taro Suzuki 

Dear Mr. Suzu.k i 
Ok 



[WRITE （ライト）
データを表示します。

恒三巴

面
一
副

~ 

write 
f • 1 

（データ〉〔＼.. J ＜データ〉〕・・

w. 

• print文と同様に＜データ＞を表示する命令ですが、データごとの句切とし

て力ンマ（，）を柑け、間隔を開けずに表示します。また、文字列型データは

ダブルクォーテーション（”）で囲んで表示します。

・句切記号の力ンマとセミコロン（；）の機能は同じで、すべてのデータを詰め

て表示します。
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run 
-123 5678 dala personal comp叫er

-123,5678，”data”，”per吉onalcompul,,,r” 
Ok 
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INPUT （インプット）
キーよりデータの入力を行います。

ー三巴

~司

直~

巨互｜

input 〔（コメン ト） （’）〕〈入力変数〉〔，〈入力変数〉〕

この命令を実行させると、カーソルを点滅させキ一入力状態になり、データ

が入力されると蛮数に代入します。

・ ＜コメント＞は文字定数または文字列式で指定しますO 実行時にはくコメン

卜＞を表示し、そのあとにカーソルを表示します。＜コメント＞を省略する

と、”？ ”を表示して入力状態となリます。コメン卜の句切記号でカンマ（，）

を使った場合は＜コメン卜＞を表示し、そのあとにカーソルを表示しますが、

セミコロン（；）を使った場合は＜コメント＞の直後に”？ ”を表示してその

右側にカーソルを表示します。

・入力は力 ソルが点滅したあとでデタを入力し、回キを押すことによ

リ完了します。＜入力蛮数＞を複数並べた場合は、力ンマで句切って入力し

ます。

文字列型蛮数の入力はダブルクォーテーション（”）で囲むのを省略できます。

ただし、力ンマはデータの句切リとして扱われますのでカンマを含む文字

列を入力するときはダブルクォーテーションで囲む必要があリます。

・ 麦数の型や個数が、入力したデタと一致しない場合は、工ラ を表示して、

再度入力を要求します。

・何も入力せずに団ヰ を押すと数値蛮数にはO 文字列蛮数には文字長が

0 のNull（空文字）を代入します。ただし、＜入力蛮数＞が撞数のときは句切

りのカンマが必要です。
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と向BCです。
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1行自はコメントのないとき、3' 4行目はコメントのあるときの動作例です。

7行のコメントと蛮数との句切リのセミコロン（・）とコンマ（，）の遣いは 6.

ようになります。

連続入力はコンマ（，）て‘句切って9行自のように行います。
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LINE INPUT （ラインインプット）
キーより1行分のデータを入力します。

ーョ
~司

証~

参考証F

E元］

line input〔〈コメント〉 （；）〕〈入力文字型変数〉

lin. i. 

この命令を実行させると、カ ソルを点滅させキ一入力状態になリ、データ

が入力されると 、入力デ タの1行全体を文字型麦数に代入します。

・入力はカーソルが点滅したあとでデータを入力し、回キーを押すことによ

リ完了します0

・input文と違い、入力の途中に力ンマ（，）があっても句切りとみなされず、ダ

ブjレクォーテーション（”）も入力できます。カーソjレが最初に点滅した所か

ら行の終りまでを入力します。

・＜コメント＞の句切リ記号の力ンマ（，）とセミコロン（，）の機能は同じで、

＜コメン卜＞を表示した直後にカーソルを点滅させます。

この命令は、入力時には”？ ”を表示しません。

input －－・ データのキ一入力（180ページ）

line input wait ・ ・ 待ち時間を設定してのキ一入力。（183ページ）

10 rem ---LINE JNれ汀 一司
20 input ”，と”は使用しないで入力してください。”；的
30 Print帥
40 line input ”，とM を使用することができます。”；師
団 print帥
60 end 

run 
，とn は使用しないで入力してください。？ abcdefg 
abcdefq 
，と”を使用することができます。 a,b,c,d,e,f,g
a,b,c,d,e,f ,g 

• input文て・はコンマ（，）とダブルクォーテーション（”）をそのまま文字として入

力できませんが、lineinput文て・はリターンキーを押すまで入力した文字は全

て文字として変数に代入されます。
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INPUT WAIT （インプットウェイト）
LINE INPUT WAIT （ラインインプットウェイト）

キ一入力の時間制御を行います。

証云］

ー面白

直！！J

in凶 wait（待ち時間〉，〔〈コメント〉（； ｝〕〈変数〉，〔〈変数〉〕

line input wait ＜待ち時間〉，〔〈コメント〉 （；）〕〈文字型変数）

i. wa. lin. i. wa. 

・＜待ち時間＞で設定された時間だけキ 入力者E待ちます。＜待ち時間＞の単

位はo.1秒単位で1～65535までの値で指定します。

・待ち時間以外の機能はinput文またはlineinput文と同じですが、この命令の

あとにコロン（・）でマルチステー卜メン卜にすると、制限時間内に入力され

た場合は実行され、入力されなかった場合は、コロン以降を実行せずに次

の行から実行します。

制限時間内に入力されなかった場合の＜入力蛮数＞の値は以前のままで霊化

しません。

参考 input ・・ ・ キ一入力の実行。（180ページ）

~ 

line input 1行分のキ一入力の実行。（182ページ）

10 rem －ーー INPUT WAIT ---
20 els 
30 locate 15.5 
40 print lime$ 
50 T$＝”” 
60 locale 0,8 
70 input wail 80，”変吏する時刻を入力してください.(hh:mm:ss）：’， . T$ 
80 if T$＜＞” u then timeS=TS goto 30 

90 end 

・現在の時刻を表示し、 8秒間時刻の変更の入力待ちとなります。入力されれ

ば新しい時刻を表示しくり返します。

・入力待ち時間内に入力が行われなかった場合は終了します。
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READ～DATA （リード～データ）
プログラム中に書かれたデータを褒数に読み込みます。

亙盃

陣形］

直）同

参考ぽ

~ 

read （入力変数〉〔，〈入力変数〉〕…

data （定数）〔パ定数〉〕…

rea.～da. 

read立は、 data文の中lこ＜定数＞で書かれているデータを＜入力蛮数＞に1

つずつ読み込みます。＜入力変数＞は数値型でも文字型でも指定できます

が、蛮数とデータの型が合わない場合は工ラ になリます。

• data文はread文て・＜入力変数＞に読み取られるデータを書きます。文字型

のダブルクォーテーション（”）は省略できますが、旬切リ記号として力ン

マ（，）が使われていますのでカンマを含むデータとしたいときは、ダブル

クォーテーションで囲む必要があります。また、アポスト口フィ（’）やコロ

ン（：）およびデータの前後に意味のある空白を含むデータの場合も、ダブル

クォーテーションで囲む必要があります。

• data文はプログラム中のどこにあってもよく、実行の順番がきても何もせ

ずに次の行に進みます。

・データの読み込みはread文で＜入力蛮数＞が指定されるごとに、行番号の

小さい方から順次data文をさがし、 data文の中では左から右へと順番に行

われます。 HI買番にデータを読み込んでいき、読み取るデータが無くなっても

読み込もうとするとエラーになります。

restore立によって、読み取る行を変更することができ、 同じデータを何回

も読み直したり、いくつかのdata文を読み飛ばしたリすることができます。

現在のデータの読み取り位置を行番号で求めるシステム蛮数としてdtlがあ

リます。

restore データ読み取り行の蛮更。 （187ペ ジ）

dtl 現在のデータ読み取り行を求めるシステム変数。（186ページ）

10 rem －一院内D－開TA---
20 dim伺(12)
30 for 1=1 to 12 
40 read帥（（）
50 pr int帥（！）；”
60 next I 
70 rem 干支のデーターー
80 data ”子’ソ丑”，”賞”，”卯”，”辰’＼”巳”，”牛”，”未”，”申”，”酉”，”成’＼”亥”
90 e吋
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字n丑寅卯辰巳午未申 酉 成 亥
(l; 

• data文lこ書かれた12個の文字型定数をread文によって配列A$に代入します。

-185-



DTL 

システム変数

（データライン・ dataline) 
read文によるデータの読み取り行を求めます。

~ 

唖1旬

仁E

参考即

dtl 

read文によるデータ読み取り位置を記憶しているシステム変数で、値は行

番号を示します。

・値は直前に読み取った行を示しますので、まだデータを読み取っていない状

態では0になります。

10 if dtl>500 then restore 

データの読み取り位置が500をこえた場合は先頭に読み取り位置を移し

ます。

restore …・ データの読み取り位置を蛮更する。（187ページ）
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RESTORE （リストア）
データの読み取り位置を愛更します。

ー三司
画面白

唖3記

参考町

L~ 

restore 〔〈読み取り開始行〉〕

res. 

• read文によるデータの読み取り位置を蛮更します。＜読み取り開始行＞を0

または省略するとプログラムの最初に位置を移します。

・ ＜読み取り開始行＞を指定するとその行のdata文または、それ以後で最も

小さい行番号をもっdata文から読み取りを開始します。

・＜読み取り開始行＞は、行番号またはラベルで指定します。

read～data …… データを蛮数に読み込む。（184ページ）

dtl …… 現在のデータ読み取り行を求める。（186ページ）

10 rem ---RESTORE -
20 gosub 1関
30 go~ub 1伺
40 print 
50向store6朋：gosub1関
60 restore 500:gosub 100 
70 end 
1朋 read隅：print帥
110 return 
500 data ”D,E,F’j 
600 data”A,B,C” 

run 
D,E,F 
A,B,C 

A,B,C 
D,E,F 
倣
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I 実行制御命令 ｜ 

GOTO （ゴーツー）
指定された行へ実行を移します。

ー~
~ 

説~l

｜ 例

参考<l:F

~ 

goto （ジャンプ先行〉

g. 

＜ジャンブ先行＞で指定された行へ実行が移リ、そこからプログラムの実行

を続けます。

＜ジャンブ先行＞は、行番号またはラベルで指定できます0

．この命令は、 gotoと離して書くこともできます。

goto *LOOP －－・・ ラぺjレ名が＊LOOPの行へ実行を移します。

on～goto ・・・ ーー 式の値によリジャンブ先を蛮更する。（191ページ）

gosub～return 一一 サブルーチンの実行。（189ページ）

10 print "goto sample 
20 goto 10 

• "goto sample”を続けて表示します。

・プログラムの実行中止はIT2日＋直Eキ を押してください。
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GOSUBNRETURN ( jーッーサブルーチンNリターン・goto subroutineNreturn) 
サブルーチンを実行します。

ーE
直面

画E

参考w

~ 

gosub （開始行〉

return 〔〈戻り行〉〕

gos.～re. 

・ gosub文はgoto文と同様に指定された＜開始行＞ヘ実行を移しますが、そ

の先にreturn文があると元のgosub文の次の文ヘ戻リます。

・サブルーチンの中でサプjレ チンを実行することもでき、これをネスティン

ゲ（入れ子型）と呼んでいます。ネスティンゲの深さ（回数）には制限はあリま

せんが、メモリ （ス夕、ソクエリア）の残量で制約を受けることがあります。

return文のあとに＜戻リ行＞を指定すると元のgosub文の所以外へ戻ること

ができます。

・＜開始行＞と＜戻リ行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

• gosub文て‘呼ばれずにreturn文を単独で実行すると工ラーになリますり

この命令は、 gosubと離して書くこともできます。

goto 一 指定行ヘ実行を移す。（188ペジ）

on～gosub …・・ 式の値によリサブルーチンを蛮更するη （191ぺ ジ）

on～return ・ ・ ・ 式の値によリ戻リ先を変更する。（191ページ）

10 rem一広畑町1刷ー
20 print ”次の計算をしなさい。”：print
30 for I=l to 5 
40 Al=int(rr吋(1)車10)
50 A2=int<rnd<D車10)
邸内3=i nt<r nd (1) 車10~
70 color ?:print Al；”＋”；位；”車”；向3；”＝”；：仲IS=Al＋但柏3
羽 i11'PUt Q 
切 i( Cl＜＞側 then抑 uh車附 HI凶ielse 抑 uh記OOD
1朗 nextI 
110 color ?:end 
120車GOOD
130 color 5:print”正解です。”
140 return 
150車作間！GAi
1回 color2:print”閉塞いですよ。”
170 return 
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run 
次の計算をしなさい。

7 + 7 章 4
間違いですよ。
3 + 2 車 2
間違いですよ。
3 + 8 本 8
正解です。
1 + 8 京

正解です。
9 + 0 京
正解です。
〔庇

2 

6 

=? 30 

= ? 10 

=? 3 

= ? 17 

=? 9 

計算問題に対して正しい答えが入力された場合は、ラベル名＊GOODで始ま

るサブjレ チン実行を移します。また、間違った答が入力された場合は、

ラベル名MACHIGAIで始まるサブルーチンに実行を移します。

-190-



ON～ GOTO （オン～ゴーツー）
ON  ～ GOSUB （オン～ゴーツーサブルーチン・on"'goto subroutine) 

O N～ RETURN （オン～リターン）
ON～ RESTORE （オン～リストア）
O N～ RESUME （オン～リジューム）

式の値により参照行を蛮更します。

［三~

l!_MffU 

直垂］

参考1t

［~？ル

on 〈数値式〉
r ；：：~b 1 

l ：：：~：~： j 

〔〈行 1＞〕〔， （行2）〕 〔， （行3）〕…

o.～9・ ～gos. ""-'re. 内 d res. ""-'resu. 

・＜数値式＞の値が1であれば＜行1＞、2であれば＜行2＞、 3であれば＜行3>

－というように、＜数値式＞の値により＜行＞の並びの何番目であるかが決

定され、 goto文やgosub文なと＊の各機能を実行します。

・ ＜数値式＞の小数部は四捨五入が行われ、値が0以下または並びの個数をこ

える場合は何も実行せず次の支に進みます。

＜行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

goto －… 指定行へ実行を移す。（188ページ）

gosub～return .. ・ ・ ・ ・ サブルーチンの実行。（189ページ）

restore －ー データの読み出し位置の設定。（187ページ）

resume …・ぃ エラー処理の修了。（402ページ）

10 rem - on goto -

20 input”釦長入力してください”；Q
30 on sgn（向）＋2切sub100,200.災現3
43 er吋
100 print ”負数”：return
200 print”ゼロn:return 

300 print”正数”：return 

run 

数値を入力してください ？123 
正毅
Ok 
run 

数値を入力してく ださい ？一123
員投
αE 
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（イフ～ゼン～工ルス）I F～THEN～ELSE 
条件により処理を褒えます。

ー三巴

ー画司

直互l

~ 

if ＜条件式＞ 、EEEaF

‘、、／’文，，也、、、、，，，、、，，
r

文

行

，J
、、，，
E

、、

［
！
 

e
 

m
b
 e

 

r
E

’目、、lJ

、t
il
l

－’E
1
1
1
1
1『
1
｝
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h
E
『
J

’

、l
I
IP
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－
J

・
、EEE
J

、、，，，

〕

：

、、‘，
r

J

Y

、，，

文

ぺ

，，，、、

r
E
E

目、

’

h

、、，，，

V
川
〉
〉
－
T

文

行

行

子

／《、／（、、／《、

f
i－
－
、

h
u

n

o

川

、
，
＋
t

c

、

N

O

O

 

H
u
g
o
u
 

－

－

 
r
l
L
 

if～th. el. 

＜条件式＞の条件に合う場合はthenに続く文を実行し、条件に合わない場

合はelse以降の文を実行します。

・＜条件式＞には関係演算子（＞くや＝）を使った関係式、論理式、算術式など

の結果が数値となる式を使うことができ、式の値がOでなければthen以降、

Oならばelse以降の実行と判断します。

then（こ続＜文がgoto文の場合、thengoto＜行＞としますが、 thenまたは

gotoのどちらかを省略して、 goto ＜行＞またはthen ＜行＞とすること

ができます。thengosub ＜行＞の場合はthenを省略してgosub ＜行＞

とすることができます。

else goto ＜行＞の場合はgotoを省略してelse＜行＞とすることができま

す。

if支の中にif文を書いてネステイング（入れ子型）にすることができます。

if A= 1 then if B= 1 then ⑪ else 匂）else r~ 

このような場合⑫）はA=1と巳＝1の条件のときに実行、 ⑪はA=1と8=1のと

きに実行、。はAr:'1のときに実行されます。

elseはその直前にあるifと対になっているとみなされます。

if A= 0 if B= 0 then R else⑮ 

このような場合⑮ は A=O,BヂOのとき実行されます。

10 rem ---IF THEN ELSE ---
20 inp川” 1番目の数字は”；Q
30 input ”2番目の数字は”；B
40 if f'.l=B then gosub京ONAJI:goto 60 
50 if 向＞Bthen gosub車問lelse gosub将H肌1
60 print 
70 i円put”1番目の文字は”；内容
80 i円put”2番目の文字は”；B事
90 i f的＝B$lhen gosub市郎附JI:goto 110 
1開 if嶋＞B$then gosubホDf'.11else gosub将H閃
110 end 
120車問i
130 print”1番目の方が大きいです。”
140 return 
150ホSHOU
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F
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F

・－A
W小

n
y
r

m
m
m
m
m
 

rfll~l！~JJですo
~li~~~~J~~ですo
Ok 

入力された数値および文字（文字コー ド）の大小を比較します。
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ELSE 1F"' THEN・…END IF (Iルス イ7～ゼンH・...Iンドイ7)
IF～ THEN～ ELSE機能の複数行型式を行います。

［言：：亙l

［一面］

直：月｜

if 〈条件式） then 

〈文〉

〈条件式〉 、Illi－－
I
l
l
11
11111J

、ll
1
1
11
EI
l
li
t－－
ノ

nH e
 

h
H
 

＆
E

・‘

end if 

el. if～th. ・・・・・・en. if 

行の最初から始まるif文で、 thenのあとに何も書かず行が終わる場合、条件

に合う処理を裡数行に渡って書くことができます。条件に合わない処理は、

elseだけ書かれている行の次から裡数行に渡って書くことができ、 終了は

end if文になリます。

If戸巴－

else if～t「1e『1文を使うことによリ次々に条件ごとの処理を書いていくこと

ができます0 c欠ぺ ジ参照）

・複数行型式てやのif～then文，else文，elseif～then文，endif文のそれぞれの文

は左右にマjレチステートメント（コロン（：）で2つの文をつなぐこと）でほか

の支を書くことはできません。
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then 

~I 

ロM件

1
｜
」

寸
l
l

」

条

一
お

一

一
昨

一

げ

一
肌

一
一

鋼

一

e
「
l
L
e
「
1
L

q

u

c

u

 

e

e

 

if 条件A then 

直面日

~ 
if 条件B then 

日E

E翌日
~ 

end if 

〔例1〕

例1の在は条件のネスティンゲを使用したもので、右のelseif～thenと対比さ

せたものです。名処理と条件の関係は次のようになります。

条件B…無関係

－無関係

... o 

条件A.. ・O 処理1

0・・・条件に合う。条件A...× 処理2

×－条件に合わないチ条件A...× 処理3

－× 

－無関係

右側の各処理も左側と同じ条件での実行となりますが、処理2と処理5がない

のでelseifを使用するとendifは1つですみます。

例1は処理の流れを理解するためのもので実際には次のような使い方をします。

チ

dシ

条件A...× 

条件A…×

処理4

処理5

t h e n 

t h e n ＜条件2>

t h e n 

t h e n 

＜条件3>

＜条件4>

一
回
…
困
…

F
固

i f 

〔例2〕

条件1に合う場合は処理1、条件2に合う場合は処理2というように順に条件を

チェックして名処理を行う場合に便利な機能です。
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~ 10 rem --ELSE IF -THEN ••••• END IF ---
20 ini t”CRTl：”：T=vaI(right事（time$,2))
30 randomize T 
40 S=0:N=0:cls 
50 print ”作戦選択 A＝ヒットエンドラン B＝選球”
問 console2.22 
70 input ’作戦は”；S$:print
80 X=int(rnd(l)車10)
90 if X<5 then B$＝＇’ストライク” else帥J ボール”
1伺 ifSド’向”。rS$＝”a”then 
110 !f B$＝”ストライク” the~ print ”ストライク：成功”：S=S+l
120 if B争”ボール” thenpr i nl ”ボール ：失敗”：N=N+l
130 end if 
140 if S$＝”B”or S$＝”b" then 
150 if B$＝”ストライク” thenpr i nl”ストライク：失敗”：N=N+l
160 if B$＝”ボール” thenprint”ボール ：成功”：S=S+l
170 end if 
180 print 
190 print”成功回数は＝”；S；”です。
2開 print”失敗回数は＝”；N；”です。”
210 pause 20:cls 
220 if N=9 then goto 230 e I se goto 60 
230 console .end 

作戦選択 A＝ヒ ットエンドラン B＝選球

作戦は？ A 

ストライク：成功

成功回数は＝ 5 です。
失取回数は＝0 です。
車Breakin 210 
Ok. 

・選択した作戦が球種によって成功か失敗かをif～then～end if命令で判定し

ます。
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FOR～N EXT （フォア～ネクスト）
forとnextの間の文を繰り返し実行します。

ー副

C至極l

匝貢：i

~ 

for 〈カウント変数）＝〈初期値） to （最終値〉〔step 〈増分〉〕

next 〔〈カウン卜変数〉〕〔，〈カウント変数〉〕…

f. ～ n. 

for支は＜力ウン卜蛮数＞を＜増分＞ずつ増やしながら＜最終値＞をこえる

まて‘next文の聞を繰り返し実行します。

・ 最初に＜力ウン ト変数＞に＜初期値＞を代入し、＜最終値＞をこえるかの判

断を行いますので、たとえば＜増分＞が正の数で＜最終値＞が＜初期値＞よ

り小さい場合は繰り返し部分を 1度も実行せずにnext支へ進みます。

for文の所で対応するnext文をチェックしますので、対応するnext文がない

場合は工ラーになり、また1つのfor文に対して複数のnext文を対応させるこ

とはできません。

・繰り返し（ループ）の中て・goto文により飛び出した場合は、jレ プが終了し

たとみなします0

・stepの指定を省略すると＜増分＞として1が指定されたとみなします。

このjレーブを終了したあとの＜カウン卜歪数＞の値は、最後の繰り返し時の

蛮数値に＜増分＞を加えた値になリます。たとえば、 forA=l to 10のルー

プの終了後のAの値は、最終の繰り返し値10に＜増分＞1を加えた値11にな

り、 forA=l to 10 step 2の場合は、最終の繰り返し値が9でルーフ終了後

のAの値は11になリますO

10 rem - for冊以ーー

20 print ”数値を入れてください；：input向

30 pr int”NU'1BER" , "SCUiRE”. －~迫泊RE llOOT” 
4B for !=1 to A 
50 print l J車l,sqr([) 
6日間xt

run 

主主｛直を入れてください？ 4 
関川BER SOOAR£ scu:lRE llOOT 

2 4 1.4142136 
3 9 1.7羽 508
4 16 2 
Cl< 
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（リビート～アンテイル）REPEAT～U NTIL 
条件により繰り返し部分に戻るかを判断します。

i三~~

［雪量j

匝i唖

回目

repeat 

until （条件式）

rep.～u. 

untilのあとのく条件式＞に合わなければrepeat文の次の立まで戻リます。

・繰り返すかの判断はuntil文て・行われますので、 1回は繰り返し部分を実行し

ます0

・repeat文とuntil文は 1対1で対応し、 ネステイング（入れ子型）させることが

できますが、繰り返し（ループ）の中からタトヘgoto文により飛び出した場合

はループが終了したとみなします。

• repeat文実行時に対応するuntil文がない場合、またはrepeat文を実行せす1こ

until文を実行した場合は工ラーになります。
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run 
蚊値を入れてください白？ 7 
NUMBER SQUARE SQUARE ROOT 
e 0 e 
2 4 1. 4142136 
3 9 1. 73285138 
4 16 2 
5 25 2. 236868 
6 36 2. 4494897 
7 49 2.6457513 
Ok 
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WHILENWEND （ホワイルNホワイルエンド・whileNwhile end) 
whileの条件に合えばwend聞を繰り返します。

恒三回

画

面

巨羽

while 〈条件式）

wend 

wh.～we. 

・＜条件式＞の条件に合えばwhile文とwend文の聞を実行し、条件に合わない

場合はwend文の次の文から実行します。

• while文て・繰り返すかの判断をしますので、繰り返し部分を1回も実行しない

場合があリます0

・while文とwend文は 1対1で対応し、ネスティンゲ（入れ子型）させることが

できますが、繰り返し（ループ）の中からタ卜へgoto文によリ飛び出した場合

はループが終了したとみなします。

• while文実行時に対応するwend文がない場合や、 while文を実行せずに

wend文が実行された場合は、エラーになります。

10 rem - while we吋一一
20 1=0 
30 print ”数値を入れてください”；：inputA 
40 print”N11BER＇’J’叩UARE’＼”SQUARE即OT”
50 while I＜哨
回 print1,1車I,sqr(J) 
70 l=I+l 
80同叫

run 
絞値を入れてください？ 5 
Nl11BER SQl泊RE SQUARE ROOT 
0 0 0 

2 4 1. 4142136 
3 9 1. 7320508 
4 16 2 
5 25 2. 236068 
Ok 
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PAUSE （ポーズ）
プログラムの実行の一時停止をします。

直E

直面目

税き日

じ画コ

~ 

pause ＜停止時間＞

pau. 

この命令を実行すると＜停止時間＞で指定された時間が経過したあと次の処

理に進みます。

・＜停止時間＞は、 o.1秒単位で1～65535の値で指定します。

この命令で一時停止状態のときは、すべての割リ込み制御はstopになり、

停止状態で割り込みがあった場合は、この命令の終了後に割リ込み処理を

実行します。

したがって、一時停止状態のときはIT2=日＋直Eキーで‘実行を中止する

ことはできません。

100 pause 100 …… 10秒間実行を停止します。
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STOP （ストップ）
プログラムの実行を中止します。

ーE
－面司

画三割

仁E
参考E

~ 

stop 

s. 

・プログラムの実行を中止して、命令待ち状態にします。

このときBASICは次のメッセージを出します。

Stop in nn … nnは中止した行番号

• end文と異なりファイjレを閉じたり各種の初期化は行われません。

この命令で実行が中断された状態から、 contコマンドやstepコマンドによ

り実行を再開することができます。ただし、実行の中断時にプログラムの

蛮更を行うとend文の実行と同様の処理が行われ、contコマンドやstep

コマンドによるプログラムの再開ができなくなリます。

この命令で実行を中断するときに割り込み処理の制御（keyon/ off/ stopな

ど）がonになっている場合、 stop状態にして中断します。contコマンドや

stepコマンドによる実行再開により、割リ込み処理の制御がon（こなリます。

999 stop －… 行番号999で実行を中断します。

end …… プログラムの終了。（202ページ）

stop（コマンド） ・・・… ブレークポイントの設定。（138ページ）

cont ・・… 中断されたプログラムの実行再開。（136ページ）

step …ぃ プログラムのステップ実行。（137ページ）

contのサンプjレ参照
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END （エンド）
プログラムの実行を終了します。

座面

｜言世嗣

証平日

［唖コ

参考IJ'F

~ 

end 

en. 

• end文を実行するとOkを表示して命令待ちに戻リます0

．この命令の実行で次の処理が行われます。

操作途中のファイルをすべて終了します。（close）。

テ・ータの読み出し位置をプログラムの先頭にします。 （restore)

エラー処理行の定義を解除します。 （onerror goto 0) 

割り込み処理行の定義と、制御を解除します。（onkey gosub文、

key off文など）

・プロク。ラムの最後にend文を省略しでも実行を終了しますが、この場合は以

上の処理は行いません。

999 end …… 行番号999で実行を終了します。

stop －… プログラムの中断。（201ページ）

10 rem - end一一
20 input A 
30 if A=0 then er吋
40 goto 20 

run 
? 5 
? 2 
? 0 
ll: 

0を入力すると、犯行て・endが実行されてプログラムを終了します。
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」一号示設定命令

OPTION SCREEN （オプションスクリーン）
グラフィックV-RAMの使用目的を設定します。

直~

逼画百

［函

Qption screen （機能指定）

opt. SC. 

・グラフィックV-RAMの一部を表示用以外のメモリディスクCRAMディスク）

やプリンタスプーラ用メモリとして使用することができます。この命令では

V-RAMのどこまでを表示用として使用するかを設定します。

・＜機能指定＞は 1～5の値で指定します。指定による表示用とメモリディス

クやプリンタスプーラ用の使用比率と、そのときに表示可能なグラフィック

画面数は次のようになります。

機能 表示用 メモリディスク 640×200ド、ソト 640×400ドット
プリンタスプーラ

指定 領 域 領 域 16色 65536色 16色 65536色

512キロバイト 8面 2面 4面 1面

2 384キロバイト 128キロバイト 6面 1面 3面 表示不可

3 256キロバイト 256キロバイト 4面 1面 2面 表示不可

4 128キロバイト 384キロバイト 2面 表示不可 1面 表示不可

5 。 512キロバイト 表示不可 表示不可 表示不可

なお、グラフィック 1画面表示するに当たって必要な領域は次のとおりです。

640×200ドット16色モード時 :64キロバイト

640×400ドット16色モード時 :128キロバイト

640×200ド、ソト65536色モード時：256キロバイト

640×400ドット65536色モード時：512キロバイト

メモリディスクやスプーラが設定されているエリアを表示用に使用しようと

するとエラーになります。あらかじめinit“MEM：”によりメモリディスクやス

プーラの領域を小さくしてください。

・＜機能指定＞で 1～4が指定されると、640×400ドット16色になり 、グラ

フィックの表示画面 （出力スクリ ン）と入力画面 （アクティブスクリー

ン）共にスクリーン 1に設定されます。

• BASIC起動時のく機能指定＞は1になります。
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参考[f:Jj'

~ 

• option screen文の実行によって、 V同 RAMの内容は蛮化しません。また、

メモリテ・ィスクやプリンタスプーラ領域の内容にも影響を与えません。

・メモリテ．ィスクはMS-DOS上で設定したものがそのまま使用されますので、

MS-DOS上メモリディスク （RAMディスク）としでV-RAMが使用されてい

る場合は、 BASIC起動時にその領域は表示用に割り当てられていません。

BASIC起動時には、その時メモリディスクがグラフィ、ソクV-RAM全体を使

用している場合は、起動メッセージとして“グラフィック表示メモリは利用

できません”と表示されます。

in it”MEM：” …… メモリディスクとプリンタスプーラの設定。 （284ページ）

10 rem 一一一 OPTION SCREEN 
20 init "MEM:O,O" 
30 option screen 4 
40 A=fre(S)/1024 
50 init "MEM：”＋st r事（A）＋”， O”

…V-RAMを表示用に128キロバイト使用し、V-RAMの残りメモリ領域と増

設RAMの容量の大きい方すべてをメモリディスクに割り当てます。
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INIT”CRTl：”（仁川うイズシー7・ル？ィーl・ initialize C.R. T. l) 
グラフィック表示の初期化を行います。

恒三司

直3副

in it ”CRT2：〔〈横ドット数〉，（縦ドット数〉，〈表示色数〉〕”

・グラフィック表示の解像度と同時表示色を設定します0

．この命令で指定可能な組み合わせは次のとおりです。

＜横ドット数＞ ＜縦ドット数＞ ＜表示色数＞

16 
200 

65536 
640 

16 
400 

65536 

この命令の実行により次の初期設定を行います。

－ウインドウ、ビューポートおよび表示出力の初期化。

(vlew:view@:window:roll@) 

・screen，フォアゲランド力ラー・パックグラウンドカラーの初期化0

．パレットやプライオリティの初期化。

この命令の実行では、グラフィックV-RAMの内容の消去は行われません。

・使用する画面数は、optionscreen文て・指定します。（optionscreen文参

照）

option screen文の設定によって、使用できないグラフィ、ソクモードになっ

ているものを指定した場合はエラーになります。

・グラフィック画面のうち、入力を行う画面および表示を行う画面の指定は

screen文で指定します。

・すべての指定を省略すると、次のように設定します。

in it“C RT2:640, 400, 16” 

メモリディスクやプリンタスプーラが使用されていたり 、optionscreen の設

定で表示用のグラフィツクV-RAMが少ないと 、65536色モードに設定できな

いことがあります。

この場合、以下の操作を行うことで、 65536色モードに設定することができる

ようになります。

in it “M EM:0,0” 

option screen 1 

inlt “CRT 2 : 640, 400 （または200),65536”
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仁E

~ 

init ”CRT2:640,200,16”… .. 640×200ド、ソ卜の16色モードに設定します。

10 r<'m --- !NIT ""CRT2・”－
20 els 3 
30 init ”c rt2 : 6~0.200, 16”： gosub ・日lSP 
40 init ""crt2:640,400.16’： R osu b・DISP
50 end 
60 傘 DISP 
70 circle (200,50).50,10 
80 line (100.120)-(500.150).9.BF 
90 pause 30・cIs 3 

100 return 
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INIT 11CRT1：” （イこ川うイスJシ－ j1・ル？ィ・1・initialize C.R. T. 1) 
文字画面の初期化を行います。

恒三司

画亙］

in it”CRT〔1〕：〔（桁数〉〕〔，〈行数〉〕〔，〈フォン卜〉〕〔パスクロール〉〕”

・立字画面に対して、桁数、 行数、文字の種類、スクロールの方法を指定し、

初期化を行います。このとき文字画面の消去も行われます。

・＜桁数＞は40または80で指定します。

・ ＜行数＞の指定は12、20、25の指定ができます。12行のときは、半角文字の

フォントが8×16ドットになります。

＜フォント＞は、半角文字の字体を8×8のド、ソトにするか、 8×16ド、ソ卜

にするかを指定します。

0の場合は8×8ドット、1の場合は8×16ドットになります。

なお、 12行モードのときは8×16ド、ソ卜のみ指定可能です。

・くスクロール＞は、スクロールの方法をO～2で指定します。 0の場合は行

単位のラインスクロール、1の場合は低速のスムーススクローjレ、2の場合

は高速スムーススクロールになります。

高速のスムーススクロールモードにした場合、表示する文字数が多いときに

はなめらかにスクロールされない場合があります。

・＜桁数＞で40桁の指定をしたときはスムーススクローjレはできません。

・スムーススクロールモード時に、 console文によるスクロール範囲の指定や

width文での桁数の変更を行うとスムーススクロールが行えなくなります。

また、画面の最下行は表示には使用されず、ファンクションキーの表示はで

きなくなリます。

・すべての指定を省略すると次のように設定します。

in it”CRTl :80, 25, 1, 0” 

・部分的な省略を行った場合はに省略部分はそれまでの設定値となります。

この命令の実行により次の初期設定が行われます。

文字画面の消去。（els1) 

文字表示色の初期化。（color)

文字属性の初期化。（cgen :cf lash :crev) 

文字入出力画面の初期化。（screen0, (0)) 

力 ソルの表示。（locate, , 2) 

円
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［亙 ］

~ 

スクロール範囲の初期化。（console)

ディスプレイ出力範囲の初期化。（console@)

i n i t "CRT 1 : 8 O , 2 5 , 1 , 1 " 

80桁、25行、8×16ドνトの低速スムーススクロールに設定します。
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・文字画面の桁数 ・行数を蛮えて表示します。
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（スクリーン）SCREEN 
文字およびグラフィック画面の入出力設定を行います。

恒三副

面
白

瓦

一制
一
一

説
一

戸

i
l
l
－

｝

「
l
lし

screen〔TA〕〔，（To1 〔，To2〕）〕〔，GA〕〔，（Go）〕〔，PA〕〔，（Po）〕

TA ... （文字入力〉 To1, To2…〈文字出力〉

GA・・・〈グラフィック入力〉 Go …〈グラフィック出力〉

PA・・・〈入力プレーン〉 Po …〈出力プレーン〉

SC. 

－文字画面・グラフィック画面は、モードにより、複数の画面をもつことがで

きます。

この命令では、それぞれの画面に対して、入力を行う画面（アクティブス

クリーン）と表示（出力）を行う画面（出力スクリーン）を指定します。

また、グラフィック画面はブレーンごとの入出力も設定できます0

．表示モードによる画面数は次のようになります。

横サイズ 縦サイズ 表示色 画面数 プレーン数 重ね合わせ

文 40 0と1
12・20・25 8 

Fサ4『 80 ×（ 0のみ）
． 

グ 16 8* 4 × 
つ 200 
フ 65536 2* × 
イ 640 

16 4* 4 × 、ソ 400 
ク 65536 1* × 

ブレーン数は 1画面当たりの数です。

*) option screen の設定が1の場合

・＜文字入力＞はprint文などで文字の入力される画面を指定し、＜文字出力

＞はディスプレイ上に文字が出力（表示）される画面を指定します。

それぞれ0(80桁モード）， 0または 1(40桁モード）を指定します。なお、 40

桁モードのときは、 To1に0,To2，（こ 1を指定することによって2画面の重

ね合わせを行うことができます。

このとき、ド、ソトの重なる部分は画面番号 0の方が優先表示されます。

＜文字出力＞の指定

screen , ( 0) 

screen , ( 1 ) 

screen , ( 0 , 1 ) 

文字画面Oのみ表示。

文字画面1のみ表示。

文字画面Oと1の重ね合わせ表示。

・＜グラフイツク入力＞はグラフィック描画命令により図形の描かれる画面を
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指定し、＜グラフイツク出力＞はディスプレイ上にグラフィックが出力（表

示）される画面を指定します。

それぞれ指定できる画面は次のとおりです。

横ド、ソ卜 縦ドット 表示色 最大画面数 画面指定

16 8 。～7
200 

65536 2 0' 1 
640 

16 4 0～3 
400 

65536 。
option screenの設定が 1のとき

＜グラフィック出力＞の指定

screen , , , ( ＜スクリーン番号＞）

・く入力ブレーン＞はグラフィ、ソク入力画面のブレーンを、＜出力ブレーン＞

はグラフイツク出力画面のブレーンをそれぞれO～15の値で指定します。

(16色モード時）

この値はグラフィックのパレットコ ドに相当し、 2進数に歪換したときに、

1と指定されたブレーンが入出力の対象となります。

なお、 65536色モード時は＜入力ブレーン＞および＜出力ブレーン＞の指定

はできません。（全ブレーンが入力プレ ンおよび出力ブレーンとなりま

す。）

指定 IGRB 指定

0 0 0 0 4 

0 0 0 1 5 

2 

3 

・名指定の省略時は現在の設定値となりますが、すべての指定を省略した場合

または初期設定は次のようになります。

＜グラフィック表示用のメモリ領域があるとき＞

screen 0 , ( 0 ) , 0 , ( 0 ) , 1 5 , ( 1 5 ) 

screen 0 , ( 0 ) , 0 , ( 0 ) 

＜グラフィック表示用のメモリ領域がないとき＞

screen 0 , ( 0 ) 

ぃ
卜
ぃ
卜

一一
モ
モ

色

色

戸

n
u
n
h
U

4

l

E

n
〈

U

「
門
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r
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d
 

nnu 
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~ 
10 rem --- SCREEN －ーー
20 init "CRT I：” ：k list 0 
30 els 3:width 40, !2・pen 2 
40 screen 0, (0) 
50 color I :pr in t ”この画面番号はOです’・pause 30 
60 screen I. ( J) 
70 color 2:loc aもe • 2・prin t ”この画面番号は 1です’：pause 30 
80 screen 0. (0. 1) 
90 color 7:iocate ,4:print ＂商面が重ね合わせられました”： pause 30 

JOO screen J:cls 
110 screen O:c)s:end 
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[COLOR （カラー）
画面の表示色を設定します。

恒三E color 〔（文字カラー〉〕〔パバックグラウンドカラー〉〕

層面白

ーを亙］

col. 

〔，（ボーダーカラー〉〕〔，〈フォアグラウンドカラー〉〕

〔，（バックモード〉〕

・＜文字カラー＞は文字画面に表示する色を指定します。指定以後は指定色が

文字色になります0

．＜パックグラウンドカラー＞はグラフィック描画時のパ、ソクの色を指定しま

す。グラフィックの消去（els2）やpreset文と描画機能のpresetて・色指定を

省略した場合、ここで指定された色で消去、または描画を行います。

・＜ボーダー力ラー＞は文字やグラフィックのドットのない部分の色を指定し

ます。グラフィックが16色モードのときのみ指定することができ、color＝文

のパレ、ソ卜コードOの色と同じ扱いになります。

・＜フォアゲラウンドカラー＞はグラフィック描画時の描画色になります。

・＜パ、ソクモード＞を1とすると文字のパック部分が不透明となリ、グラフィツ

ク表示が見えなくなります。0の指定により解除され、グラフィック表示が

見えるようになります。これはグラフィ、ソクを消去せずに支字画面を見る

ときに利用できます。

・各設定値を省略した場合、省略部分は現在の設定値のままになリます。

文字およびグラフィックの initまたは option screen文の設定や

｜コントロール ｜＋固キーの操作によっても初期設定が行われます。

・設定値の範囲と初期値は次のとおりです。

表示色 文字 パ、ソクグラウンド ボーダー フォアグラウンド

グラフィツク 範囲 0～7 0～15 0～15 0～15 

16色 初期値 7 。 15 

グラフィック 範囲 0～7 0～65535 指定不可 0～65535 

65536色 初期値 7 指定不可 65535 
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~ 10 rem --- COLOR ---

20 init "CRT2:640.400,l 6“；c ls 3 
30 for I=O to 7 

40 color l:prin b”色、いろいろ．色、いろいろ.-
50 next 
60 for l=l to 7 
70 color 0.0.1 
80 pause 10 
90 next 

JOO color 7.0.0.0 
110 end 

• color命令を使用して、文字列”色、いろいろ。色、いろいろ”の表示色を8

段階変化させた後、ボーダーカラーを 8段階変化させます。
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CLS （クリアスクリーン・ clearscreen) 
画面表示の消去を行います。

ーョ
直面司

冠雪］

仁E

~ 

els 〔〈画面指定〉〕

cl. 

・＜画面指定＞で指定された画面の消去を行います。

＜画面指定＞は 1～3の値で行い機能は次のとおりです。

1または省略 － 文字画面のみ消去します。

2 

3 

グラフィツク画面のみ消去します。

文字およびグラフィツク画面の両方を消去します。

・文字画面の消去はscreen文で設定されたく文字入力＞面の、 console文て・設

定されているスクロール範囲になります。

・グラフィック画面の消去はscreen文で設定されている入力画面の入力プ

レーンで、view文で設定されたビューポート内の範囲になり、 color文で事設

定されている＜パックグラウンドカラー＞で塗りつぶします。

els 3 …… 文字とグラフィックの画面を消去します。
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・表示した文字とグラフィ ックをグラフィック、文字の順で消去します。
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I 文字表示命令 ｜ 

WIDTH （ウィドス）
文字の出力桁数や行数を設定します。

ー三巴

直面司

匝~

width 〔〈桁数〉〕〔，〈行数〉〕 …（1) 

・・・(2) 

・・・（3)

width ”〈装置名〉”，〈サイズ〉

width ＃〈ファイル番号〉，〈サイズ〉

WI. 

（書式 1)

・画面に表示する文字の＜桁数＞と＜行数＞の設定を行います。

＜桁数＞は横方向の文字数で40または80、＜行数＞は縦方向の文字数で

12, 20、25の指定ができます。

. 40桁の指定を行うと 2つの文字画面を使用することができます。 2つ

の文字画面の切り替えはscreen文で行います。

（実行直後はscreen0 , ( 0 ）になります。）

・＜桁数＞または＜行数＞のいずれかを省略することができ、省略値は現

在の桁数または行数になります。

－この命令を実行するとconsole文の設定は解除され、画面を消去（els1 

）します0

・スムーススクロールの設定がされている場合に、桁数を40桁にするとス

ムーススクロールが解除されます。

（書式2)

＜装置名＞で指定された装置に対して、 1行の長さを指定します0

・＜装置名＞は、”LPT：”とCOM1：”が指定できます。

・＜サイズ＞は 1～255の範囲でバイト数（文字数）で指定します。

なお、 255を指定した場合 1行の長さが無限大となります。

－”LPT：”（プリンタ）が指定されると、プリンタの 1行に印字される文字数

（半角文字）が、＜サイズ＞で指定される文字数となります。

”COMl：”CRS-232Cインターフェイス）が指定されると、RS232Cイン

ターフェイスにデータを送出するときに、 1行の長さが＜サイズ＞で

指定されたバイト数になると、復帰改行のコードを送出します。

復帰改行のコードは、 init”COM：”文で唱HODまたは＆HOD+&HOAに設

定されます。

(init“COM”支参照）

（書式 3)

・＜ファイル番号＞て・openされる装置に対して、1行の長さを指定しま
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仁E

参考~

匹亙］

す0

・＜ファイル番号＞はプリンタとRS-232Cインターフェイスに対してオ

ープンされたファイjレにのみ使用可能て・す。

－＜サイズ＞は 1～255の範囲でバイト数（文字数）で指定します。

なお、 255を指定した場合 1行の長さが無隈大となります。

－プリンタが指定されると、プリンタの1行に印字される文字数の最大（半

角文字）が＜サイズ＞で指定される文字数となります。また、 RS-232

Cインターフェイスが指定されると、RS-232Cインターフェイスにデー

タを送出するときに、1行の長さが＜サイズ＞で指定されたパイ卜数に

なると、復帰改行のコードを送出します。

復帰改行のコ ドは、init℃ OM：”文で”＆HODまたは＆ HOo+&HOA 

に設定されます。

(in it℃OM”文参照）

（書式2）や（書式3）で同じ装置やファイルに対して2回以上設定が行われた場

合は、最後に指定した値が設定されます。

width .20 …… 桁数を変更せずに、行数を20行に設定します。

width "LPT：’.， . 80 …プリンタの1行の長さを80桁に設定します。

in it”CRTl：” …… 文字画面の初期化。（207ページ）
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・文字”0”を行数と桁数を変化させながら表示します。
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CONSOLE （コンソール）
文字のスクロール範囲を指定します。

亙；亙

直長l

直貢］

日D

参考~

console 〔〔〈開始行〉〕，〈行数）〔，〔〈開始桁〉〕パ桁数〉〕〕

cons. 

・文字のスクロール範囲を指定します。指定後は文字の表示や消去（els1）、

スクロールが、その範囲内で行われます。

・カーソルの上下在右の移動は範囲内に限られていますが、 locate文によリ設

定範囲タトヘカーソルを移動させることができます。

カーソルをスクロール範囲外に移動した場合、コントロールコード（＆HO

～＆HIF，および＆H7F）は画面全体に対し実行されます。

・〈開始行〉またはく開始桁〉を省略したときはそれぞれ現在の設定値になります0

．最下行を範囲に含めるとklist1またはkllst2を実行しても、ファンクション

キー表示を行いません。

・すべての指定を省略すると現在の表示モードでの最大範囲になります。ただ

し、漢字モード（kmode1）やファンクシヨンキー表示モード（kllst1または

klist 2）のときは最下行は範囲に含まれません。

• init”CRT1：”によりスムーススクロールモー ドに設定されている場合に、こ

の命令を実行して画面の一部をスクロール範圏にするとスムーススクロール

は行われません。

この命令による設定は init ”CRT 1：”や width支の実行、または

｜コントロール｜十回キーの操作により解除され、スクロール範囲は最大に

なります。

console 0,25.0.80 

文字画面が80桁、 25行モードのときに最大の範囲をスクロール範囲と

します。

in it”CRTl：” 文字画面の初期化。（20？ページ）

width 0 ・ 文字画面の最大桁数と最大行数を設定する。（215ページ）
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・画面全体に＊を表示した後、console命令で文字のスクローjレ範囲を10行

目から6行指定します。

・その後、”スクロール、スクロール！”という文字を表示していきます。
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CONSOLE@ （コンソールアットマーク）
文字画面のデ、ィスプレイの出力範囲を設定します。

恒三巴

唾E

瓦｝同

仁亙コ

参考il'j'

回目

console＠〔〔〈開始行〉〕，（行数〉〔，〔〈開始桁〉〕，〈桁数〉〕〕

cons.@ 

・ディスプレイに表示される文字表示の範囲を指定します。

この命令は、文字画面の表示範囲を設定するだけなので、範囲タ卜の部分は表

示されないだけでprint文による文字の書き込みゃスクロールはconsole文で

設定されたスクロール範囲で行われます。

・ ＜行数＞または＜桁数＞を0にすると文字画面のディスプレイへの出力は行

われません0

・スムーススクロールのときに、最下行を出力範囲に指定できません。

この命令による設定は、init ”CRTl：”や width文の実行、または

｜コントロール｜＋回キーの操作により初期化され、文字画面全体を出力し

ます。

・すべての指定を省略すると初期化され、全体を出力します。

console@ ,0 ・一一 行数がOなので文字画面が表示されなくなります。

view@ …… グラフィック画面のディスプレイ出力範囲の設定。（241ページ）

10 rem －一一 console@ 一一一
20 ini t”CRT1:80,25” 

30 for A=l to 1920:print "C”；：n ext 
40 for A=l to 5 
50 for X=80 to 0 step -1 
60 Y=int(X•25/80) 
70 console@ O,Y,O,X 
80 next : pause 5 
90 for X=79 to 0. step -1 
100 Y=int(X•25/80) 
110 console(<) Y,25-Y,X,80-X 
120 next : pause 5 
130 next 
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COLOR@ （カラーアットマーク）
指定範囲の文字色を変更します。

恒三日

直面］

直亙

仁E
参考ll'li'

~ 

color@ (X,, Y，）ー（X,,y,)' （色コード〉

col.@ 

・文字座標（×1,Y1）と（×2,Y2）を対角とする範囲に表示している文字の色をく色

コード〉で指定した色に蛮更します。

・座標は、 （×1,y，）で左上、 （×2,Y2）で右下を指定しますので、×1壬X2,y，孟Y2

でないと工ラーになります。

・＜色コード＞は0～7の範囲で指定できます。

color@ (0,0）一(10,10),6

cf lash@ …… 指定範囲の文字を点滅させる。（223ペ ジ）

crev@ …・・ 指定範囲の文字を反転させる。（225ページ）
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・文字”＠”を画面全体に表示した後、色コードを変えながら指定範囲に着色し

ます。
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LOCATE （ロケー卜）
カーソルの移動を行います。

ー豆］
直面白

直亙

ヨコ

参考ll'F

~ 

locate 〔｛X座標）〕〔，｛Y座標〉〕〔，〈カーソルスイッチ〉〕

loc. 

・文字座標のく×座標＞.＜Y座標＞の位置にカーソルを移動します。

移動したのちに、print文などで文字を表示させるとその位置から表示しま

す。

・＜カーソルスイッチ＞はカーソルの表示を制御し、次のようになります。

0 …指定以後力 ソルを表示しません。

ーカーソルを常時表示します。

2 …直接実行命令およびinputなどのキ一入力待ちのときにカーソル

を表示します0

・＜×座標＞の省略値はコンソールエリアの左端の×座標で、くY座標＞ゃく

カーソルスイッチ＞を省略したときは現在の値のまま蛮化しません。

・インサートモード（支字コード＆HOl）のときにこの命令を実行すると、イン

サートモードを解除します。

locate 10,10 ・… 文字座標（10,10）ヘカーソルを移動します。

locate ,10 －… 11行目の先頭（左端）ヘカーソルを移動します。

pos …… カーソルの水平位置を求める。（228ページ）

csrlin …… カーソルの垂直位置を求める。（227ページ）

10 rem --- LOCATE -
20 init -crtJ:80.25”； k mode 0 
30 for I=! to 223 
40 X•int(rnd( I）・80)
50 Y=int(rnd(I）・24)
60 locate X,Y print chrS(l+32); 
70 next 
80 kmode I 
90 end 

• LOCATE命令を使用して支字座標の位置を乱数を与えて変化させ、文字を

表示します。
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CF LASH （キャラクタフラッシュ・characterflash) 
文字を点滅させます。

ーョ
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cf. 

・指定を 1とすると、以後はprint文やlistコマンドなどで画面に表示される文

字が点滅します。指定を 0とするか省略することにより通常の表示に戻り

ます。

・この状態はinit”CRTl :",width文の実行や｜コントロール｜十回キーを押す

ことによっても解除されます。

cflash ・・・・・・ 文字の点滅表示状態であれば解除します。

cf lash@ 一… 指定範囲の文字を点滅させる。（223ペ ジ）

crev……文字を反転させる。（224ページ）

crevのサンプjレ参照
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CFLASH@ （キャうクタ 7テyシュ 7ットマークーcharacterflash@) 
範囲を指定して文字を点滅させます。

U
U

唾

副

仁空コ

参考即

~ 

cflash@ (X,, y，）ー（X2,Y2), （モード）

cf.@ 

・文字座標の（×1,y，） と（×2,Y2）を対角とする範囲に表示している文字を点滅し

ます0

・座標は、（×1,y，）で左上、 （×2,Y2）で右下を指定しますので、×1孟×2,Y1-;;,_Y2 

の範囲でないとエラーになります。

・ 〈モード〉を1と：すると範囲内の文字が点滅し、0とすると点滅を解除します。

cf 1 ash@ ( 0, 0）一(10,10),l

cf lash －－… 以後の表示文字を点滅させる。（222ページ）

color@ ・・… 指定範囲の文字色を蛮更させる。（220ページ）

crev@ …… 指定範囲の文字を反転させる。（225ページ）

crev＠のサンプル参照
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CREV （キャラクタリバース・characterreverse) 
文字を反転させます。
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直二E

仁－~
参考M
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・指定を 1とすると、以後はprint文やlistコマンドなどで画面に表示される文

字が反転します。指定を 0とするか省略することにより通常の表示に戻り

ます。

・ この状態はinit℃RTl九width文の実行や｜コントロール ｜＋回キーを押す

ことによっても解除されます。

・表示の反転は文字のフォント（光っている部分）が透明（ボーダー力ラ ）にな

リ、パ、ソクがいままでのフォン卜の色になリます。また、 1ド、ソ 卜単位で色

指定ができるPCGは各ドットの色が補色になります。

crev 1 …… 以後表示される文字を反転します。

crev@ 指定範囲の文字を反転する。（225ページ）

cf lash ・・・・・・ 文字を点滅させる。（222ページ）

！わ？·1~］ 10 rem －一一 CREV CFLASH 一一一
20 init "CRT1:40,12" 
30 crev O:cflash O:gosub 90 
40 crev l:cflash O:gosub 90 
50 crev O:cflash l:gosub 90 
60 crev l:cflash l:goslib 90 
70 pause 80:ini t ”CRT 1: 
80 end 
90 for A=l to 4 

100 for C=O to 7 
110 color C:print "A ”； 
120 next 
130 next:print 
140 return 
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CREV@ （キャう付リバース 7ットマー？・characterreverse @) 
範囲を指定して文字を反転させます。

~ 

直面白

逼E

仁E
参考ll'1i'

~ 

crev@ (X,, Y，）ー（X2,Y2), （モード）

er.@ 

・文字座標の（×1,y，） と（×2,Yz）を対角とする範囲に表示している文字を反転し

ます。

・座標は（×1,y，） で左上、 （×2,Yz）で右下を指定しますので、×1孟×2,y ，~五 Y2で

ないとエラーになリます。

・ 〈モー ド〉を1とすると範囲内の文字が反転し、0とすると反転を解除します。

crev@ (0,0）一（40,10),1

crev …… 以後の文字を反転する。（224ページ）

color@ …… 指定範囲の文字色を変更する。（220ページ）

cf lash …… 指定範囲の文字を点滅させる。（222ページ）

10 rem --- CREV@ CFLASH@ 一一一
20 init ”CRTl：” 
30 for A=l to 640:print "H”；：n ext 

40 for A=l to 7 
50 color@ (A掌 10'0）一（ A事 10+9,8),A

60 next 
70 cflash@ (0,2）ー（ 79,3).1
80 crev@ (0,4）ー（ 79.5),1
90 crev@ (0.6）一（ 79,7),1

100 cflash@ (0,6）一（ 79,7),1
110 pause 80:init "CRTl：” 

120 end 
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CGEN （キャラクタジzネレータ・charactergenerator) 
キャラクタジェネレータの切り替えを行います。
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・画面に表示する文字の種類を選択します。以後は、 print文なと‘て検表示する

文字を指定のキャラクタジエネレ タにより表示します。

指 Fよ品E「 選択される CG（キャラクタシ．エネレータ）。 通常のROMCGによる表示になります。

または省略

PCG 1～3を組み合わせてドット単位で色を指定できるPCGに

なります。

1, 0～3 4種のPCGのうちいずれかを選択します。

・文字表示のときの文字コードの対応は次のようになります。

8×8ドットのときは、各PCGに256種の定義がされており、文字コー

ドの0～255に対応します。

8×16ド、ソトのときは、各PCGに128種の定義がされておリ、 0～255

のうち偶数値で指定します。これは8×8ド、ソ卜のときの偶数、奇数と続

く部分を使用するためです。

cgen 1 ドット単位で色指定のできるPCG表示にします。

def chr$ …－ PCGフォン トの定義。（230ページ）

cg pat$ …… 文字のパターンを読む。（232ページ）
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CSRLIN 
システム変数

（カーソルライン・ cursorline) 
カーソルの垂直位置を求めます。

ーE
冠雪

直1副

仁E

参考Jff

§ ]  

csrlin 

csr. 

現在のカーソルの垂直位置を示すシステム変数です。画面の上端を0として

下に向かつて数が大きくなリます。

・結果は25行モードではO～24、20行モードではO～19、12行モードではO～

11になりますが、スムーススクローjレモードでは最下行が使用されないため、

最大値が1つ少なくなります。

if csrlin>22 then locate 0,0 

カーソル位置が22行をこえるならば左上に移動させます。

pos －ー カーソルの水平位置を求める関数。（228ページ）

locate －… 力 ソJレを指定位置に移動する。（221ページ）

IO rem --- CSI<LIN ---
20 cls:for 1=0 to 8 
30 print "A日CllE • • 
40 print csrlin a ”行 I~ ”
!>O next 
60 end 

-227-



関数

POS （ホ。ジション・ position)
カーソルの水平位置を求めます。

ー豆］

画~

参 考孟F

~ 

pos ( （数式〉）

現在のカーソルの水平位置を求める関数で、結果は画面の左端をOとして右

に向って数が大きくなリます。

・＜数式＞はダミーでどんな値でも良＜、通常は0を指定します。

• 40桁モードのときは0～39、80桁モ ドのときは0～79の値になります。

csrlin …・ー カーソルの霊直位置を示すシステム蛮数。（227ページ）

locate … カーソルを指定位置に移動する。（221ページ）
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SCRN$ 
関数

（スクリーンダラー・ screen$)
文字画面より連続した文字を取り出します。

ー三司

直］副

［豆J

巨豆日

scrn$ ( (X座標）， (Y座標〉〔，〈文字数〉〕）

・文字画面の指定位置よリ 、指定長で表示しているデータを求める関数です0

．文字座標の＜×座標＞.＜Y座標＞が開始位置になり、＜文字数＞分の文字列

として表します0

・＜文字数＞は、半角文字（全角文字は半角文字の2文字分）での数で、最大

255まで指定できます。省略したときの文字数は 1になります。

・取り込み範囲の最初の文字が全角文字の右半分にかかる場合や、最後の文字

が全角文字の左半分にかかる場合は、 2バイトのコードになりますから、返

される文字長が増えます。ただし、支字長が255をこえる場合は255をこえた

範囲の支字は入力できません。

A$=scrn$(0,0.40) 

画面の左上から40文字分の表示デ タをA$に代入します。
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scrn$命令を使用して、2行目 5桁より 5文字を取り出して表示します。
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DEF CHR$ （デ77'インキャラクタダうー・definecharacter$) 
PCGを定義します。

［~ 

直E

def chr$ ( （コード〉〔，（PCG指定〉〕）＝〈文字列〉

• PCGにはド、ソト数が8×8ド、ソト、8×16ドット、16×16ド、ソト （タト字）の3

種があります。表示の方法としてPCGO～3のいずれかを単独で使用するも

のと、PCG1～3を組み合わせてドット単位で色を指定できるものとがあり

ます。

この命令では＜コード＞によりド、ソト数、＜PCG指定＞によリPCGO～3

の組み合わせが指定され、それぞれの大きさによるフォントデータを＜文

字列＞により指定します。

＜コード＞ <PCG指定＞ 定義されるPCG 文字列の大きさ

省略 PCG1～3 24バイト。 PCGO 8バイト

00～FF(H) PCG1 8パイ卜

8×8ドット 2 PCG2 8バイト

3 PCG3 8バイト

省略 PCG1～3 48バイト

。 PCGO 16バイト

100～1FE(H) PCG1 16バイト

8×16ドット 2 PCG2 16バイト

偶数値 3 PCG3 16バイト

EC9F～ECFC 省略

ED40～ED7E 16×16ドット （指定し PCGO～3 32バイト

ED80～EDE2 ヲ卜字 ません）

・＜文字列＞に与えるデータは8×8ドットと8×16ドットのPCGの場合、パ

タ ンを上から下に向けて並べたものです。またドット単位に色を指定する

場合にはB.R.G.の順にデータを与えます。16×16ド、ソトのPCGの場合は左

側のパターンを上から下に、 〉欠に右側のパターンを上から下に与えます。

・定義したPCGの表示は、 8×8ドットと8×16ドットの場合にはcgen文で

PCG表示モードに切り替えた後、行います。printchr$( ＜コード〉）；の実行

により 、画面の表示が8×8ドットのときはO～255のコードに対応したPCG

を表示し、8×16ド、ソトモードのときはO～255の偶数のコードに対応した

PCGを表示します。 （奇数で指定した場合は指定値－1の値とします。）
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参考iJ':i>'

~ 

16×16ド、ソトはタ卜字となり 、kmode1 （漢字表示モード）の状態でprintchr$ 

（〈外字コード〉）；で指定すれば表示できます。タ卜字はJISコード表現では＆

J7821～＆J787E、＆J7921～797E、＆J7A21～7A64になります。

• PCG 1～3の組み合わせて・表示する場合、 PCG1, 2, 3にそれぞれB.R.G

の色が割り当てられます。

・8×8ドットや 8×16ド、ソトのフォントを文字コードの 0～31C&HOO～ 

&H1F）に定義した場合、表示しようとするとコントロールコードが実行され

ます。そのため、文字コードO～31に定義したフォントを表示するときは、次

のようにしてください。（cgen文は実行されているものとします）。

open”0”，＃1，”CRTl :cG” 

print # 1, chr$ （くコード＞）；

cg en …… PCG表示の切り替え。 （226ページ）

cg pat$ …… PCGフォントの読み出し関数。（232ページ）

10 rem --- def chr$ ー一一
20 init "CRT1:40,25,0" 

30 B$=hexchr$（”10188C008C181000") 
40 R$=hexchr$（”000080FF80000000”） 
50 G~＝hexchr$ （” 10188CFF8C181000 ”） 
60 def chr$(64)=B$+R$+G$ 

70 cgen l:prinl chr$(64)::cgen 

B R G 
1 0 。。 1 0 
1 B 00 1 B 
BC BO BC 。。 FF FF 
BC BO BC 
1 B 。。 1 B 
1 0 。。 1 0 。。 。。 。。

白

シ戸ン
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関数

CGPAn （糾う付ジI＊レータパターンダうー，charactergenerator pa恥rni)
文字のパターンを読み出します。

~ 

極言日

直~

cg pat$ ( （コード〉〔，（PCG指定〉〕）

cgp. 

PCGやROMCGのフォントパターンを文字列デ タとして読み出す関数で

す。 defchr$文と逆の働きをします。

・＜コード＞は読み出す文字のデータで、＜PCG指定＞はPCGの読み出しを

行うときに 1面ずつの指定を行い、省略時はPCGl～3の連続したデータと

なリます。

＜コード＞指定と読み出すデタ

文字種 ＜コード＞ <PCG指定＞ 読み出すCG バイ ト数

8×8 省略 PCG1～3 24 

ド 。。 。 PCGO 8 

、ソ PCG1 8 

卜 FF 2 PCG2 8 
レ一一『一ーーー』』ー一

PCG 3 PCG3 8 

8×16 省略 PCG1～3 48 

ド 100 。 PCGO 16 

、ソ PCG1 16 

ト 1FE 2 PCG2 16 

PCG 偶数値 3 PCG3 16 

ROMS×8 200～2FF ROM 8 

ROMS×16 300～3FF ROM 16 

全角文字 8140～EAA2 漢字ROM 32 

タ卜 ず,..,......, EC9F～ECFC 

ED40～ED7E PCGO～3 32 

ED80～EDE2 

・読み出されたデータの構成（内容）はdefchr$文の定義データと同じです。
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§日 10 rem ---CGPAT~章一－
20 Dl$=?9f,a1j＜制掛4)
30 print ’愛’の文字データは、次の通りです。”
40 kn凶e0 
50 print :print ascchr$<D1$) :print 
関 kmode1 
70 end 

run 
’愛’の文字データは、次の通りです。

伺7F2211FF蜘位制F440Fl桁2010E問 問 削10FE位舵8E4朗問10笈問刻E

Cl 

• cgpat$により”愛”の文字パターンを読み出した後、 16進データに変換し表示

します。

内
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GET% （ゲットパーセント）
文字画面の表示データを取り込みます。

ー亙｜

軍司

参考l1'

get% (X,, Y，）ー（X,,y,), （配列変数名〉〔（〈要素番号〉）〕

・文字画面に表示している（×，，y，）一（×2,Y2）の範囲のデ タを数値型配列変数

に取り込みます。取り込まれるデータは支字コー ドだけではなく、 色の情

報についても行われます。

・配列変数にはoptionbase文て・設定されている下限から順に記憶されますが、

記憶を開始する要素番号を指定することもできます。

読み取りは文字画面の指定範囲の左上の文字から順に右側へ行き、範囲の右

端にくると次の行の左端からJll買に行われます。

・データを取り込む配列蛮数はあらかじめ必要な大きさを宣言しておきます。

1文字当り4バイトのデータになりますので、必要なバイト数は横幅×縦の幅

×4になります。配列変数は型により1つの配列要素当りのバイト数が異なり、

整数型は2、単精度型は5、倍精度型は8で先の必要バイト数を1つ当りの要素

バイ ト数で割れば必要な配列の要素数が求められます。

必要な要素数＝（横幅×縦の幅×4＋要素のバイト数－1) ￥要素のバイト数

1文字当りのデータは次のように記憶されます。

1バイ ト目 文字コードまたは漢字ROMアドレス.(2バイト自のKが0の場

合は文字コード、1の場合は、 ROMアドレスになります。）

附「~~コード ILSB 

2バイト目 漢字属性

MSBI KIL IROMアドレス（highllLSB 

3バイト白 色属性

MSBIROMアドレス<low)I且三JLSB

附 B仁斗三凶旦JLお

4パイ 卜目 文字属性

同 B凶色白主担凶二斗LSB c : 1 …… PCGによる表示

0 ・－… ROM CGでの表示

この命令で読み取ったデ タはput%立により画面の任意の位置に表示がで

きます。

put% …ー一 get%で‘読み取ったデータの表示。（235ページ）

A
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PUT% （プットパーセント）
GET%文で読み取ったデータを表示します。

ー三司

直~

参考町

匹互｜

put% (X,, y，）ー（X2,Y2), （配列変数名〉〔（（要素番号〉）〕

• GET%文で配列に読み取った文字表示のデータを（×＂y，）一（×2,Y2）の範囲

で画面に表示します。

＜配列変数名＞だけの指定ではその配列の下限（optionbase文でOまたは

1に設定されている）から順に取り出し、指定範囲の左上から右へ順に進み

右端にきた場合は次の行の左端に進んで右側へと表示していきます。

・ ＜配列変数名＞のあとに＜要素番号＞を指定した場合は、指定された要素番

号よリ読み取りを始めます。

get% ・・ ・ 文字画面のデータを取り込む。（234ページ）

10 rem --- get% put% 一一一
20 i ni t ”CRT1:40,25”： k list 0 
30 dim X%(55) :C=l 
40 for A=65 to 90 
50 crev A mod 2 
60 color C:print chr$(A); 
70 C=C+l:if C=8 then C=l 
80 next:color 7:cflash:crev 
90 get% (0,0）ー（ 25,0),Xた

100 put% (0.3）ー（ 25.3).Xχ
110 put% (0.5）ー (12,6),X%
120 put% (0,8）一（ 6 , 11 ) , X% 
130 put% (30,0）ー（ 30,19),X%
140 put% (34,0）ー（ 34,19).Xχ （1 2 ) 
150 locate 0,20 
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［ グラフイツク命令

COLOR= （カラーイコール）
カラーパレットの設定を行います。

亙；面

~白

直3副

color＝（（パレットコード），（力うーコード））（，（（パレッ卜コード），（カうーコード｝) J ... ( 1 ) 

color= ( （カラーコード｝，（G輝度｝，(R輝度｝， (B輝度））（，（（カうーコード｝，(G輝度｝，(R輝度｝，(B輝度）））… (2) 

(1)…16×16色パレット用 (2）…日×4096色パレット用

col.= 

・グラフィック画面が16色モードのとき、 0～15の＜パレッ卜コード＞に対し

て画面上に出力される色を設定します。

• 65536色モードのときはカラーパレットの設定は行えません。

・書式(1)はO～15の＜パレットコード＞に対して0～15のく力ラーコード＞

で指定します0

・書式（ 2）はカラーパレットボード（MZ-1M10) （別売）を取り伺けた場合に有

効で、 G.R.B.の3原色に対してそれぞれO～15の輝度レベルを設定して

4096種の色を表現することができます。

その色を16色×16色パレット回路を通って出てきた信号（＜カラーコード＞）

に対して指定します。

＜力ラーコード＞はO～15までありますが、＜カラーコード＞Oに対する指

定は無効になります。

・書式(1)ではグラフィック画面の表示色指定で、支字表示色は変化しませ

んが、（2）の書式では画面の表示色に対して指定が行われますので文字の

表示色も同様の蛮化をします。この場合、文字の色コード1～7は力ラーコー

ドの9～15と同じになります。

・書式(1)を実行すると、 16色×16色パレッ ト回路からディスプレイヘ直接信

号を出力（図1)します。書式（2）を実行すると 、16色×16色パレット回路から、

15色×4096色パレッ卜回路を通してディスプレイヘ信号を出力（図2）します

＜パレ、ソ トコード＞ ！＜カラーコード＞

パレッ卜回路
文字表示信号

図1 図2

したがって書式(1)を実行すると15×4096色の指定は無効となり、 書式（2）を
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匹到

実行すると15×4096色の指定が有効となります。このような回路構成となっ

ていますので15×4096色パレットを使用されるときは16×16色パレットは初

期状態のままで指定を行わない方が、＜パレットコード＞と＜力ラーコー

ド＞が1対1で対応するため表示色がわかりやすくなリます。

10 rem --- COLOR= ---
20 ini t ”CRT2:640,200,16”：c ls 3 
30 Y=199:C=l 
40 repeat 
50 YY=Y-10・（Y+S0)/200
60 for A=Y to YY step -1 
70 line (O.A）ー（ 639.A),C 
80 next 
90 C=C+l:if C=8 then C=4 

100 Y=YY 
110 unti I Y<40 
120 for I•-300 to 959 step 40 
130 line (320，ー 100）ー（ l.199).0
1~0 next 
150 for A•2 to 7:P(A）・A:next
160 for A•! to 1001 
170 for B=I to 7 
180 P(B)=P(B) mod 7+1 
190 next 
200 co I or= ( 1 . P ( 1) ) . ( 2. P ( 2) ) • ( 3. P ( 3)) . ( ~ . P ( 4) ) . ( 5. P ( 5) ) . ( 6. P ( 6) ) . ( 7. P ( 7) ) 

210 pause 1 
220 next 
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PRIORITY （プライオリティ）
表示の優先順位を設定します。

ー三副

画面白

直~

priority 〔〈優先順位指定〉〕

pno. 

・グラフィック画面が16色モードのときに、グラフィック画面と文字画面の重

ね合わせ表示の優先順位を指定します。

65536色モードのときは、優先順位を指定することはできません。（常に文

字画面が優先されます。）

グラフィック画面の各パレッ卜コードに対して設定することができ、 0～

65535の整数で指定します。

指定した整数を2進数に変換したとき、ピ、ソトが1のときは、そのピ、ソトに

対応するパレ、ソトコードのゲラフィ、ソク表示が文字表示より優先して表示さ

れ、ピ、ソトがOのときは文字表示がそのピ、ソトに対応するパレッ卜コードの

グラフィック表示より優先して表示されます。

2進数 2 15 2 14 2 13 2 12 2 11 2 10 29 28 2ワ tt t t i 2' 2° 

パレットコード 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 

明明明明 明明明 シ マ
表示色 シ マ ア ゼ

（パレット 白黄ア緑ゼ赤青灰白黄ン緑ン赤青黒

初期状態） ノ、 ン タ

タ

各ピ、ソトが1の場合、指定色は文字よリ優先し、 0の場合は文字の方が優先し

ます。

・優先順位の指定を省略すると初期状態になります。（priority0) 

・｜コントロール｜十回キーの操作またはinit℃RT2：”の実行により初期化さ

れます。

・文字画面lこchr$C 4）の文字コードを表示することによっても初期化されま

す。
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~ 10 rem －一一 PRIORITY ---
20 ini t ”c rt2:640.200,16”： c ls 3 
30 for I=O to 15 
40 line (I*40,0）ー(I本40十39.100).I .BF 
50 next 
60 for I=O to 23 
70 print string$(8，”SHARP”）； 
80 next 
90 PR=l 

100 for I=O to 15 
110 priority PR:PR=PR*2:pause 10 
120 next 
130 els 3:end 
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VIEW （ビュー）
グラフィックのビューボートを設定します。

ー三副

直面咽

［亙亙

仁瓦〕

巨到

view 〔（X,,y，）ー（X2,Y2）〔，〈領域色〉〕〔，〈境界色〉〕〕

VI, 

・グラフィック画面上の実際にグラフィック描画が行なわれる範囲（ビュー

ポート）を指定します。画面の左上を （0,0）とする絶対スクリ ン座標の

（×1, y，） 一（×2,Y2）を対角とする範囲がその指定となり、そのときにく領域

色＞を指定すると、その範囲を指定された色で塗りつぶし、＜境界色＞を

指定すると、指定色て執ピュ ポ 卜の枠取りをします。

・＜領域色＞ゃく境界色＞を省略した場合はそれぞれの機能は行われません。

・すべての指定を省略すると初期化され、画面全体がピュ ポートになリます0

．座標は範囲の左上と右下を指定しますので、×，£X2、y，三五Y2て‘ない場合は工

ラーになります。

この指定により以後のグラフィック描画はビューポート内で行われ、範囲外

へのグラフィック描画は行われません。また、ビューポ 卜の左上がスク

リーン座標CO,Q)になります0

．｜コントロール｜＋固キーの操作またはinit”CRT2：”の実行により初期化さ

れます。

view (0,0）一（ 199,159)
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VIEW@ （ビューアットマーク）
ディスプレイ上に表示するグラフィック画面の範囲を指定します。

~ 

層雪固

反~

o~~ 

view＠〔（孔，y，）ー（X,,Y，）〕

vi.@ 

・画面の左上を（0,0）とする絶対スクリーン座標の（×：，Y1）一（×2,y，，）を対角と

する範囲をディスプレイ上に表示します。範囲以外の部分はディスプレイ上

に表示されませんが、図形の描画などは行うことができます。

・座標指定を省略すると初期化され、グラフィック画面全体を表示します。

・横方向の指定の× 1と×2は、 8ドット単位で表示を行います。指定値を×と

した場合、 ex¥8) *8から8ドット分が指定されたことになります。（￥は整

数除算の記号です。）

横方向または縦方向で開始位置よリ終了位置が1つ少ない場合は、画面を出

力しません。 （例 view@ (0, 10）ー（0,9)) 

（×1, Y1）が表示開始位置、 （×2,Yz）が表示終了位置の指定になリますので、

×1＞めであれば範囲の上下、 Y1>Y2であれば範囲の左右の部分を表示するこ

とになり、範囲内が表示されなくなります。

例） ×1＞×2, Y1>Y2て・あれば次のようになリます。

の
h
vノ

i
J
A
 

れ

。

そ

んせ

れ

ま

さ

し

一
一
小
一
一
小

表

表
が

は

八
刀
八
乃

部

部
協（×1, Y2) 

（×＼， y 1) 

・｜コントロール｜十回キーの操作まt.::lcl:init”CRT2：”の実行によリ初期化さ

れ、画面全体を表示します。

view@ (O.O）ー（ 100.100) 
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~ 10 rem --- VIEW@ －ーー
20 init "CRT2:640,200,!6” 

30 els 3 
40 for X=O to 639 step 5 
50 line (X.O）ー（ 639-X.199).(X mod 15)+1 
60 next 
70 for Y=O to 199 step 3 
80 line (O.Y)ー（ 639.199-Y).(Y mod 15)+1 
90 next 

100 for l=I to 5 
110 view申（ 100.50)-(539.149) pause 5 
120 view@ (0.0）ー（ 639.199):pause 5 
130 next 
140 els 3 
150 end 

・グラフィック表示後、view＠命令て‘表示範囲を蛮更します。
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関数

VIEW （ビュー）
現在のビューポートの設定位置を求めます。

ー三副

直面司

直~

じE

view( （機能〉）

vi. 

・ビューポートの現在の設定位置を求めます。

結果は絶対スクリーン座標値になります。

・＜機能＞はO～3の値で設定します。

0…ビューポートの左上端の×座標

1…ビューポートの左上端のY座標

2・・・ピュ ポートの右下端の×座標

3・・・ビューポートの右下端のY座標

print view(O) 

ビューポートの左上端の×座標を表示します。
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（ウインドゥ）WINDOW 
ビューポートに論理座標を設定します。

ーョ
ーー図
画~

ヨコ

~ 

window 〔（X,,y，）ー（X2,Y2）〕

win. 

• view文て・設定されたビューポートに（×I,Y1）一（×2,Y2）の論理座標（ワールド

座標）を割リ当てます。ピュ ポートの左上が論理座標（×1,Y1）、右下が論

理座標（×2,Y2）になります。

・座標指定を省略すると現在のビューポートに対して絶対スクリーン座標と

同じワールド座標を設定します。

・スクリーン座標は左上を起点として×軸は右方向、Y軸は下方向に座標値が

増加しますが、ワールド座標は、座標の増加方向を自由に指定することが

できます。これは×1とめ、 y，とれの大小により決まり、次のようになります。

x y 

×，）×：2 I 

Yi>Y2 I 

x時一一一」 y 

X•一一一一一「

x,:x2 1 

Y1<Y2 I 

y 

y x 

・｜コントロール｜＋回キーの操作またはi川t”CRT2：”の実行により初期化さ

れ、画面全体に設定されたビューポートに対してスクリーン座標と同じ

っ－）レド座標が割り当てられます。

window (0,199）ー（319,0)

スクリーン座標に対してY軸を反転させます。
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WINDOW （ウインドゥ）
現在のウインドゥの設定位置を求めます。

~ 

~ 

逼］副

~ 

window（（機能〉）

win. 

・ウインドゥの現在の設定位置を求めます。

結果はワールド座標値になります。

・＜機能＞はO～3の値で指定します。

0・・・ウインドゥの左上端の×座標

1…ウインドゥの左上端のY座標

2…ウインドゥの右下端のX座標

3…ウインドゥの右下端のY座標

print window(l) 

ウインドゥの左上端のY座標を表示します。
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PEN （ベン）
ドットおよび線描画のベン形状を指定します。

瓦き］

直~

ヨコ

pen 〔〈ペン番号〉〕

pen （べン番号〉，〈ペン形状〉

・・・ぺンの選択

・・・ベン形状の指定

・グラフィック描画時のぺン形状を指定します。ぺン形状が有効なのは次の命

令です。

pset preset line circle connect poly 

・べンの形状は6種類あり、＜ぺン番号＞はO～5の数で指定します。BASICの

起動時は〉欠の形状が設定されています。

3

醸
2

畳
間ー壁。田

4 只
υ

0のド、ソ卜が中心位置になります。

－ ぺン番号0以外は形状の指定ができます。＜ぺン形状＞は8バイ トの文字列

データで指定し、 1文字目がいちばん上の横8ドットで左端がMSB、右端が

LSBになります。ベ〉雷号5の形状指定をする場合は、hexchr$（”1F3E7CF87C3El FOOつ

になります。また、中心となる位置は左側から4ドット目、上から4ドット自

の場所になります。

－ぺンの選択で＜ぺン番号＞を省略した場合は0が指定されたものとします。

pen 5:circle (160, 100) ,90, l 

ペン番号5番で同を描きます。

n
h
u
 

凋
仏
目

円
〆
』



匹望日 10 rem －－ー PEN---
20 init”crt2：制。，200,16" 
30 for 1=0 to 5 
40 pen I 
50 gosub車DR州
60 next 
70 end 
80車問刈J
90 els 3 
100 circle （詑0,1朗），100,2
110 I ine <0,0）ー（250,10),3,B
120 pse t (50, 150), 5 
130 pause 10 
140 return 

《

・pen番号を蛮化させながら同と四角形を表示します。同時にペンの形状も表

示します。

門，，nul 

円
／
』



PSET （ポイントセット・ pointset) 
ドットのセットを行います。

ー三副

唖

函

仁百コ

参考fl:≫'

~ 

pset (X, Y）〔，〈色〉〕〔パ機能〉〕

（機能〉…pset, preset, and, or, xor (16色モード）

pset, preset, xor, add, sub (65536色モード）

ps. 

・ワールド座標上の指定された位置に対して指定された＜色＞で点をセットし

ます0

・ex.Y）がセットする位置でstep(X, Y）による相対座標での指定が可能で‘す0

．実行後グラフィ、ソクポインタはドットをセットした座標になリます。

・＜色＞の指定は16色モードではパレットコード、 65536色モードではカラー

コードになり 、省略するとcolor文による＜フォアグラウンドカラー＞にな

ります。

・＜機能＞を省略するとpsetとして描画します。

• pen文によりセッ卜するド、ソト形状の選択、設定が可能です。

pset (100,100) 

ワーjレド座標（100,100)を＜フォアグラウンド力ラ ＞でセットします。

preset …… ドットをリセットする。（249ページ）

10 rem --- PSET －一一
20 init "crt2:640,200,16":cls 3 
30 for l=l to 300 
40 P=(I mod 6) 

50 C=(I mod 15)+1 
60 X=int(rnd(l)•640) 
70 Y=int(rnd(l）取200)
80 pen P 
90 pset (X, Y) ,C 

100 next 
110 end 
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PRESET （ポイントリセット・ pointreset) 
ドットのリセットを行います。

ー二面

直雪司

直］副

仁E

参考il'lT

preset (X, Y）〔，（色〉〕〔，（機能〉〕

〈機能〉…pset,preset, and, or, xor (16色モード）

pset, preset, xor, add, sub (65536色モード）

pre. 

・＜色＞を指定すると指定色で点がセッ卜されます。この命令は＜色＞の省略

値が＜パ、ソクグラウンドカラー＞であること以外はpset文と同じて・す。

・＜色＞の指定は16色モードではパレッ卜コード、 65536色モードではカラー

コードになります。

＜色＞の指定を省略するとcolor文で設定されている＜パックグラウンドカ

ラー＞でワールド座標上の指定位置をセットします。

・座標指定はstep(X, Y）による相対座標での指定が可能です。

・この命令の実行後のグラフィックポインタは、リセットした座標になります0

．＜機能＞を省略した場合はpsetになります。

• pen文lこよりリセ、ソ卜するド、ソト形状の選択、設定ができます。

preset step (10, 10) 

現在のグラフィックポインタよりの相対座標（10,10）の位置の点を

くパックグラウンドカラー＞でセットします。

pset －・… ド、ソトをセットする。 （248ページ）

-249-



LINE （ライン）
指定座標聞を直線で結びます。

ー三司

証3副

line〔（X,,y，）〕ー（X2,Y2）〔，〈機能〉〕〔，〈色1）〕

r[B］〔，〈ラインスタイル〉〕 l 

〔，1 ' ＜色2) l ~〕
1 BF〔，｛｝〕J

l ＜タイルパターン） J 

〈機能〉…pset, preset, and, or, xor (16色モード）

pset, preset, xor, add, sub (65536色モード）

・ワーjレド座標上の（×：，y，）と（×2,Y2）の聞を直線で結びます。

開始座標の（×I,Y1）を省略するとグラフィ、ソクポインタが開始座標になりま

す。実行後のグラフィックポインタは（×2,Y2）になります。

・開始座標の（×1,y，）と終了座標の（×1.,Y2）には、step(X, Y）による相対座標

での指定が可能です。開始座標に使用した場合は、この命令の実行時点の

グラフィツクポインタから、終了座標に使用した場合は、開始座標からの

相対座標指定になリます。

．＜機能＞を省略した場合はpsetになります。また、＜機能＞の省略はあと

に指定が続く場合でも、く機能＞の直前の力ンマ（，）を含めて省略します。

Bを指定すると＜色1＞で（× 1, y ，） ー（× 2, y 2）を対角とする四角形の箱

(box）を書きます。

BFを指定すると四角形を描き、さらに箱内を塗りつぶします。（boxfill) 

・＜色 1＞の指定は16色モードではパレットコード、65536色モードではカラー

コードになります。

＜色 1＞を省略した場合はcolor文で指定されている＜フォアグラウンドカ

ラー＞になります。

・＜ラインスタイル＞はドットの並びを O～65536の値で指定します。指定さ

れた値を 2進数に変換し、1となるピ、ソトを描画します。

省略すると、 65535が指定されます。

・＜色2＞を指定すると、＜色2＞で指定された色で塗りつぶします。指定方

法は＜色 1＞と同じです。

16色モードの場合、 ＜タイルパターン＞を指定すると、パタ ンで塗りつぶ

します。

パターンの指定方法はpaint文と同じで・す。 （paint文参照）

65536色モードの場合には＜タイルパターン＞は指定できません。

なお、＜色2＞および＜タイjレパターン＞を省略した場合は、箱のタ卜枠を描
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ヨコ
参考主F

~ 

いた色で塗りつぶしを行います。

• pen文により線を引くための ドット形状の選択、設定ができます。

line (100,50）ー（200,100),2,BF

connect ・－ 連続した直線を引く。（252ページ）
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CONNECT （コネクト）
直線を続けて引きます。

ー三E

画面司

唖三副

仁E
参考ll'i'

~ 

connect 〔（X,,y，）〕ー（X2,Y2）…〔ー（Xn,Yn）〕〔，〈色〉〕〔，〈機能〉〕

〔，〈ラインスタイル〉〕

〈機能〉…pset, preset, and，。r, xor (16色モード）

pset, preset, xor, add, sub (65536色モード）

conn. 

・ワールド座標の指定座標闘を順番に直線で結んでいきます。

・開始座標の（×1,Y1）を省略するとグラフィックポインタからになります。実

行後のグラフィックポインタは直線の最終座標（×n,Yn）になります。

・各座標はstep(X, Y）による相対座標での指定が可能です。開始座標は、こ

の命令の実行時点のグラフィックポインタから、ほかの座標は、その直前

の座標からの相対指定になリます。

・＜色＞の指定は16色モードではパレットコード、65536色モードでは力ラー

コードになります。

＜色＞を省略するとcolor文て・指定されている＜フォアグラウンド力ラ ＞ 

になります。

・＜ラインスタイル＞は2バイトの整数型データで16ドットを指定します0

• pen文により線を引くためのドット形状の選択、設定ができます。

connect (100,50）ー(150,100）ー（50,100）ー（ 100,50),3

line －…・・ 指定座標聞に直線を引く。（250ページ）

10 rem一一 Cゆ制ECT一－
20 dim X<21>, Y(21) 
30 els 3:init ”CRT2:640,200,16” 
40 for L=l to 21 
50 read X<U, Y<U 
関 Y＜υ＝Y＜υ12
70問 xt
80 pen 1 
90 connect (X(l), Y(l））ー＜X<2),Y<2＞）ー＜Xrn,Y<3））ー＜XW,Y<4））ー＜X<5),Y(5））ー（X(6),

Y(6)),5 
100 con問 ct<X<6),Y(6））ー＜X(?),Y<7））ー＜X<B),Y(8））ー<X<9>,Y<9））一＜X<10), Y <10））ー＜X<l

D,Y<ll)),5 
110 connect (X(ll), Y(ll））ー＜X<12) , Y <12））ー＜X<13), Y <13））ー＜X<14),Y<W）ー＜X<15),Y<l 

5））ー<X<16),YC16) >, 5 
120 connect (X(16), Y<16））ー<X<17>,Y<17））ー＜X<18), Y <18））ー＜X<19) , Y <19））ー＜X<20>,Y<2

0））一＜X<21> , Y<21>), 5 
130 pen 3 
140 pset (86,58),2:pset <102,58),2 
1羽 end
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I CIRCLE 
円を描きますo

~ 

ー一旬
亙~

（サークル）

( (Wx, Wy) l 
circle 〔｛ ’ ｝〕，〈半径〉〔，〈色 1)〕〔，〈開始角〉〕

l STEP(X, Y) J 

、，EE
，

、EE
E

、FE
E

－，、、，，、／b
f
 

J

、．，
J
 ’ν
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2

イ

色

タ
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，、1
E

目、
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E
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、EEEa
，
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b
H
U
 

A
問機，，e、、、、，，，率

I
V』’F

L
F
 

，，、、，EE
目、

、、，，，色
門了終，，e

、、
rE目、

〔，〈傾き〉〕

Cl. 

・ワールド座標（×，Y）を中心として＜半径＞で指定された大きさの円を描き

ます0

・中心座標の指定はstep(X, Y）による相対座標での指定が可能です0

．実行後のグラフィックポインタは中心座標になリます。

・＜色 1＞は円弧を描く色を指定します。

16色モードのときはO～15のパレットコードで、65536色モ ドのときはO

～65535のカラーコードで指定します。

省略すると、c。lor文て

す。

・＜開始角＞と＜終了角＞は中心座標の右側から始まリ在回りで角度が増えま

す。角度の単位はラジアンと度が使用でき、その選択はoptionangle文によっ

て行います。 ＜開始角＞の省略時はO、＜終了角＞の省略時は360度または

ラジアンで2τになります。
90°Cf l 

180。

180° （π） 0 

360。（2π）

315・（ト ）

例。（ト ）

角度指定（ ）内はラジアン

・＜開始角＞や＜終了角＞の値を負にすると中心まで直線を引き扇形にするこ

とができます0

．＜開始角＞は＜終了角＞より小さい値としてください。＜開始角＞が＜終了
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[][] 

~ 

角＞より大きい値になる場合は、＜終了角＞の指定を360度（ラジアンの場合

は2π）十＜終了角＞としてください。

・＜比率＞を指定することによリ、だ同を描くことができます。

640×400ド、ソトモードのときはじ640×200ド、ソトモードのときは0.5を指定

すると真円になり、ぞれ以外は次のようになります。

（比率＝霊直半径／水平半径）

＜比率＞＜＜真円比率＞…横長のだ円になります。

＜比率＞＞＜真円比率＞…縦長のだ円になリます。

・ ＜機能＞は、同弧を描く機能を、 F指定を行うと塗りつぶしの機能を指定す

るもので、 pset,preset,and,or,xor(16色モ ド）、 pset,preset,add,sub

,xorC65536色モード）のいずれかを指定します。

省略時には、psetが指定されます。

なお、＜機能＞に限り 、省略時にはカンマ（，）を含めて省略してください。

F指定を行うと、円の内部を塗りつぶします。＜色2＞を指定すると、指定

された色で塗りつぶします。色の指定方法は＜色 1＞と同じです。

16色モードのとき、＜タイルパターン＞を指定すると、パターンで塗りつぶ

します。パターンの指定方法はpaint文と同じです。（paint文参照）

65536色モードのときはタイルパターンを指定することはできません。

なお、＜色2＞および＜タイルパタ ン＞を省略した場合は、円弧を描い

た色で塗リつぶしを行います。

・＜傾き＞はく開始角＞から＜終了角＞までの範囲に描画すべき円弧に対し

て、描画する直前に回転処理を行う機能です。

たとえば＜開始角＞を30度、＜終了角＞を40度、＜傾き＞を20度とすると、

実際には50度から60度の範囲に円弧が描かれます。

• pen文により線を引くためのドット形状の選択、設定ができます。

circle (150,100),50,4 

中心座標（150,100)で半径50の円を描きます。

10 rem ---CIRCLE ---
20 ini t”CRT2:640,400,16”：els 2 
30 option angle degrees 
40 for R=l to 15 
50 circle (160,200) ,R車10,R
60 circle (480, 140+R本4),R本10,R,-1,-22.5車R
70 next R 
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POLY （ホ。リゴン・ polygon)
多角形を描きます。

直三副

画面司

直ヨー

poly (X, Y）パ半径〉〔，〈色〉〕〔，〈ステップ角〉〕〔，〈初期角〉〕

〔，〈終了角〉〕〔パ機能〉〕〔，〈ラインスタイル〉〕

〈機能〉…pset,preset, and, or, xor(16色モード）

pset, preset, add, sub, xor(65536色モード）

pol. 

・ワールド座標の（×，Y）を中心として、＜初期角＞から＜ステップ角＞ごとの

頂点、を＜終了角＞になるまで線を結んで行きます。＜半径＞が中心座標よ

り頂点までの長さになります。

・中1［）座標の指定はstep(X, Y）による相対座標での指定が可能です0

．実行後のグラフィックポインタは中心座標になります。

・＜色＞の指定は16色モードではパレットコード、65536色モードではカラー

コードになります0

．＜色＞を省略するとcolor文て・指定されている＜フォアグラウンドカラー＞

になります0

・＜ステップ角＞、＜初期角＞、＜終了角＞の指定はラジアンと度が使用でき、

その選択はoptionangle文により行ないます。それぞれの省略時の値は＜ス

テップ角＞が1度＜初期角＞は0度、＜終了角＞は360度になります。

一般的に正n角形を描くには、次のように指定します。

＜ステップ角＞＝360/n（度）

＜終了角＞＝＜初期角＞＋360

＼ ／ 

三品央ギゴ：＞
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仁空コ
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~ 

・＜機能＞を省略した場合はpsetになります。

・＜ラインスタイル＞はline文と同様に2バイトの整数形で指定し、 16ドット

の指定を行います0

• pen支により線を引くためのド、ソト形状の選択、設定ができます。

poly (160, 100), 70,, 144,90,810 

星形を描きます。

circle ……円を描く。（254ペジ）
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PAINT （ペイント）
境界内を塗りつぶします。
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冠雪白

画亙
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pa. 

・ワールド座標の（×，Y）の位置から＜境界色＞で固まれた範囲内を指定された

＜色＞または＜タイルパターン＞で塗リつぶします。ただし、ビューポー

トの外側は塗リつぷしません。

なお、＜タイルパターン＞による塗りつぶしは16色モードの場合にのみ行え

ます。 65536色モードでは＜タイルパターン＞の指定はできません。

・塗リ始める位置の指定はstep(X, Y）による相対座標での指定が可能です0

．この命令の実行後のグラフィックポインタは、塗り始めの位置になります0

． く色＞は塗りつぶしに使用する色で、省略した場合はcolor文で指定されて

いる＜フォアグラウンドカラー＞になります。

・＜色＞の＜境界色＞の指定は16色モードではパレットコード、 65536色モー

ドではカラーコードになります。

・＜境界色＞は複数個の指定ができ、省略された場合は塗りつぶす＜色＞が境

界になります。 not＜境界色＞は、＜境界色＞以外のすべての色を境界色と

する指定になります。

・塗り始める位置がすでに境界色となっている場合は、塗りつぶしを行いませ

ん。 16色モードの場合は、＜タイルパターン＞での塗りつぶしが行えます0

．＜タイルパターン＞は単色の塗りつぶしではなく、横8ド、ソトで縦は任意の

ドット数の模様で指定できます。指定は文字列データで、縦をnドットとす

るとn×4バイトの長さになります。画面にはこのデータの1バイトずつを2

進数に対応させて各ブレーンに次のように展開します。

I B j RIG I I I 
例） PT$= hexchr$ （”A ACCFOOOAACCFOF F”） 

16色モードでPT$をパターンデータとすると次のような8×2ドットのパ

ターンの繰り返しになります。
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PATTERN （パターン）
グラフィック画面にパターンを描きます。

ーE
層雪司

直］副

pattern (X, Y), （.段数），（パターン）〔，（フォン卜色）〕〔，（パック色）〕〔，〈機能〉〕

（機能〉…pset,preset, and, or, xor, scr, fpset (16色モード）

pset, preset, add, sub, xor, fpset(65536色モード）

pat. 

・ヒ・ューポート内のスクリーン座標（×，Y）のところから、指定された＜段数＞

にしたがってパターンを描きます。

・開始位置の指定はstep (X, Y）による相対座標での指定が可能です。

・ ＜段数＞は±255までの指定ができ、正の場合は上方向、負の場合は下方向

に重ねます。

・＜パターン＞は文字列型データで、 1バイトずつ文字コードを2進数に展開し

て画面に表示します。文字列の長さが段数をこえる場合は、最初の位置よリ

右に8ドット分ずれた位置より続けます。

・この命令の実行後のグラフィ、ソクポインタは、最後のパターンデータの次の

位置になります0

・＜フォント色＞はドットの部分、＜パック色＞はそれ以外の部分の色を指定

します。指定を省略した場合はcolor文の指定による＜フォアグラウンド力

ラー＞とくパ、ソクグラウンド力ラー＞になります。

・＜色＞の指定は16色モードではパレットコード、65536色モードでは力ラー

コードになります0

．＜機能＞は次のようになり、省略時はpsetになります。

pset フォント色、パック色にしたがって描きます。

preset フォント色、パ、ソク色をそれぞれ補色で描きます。

and, or, xor すでに表示されているデータと論理演算をして描きます。

scr Single Color Replace の略で、＜フォント色＞に該当する

プレ ンのみ描かれ、該当しないブレーンには作用しませ

ん。パッ ク部分は該当プレーンではリセットされます。

＜パ、ソク色＞を指定しても何も行いません。

fpset フォント部分についてのみ＜フォン卜色＞によるpsetが行

われ、パックの部分は変化しません。したがって、＜パ、ソク

色＞を指定しても伺も行いません。

add, sub すでに表示されているデータの色の階調を増減させます。

-261-



~ 10 rem --- PATTERN 一一一
20 option anr. I e dcr.rccs 
30 init "crt2:6~0.200.16 ”： klist O:cls :1 
40 RF.IJ$=hcxchr$( 'OOOOOOOOFFドFFFFFOOOOOOOOドFFFFドドド00000000ドFドドFFドド000

00000ドド1・1・FFFF”）
50 日LUE$=hexchr$（”FFFFFFFFFFFFFFドFFFドFFFFFFFFFドドFドFドドFFドドドドドドFFFFFドド

ドドド1・ドドドFFFFfFf”）
60 for Y=O lo 199 step 16 
70 for X=O to 639 step 16 

80 pattern (X.Y).16.RE日$ I 0 
90 ncx t X. Y 

100 for Y=O to 96 step 16 
t 10 for X=O to 256 step 16 
120 pattern (X.Y).16.Bl.UES.I 
130 next X.V 

140 for Y=16 to 80 step 16 
150 for X=l6 to 224 step 16 
160 poly (X.V).4.15,144,90.810 
170 next X.V 
180 end 
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SYMBOL （シンボル）
任意の大きさで文字パターンを描きます。

ー豆｜

直面白

画亙

symbol (X, Y), （文字列〉〔，（横倍率）〕〔，〈縦倍率〉〕

〔，〈色〉〕〔，〈角度〉〕〔，〈機能〉〕〔，〈フォント〉〕〔，〈スムージング〉〕

〈機能〉…pset,preset, and, or, xor (16色モード）

pset, preset, add, sub, xor(65536色モード）

sym. 

・ビューポート内のスクリーン座標（×，Y）の位置から、＜文字列＞による文字

フォン卜を縦横の倍率を設定して描きます。また、 4種類の角度を指定して

立字の向きを蛮えることができます0

・開始座標は文字の左上部分になります。また、開始座標の指定はstep(X, Y) 

による相対座標での指定が可能です。

・ ＜横倍率＞と＜縦倍率＞は1～255までの整数で指定でき、省略した場合はそ

れぞれ1になります。

・ ＜色＞は描画色で、省略した場合はcolor文で指定されている＜フォアグラ

ウンドカラー＞になります。

・＜色＞の指定は16色モードではパレットコード、 65536色モードでは力ラー

コードになります0

．＜角度＞は90度ごとの4方向で0～3の整数で指定します。

0 ・・ 通常状態で省略時はこの値になります。

1 … 左回転で 90度。 2 開始位置
「司 ／

2 ・ 左回転で180度。

3 ... 左回転で270度。

3 

・ ＜機能＞を省略した場合はpsetになります。なお、この命令で描かれるの

はフォン卜部分のみで、フォン 卜以外の部分は蛮化しません。

＜フォン卜＞は半角文字のドット数の選択です。0を指定すると8×8ドット、

1を指定すると8×16ド、ソトになります。また、省略時は、現在半角文字表示

に用いられているフォントになります。

この命令の実行後のグラフイ ツクポインタは、続いて同倍率、同角度で文字

パターンを描く場合の次の位置になります。

・＜スムージンゲ＞は、文字を拡大したときにおきる斜めの線の凸凹を補正す

る機能です。 1と指定すると補正を行います。 0指定および省略時は補正を
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仁U
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行いません。

なお、補正が行われるのは、＜横倍率＞、＜縦倍率＞共に4倍までです。

symbol ( 16, 16）.＇’ABCぺ2.2 …… 縦、横2倍で＂ABC”を描きます。
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COLOR REPLACE （カラーリプレース）
グラフィック画面の表示色を褒更します。

ー三副

冠雪司

直亙

仁E

~ 

color replace （孔，y，）ー（X.,Y.), ( （旧色〉，〈新色〉）〔，（〈旧色〉，〈新色〉）〕…

col. repl. 

・グラフィック画面上の表示に対して、指定範囲内の特定色をほかの色に蛮更

します。この場合の色蛮更は、 color：；：文のようにディスプレイ出力の信号を

切り替えるのではなく、グラフィックV-RAM（こ書かれているデータを変更

します。

・ ex,,y，）一CX2,Y2）の工リア指定はピュ ポートの左上を（0,0）とするスクリ

ーン座標に対して行い、エリア内の＜旧色＞、＜新色＞の組み合わせて・蛮更

していきます。

・開始座標の（×，：y，）と終了座標の（×2,Y2) （こは、 step(X, Y）による相対座標

での指定が可能です。開始座標に使用した場合は、この命令の実行時点の

グラフィックポインタから、終了座標に使用した場合は、開始座標からの

相対座標になります。

・この命令の実行後のグラフィ、ソクポインタは、（×2,Y2）の位置になります。

・＜旧色＞と＜新色＞の指定は16色モードではパレ、ソ卜コード、65536色モー

ドでは力ラーコードになります。

この命令ではscreen文て・指定されている入力ブレーンには関係なくすべて

のブレーンに対して描画が行われます。

color replace (0,0）一(100'100), ( 1, 2) ' ( 2' 1) 

指定範囲の1と2の色を入れ替えます。

10 rem －一一 COLOR REPLACE ---
20 ini t ”CRT2:640,400,16”： c ls 3:pen 4 
30 for R=l to 180 step 6 
40 C=C+l:if C=l6 then C=l 
50 circle (320,200),R,C 
60 
70 
80 
90 、‘，，，r
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MOVE （ムーブ）
グラフィック表示の移動を行います。

ー三回

直面司

画ヨー

巨亙l

move (X,, Y,), Lx, Ly, (X2, Y2）〔，〈プレーン〉〕〔，〈移動処理〉〕〔，〈機能〉〕

〔，〈透明色〉〕

〈機能〉…pset,preset, and, or, xor, scr (16色モード）

pset, preset, add, sub, xor(65536色モード）

mov. 

・グラフィック画面に描かれている図形を移動します。スクリーン座標の

(X1, y，）を在上の起点として、横幅がLx、縦の長さがLyの範囲の図形をス

クリーン座標（×2,Y2）の位置ヘ移動します。

・開始座標の（×1,y，）と終了座標の（×2,Y2) （こは、 step(X, Y）による相対座標

での指定が可能です。開始座標に使用した場合は、この命令の実行時点の

グラフィックポインタから、終了座標に使用した場合は、開始座標からの

相対座標になリます。

この命令の実行後のグラフィックポインタは、 （×2,Y2）になります。

・ ＜ブレーン＞は＜機能＞て・scrを指定した場合に有効て・移動する色の指定と

なりますが、実際には指定色を表示するために必要なブレーンのデータが

移動します。たとえば、16色モードでコ ドが6の黄色を指定した場合、黄

色を構成するコード2の赤とコード4の緑の色も移動します。＜ブレーン＞

の指定を省略した場合はcolor文て・指定されている＜フォアグラウンドカ

ラー＞になります。

・＜移動処理＞を0とすると移動後に以前のデータを消去し、 1とすると以前の

データは消去されません。省略時は0が指定されたものとみなします。

・＜機能＞の指定により移動先に描かれているデータとの論理演算などが行わ

れます。 scr(Single Color Replace）は＜ブレーン＞で指定されるブレーン

についてのデータを書き換え、そのほかのブレーンには影響しない機能です0

．＜透明色＞は移動するデータの中で透明にしたい色があれば、そのパレット

番号を指定します。
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70 move (A.A).80,80,(A+l,A+l) 
80 next 
90 for C=O to 3 

100 for A=l60 to 559 
110 move (A,160).80,80,(A+l,160).2《 C,,scr 

120 next 
130 next 
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ROLL （ロール）
グラフィック画面のスクロールを行います。

ー三司
直哲司

直~

仁む

参考IW

roll〔〈縦移動量〉〕〔，〈横移動量〉〕〔，｛ ~ ｝〕

ro. 

・グラフィック画面に描画されているデータ全体を上下左右にスクロール（移

動）させます。

・＜縦移動量＞および＜横移動量＞はド、ソト数で表し、値が正の場合は上（左）

に、値が負の場合は下（右）にスクロールします。このとき、スクロールして

表示できなくなった部分のグラフィックデータは失われます。

なお、指定できる値の範囲は次のとおりです。

640×200ドνトモード時：（縦）－199～199

（横）－639～639

640×400ドットモード時：（縦）－399～399

（横）－639～639

・＜縦移動量＞および＜横移動量＞を省略すると、それぞれのスクロールは行

いません。

ただし、＜縦移動量＞および＜横移動量＞を共に省略することはできません0

• N, y指定で、スクロールによって新たに表示された領域の色を指定すること

ができます。

Nを指定するとパレットコード0（初期設定は黒）に設定されている色で、 Y

を指定するとcolor文で設定したパ、ソクグラウンドカラーで表示されます。

省略すると、 Nが設定されます。

roll -16 …ー 下方向へ16ドット分のスクロールを行います。

roll@ …－－ グラフィ、ソク画面のディスプレイ出力のスクロ ル。（2?0ページ）
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~ 10 rem ---ROLL ---
20 ini t”CRT2:640,200,16”： c ls 3 
30 for 1=1 to 20 
40 color ,I mod 16 
50 roll 5，ー 16,Y
60 next 
70 end 

nHu 

nhu 

nrL 



ROLL@ （ロールアットマーク）
グラフィックのディスプレイ表示のスクロールを行います。

［主主G

［坐~

［ぎ：：房

［~i!] 

参考[!ff

日語。

roll＠〔〈移動量〉〕

ro. @ 

・グラフィック画面をディスプレイに出力する位置をスクロ jレ（移動）します0

．＜移動量＞は、現在の表示より移動を行う量をド、ソ卜数で指定します。値が

正の場合は上方向、負の場合は下方向に位置を移します。

・表示のスクローjレはディスプレイへの出力信号を制御しますので、グラフィ

ックの座標は移動にともない上下にずれます。

指定を省略すると、初期化します。

移動により、はみ出す部分は、移動方向と反対側に表示します。

roll@ 100 …・ グラフィック表示を上方向に100ド、ソ卜分ずらします。

roll －－・・・・ 描画されているグラフィツクデ タのスクロ ル。（268ページ）

10 rem --- ROLL@ 一一一
20 init "CRT2:640,400,16”： c ls 3 
30 option angle degrees 
40 poly (320,100),80,12,144,90,810 
50 circle (320,300),80,10 
60 for A=l to 400:roll@ l:next 
70 for A=l to 400:roll@ -l:next 
80 for A=l to 400:roll@ 200:next 
90 for A=l to 400:roll@ 201:next 
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関数

MAP （マップ）
スクリーン座標とワールド座標の相互褒換を行います。

一
巳
亘

map（（数式〉，〈機能〉）

・＜数式＞をスクリーン座標または、ワーJレド座標として相互の変換を行い

ます。変換内容は＜機能＞に0～3の値を指定します。

＜機能＞の値 蛮換内容

0 …… ＜数式＞をワールド座標の×座標として、スクリーン座標の

×座標に変換した値を返します。

1 …… ＜数式＞をワールド座標のY座標として、スクリーン座標の

Y座標に変換した値を返します。

2 …… ＜数式＞をスクリーン座標の×座標として、ワールド座標の

×座標に変換した値を返します。

3 …－ ＜数式＞をスクリーン座標のY座標として、ワールド座標の

Y座標に蛮換した値を返します。
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POINT （ポイント）
グラフィックポインタの位置を設定します。

匝［~

ー唇冒

匝言E

~ 

poi. 

・ゲラフィツク命令の描画位置を記憶しているグラフィックポインタの値を指

定します。グラフイツクポインタはグラフィ ック描画命令において、step

(X,Y）による相対座標指定の起点となるもので、描画命令実行後はその命令

での指定座標に変わります。

・グラフィツクポインタの位置指定はワーjレド座標、またはヒ．ユーポート内の

左上を（0,0）とするスクリーン座標で行います。screenを指定するとスクリ

ーン座標、指定しない場合はワーjレド座標による設定になります。また、step

(X,Y）は現在のグラフィックポインタに対する相対座標指定になります。

10 rem －ー， POI NT (;O＇－トメント｝ ーー－
20 in I t ’CRT2 ・ 6~0.200 . 16 ’ ： EIs 2 
30 on stop gosu b・STOP:stop on 
40 lnpu t ’始点を入力してください（x. y）’：Pl. P2 
50 cl s 3・pen 2:point (Pl.P2) 
60 input ·x座標の移動距•＝勺 H
70 I npu t ”Y座標の移動距雌＝”；Y
80 line -step (X.Y).(abs(XJ mod 15)+1 
90 els t:got。60

100 end 
110・STOP
120 stop off:return JOO 

• point命令により任意の位置にグラフィックポインタを設定した後、入力され

たX座標、Y座標の移動距離分だけ軌跡を描きます。

円
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POINT 
関数

（ポイント）
グラフィックの指定座標の表示色やグラフィックポインタの位置を求めます。

ー三副

肩車両

直~

~ 

point(X, Y) 

point( （機能〉）

…（1) 

... (2) 

poi. 

・書式(1)はピュ ポート内の左上を（0,0）とするスクリーン座標の（×，Y）の位

置に表示されている色を求める関数です。

• 16色モードの場合、指定された値がヒ・ューポートの範囲タトの場合はー1の値を

返します0

・求められる値は16色モードのときはパレ、ソトコード、65536色モードのとき

は力ラーコードになUます。

・書式（2）は現在のゲラフィ、ソクポインタの位置を求めます。 ＜機能＞は0～3

まであり 、それぞれ次の値を返します。

0 … 現在の×座標をつ jレド座標で求める。

1 … 現在のY座標をワ jレド座標で求める。

2 … 現在の×座標をスクリーン座標で求める。

3 … 現在のY座標をスクリーン座標で求める。

10 rem --- POI N『 （剣数） ーー－
20 in i t ”CllT2 640,200", !6" 
30 els 3:randomize time/100 
40 for L= l lo 150 
50 X=int(rnd(l）・639+.5)
60 Y=int(rnd(l）・ 149+.5)+50
70 C=int(rnd(l）・ 15)+ l 
80 line (X.Y)-step (50,25).C,BF 
90 next 

100 print ＂妓 f去に儲かれたl事僚は ｛“： p o int ( 0);". ・;point (I）；つ” : print 
110 input "X)ij¥僚を入れて下さい＝ぺ XS
120 input "Y賂僚を入れてドきい＝＂.YS 
130 prin t ”人）JしたJ事僚の点の色は、カラーコード” ；point(XS.YS)
140 end 

・任意の点を指定することにより 、point関数でその点の色を調べて表示しま

す。
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GET@ （ゲットアットマーク）
夕、ラフィック画面データを配列に取り込みます。

直三百

~ 

get@ (X,, Y，）ー（X,,y,)' （配列変数名〉〔（〈要素番号〉）〕〔，〈データ構成〉〕

・グラフィツク画面の座標（× 1'y1）ー（×2'y 2）を対角線とする領域のデータ

を数値型配列変数に取り込みます。

座標はスクリーン座標で指定します。 step(X,Y）による相対座標の指定も可

能です。

（スクリ ン座標はビューポー卜の左上端の座標を（0 ' 0）とする座標で

す。）

・データは16色モ ドの場合、範囲の左上のドνトから右方向に8ドットずつ

各ブレーンをB,R,G,Iの順に読み取っていき、右端まで読むと次のラインの

左端に行き 8ドットずつ右へと読んでいきます。水平ド、ソト数が8で割り切

れない場合は範囲をこえたデータもそのまま読み取られます。

・デタを読み取る配列を＜配列蛮数名＞で指定し、＜要素番号＞は読み取っ

たデータの記憶を開始する要素番号を指定します。＜要素番号＞の指定を省

略し7こI曇合（まoptionbase文て

．＜データ構成＞は、画面データの構成方法を Oまたは 1で指定します。

(16色モード時） 0が指定されると、グラフィック画面を 8ドット単位に

句切ったとき、左側のピットをデ タの左側ピ、ソトに対応（左側MSB右

側LSB）させて取り込みます。 1が指定されると、グラフィック画面を 8

ドット単位に句切ったとき、左側のビットのデータの右側のピ、ソトに対

応（左側LSB右側MSB）させて取り込みます。（ 1指定はBASIC-M25と互

換性のあるモ ドです。）

－くデ タ構成＞が省略されると、 Oが設定されます。（65536色モード時

はO指定のみ可能）

．取り込みの対象となるデータは、グラフィック入力が行われるグラフィック

画面のすべてのブレーンにあるデータです。

・読み取りデータの記憶される配列は、データのパイ卜数に応じた宣言をして

おく必要があります。

必要なバイト数は水平方向のドット数を 8で割り、余りがある場合は 1；を加

え、ライン数とブレーン数（n）を掛け合わせ、 wを加えた数になります。こ

の必要バイト数を配列要素 1つ当りのバイト数で割リ、余りが出た場合に 1

を加えた数が必要要素数になります。要素 1つ当たりのバイト数（m）は整数

型は2、単精度型は5、倍精度型は8になります。

また、次の式で求めることができます。
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参 考置F

~ 

． 

必要要素数＝（（（abs(X2-X1)+8)¥8) * (abs(Y2-Y1)+1) *n+w+(mー

1)) ¥m 

m…要素ひとつ当たりのバイト数

n…ブレーン数（16色時 ：4.65536色時 ：16)

w…16色時： 5,65536色時 ：4を指定します。

この命令て‘読み取ったデータはput＠文によりヒ・ユーポー 卜内の任意の位置

へ表示することができます。

1つの配列には256キロバイト以上のデータを取り込むことはできません。

データ構成
2バイト 2バイト プータ左端無効ドット
~ー「＼／一一～＼

16色モード Ixの幅 Ivの幅 I/I BIR I GI 1 I・ BIRIG 
1 ～ー一一一一－－－

各 1バイト

2バイト 2バイト
／ー一一＼／ー一一－.......

65536色モードIxの幅 Ivの幅｜第1ライン目のデータ トー｜ 最終ラインのデータ

put@ 

1ラインのデータ

｜第1面白のデータ｜第2面白のデータ ｜第3面目のデータ｜第4面白のデータ｜

第 1面目のデータ

左側のドット 右側のドット

第 3面白のデータ

左側のドット 右側のドット

第2面白のデータ

左側のドット 右側のドット

第4面目のデータ
左側のドット
－－－一一一一、ー～－－－一一一一一ー～、
l1IGIRlsl1IGIRlsl 

G,R,Bはそれぞれ信号の最下

位ピット

…get＠文て・読み取ったデータの表示。（276ページ）

put＠のサンプjレ参照
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PUT@ （プットアットマーク）
グラフィックパターンの表示を行います。

［言三司

直至］

put@ (X, Y）パ配列変数名〉〔（〈要素〉）〕〔，〈機能〉〕〔，〈データ構成〉〕

〔，〈透明色〉〕

put@ (X, Y), kanji ( （漢字コード〉）〔，〈機能〉〕〔，〈フォン卜色〉〕

〔，〈パック色〉〕

〈機能〉…pset,preset, and, or, xor(l 6色モード）

pset, add, sub, xor(65536色モード）

・配列に取り込まれたテ・τタをヒ・ューポート内の左上を（0,0）とするスクリー

ン座標（×，Y）の位置よリ表示します。

・座標の指定は、step(X, Y）による相対座標指定が可能です。

・＜配列変数名＞でデータの記憶されている配列名を指定し、＜要素＞がデー

タの開始要素を示します。＜要素＞を省略するとoptionbase文て・指定され

ている配列の下限よリデータを取リ出します。

・＜機能＞を省略した場合はpsetになリます。

・くデータ構成＞は、画面データの構成方法を Oまたは 1で指定します。

(16色モード時）0が指定されると、グラフィック画面の左側のピ、ソ卜を

データの左側のピ、ソ卜に対応（左側MSB右側LSB）させて表示します。

1が指定されると、グラフィック画面の左側のピ、ソ卜をデータの右側のピ、ソ

卜に対応（左側しSB右側MSB）させて表示します。（ 1指定はBASIC-M25と

互換性のあるモードです。）

くデータ構成＞が省略されると、 0が指定されます。 (65536色モード時

は0指定のみ可能）

〈透明色〉は書き込むデータの中で透明にしたい色があれば、そのコードを指

定します。

－く漢字コード＞はJIS漢字コードで表した整数型データで指定します。

くフォント色＞はドット部分の色、＜パ、ソク色＞はそれ以外の部分の色

を指定します。 ＜フォン卜色＞ゃくパック色＞を省略した場合は、それ

ぞれcolor文で指定されているくフォアグラウンドカラー＞とくパ、ソクグ

ラウンドカラー＞になります。座標（× Y）は文字の左上の位置になります。

（この機能は漢字のコードlこJIS漢字コードを使用しています。内部と同

じシフトJISコードでお使いになる場合はsymbol文を使用してくださ

い。）

16色モードのとき、データの表示はscreen文で指定されている＜グラ

フィツク入力＞の＜入力ブレーン＞に行われます。65536色モ ドのときは
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参考[J?F

~ 

必ず全ブレーンに表示が行われます。

I get＠によって配列に取り込まれたときのグラフィ、ソク画面モードとput@lこ

よって表示するときの画面モードが異なっている場合には正常に描画でき

ない場合があります。

get@ …… グラフィツクデータを配列に読み取る。（274ページ）
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GSAVE （グラフィックセーブ・graphicsave) 
グラフィック表示をファイルに書き込みます。

日正亙］

直垂

直方］

仁E

参考崎、

gsave （ファイル指定〉〔，（X,,y，）ー（X2,Y2）〕〔，〈データ構成〉〕

gs. 

・ヒ．ユーポ ト内の左上を（0,0）とするスクリーン座標（×＂y，）一（×2,Y2）の範

囲のグラフィツクデータをファイjレとして記録します。

・記録範囲を省略するとビューポートの全体を記録します。

この命令により記録される画面はscreenに文により設定されている＜グラ

フイツク入力＞の全ブレーンデータです。

・＜ファイル指定＞は次のように行います。

’〔〈装置名＞〕〔＜ディレクトリパス＞〕＜ファイル名＞＜拡張子＞”

＜装置名＞・.. A:, B,C：～J:,K:,L:,M: 

またはFDn:,HDm:, MEM: 

・＜装置名＞と＜ディレクトリパス＞の指定を省略すると、 chdirコマンドで

設定されている力レントディレクトリ内でのファイjレ指定になります。

・＜拡張子＞を省略するとDATが設定されます。

－＜データ構成＞は、画面データの構成方法を Oまたは1で指定します。

(16色モード時）0が指定されると 、グラフィック画面を 8ド、ソ卜単位に

句切ったとき、左側のピッ トをデータの左側のピ、ソトに対応（左側MSB

右側LSB）させて書き込みます。（ 1指定はBASIC-M25と互換性のある

モードです。）

1が指定されると、グラフイツク画面を 8ドット単位に旬切ったとき、

左側のピ、ソトをデータの右側のピ、ソトに対応（左側LSB右側MSB）させて

書き込みます。（ 1指定はBASIC-M25と互換性のあるモードです。）

＜データ構成＞が省略されると 、0が設定されます。 (65536色モード時

は0指定のみ可能）

gs av e ”A: ARGO" , ( 0 , 0）ー (100,100)

ドライブAにCO,Q)ー（100,100)の範囲の図形を”ARGO”というファイ

ル名で記録します。

gload ・一一 gsave文で書き込んだデ タの呼び出し。（280ペ ジ）

n
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E~ 10 rem －一一 GSAVE GLOAD －一一
20 i ni t ”CRT2:640,200,16" 
30 els 3:p.en 1 
40 for I=l to 639 step 60 
50 for L=O to 199 step 20 
60 line (0,0）一（ l,L),(L mod 16)+1 
70 next 
80 next 
90 gsav e ”GSVDUM" 

100 els 3 
110 gload "GSVDUM" 
120 end 

・グラフィ、ソク表示をgsave命令で” GSVDUM”というファイル名で登録し

た後、gload命令て・読み出して表示します。

nuu 
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GLOAD （グラフィックロード・graphicload) 
ファイルからグラフィックデータを時び出します。

ーヨ］
軍習目

唖E

仁王 l

gload （ファイル指定〉〔，（X,Y）〕〔，〈データ構成〉〕〔，〈透明色〉〕

gl. 

・ gsave文で記録されたグラフィ ックファイルからデータを呼び出しグラ

フィック画面に表示します。

・表示する左上の位置を、ビューポートの左上を（0,0）とするスクリーン座標（×，

Y）で指定します。座標を省略すると書き込まれたのと同じ位置に表示します0

．＜ファイjレ指定＞は次のようになります。

’〔＜装置名＞〕 〔＜ディレク卜リパス＞〕＜ファイル名＞＜拡張子＞”

・＜装置名＞と＜ディレクトリパス＞の指定を省略すると、 chdirコマンドで

設定されている力レントディレクトリ内でのファイル指定になります。

・＜拡張子＞を省略するとDATが設定されます。

・くデータ構成＞は、画面データの構成方法を 0または 1で指定します。

( 16色モード時） 0が指定されると 、グラフィック画面を 8ドット単位に

句切ったとき、左側のピ、ソトをデータの左側のピットに対応（左側MSB

右側LSB）させて取リ込みます。

1：が指定されると、ゲラフィック画面を8ドッ ト単位に句切ったとき、左側

のピットをデータの右側のピットに対応（左側LSB右側MSB）させて取り込

みます。（ 1指定は、 BASIC-M25と互換性のあるモードです。）

＜データ構成＞が省略されると、 0が設定されます。（65536色モード時

は0指定のみ可能）

・く透明色＞は、読み込んだデータの中で透明にしたい色があれば、その

コードを指定します。

・呼び出したデータが描かれるのは、 screen文て・設定されている＜グラ

フィック入力＞の＜入力プレ ン＞になります。なお、 65536色時は必ず

全ブレーンに表示が行われます。

• gsave文て・ファイjレに書き込んだときの画面モードと、呼び出したときの画

面モードが異なっている場合は、正常に描くことはできませんので注意し

てください。

gload "A:ARGO” 

ドライブAの”ARGO”というファイルから図形データを呼び出し

て、登録時と同じ位置に描きます。
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参考防 gsave ・ ・・・ グラフィツク画面をファイルに書き込む。（278ページ）

~ gsaveのサンプjレ参照
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ファイルコマンド 一一」
INIT”FDn：” （イこシャう1i7a,1~－ 1；ィ 'A? • initialize Flopp~ disk drive) 
フロッピーディスクドライブの種類を選択します。

ー亙l

［~戸］

' （ドライブタイプ〉
in it”〔FD〕n:~ 

l （シリンダ数〉，〈ステップレート〉，〈タイミング〉，

〈モータオフ時間〉，〈メディアタイプ〉，〈セクタ数），

〈セクタサイズ〉

、E

’E
、，aa
E

’

使用するフロッピ ディスクドライブに合わせて、容量や各種のタイミング

の設定で行います。

設定は、ドライブ番号ごとに＜ドライブタイプ＞による代表的な機種での選

択、または個別の設定になります。（外部に別のフロッピーディスクドライ

ブを接続した場合、使用するディスクドライブの種類により、記憶容量や各

種コントロールタイミングが異なりますので、フロッピーディスクドライブ

に合わせた設定が必要になります。）

・フロッピーディスクドライブの装置名は”FDl：”～”FD4：”の4種でドライフ

番号1～4に対応しています。”FDl：”は、ドライブ番号を省略して”FD：”と

して表すことができます。また、”FD”を省略して”1：”～”4：”のドライブ番

号のみで表すこともできます。

・＜ドライブタイプ＞はFl,F2, F4でフロッピーディスクドライブの選択をし

ます。指定を行うことにより次のように各設定が行われます。

＜ドライブタイプ＞と指定時の設定値

〈ドライブタイプ〉 機 種 名 シリンダ数 ステップレート タイミング

F 1 内蔵ドライブ 77 3 msec. F 

F 2 MZ-1F07/02 40 6 msec. F 

2HD 
F 4 ミニフロッピ 77 3 msec. F 

テ．ィスクドライブ

〈ドライブタイプ〉モータオフ時間 メディアタイプ セクタ数 セクタサイズ

F 1 2 sec 。 8 1024 

F2 2 sec 16 256 

F4 2 sec. 。 8 1024 

・＜シリンダ数＞はフロッピーディスクの片面のトラック数で35,40,77,80の

いずれかを指定します。

・＜ステップレート＞は、ヘッ ドがトラック聞を移動するタイミンゲのこと

て・す。 3 msec. , 6 msec. , 12msec. , 20msec. , 30msec. の5種の設定を 3
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' 6 ' 12. 20, 30のいずれかで指定します。

・＜タイミンゲ＞は、ドライブモータが回転を始めて （MOTOR-ON）回転が安

定するまでの待ち時間やヘνドが移動して読み書きを行うまでの時間（セ、ソ

トリングタイム）などの各種タイミンゲをF(fast）またはS(slow）で指定し

ます。

F －・・・・目 MOTOR-ON後の時間は500msec.セットリングタイムは

15msec.に設定されますo

S .... MOTOR-ON後の時間は 1sec.セットリングタイムは

60msec.に設定されます。

タイミンゲの指定を誤ると、読み書き時に工ラ が発生する可能性があり

ます。

・＜モータオフ時間＞はドライブの読み書きが終了してからドライブモータを

停止するまでの時間で、 o.1秒単位でO～25.3秒をO～253の値で指定します。

（例えば10秒の場合は100と指定します。）省略すると、以前に設定されてい

た値になります。

・＜メディアタイプ＞は 2HDのディスクの場合Oを、 2DD/ 2 Dのディスク

の場合 1を指定します。

・＜セクタ数＞は 1トラ、ソク当りのセクタ数を指定します。

・＜セクタサイズ＞は 1セクタ当りのバイト数を指定します。

・＜メディアタイプ＞、＜セクタ数＞、＜セクタサイズ＞はdevi$,devo$を

実行する場合に必要となります。

・内蔵ドライブや 2HDミ二フロッピ ディスクドライブで、 2DDのディス

クに対してdevi$,devo$を実行する場合は、個別設定のみ可能です。＜ド

ライブタイプ＞で指定することはできません0

・BASICの起動時は”FDl”～午04：”のすべてのドライブは＜ドライブタイプ＞

Flに設定してあリます。

init "FD3:80,3,F,20,l,9,512" 

－ードライブ番号3のフロッピーディスクドライブを80シリンダでステνプ

レート 3msec. タイミンゲをfast、モータオフ時聞を 2秒、メディア

タイプを 2DD、セクタ数を 9、セクタサイズを512バイトとします。

門ぺ

u
n
H
U
 

円
／
』



INIT "MEM：” （イニシャうイズメモリ71イル，initializememo~ file) 
メモリディスクやスプーラの容量を設定します。

白~~

直）同

init"MEM：〔〈メモリディスクサイズ〉〕，〈スプーラサイズ〉

〔，〈メモリディスクエリア〉〕”

・＜メモリディスクサイズ＞はグラフィ、ソクV-RAMや増設RAMをフ口、ソピー

ディスクドライブと同じように、ファイル装置として割リ当てるメモリサイ

ズをキロバイト単位でO～6144までの値で指定します。

なお、増設RAMを使用しない場合はO～512までの値指定となります。

・＜スプーラサイズ＞はグラフィツクV-RAMをスプーラ（プリンタバッファ）

として割り当てるメモリサイズをキロバイト単位でO～512までの値で指定

します。

・それぞれの指定はOから最大値までの任意の整数で行いますが、実際には、

0以外は16Kバイトごとに切り上げて設定されます。また、 0を指定すると

この機能は解除され（以前に設定されていたものは消去し）初期化します。

・それぞれで指定されたサイズのメモリは、増設RAMやoptionscreen文で設

定されたグラフィックV-RAMのメモリ用の領域を使用します。

＜メモリディスクサイズ＞を設定した場合は、それ以後”M：”または”MEM：”

の装置名でファイル装置として使用できます。

・＜スプーラサイズ＞を設定した場合は、 init"LPT：”立によリ 、スプーラ機能

の設定をします0

・この命令で設定可能なメモリ容量は、fre関数で・調べることができます。

・＜メモリディスクエリア＞はメモリディスクをグラフィックV-RAMと増設

RAMのいずれのメモリ領域に確保するかを指定するもので、 0または 1で

指定します。

0…グラフィ νクV-RAMを使用

1…増設RAMを使用

省略すると、Oが指定されます。

・この命令で確保されるメモリディスクは、MSDOS上で確保されるものと

同じです。したがって、 MS-DOS上で確保したメモリディスクは、ぞのま

まBASICで使用可能です。

(systemコマンドやchild文でMSDOS上に戻ったときも、ぞのまま引き継

がれます。）

ただし、この命令を実行すると内容は初期化されます。

・この命令で確保されるスプーラは、 BASIC上でのみ使用可能です。

MS-DOS上で使用することはできません。
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~ 

BASIC起動時、＜スプーラサイズ＞はOに設定されています。

・この命令が実行されると、それまでオープンされていたファイルはク口一

ズされます。

in it”LPT：” …... プリンタスプーラの設定。（452ページ）

option screen ・ ・ ・ ・ ・ ・ グラフィックV-RAMを、メモリディスクやスプーラ用

メモリに設定する。（203ページ）

JO rem －－ー !NIT "ME”：” ーー－
20 ini t”刊EM:0,0・
30 option screen 4 
40 if fre(4)>fre(5) then prin t ”鉱張メモリにぺ fre(4)/l024；”キロバイト確保し

ます”ーinit ”刊EM・”＋strS(fre(4)/1024）＋”， 0.I” e lse prin t ”グラフィックRA Mに”

:fre(S)/1024；”キ口バイト確保します“： init ＂刊EM：”＋str$(fre(5)/1024）＋”， 0,0”

・メモリディスクを初期化し、現在メモリディスクとして利用可能なメモ

リのすべてをメモリディスクとして割り当てます。
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INIT "COMn：”（仁川イi:J~1:7-'l3 ／~－卜’ initialize communication ~ort) 
RS-232Cインターフェイスの各種設定をします。

ー豆l

直3副

仁証］

in it”CO Mn：（ボーレイト〉，〈パリティ〉〈データビット長〉

〈ストップビット長〉（通信制御〉〈カナ） (DEL受信） (CR送信〉

(CR受信）〈全角文字〉（工ンドコード〉”

nは1のみ

• RS 232Cインターフェイスの通信機能を設定します。

• RS-232Cインターフェイスの通信条件や制御信号の設定を次のように行

います。〔〕内は省略値です。設定の詳細は伺録の「RS-232Cインターフェ

イスJを参照してください。

＜ポーレイト＞ 75, 150,300,600, 1200,2400,4800, 9600, 19200 

<J'＼リティ＞ E O 〔N〕

＜デタビ、ソト長＞ 7 〔8〕

＜ス トップピ、ソ ト長＞ 1 2 〔3〕 ( 1, 1占，2ヒヘソ 卜に対応します。）

＜通信制御＞ x R 〔N〕

く力ナ＞ S 〔N〕

<DEL受信＞

<CR送信＞

<CR受信＞

＜全角文字＞

＜工ンドコー ド＞

N B 〔D〕

C 〔L〕

C 〔L〕

J M P 〔N〕

文字コードで＆H40～5Fまたは＆H60～7F（こ相当する

1文字で指定し、受信時の＆HO～＆HlFに対応します。

ポーレイトのあとには力ンマ（，）が必要で、ほかの指定はすべて1文字にな

ります。また、それぞれの指定は省略でき、省略時はそれぞれ省略値が設

定されます。指定を省略するときは、空白とします。ボーレートおよび

カンマ（，）を省略することはできません。

・この命令での設定は、装置名として”COMn：”を使用するコマン ドやファイ

ルオープンに対して有効になります。

init "COM1:9600,N83XNDLLND" 
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FILES （ファイルズ・ files)
LFILES （工ルファイルズ・ LPTfiles) 

登録されているファイルを表示します。

［竺三副

［言唾｜

［~ 

{ files 
… ！’〔〈装置名〉〕〔〈ディレクトリパス〉〕〔〈ファイル名〉〕”

lfiles J 

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

lfi. 

• filesコマンドは指定された装置に登録されているファイルを画面に表示しま

す。lfilesコマン ドはプリンタに印字します。

・表示は次の書式で行われます。

’く時＞：＜分〉”くファイル名＞”’く年＞ー＜日＞米××××××

＜時＞：＜分＞…ファイルを作成した時刻を表示します。

＜年＞ー＜月＞一＜日＞・・ファイルを作成した日柑を表示します。

＊ …ファイルが書き込み禁止（ライトプロテクト）状態のとき

に表示します。

×××××× …ファイjレサイズをバイト数で表示します。ディレクトリ

管理ファイルの場合は、この部分に＜DIR＞と表示され

ます。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）て‘指定します。

＜装置名＞を省略すると現在の装置名（力レントドライブ）が指定されます0

．＜ディレクトリパス＞は階層ディレクトリのパス（道すじ）を指定します。省

略すると、カレントディレクトリが指定されます。

・＜ファイjレ名＞を省略すると、ディレクトリ内のすべてのファイルを表示し

ます0

・＜ファイjレ名＞は拡張子を伺けて指定します。

＜ファイル名＞を指定すると、特定のファイjレのみを表示することがで・きま

す。

このとき、ファイル名の指定に省略記号が使え、次の方法で特定の文字を含

むファイjレをすべて表示することができます。
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参考吋

7 …… この記号の部分は1文字分の代用を意味します。

例） ”A 7 7 z”と指定すると次のようなものが該当します。

”AAZZ＂，”AXYZ”，”ATOZ” 

＊ …… この記号はO～複数立字の代周になリます。

例） ”A＊”と指定すると次のようなものが該当します。

”AZ", "ABCXYZ”， ”A+Z” 

？，＊記号をワイルドカードと呼びます。

－直Eキーによる表示の一時停止、 IT2日＋直Eキーによる実行の中断

が可能です0

・この命令では、システムファイルを表示することはできません。

files "A：” 

…ドライブA：のテ．ィレクトリを表示します。

chdir ・・・ カレントディレクトリの変更。（289ページ）
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CHOIR （チェンジディレクトリ・changedirectory) 
カレントディレクトリを愛更します。

恒三司

直面

逼~

chdir”〔〈装置名〉〕〈ディレクトリパス〉”

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

ch. 

・この命令により、指定されたく装置名＞の力レントディレクトリを変更しま

す。

カレントディレクトリとは現在参照しているディレクトリのことで、 filesコ
マンドやopen文などのファイjレ指定を行う命令で＜ディレクトリパス＞を

省略した場合に対象となるテ‘ィレクトリのことです。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜ディレクトリパス＞は階層ディレクトリのパス（道すじ）を指定します。

＜ディレク卜リパス＞を指定した場合は、 その指定ディレクトリを新たな力

レントディレクトリとします。＜ディレクトリパス＞の最初に￥マークを指

定した場合は、ルートディレクトリからの指定になり、￥マークを省略する

と力レン卜ディレクトリより＜ディレクトリパス＞をたどり指定されたデ

ィレクトリにカレントディレクトリを変更します。

・カレントディレクトリのすぐ上のディレクトリへ力レントディレク卜リを変

更する場合は、＜ディレクトリパス＞に”．．”（親ディレク卜リ）を指定するこ

とができます。

・＜ディレクトリパス＞を省略した場合は、現在の装置（力レントドライブ）

を指定された＜装置名＞に蛮更します。

・＜装置名＞や＜ディレクトリパス＞をすべて省略した場合は、現在の装

置（力レントドライブ）のjレートディレクトリにカレン卜ディレク卜リを

変更します。

nHu 

n
k
u
 

円〆
ι



じ恒；］

撃考w

ch di r ”￥UTY¥COPY” 

力レントドライブのルートディレク卜リにあるUTYというディレク

トリ下のCOPYというディレクトリに力レントディレクトリを蛮更し

ます。

chdir "UTY¥COPY" 

カレントドライブのカレントディレクトリにあるUTYというディレ

クトリ下のCOPYというディレクトリに力レン卜ディレクトリを蛮更

します。

chdi r ”COPY" 

chdir 

カレン卜ドライブのカレントディレクトリ下のCOPYというディレク

トリヘカレントディレクトリを変更します。

カレントディレクトリを親ディ レク トリへ蛮更します。

ch di r ”B:UTY¥COPY" 

ドライブBの力レントディレクトリにあるUTYというディレク卜リ下

のCOPYというテ．ィレクトリにドライブBの力レントディレクトリを

変更します。

pwd$ ・一－ カレントディレクトリの階層を求めるシステム変数。（344ページ）
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MKDIR （メイクディレクトリ・ makedirectory) 
ディレクトリファイルを作成します。

［言E

ーー習
匝量日

［亙］

mkdir”〔〈装置名〉〕［〈ディレクトリパス〉］〈ディレクトリ名〉”

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4.mは1～8

mk. 

・新たなディレクトリを作成し、親ディレクトリにディレクトリファイルとし

て登録します0

・ ディレクトリファイルの消去はrmdirコマンドで行います。 killコマンドでは

消去できません0

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

＜装置名＞を省略すると現在の装置（カレン トドライブ）の指定になります0

．＜ディレクトリパス＞はディレクトリファイルを登録する親ディレクトリを

指定します。

＜ディレクトリパス＞の最初に￥マークがある場合はjレートディレクトリか

らパス（道すじ）をたどり、ぞれ以外の場合は、カレントディレクトリよりパ

スをたどります。

・＜ディレクトリパス＞の指定がない場合は、 chdirコマンドで設定されてい

る、力レントディレク卜リの指定になります。

・＜ディレクトリ名＞は＜装置名＞や＜ディレク卜リパス＞によって指定され

たディレク卜リ内に作成されるディレクトリファイルのファイル名を指定し

ます。

・新たなディレク 卜リ内には”．”とへ．”の2つのディレク トリ管理ファイルが作

成されます。”．．”は親ディレク卜リを管理するファイjレで、力レントディレ

クトリ内に、このファイルがある場合、 chdir" ..”とすると親ディレクトリ

ヘカレントディレクトリを移すことができます。”．”は自身のディレクトリを

管理するファイルです。

mkdir "ABC" 

カレントディレクトリ下にABCというディレクトリを作成します。
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参考cw

mkdi r ”￥ABC" 

ルートディレクトリ下にABCというディレクトリを作成します。

mkdir "¥ABC¥ABC1" 

jレートディレクトリにあるABCというディレク卜リ下にABC1とい

うディレクトリを作成します。

rmdir ディレク卜リファイjレの消去。（293ページ）

chdir …・ 力レントディレクトリの蛮更。（289ページ）
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RMDIR （リムーフテtイレクトリ・removedirectory) 
ディレクトリファイルを削除します。

［ミ；詞

画函

［主亙l

参考J.11'

rmdir”〔〈装置名〉〕〔〈ディレク卜リパス〉〕〈ディレクトリ名）”

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

rm. 

・ディレクトリファイjレの削除を行います。

・＜装置名＞を省略すると、現在の装置（力レントドライブ）の指定になりま

す。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜装置名＞を省略すると、現在の装置（力レンドライブ）の指定になります0

．＜ディレク卜リパス＞はディレクトリファイルが登録されている親テ．ィレク

トリを指定します。

＜ディレクトリパス＞の最初に￥マークがある場合はルートディレクトリ

からパス（道すじ）をたどり 、ぞれ以外の場合は、力レントディレクトリよ

りパスをたどります。

＜ディレクトリパス＞の指定がない場合は、chdirコマンドで設定されてい

る、カレントディレクトリの指定になります。

削除するディレクトリ内に’＼”と”．．”以外のファイルが残っていると削除で

きません。あらかじめ削除するディレクトリ内のファイルを消去しておく

必要があります。

mkdir －・・・田・ ディレクトリファイjレの作成。（291ページ）
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RUN 〈ファイル〉 （ラン）
指定ファイルを読み出し実行します。

ー三記

直面記

亙］副

run”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔， R〕

＜装置名＞…A:,B:, C：～J:, K:, L:, M: 

または、FDn:,HDm:, MEM:, COM 1 : 

nは1～，4、mは1～8

・指定されたプログラムをメモリ上に読み出し、実行します。 Cloadおよび

run) 

・BAS形式またはアスキー形式（DAT）のBASICプログラムファイルを指定し

た場合は、指定ファイルを見つけたあとに現在のプログラムを消去（new）し

て、指定ファイルを読み出し実行（run）します。したがって、指定プログラ

ムが見つからない場合は工ラーになり、現在のプログラムは消去されません。

ただし、＜装置名＞（こCOM1：が指定されている場合は、現在のプログラム

を消去します。

・アスキー形式のファイルを指定した場合、内容がBASICプログラムでない

ときはエラーとなります。

・＜装置名＞には、フ口、ソピーテ．ィスク ドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、RS-232Cインターフェイスがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM:, COM1：）で指定します。

・ファイjレの指定で＜装置名＞を省略した場合は、現在の装置（力レントドラ

イブ）の力レントディレク トリから指定ファイル名をさがします。階層ディ

レクトリでファイjレを指定する場合は＜装置名＞と＜ファイル名＞の聞

にディレクトリパスを指定します。

・＜装置名＞がCOM1：の場合は、アスキー形式のファイルとみなし、＜ファ

の指定を無視します。

なお、読み出しは lnlt℃OMn：”文で指定されたエンドコードにより終了し、

実行を開始します。
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「E

参考aw

・＜ファイjレ名＞で拡張子を省略した場合、 BAS形式のファイjレとみなしま

す0

・ Rを指定すると、現在openされているファイルをそのままにしてプログラ

ムをロード後、実行を開始します。

Rを指定しない場合はopenされているファイルをcloseします。

run ”日本語wp"

力レンドライブの力レントディレクトリ下の”日本語WP”というプロ

グラムを読み出して実行します。

run ”COMl:" 

・・・RS-232Cインターフェイスからプログラムを読み出して実行します。

load … プログラムの呼び出し。（296ページ）

run（コマン ド） 一一 プログラムの実行。（135ページ）

bload …－－ 機械語プログラムの読み込み。（301ページ）
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LOAD （ロード）
プログラムファイ）~をメモリに読み出します。

直言。

ー画司

直~

load ”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔， R〕

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

またはFDn:,HDm:, MEM:, COMl :, KB: 

nは1～4、mは1～8

lo. 

指定装置より 、BASICプログラムを読み出します。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、 RS-232Cインターフェイス、キーボードがあります。

それぞれ論理装置名 （A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM:, COM 1 :, KB：）で指定します。

＜装置名＞を省略した場合は、現在の装置（カレントドライブ）のカレント

ディレクトリから指定ファイjレ名をさがします。

階層ディレクトリでファイルを指定する場合は＜装置名＞と＜ファイjレ名

＞の聞にディレクトリパスを指定します。

・＜装置名＞としてKB：を指定すると、回キーを 2回続けて押すことにより

この命令は終了します。Cinit”KB：”参照）

また、＜装置名＞としてCOM1：を指定すると、アスキー形式のファイル入

力とみなし、 ＜ファイル名＞の指定を無視します。この場合、 init”COM：”文

で指定されたエンドコ ドによリこの命令は終了します。（Init”COM：”文参

照）

・＜ファイjレ名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略すると.BASが

設定されます。

＜ファイル名＞は”COMl：”と”KB：”以外の装置で・は省略て・きません。

指定されたファイルを見つけたあとにメモリ上のプログラムを消去（new）し

て指定ファイルを読み込みます。したがって、指定ファイルが見つからな

かった場合は、メモリ上のプログラムは消去されません。

・アスキー形式のファイルも読み込むことができますが、内容がBASICプ口

ク‘ラムになっていない場合は途中でエラーを出し、実行を中止します0

• Rを指定すると、プログラム読み出し後ただちに実行を開始します。

指定しない場合は、プログラム読み出し後ダイレク卜モードになります。
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Q[コ

参考rf:j'

load "A:AUTO-RUN.BAS” 

ドライブAの”AUTO-RUN.BAS＇’というファイル名のイすいたプログ

ラムを読み込みます。

save …… プログラムの記録。（299ページ）

bsave …－ 機械語プログラムの記録。（303ページ）
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LOAD* （ロードアスタリスク）
アスキーファイルをメモリに読み出します。

ー三E
~ 

亙1司

参考 fl'F

load＊”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”

lo.* 

・指定装置より、 list＊で作成したアスキー形式ファイjレを読み出します。

・＜装置名＞には、フロッピ ディスクドライブ、ハードテ．ィスクドライブ、

メモリディスクがあります。それぞれ論理装置名（A:,B:,C：～J:,K:, L:, M:) 

または物理装置名（FDn:,HDm:, MEM：） で指定します。

＜装置名＞を省略した場合は、現在の装置（力レントドライブ）の力レント

ディレク卜リから指定ファイル名をさがします。階層ディレクトリでファ

イルを指定する場合は＜装置名＞と＜ファイル名＞の聞にテ・ィレクトリパ

スを指定します。

・＜ファイjレ名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略すると、 .DAT

が設定されます。

・指定されたファイルを見つけたあとにメモリ上のプログラムを消去（new)

して指定ファイルを読み込みます。したがって、指定ファイルが見つから

なかった場合は、メモリ上のプログラムは消去されません。

list＊…  コメント行の装置記録。（145ページ）
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SAVE （セーブ・ save) 
プログラムを指定の装置に記録します。

ー亘

両

副

r A¥ 
save”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，｛ c ~〕

l p J 

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM:, COM1:.,CRT1: 

nは1～4、mは1～8

sa. 

・プログラムを＜装置名＞と＜ファイjレ名＞を指定して装置に記録します。

・＜装置名＞には、フ口、ソピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、 RS232Cインターフェイス、キーボードがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C；～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM:, COM 1 ：）で指定します。

＜装置名＞を省略すると現在の装置（カレントドライブ）の力レントディレ

クトリに登録します。階層ディレクトリのディレクトリ階層を指定する場合

は＜装置名＞と＜ファイル名＞の聞にディレクトリパスを指定します。

1つのディレクトリ内で同じファイjレ名を使うことはできません。

・＜ファイル名＞は拡張子を位けて指定します。

拡張子を省略すると.BASが設定されます。

• A,Cを指定すると、プログラムはアスキー形式（DAT）で記録されます。

Cを指定すると、行番号の前の空白を記録しないので、A指定より少ない領

域で記録できます。

＜装置名＞がCOM1:,CRT1：の場合はA,Cを指定してアスキー形式のファ

イルにしてください。

アスキー形式のファイjレの場合、拡張子を省略すると.DATが設定されます0

• pを指定すると、プログラムは保護形式で記録されます。

以後、このファイjレを読み出しでも、 listコマンドで内容を見たり、 editコ

マンドで内容を変更することはできなくなります。

なお、いったんPを指定して記録すると、これを解除することはできません

のでご注意ください。
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仁重コ

参考ll'F

sav e ”A:TEST.BAS" 

TEST. BASというファイル名でドライブAの力レントディレクト

リへ記録します。

save "B:WORK¥TEST",A 

TEST. DATというファイjレ名でドライブBのカレントディレクト

リにあるWORKというテ可レクトリ下にアスキー形式で記録しますo

save "COMl：”， A 

メモリ上のプログラムをアスキー形式でRS-232Cインターフェイス

に送出します。

bsave －… 機械語プログラムの記録。（303ページ）

load …… プログラムを読み込む。（296ページ）
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BLOAD （バイナリーロード・ binaryload) 
機械語プログラムを読み込みます。

ー三巴

ー雪司

直1司

参考王F

bload”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”〔，〈アドレス〉〕〔，R〕

＜装置名＞－・・A:,B:, C：～J:, K；，し；， M:

または、FDn:,HDm:, MEM:, COMl: 

nは1～4、mは1～8

bl. 

・ 指定された機械語プログラムをメモリ上に読み込みます。

読み込むエリアはあらかじめclear文によリ設定しておきます。エリアが確

保されていない場合はmemoryprotection error になります。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、 RS-232Cインターフェイスがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM:, COM1：）で指定します。

・＜装置名＞の指定を省略すると現在の装置（力レントドライブ）の力レント

ディレクトリのファイル名で指定されたファイjレを読み込みます。また、階

層ディレク卜リによりファイjレ指定を行う場合は＜装置名＞と＜ファイル名

＞の聞にディレクトリパスを指定します。

・＜アドレス＞は読み込みの開始アドレスを指定します。

くアドレス＞が指定されると、defseg文で指定されたセゲメントペースに

＜アドレス＞を加えた番地へプログラムを読み込みます。

・＜アドレス＞が省略されると、defseg文て‘指定されたセグメントベースの

先頭番地へプログラムを読み込みます。

def seg文によるセグメントベースの指定が無い場合は memoryprotection 

error（こなります。（defseg文参照）

・＜アドレス＞はO～65535の値で指定します。

• Rを指定するとプログラム読み込み後実行を開始します。

bsave …一 機械語ファイルの記録。（303ページ）

run＜ファイル＞ BASICや機械語のプログラムファイルのloadおよび

run。（294ページ）
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~ 10 rem －一一 BLOAD ---

20 clear &H400 
30 def seg=segptr(2) 
40 bloa d ”t est2",&HAOO 

・機械語プログラム領域を128KB確保し、領域の先頭から＆HAOO番地目ヘプ

ログラムを読み込みます。
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BSAVE （バイナリーセーブ・ binarysave) 
機械語プログラムを記録します。

ーE

軍軍司

直垂l

参考時

bsave”〔〈装置名〉〕（ファイル名〉”，〈開始アドレス〉，〈サイズ〉

＜装置名＞…A:,B:, C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM:, COM1: 

nは1～4、mは1～8

bs. 

• clear立て・設定している機械語工リアのプログラムをファイル名と開始アド

レス、サイズを指定しファイルとして登録します。ファイjレの形式はBIN形

式となります。

・＜装置名＞には、7口、ソピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、 RS-232Cインターフェイスがあります。

それぞれ論理装置名 （A:,B:, C；～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM:, COM1：）で指定します。

・＜装置名＞の指定を省略すると現在の装置（力レントドライブ）の力レント

ディレクトリに記録されます。階層ディレクトリのディレクトリ階層を指定

する場合は＜装置名＞と＜ファイル名＞の聞にテ・ィレクトリパスを指定しま

す。

・＜ファイル名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略すると.BINが

設定されます0

・ ＜開始アドレス＞が指定されると、 defseg文てー指定されたセク・メントベー

スに＜開始アドレス＞を加えた番地から記録します。

＜開始アドレス＞が省略されると、 defseg文て

スの先頭番地から記録します。

def seg文によるセグメントペースの指定が無い場合は memoryprotection 

errorになります。（defseg文参照）

・＜サイス．＞は記録する機械語プロク・ラムのバイト数を指定します0

．＜開始アドレス＞、 ＜サイズ＞はO～65535の値で指定します。

bload ・・・ ー 機械語ファイjレの読み出し。（301ページ）

run ＜ファ イル＞ BASICや機械語のブ口グラムフノフイjレのloadおよ

ひ1run。（294ページ）

内
〈
U

n
H
u
 

q
u
 



~ 10 rem －一一 BSAVE ---

20 clear &H400 
30 def seg=segptr(2) 
40 bsave "test2”，＆HAOO,&HlOO 
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MERGE （マージ）
プログラムを併合します。

ー三巴

（全雇］

［有司

仁亙］

参考正F

merge”〔〈装置名〉〕〈ファイル名〉”

＜装置名＞…A:,B:, C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM:, COM1: 

nは1～4、mは1～8

円l.

・メモリ上にあるプロゲラムに指定したプログラムファイルの内容を併合（合

成）します0

・併合できるプログラムファイルはBASとアスキー形式のものです。ただし、

アスキー形式のものでも、プログラムの書式が合っていないものは読み込

み途中でエラーが起こる可能性があリます。

・内容の併合はメモリ上のプログラムにプログラムファイルの内容が追加され

るようになり、追加する側の行番号が追加される側の行番号と同じであれば

結果は追加する側の内容になリます。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスク、RS-232Cインターフェイスがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM:, COM1：）で指定します。

・ ＜装置名＞を省略した場合は現在の装置（力レントドライブ）のカレントデイ

レクトリより指定ファイjレを読み出します。

・階層ディレクトリでファイルを指定する場合は＜装置名＞と＜ファイル名＞

の聞に＜ディレクトリパス＞を指定します。

・＜ファイル名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略すると.BASが

設定されます0

・＜装置名＞に”COM1：”を指定するとアスキー形式のファイルとみなし

＜ファイル名＞は無視されます。

merge "ABC” 

・現在メモリ上にあるプログラムにカレントディレクトリ下の”ABC”と

いうプログラムを併合します。

chain merge …… 指定プログラムを併合して実行する。（314ページ）
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~ 10 rem －一門ERGE---
20 for N=l to 5 
30 read KIND$(N),PRICE<N) 
40 print KIND$(N),PRICE<N) 
50 next 
回 e吋

伺 rem---DATA ---
70 data”トマト”，180
泊 data”きゅうり’＂ 1朗
湖 data”キャベツ’＂2朗
1朗 data”レタス”，220
110 data”大根”，160
120 end 
merge "I)'.HA" 
ac 
I ist 

10 rem －－－町民E---
20 for N=l to 5 
30 read K!ND$(N),PRICE(N) 
40 print K川崎（N),PRICECN)
50 next 
伺 rem---DATA ---
70 data”トマト” 180
切白ta”きゅうり”，100
00 data”キャベツ”，2t狗
1朗 data”レタス” 2泊
110 data”大根”，160
120 end 

ac 
・”DATA”のプログラムをテ．ィスクにセーブした後、”MERGE”のプログラムに

merge命令によってディスク上の”DATA”のプログラムを併合し、 1本のプ

ログラムにします。
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[KILL （キル）
｜ファイルを消去しますo

－亙

画
一
両

仁E

kill”〔〈装置名〉〕（ファイル名）”

kill all”〔〈装置名〉〕〔〈ディレクトリ名〉〕”

(1) 

(2) 

＜装置名＞…A:,B:,C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

kil. 

指定されたファイルを消去し登録を抹消します。

・（書式1）を使用すると指定されたファイルのみを消去し、（書式2）を使用す

ると指定されたディレク卜リ内のファイルすべてを消去します。

・＜装置名＞には、フ口、ソピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・ ＜装置名＞の指定を省略すると現在の装置（力レン トドライブ）の力レント

ディレクトリの＜ファイル名＞で指定されたファイjレを消去します。また、

階層ディレクトリによりファイル指定を行う場合は＜装置名＞と＜ファイ

ル名＞の聞にディレクトリパスを指定します。

・＜ファイル名＞は拡張子を柑けて指定します。拡張子を省略することはで

きません0

・＜ファイル名＞にワイルドカードを使用できます。

（ワイルドカードについてはfiles/lfilesコマンド参照）

・指定されたファイjレが存在しない場合はエラーとなリます。

・指定されたファイjレがオープンされている場合はエラーとなります。

・指定されたファイルがプロテク卜されている場合は消去されずにエラーとな

リます。 setコマンドによりあらかじめプロテクトをはずしておく必要があ

ります。

・ディレクトリ管理ファイルはこのコマンドでは消去できません。（rmdir)

kill "TEST.BAS” 

力レントドライブの力レントディレク卜リ下のTEST. BASという

ファイルを消去します。

円，，nH
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参考[fp'

kill "B:¥DRC¥TEST.BAS" 

ドライブBのjレートディレク卜リ内のDRCというディレクトリ下の

TEST. BASというファイjレを消去しますD

kill all " B：” 

ドライブBの力レントディレクトリ下のファイjレすべてを消去しますo

kill al 1 ”￥DRC" 

力レントドライブのjレートディレクトリ内のDRCというディレクト

リ下のファイルすべてを消去します。

kill all 

カレントドライブの力レントディ レクトリ下のファイルすべてを消去

します。

set ファイルのプロテク卜を設定する。（311ページ）

ディレク卜リファイjレの消去。（293ページ）「打id1r
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NAME （ネーム）
ファイルの登録名を愛更します。

ー豆］

唾E

逼~

［亙コ

name”〔〈装置名〉〕〈ファイル名）”as”〈新ファイル名〉”

＜装置名＞…A:,B:,C；～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

na. 

・＜装置名＞の指定ファイルを＜新ファイル名＞で登録します。

・＜装置名＞には、フロッピーテ．ィスクドライブ、ハ ドディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜装置名＞を省略した場合は現在の装置（力レントドライブ）の力レントディ

レクトリ内で指定ファイルをさがします。

・階層ディレクトリによリファイル指定を行う場合は、＜装置名＞と＜ファ

イル名＞の聞にディレクトリパスを指定します。

・＜ファイル名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略することはで

きません0

・＜ファイル名＞と＜新ファイル名＞を同じファイル名にすることはできませ

ん。

・プロテクトとしてあるファイルに対して行った場合は、エラーになります。

あらかじめsetコマンドによりプロテクトをはずしておく必要があリます。

(set文参照）

name ”T EST 1. BAS” a s "TEST2.BAS” 

力レントドライブの力レントディレクトリにあるTEST1というファ

イルをTEST2というファイル名に蛮更します。

name "A:TESTl.BAS" a s ”T EST2.BAS" 

ドライブAのカレントディレクトリ下のTEST1というファイルを

TEST2というファイル名に蛮更します。

name ”A:DRC¥TEST1.BAS” a s "TEST2.BAS" 

ドライブAのDRCというディレクトリ下のTEST1というファイルを

TEST2というファイル名に変更します。

nHU 

nHu 

nべU



参考け set ...... ファイルのプロテクトを設定する。（311ページ）
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SET （セット）
ファイルにプロテクトをかけます。

ー亘

直］副

I”P”1 
set”〔〈装置名〉〕（ファイル名〉九 ~ t 

I”P”1 
set ~ （ファイル番号〉，｛ ｝ 

＜装置名＞…A:,8:,C：～J:, K：，し：， M:

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1～8

）
 

－－－－ （
 

(2) 

・ファイjレを誤操作によって消去したり 、書き換えてしまうのを防ぐために

ファイルごとにプロテクト（書き換え禁止）をかけることができます。ファ

イル指定のあとに文字データとして”P”を指定するとそのファイjレはプロテ

ク卜状態になり、 filesコマンドによるファイル表示のときに、目的表示のあ

とに＊を表示します。

・プロテク卜されたファイルに対しては次の操作を禁止します。

killコマンドによる消去。

nameコマンドによる名前の変更。

open”A”または”O”によるファイルへの書き込み。

ランダムアクセスファイルへの書き込み。（open”R”時のput#)

以上の操作を行うとwriteprotect error(こなります。

・プロテクトの解除はファイル指定のあとに””を指定します。

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,8:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜装置名＞の指定を省略すると現在の装置（力レントドライブ）のカレン卜

ディレクトリで＜ファイル名＞で指定されたファイルをさがします。また、

階層ディレクトリによりファイjレ指定を行う場合は、＜装置名＞とくファイ

ル名＞の聞にディレクトリパスを指定します。

・＜ファイル名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略することはでき

ません0

・書式（1)で指定すると、ファイルそのものを書き換え禁止にしますが、書式

( 2）で指定すると、そのファイルがopenされている閏だけ書き換え禁止に

します。
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参考防

se t ”ABC.BAS”，”P” 

力レントディレクトリ内の7ァイル名が”ABC.BAS”のファイルにプ

ロテクトをかけます。

attr$ …・ ファイjレのプロテクト状態を調べる関数。（336ページ）
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VERIFY ON/OFF （ベリファイオン／オフ）
フロッピーディスクへの書き込みチェックを指定します。

ーC~l

ー竪；！

直垂］

［亙コ

f on l 
verify l off J 

ve. 

・フ口、ソピーテ．ィスクへの書き込みを行った後に、書き込んだデータを読み出

してチェックを行うかどうかを指定します。指定をonとするとチ工、ソクを

行い、。行とするとチ工、ソクを行いません。

• BASIC起動時は起動直前の設定と同じになっています。

・書き込みを行ったあとにチェックを行うことをリードアフターライト

(read after write）といいます。

verify on …ぃ 以後リードアフターライトを行います。

313-



ファイルステートメント・関数 ｜ 

CHAIN （チェイン）
現在実行中のプログラムから指定プログラムファイルを読み出し実行します。

ー三司

［三重量］

［瓦E

[_ ＿~tlコ

chain 〈ファイル指定〉〔，〈実行開始行〉〕〔， all〕

chain merge （ファイル指定〉〔，〈実行開始行〉〕〔，all〕〔， delete 〈削除範囲〉〕

cha. 

• chainは、現在実行中のプログラムを消去して、指定プログラムファイルを

読み出し実行します。

・＜実行開始行＞は、指定プログラムを読み込んだあとに実行を開始する行を、

行番号で指定します。省略した場合はプログラムの最初から実行します。な

お、省略する場合はカンマ（，）も含めて省略してください。

• allは呼び出したプログラムにすべての蛮数や配列を引き渡すときに指定し

ます。指定がない場合はすべての変数や配列は消去されますが、common

文で指定されている変数や配列は消去しません。

• chain mergeは現在のプログラムを消去せずに指定ファイルを現在のプロ

グラムに併合します。この場合はdeleteの指定によって、あらかじめ現在の

プログラムの一部を消去しておくことができます。

＜削除範囲＞の指定は＜開始行＞一＜終了行＞て・deleteコマンドと同じです0

．＜ファイル指定＞は次の書式の文字列型データで指定します。

’〔＜装置名＞〕〔＜ディレクトリパス＞〕＜ファイル名＞”

＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードテ・ィスクドライブ、

メモリディスク、RS232Cインターフェイスがあります。

それぞれ論理装置名 （A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名（FDn:,

HDm:, MEM:, COM1：）で指定します。

・＜ディレクトリパス＞は階層ディレク卜リのパス（道すじ）を指定します。

(chdirコマンド参照）

・＜ディレクトリパス＞の指定を省略すると、 chdirコマンドで設定されてい

る力レントディレクトリ内でのファイル指定になります。

・＜ファイル名＞は拡張子を的けて指定します。拡張子を省略すると.BAS

が設定されます。

100 chain "ABC", all 

変数や配列を消去せずにカレントディレクトリ内の”ABC”のプログ

ラムを読み出し、プログラムの最初より実行を開始します。

-314-



参考w merge …… プログラムの併合。（305ページ）

common －－－－共通変数の定義。（316ペジ）
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COMMON （コモン）
共通変数の定義を行います。

ーョ
直面司

直E

仁百」

参考豚

common ＜変数名〉〔パ変数名〉〕

com. 

• chain文の実行を行ったときに、次のプログラムヘ引き渡す変数や配列を

定義します。次のプログラムへ移ったとき、この命令で定義した変数や配列

は、消去されずそのままの蛮数名や配列名で値が残ります。

－＜蛮数名＞に配列蛮数を指定する場合は、配列名の後に（）を伺けます。

• chain文て、はcommon文で指定されている変数や配列を残すか、またはすべ

ての変数や配列を残すかの選択ができます。

common A,B$,X() 

変数Aと8$、配ヲIJX( ）を共通変数として定義します。

chain …… 新しいプログラムを読み出し、実行する。（314ページ）
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OPEN （オーブン）
データファイルの操作を開始します。

ーE

直面目

［亙E

（”！”，非（ファイル番号〉，〈ファイル指定〉

｜”0”，＃〈ファイル番号〉，〈ファイル指定〉

open ~ ” A ”，＃〈ファイル番号〉，〈ファイル指定〉

！”R九非〈ファイル番号〉，〈ファイル指定）

いC”，＃〈ファイル番号〉，〈ファイル指定〉

〔，〈レコード長〉〕

op. 

・データファイルのアクセスを開始するために、ファイルに＜ファイル番号＞

を割り当てます。1,0,A,R,Cはアクセスの形態を指定します。

”l”（Input) シーケンシャjレアクセスファイjレの読み出しを開始します。

フロッピーディスク，ハードディスク，メモリディスク

, RS-232Cインターフェイス，キーボードの装置に対して可

能になります。

”O吋Output) …シーケンシヤjレアクセスファイjレの作成（書き込み）を開始し

ます。

フロッピーディスク，ハードディスク，メモリディスク

, RS-232Cインターフェイス，プリンタ，CRTの各装置に対し

て可能になリます。

”A”（Append) …すでに作成されているシーケンシャルアクセスファイルに対

して追加書き込みを開始します。

フロッピーディスク，ハードディスク，メモリディスクの各装

置に対して可能になります。

”R”（Random) …ランダムアクセスファイルの操作を開始します。

フロッピーディスク，ハードディスク，メモリディスクの各装

置に対して可能になります。

C” …RS-232Cインターフェイスに対してシーケンシャルアク

セスファイルの読み出しと書き込みを開始します。

・＜ファイル番号＞は1～127の整数値を指定します。これはファイルの操作

に関する領域を割り当てることになり、 以後のデータのアクセスはこの番

号を指定します。

ファイル操作の終了はclose文によって行い、割り当てた領域を解放します。

したがって使用途中のファイjレ番号（openて・指定してcloseされていない）

をほかのファイルに割り当てることはできません。

-317-



参考!IF

§ ]  

・ ＜ファイル指定＞は次の書式の文字列型データで指定します。

’〔く装置名＞〕〔くディレクトリパス＞〕くファイル名＞”

・＜装置名＞はA:,8:, C：～J:, K:, L:, M：の論理装置名またはFDn:,HDm:, 

MEM:, COM1:, CRT1:, LPT:, KB：の物理装置名で・指定します。

・＜ディレクトリパス＞は階層ディレクトリのパス（道すじ）を指定します。

(chdirコマンド参照）

・＜ディレクトリパス＞の指定を省略すると 、chdirコマンドで設定されてい

る力レントディレクトリ内でのファイル指定になリます。

・＜ファイjレ名＞は拡張子を伺けて指定します。拡張子を省略すると.DAT

が設定されます0

・ LPT:,COM1:, KB：の各装置の＜ファイル名 ＞は無視されます。また、

COM1：の通信機能の設定はinit”CO Mn：”文で行って下さい。

・＜レコード長＞は、ランダムアクセスファイルの1レコ ドのバイト数を 1

～2048までの値で指定できます。

・くレコード長＞の省略時は256バイトが1レコー ドになります。

・＜ファイル指定＞を”CRTl: CG”としてopen”O”を実行した場合、画面にコ

ントロールコードを実行せずに表示します。

print# (321ページ）print# using (323ページ） write # (325ページ）

シーケンシャjレアクセスファイルの書き込み。

Input# (324ページ）， line input# (326ページ）

シーケンシャルアクセスファイjレの読み出し。

put# (329ページ），get# (330ページ）

ランダムアクセスファイルの読み書き。

close －…・・ ファイル操作の終了。（320ページ）

10 rem - OPEN ar吋江瓜E一一
20 open”O",fl, "SEOQlJ'.I.凶T”
30 print fl，”k e n j in 
40 pr i nt fl' n l. 8歳”
50 print fl，”男性”
関 printu. nオートパイ，パソコン”
70 pr int fl' "y a s u 0 n 

80 print :Jl, "2 4歳”
!:x3 pr! nt fl , ＂男性”
100 print tl, nゴルフ，スキー”
110 close fl 
120 er吋
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－左側のプログラムを実行して作った”SEQDUM.DAT”というファイルに記

録されているデータを読み込み、表示します0

・ファイルの終わりが検出されるとファイルをcloseし、終了します。

-319-



（クローズ）CLOSE 
ファイル操作を終了します。

恒三回

逼哲司

直~

仁王］

参考!J'F

close 〔＃（ファイル番号〉〔，＃〈ファイル番号〉〕…〕

clo. 

• open文て‘オープン（開始）されたファイルの操作を終了します。

・ファイjレ番号は裡数指定することができ、指定しない場合はオープンされて

いるすべてのファイルの操作をクローズ（終了）します。

• open支の”O”，”A”，”R”，”C”でファイjレオープンをして、書き込みを行った

場合は、この命令で終了しないと正常に登録されません。

• end文を実行すると自動的にこの命令の機能が行われます。

1000 close ...... 全てのオープン中のファイル操作を終了します。

open ・・・・・・ ファイル操作の開始。（317ページ）
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PRINT # （プリントシャーブ）
オーブンしたファイルヘデータを書き込みます。

［~~ 

冠雪司

［喧亘

仁王l

参考w

print非〈ファイル番ロ） （『 タ〉〔 ［; 1 （データ〉〕・・可，ァ － l,J 

p. # ? # 

• open”0”，1”，”R”，または”C”の指定でファイルオープンを行ったのちフア

イル操作開始時の＜ファイJレ番号＞を指定してデータを書き込みます。

・書き込むデータに対する注意はprint文と同じです。

・数値型のデータは値が正の場合1個のスペース、 負の場合はマイナス（ー）記

号を｛すけ、最後に1個のスペースを伺けます。

・句切り記号に”，”を使用すると間隔があきます。詰めて書き込む場合は句切

り記号として”；”を使用してください。

この命令の最後が＜データ＞で終了している場合は改行コード

(&HOD&HOA）が伺加され、句切り記号（，または；）となっている場合は改

行コードは柑加されません。

・文字列型データもそのまま書き込まれますので、文字コードが＆H20より小

さなコードを書き込んだ場合は、データ入力時に正常に入力できないこと

があります。特lこ＆H0 Dは改行コードとして入力時のデータ句切りになリ

ます。

・くデータ＞をすべて省略すると、改行コードのみを書き込みます。

1020 print #l,A 

ファイル番号 1番に割リ当てられているファイルに蛮数Aの内容を書

き込みます。

input# (324ペジ）.line input# (326ページ）

書き込んだデータの読み出し。
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~ 盟問－－－ PRIN'U ---
open "O". Jl, "PRTIU'1'' 

30 for 1=1 to 3 
40 read HI附El$,T州問
50 print U,Hll't1El$,T州問
60、nextI 
70 close n 
80 print ”品名 単価”：pr:int 
~ 0問 n"I”:U."PRIDJ1" 
100 for 1=1 to 3 
110 input U,HYCllJI$ 
120 print HY即JI$
130問 xtI 
140 close t1 
150 e吋
1関 data’γィスグ’，5伺
1市 dataγィス7°1!1'”，128000
180 daLa’γリ〉ゲ’，8殴矧3

run 
品名 単価

ディスク 5開
ディスアレイ 128吸殉
7• リオ 服籾
ac 

• print ＃命令で”PRTDUM”というシーケンシャルファイルにデータを書き込

んだ後、読み出し表示します。
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PRINT特USING（プリントシャープユージング）
書式設定をしてファイルに書き込みます。

~ 

ー唾司

冠王副

参考(lff

E~ 

p州 非〈ファイル番号）， usi時〈書式〉；〈デ一川：｜〈データ〉〕

p.非us. ? #us. 

・シーケンシャルアクセスファイルに対する書き込みにおいて書式設定をした

書き込みを行います。

・指定する書式はprintusing文と同じで、 画面に表示されるものと同じよう

に書き込みが行われます。

・書き込むデータに対する注意はprint＃文と同じです。

print using －… 書式指定をして画面にデータを表示する。（177ページ）

10 rem --- print # using ---
20 open "O”，＃L ”TESTDT2.DAT” 
30 for A=l to 10 
40 print using ”算書＃＃”： A,A*A
50 print #1,using ＂＃＃＃＃”； A,A*A 
60 next 
70' close #1 
80 ’ このデータは line input ＃のサンプルで
90 ’ ファイル名を変更することにより

100 ’読み出すことができます
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INPUT枠 （インプットシャープ）
オープンされたファイルよりデータを読み出します。

［書式］

｜省由形J

［亙~－

~ 

input ＃〈ファイル番号〉，〈変数〉〔，〈変数〉〕…

し＃

• open文で”！”，”R”または”C”の指定でオープンされたファイルからデータを読

み出し、変数に代入します。（open文参照）

・＜蛮数＞に数値蛮数名を指定すると、ファイルから読み出したデ タに力ン

マ（，）、 空白、復帰改行コードが現れると 、データの句切りとみなします。

ただし、データの先頭に空白がある場合は句切りとみなしません。なお、読

み出したデータが数値でない場合はエラーとなります。

・＜変数＞に文字変数名を指定すると 、ファイjレから読み出したデータに力ン

マ（，）、復帰改行コードが現れると、データの句切りとみなします。

ただし、ダブルクォーテ ション（”）で固まれた文字列を 1つの立字列とし

て扱いますので、カンマがダブルクォーテーションで固まれた文字列中にあ

る場合は句切りとみなしません。

なお、ダブルクォーテーション自体はデータとして入力されません。

・句切り記号が見当たらない場合は、255文字巴のあとに句切りがあるものと

します0

・この命令は画面を使って入力を行うinput文が、ファイルからの入力となっ

たものとみることができます。

10 rem －一一 input # 
20 ope n ”l",#1,"TESTDTl.DAT” 
30 for A=l to 10 
40 input #1.X.Y 
50 print X.Y 
60 next 
70 close #1 
80 ’ write ＃のサンプルのデータを読み出せます
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WRITE # （ライトシャープ）
オーブンしたファイルヘデータを書き込みます。

直記

直面記

匡言己

η一一也

write非（ファイル番号）同ーの〔 （：）（データ）〕 〕

w.# 

• open”0”またはopen”A”，”R”によりオープンされているファイjレに対し

て、画面表示のwrite文と同形式でデータを書き込みます。

・句切り記号の力ンマ（，）とセミコロン（；）は同じ機能で間隔をあけずに書き込

みます0

・文字列型のデータはダブルクォーテーション（”）で固まれます0

．データとデータの聞は力ンマを伺けて書き込みが行われます。

・ファイル番号に続くすべてのくデータ＞を書き込んだあとに改行コードを書

き込みます。また、 くデータ＞をすべて省略した場合は己主行コードのみを書

き込みます。

・この命令の最後を句切り記号で終了させることはできません。この命令の最

後は必ずデータにしてください。

10 rem --- write :It 
20 open "O”，＃l，”T ESTDTl.DAT" 
30 for A=l to 10 
40 write A.A事A
50 write #1.A.A・A
60 next 
70 close #1 
80 ’ このデータは inpu t 緯 line inpu t 帯

90 ’のサンプルで読み出せます
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LINE INPUT特 （ラインインフ。ットシャーブ）
ファイルより行単位でデータを入力します。

［主主l

［一言日

唖；

［~~｝~］ 

line iciput林（ファイル番号〉，〈文字列型変数〉

lin. i. # 

• open”l”， R＇＇，”C”によりオープンされたファイルからデータを行単位で読

み込みます0

・ファイルに書き込まれているデータの中で改行コード（＆HODまたは

&HOD, &HOA）を句切リとして＜文字列型変数＞に入力します。句切り記号

が見当たらない場合は255文字国のあとに句切りがあるものとします。

10 rem －一一 line input # －一一
20 open " I”，＃ 1,"TESTDTl.DAT" 
30 for A=l to 10 
40 line input #l,X$ 
50 print X$ 
60 next 
70 close #1 

80 ’ w rite# print# usin g のサンプルの
90 ’ データを読み出せます
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FIELD （フィールド）
レコードバッファに愛数を割り付けます。

ー亙
［空き司

直面

［互］

参考w

field特（ファイル番号），（フィールド長） as （文字変数）〔，（フィールド長） as （文字変数）〕…

fie. 

・ランダムアクセスファイjレをアクセスするときに使用する蛮数を定義します。

ランダムアクセスファイjレは1レコードのレコードバッファを介してデータ

を読み書きします。このレコードバッファをどのように変数に割り伺けるか

を設定します。＜フィーjレド長＞で1つのく文字蛮数＞に割リ当てるパイ卜

数を指定します。＜ファイル番号＞は open”R”文でファイjレオープンされ

たときの番号になリます。

1 つのレコード内ではフィールド長の合計力·~open ”R”文で設定されたレコー

ド長をこえない範囲でいくつでも設定できます。

・この命令によリランダムアクセスファイjレ用に割リ位けられた蛮数を入力文

(input, read, devi$支など）の入力変数として使用したリ代人文の在辺に使用

した場合は、フィ ルドの割リイオけが無効となり、通常の文字蛮数として扱

われます。field文て＊指定された麦数にデータを設定するにはIset文やrset文

で行います。

・同じくファイル番号＞を使用して1つのレコー ドに重複してフィ ルド蛮数

を割り付けることができますが、同じ変数名であとから指定された場合は、

ぞれまでの割リイオけが無効になります。また、 くファイjレ番号＞が異なって

いても同じ変数名を使用すると、同じ蛮数名を使用している以前の割リイオけ

が無効になリます。

field #1,2 as A$,5 as 13$,8 as C$ 

ファイル番号1番のレコードバッファのうち、 2バイトをA$,5バイト

をB$,8バイトをC$に割り当てます。

lset/rset …一 レコードバッファにデータを書き込む。（331ページ）
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・ランダムファイjレをopenし、 field命令でそれぞれのデータの大きさを定義

した後、商品名は左づめで、仕入値と売リ値はいったん文字列データに歪

換した後右づめで記録します。

・一番目のプログラムで記録したファイルをopenし、データを読み込みます。

このとき、文字列データで記録されている仕入値と売り値を再び実数型の

データに変換します。ファイルの終わりが検出されると、終了します。
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PUT # （プットシャープ）
ファイルヘデータを書き込みます。

ーー］
直~

~ 

put tt （ファイル番号〉〔，（レコード番号〉〕

・＜ファイjレ番号＞て・指定されたファイルにデータを書き込みます。

・指定されたファイル装置がフ口、ソピーディスクドライブ、ハードディスクド

ライブ、メモリディスクの場合は、＜レコード番号＞で指定したレコードへ

1レコード分のデータを書き込みます。

＜レコード番号＞は 1～65535の値で指定し、省略するとそれ以前にget#

文またはput＃文て‘指定されたレコードの次のレコードへ書き込まれます。
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GET # （ゲットシャープ）
ファイルからデータを読み出します。

ー三副

画至］

get :j:I: （ファイル番号〉〔，〈レコード番号〉〕

・＜ファイjレ番号＞て’指定されたファイル中のデータを読み出します。

・指定されたファイル装置がフロッピーディスクドライブ、ハードディスクド

ライブ、メモリディスクの場合は、＜レコード番号＞で指定したレコードか

ら1レコード分のデータを読み出します。

＜レコード番号＞は 1～65535の値で指定し、省略するとそれ以前lこput＃文

またはget＃文で指定されたレコードの次のレコ ドが読み出されます。

[!i~ 10 rem --- get # －一ー
20 open "R”，＃1，＂名簿”， 32
30 f iel d 韓1,20 as 名前$， 5 as 年令事
40 input ＂番号を入力（ 1-10 end->999) ”， N 
50 print 
60 if N=999 then 110 
70 get #1.N 
80 print N；名前$；年令S
90 print 

100 goto 40 
110 clos e 韓1
120 ’ pu t持のサンプルのデータを読み出せます
130 ’ 999を入力すると終了します
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LSET （レフトセット・ leftset) 
RSET （ライト．セット・ rightset) 

レコードバッファにデータを書き込みます。

ー豆l

直再1

~：面

参考u

~ 

lset （フィールド変数〉＝〈文字列型データ）

rset （フィールド変数〉＝〈文字列型データ〉

Is. rs. 

• field文でレコードバッファに割リ柑けられている変数にデータを書き込む

場合は、 rset文またはIset文により行います。Iset文は左詰め、 rset文は右詰

めでデータを書き込みます。

・書き込む＜文字データ＞がfield文て・指定されている変数の長さより短い場

合は、残りの部分にスペースが書き込まれます。また、データが長い場合は

長い部分を切り捨てます。

open”R” ・ー ランダムアクセスファイルのオーフン。（317ページ）

put ~ ・・・・・ ランダムアクセスファイルのデータ書き込み。（329ページ）

get:tJ: ・・・・ ランダムアクセスファイルのデータ読み出し。（330ページ）

field －… レコードパ、ソファに蛮数を割リ伺ける。（327ページ）
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ファイノレ出力終了

1番目に入力した文字列をIset命令で左づめにデータを設定し、2番目に入

力した文字列をrset命令で右づめにデータを設定してファイルに記録しま

す。記録したデータを再び読み出して表示します。
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関数

MKI$ （メイクインテジャーダラー・ makeinteger$) 
MKS$ （メイクシングルダラー・ makesingle$) 
MKD$ （メイクダブルダラー・ makedouble$) 

数値データを内部表現に対応した文字列に愛換します。

ー豆l mki$( （整数型データ））

mks$( （単精度型データ〉）

mkd$( （倍精度型データ〉）

画ヨー ・数値データを内部表現に対応した文字列データに変換して返します。結果の

文字長は整数型が2、単精度型が5、倍精度型が8バイ トになリます。

・ランダムファイjレへのデータの書き込みで、Iset文やrset文て‘レコードパッ

ファにデタを書き込むとき、そのデータは文字列型である必要があります。

このため、数値型データを書き込むときは、mki$、mks$、mkd$を使用し

て文字列型データに蛮換します。
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関数

CVI （コンバートツーインテジャー・ convertto integer) 

CVS （コンパートツーシングル・ convertto single) 
CVD （コンJ＼ートツーダブル・ convertto double) 

内部表現に対応した文字列データを数値データに愛換します。

［字二重］ cvi ( (2文字の文字列式〉）

CVS ( (5文字の文字列式））

cvd ( (8文字の文字列式〉）

匡型］ ・内部表現に対応した文字列デ タを数値データに変換して返します。

・それぞれの＜文字列式＞の長さは内部表現に合っている必要があリます。

• get＃文でランダムファイルからレコードパ、ソファにデータを読み込むとき、

そのデータは文字列型になっています。このため、文字列型に蛮換して書き

込んでいた数値データを数値型データとして読み込むときは、 cvi、CVS、

cvdを使用して数値型データに変換します。

回目 10 rem --- cvi cvs cvd ---
20 open "R",#1,"RNDDT.DAT",32 
30 field #.1,2 as A$,2 as B$,5 as C$ 
40 for A=l to 10 
50 get #1,A 
60 X=cvi(A$) 
70 Y=cvi(B$) 
80 Z=cvs(C$) 

90 print X.Y.Z 
100 next 
110 close #1 

120 ’ mki$ mks$ mkd S のサンプルのデータを
130 ’読み出せます
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DEVO$ （デバイスアウトダラー・ deviceout$) 
指定の装置へ1レコードのデータを書き込みます。

~~］ 

極五］

参考帥

devo$”〈装置名〉”，〈レコード番号〉，〈文字列型データ〉，〈文字列型デー

タ〉

＜装置名＞－・・FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1（物理番号）

・ランダムアクセスが可能な装置へレコード単位でデータを書き込みます。

書き込み位置の指定は、＜レコード番号＞により指定します。

＜装置名＞には、 FDn:,HDm:, MEM：があります。なお、この場合ハード

ディスクドライブは物理番号指定となリます。

＜レコード番号＞はO～65535の値で指定します。

・書き込むデータは128バイトの文字列型変数2つで指定します。

この命令はファイル名で指定するようなBASICで管理された書き込みでは

なく、直接装置内の記録をアクセスします。不用意に使用するとファイル

の内容が変わってしまったり、ファイル管理をしている部分を破壊するお

それがありますので注意が必要です。 （特にファイル管理部分が破壊された

場合、そのときは見かけ上正常でもあとで記録された容量が増えてきたとき

などに異常が発生することがあります。）

devi$ ..... 1レコードの読み出し。 （335ページ）

-334-



DEVI$ （デバイスインプットダラー・deviceinput$) 
指定の装置より1レコードのデータを読み出します。

ー三司

~到

逼E

de vi$”〈装置名〉九〈レコード番号〉，〈文字列型変数〉，〈文字列型変数〉

＜装置名＞…FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4,mは1（物理番号）

dev. 

・ランダムアクセスが可能な装置からレコード単位でデータを読み込みます。

読み出し位置の指定は、＜レコード番号＞により指定します。

・＜装置名＞には、FDn:,HDm:, MEM：があります。なお、この場合ハード

ディスクドライブは物理番号指定となります。

・＜レコード番号＞はO～65535の値で指定します。

・読み出したデータは2つの文字列型蛮数lこ128バイトずつ代入されます。

参考1J.F devo$ …… 1レコードの書き込み。（334ページ）
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関数

ATTR$ （アトリヒ、ュートダラー・ attribute$)
ファイルの属性を調べます。

［五亙］ a伐r$(（ファイル指定）〉

州市（〔＃〕〈ファイル番号〉）

( 1 ) 

(2) 

［動 ］

直亙

att. 

・指定されたファイルの属性を調べる関数で、結果は文字列型データとなりま

す。

・ファイjレの属性に応じて、次のような結果となります。

”P”：指定されたファイルがプロテク卜（書き換え禁止）状態である。

”（ 1個のスペース）：指定されたファイルは書き換え可能である。

”E”：指定されたファイルが保護形式である。

Null（空文字）：指定されたファイJレが存在しない。

・＜ファイル指定＞は次の書式の文字列型データで指定します。

”〔く装置名＞〕〔くディレクトリパス＞〕くファイル名＞”

・＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名（A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜ディレクトリパス＞は階層ディレク トリのパス（道すじ）を指定します0

．＜ディレク卜リパス＞の指定を省略すると、chdirコマンドで設定されてい

る力レントディレクトリ内でのファイル指定になります。

・＜ファイル名＞は、拡張子を伺けて指定します。＜ファイル名＞および拡

張子を省略することはできません。

・ファイル番号はopenされているファイル番号を指定します。

指定された＜ファイル番号＞のファイjレがopenされていない場合はエラー

が発生します。

・プロテク卜状態の変更はset文を使用します。（set文参照）

保護形式を解除することはできません。

参考:JF set －ー ファイjレのプロテク卜を設定する。（311ページ）

save…… ファイルを保護形式で記録する。 (299ページ）
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~ 10 rem一一向TI随一一
20 print "'AπE酬．郎’の属性を表示します。”
30 gosゆ車CHECK
40 Print 
田 print"'ATIRM.郎’にプロテクトをかけます。”
伺 set”向廿'RIX川.BAS”．？”
70 gosuh車CHECK
80 print 
90 Print ”’向甘R臥州.BAS’のプロテクトをはずします。”
1伺 set”向廿R臥'1.附，，，，，
110 gosub車CHECK 
120 e吋
130車CHECK
14B師事＝attr$（哨πE臥'1.膨おっ
150 if AT$="" then print”そのファイルはありません。”
160 if AT$＝”” then print ”このファイルにはプロテクトはかかってません。
170 if AT$="P”then print ”このファイルにはプロテクトがかかフてます。 h

l羽 return
run 
’何時 dummy’の属性を示します。
このファイルにはプbテクトはかかってません。

’A1寸R$dummy’にプロテクトをかけます。
このファイルにはプロテクトがかかってます。

’ATIR$ dummy’のプロテクトをはずしますi
長のフ 7イルにはプロテクトはかかって計ん。

このプログラムを実行する前に簡単なプログラムを”ATTRDUM.BAS”とい

うファイル名で記録してください。

・ファイルにプロテク卜をかけたりはずしたりしながら、 a町Sでファイルの

属性を調べます。
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関数

EOF （エンドオブファイル・ endof file) 
ファイルの終りであるかどうかを調べます。

直三司

直3副

ヨコ

eof （〔＃〕〈ファイル番号〉）

・＜ファイル番号＞でオープンされているファイルのデータを最後まで読み

取ったかどうかを調べる関数です。

・結果は数値でファイルエンドであれば－1、ファイルエンドでなければOを返

します0

・オープンしたファイルの装置名がフロッピーディスク，ハードディスク，メモ

リディスクでシーケンシャjレファイルアクセスファイjレの場合は、記録され

た最後のデータを読み取ったときにこの関数の値が－ 1になります。

ランダムアクセスファイjレの場合は、記録されている最大レコード番号以上

のレコード番号て・読み取ったときにこの関数の値が－ 1になります。

・装置名がRS-232Cインターフェイスの場合は、init”CO Mn：”文て・指定され

た工ンドコードを読み出したときに、ー1になります。

if eof(#l) then close #1 

もしファイル番号1がファイルの終りであればそのファイjレ処理を終

了します。
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関数

LOF （エルオーエフ・ lengthof a file) 
ファイルの大きさを求めます。

ー豆］

逼E

巨到

lof （〔＃〕〈ファイル番号〉）

・くファイル番号＞でオープンされているファイルの大きさを求める関数です0

．結果はシーケンシャルアクセスファイルの場合は使用バイト数、ランダムア

クセスファイルの場合は使用している最大のレコード番号になります。

・装置名がRS-232Cインターフェイスの場合は、バッファの残量をバイト数

で返します0

・装置名がキーボードの場合は、キーバッファの空き容量をバイト数で返しま

す。
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run 

最大レコードNo. = 3 
Ck 

• field命令のサンプjレで作成したランダムファイルをopenした後、 lofで

そのファイルを使っている最大レコード番号を表示します。

10 rem - LOF <SEQ）一一

20 open”！”.＃1. "S印臥州問T”
30 ~BYT=lof<D 
40 print 
羽 print ”使用バイト数＝”；mxB円
印 closet1 
70 er刈

Ok 
run 

庭用バイト数＝ 90 

• open命令て・作成したシーケンシヤjレファイjレをopenした後、lotて・そのファ

イルで使っているバイト数を表示します。
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関数

LOC （工ルオーシー・locationcounter of a file) 
ファイル中での論理的な現在位置を求めます。

ー三副

圃~

回 目

loc（〔＃〕〈ファイル番号〉）

・＜ファイル番号＞でオープンされているファイjレに対して、現在どの位置を

アクセスしているかを求める関数です。ファイルの先頭からの位置を返しま

す。

・シーケンシャルアクセスファイルの場合は、そのファイルがオープンされて

から読み書きされたレコード数、ランダムアクセスファイルの場合は最後に

読み書きされたレコード番号を返します。

・装置名がRS-232Cインターフェイスの場合は、入力バッファ中に残ってい

る文字数をバイト数で返します。

・装置名がキーボードの場合は、キーパッファ内に残っている文字数をバイト

数で返します。

10 rem ---LOC CRND) ーーー
20 open”E”，fl，”削DFIし凶T”
30 field tl,20 as隅，5as鴎，5as C$ 
40 pr!nt ”商品名 仕入値売値”
50 print”＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝：：：＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝” 
60 while not eof(l) 
70 REC=loc(l)+l 
80 get ti.REC 
90 B=cvs（帥） :C=cvs(C$) 
100 print”凶』ドトlo.＝”；REC
110 print時，B,C
120 print”一一一一一一一一一ー一一一一一 一一 一一一一一一”
130鴨川
140 close :fl 
1到 end
run 
商品名

レコ」ド No.= 1 
トマト

レコ』ド No.= 2 
h:ヘ、、ツ

保

仕入値 売値

加 35 

150 2羽

・field命令のサンプルて・作成したランダムファイルをopenした後、 locで‘現在

のレコード番号とその内容を表示します。
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場：何日指，織品f"
30 pr!nt ”氏名 年 令 性 別 趣 昧 ”
40 pr int ”＝＝＝＝＝一一一一一一一一一ー一一＝＝＝ー＝＝＝”
日 whil母 noteof<D 
関 SEC~ ！ oc(l)
市 inputu，嶋．時，C$,0$
80 pr!nt ”セクタi数＝”；SEC
9(l print using”長

S，鴎，C$，帥
&& && 息息

1関 print”一一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一ー一一ー
110榊同

120 close U 
130 er叫

run 
氏名 年令性別趣日未
一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
セクタ数＝ 1 
Ken j i 

セクタ数＝ 1 
Yasuo 

Cl: 

1 8歳男性オートパイ，パソコン

24歳男性ゴルフ，スキー

色”，Q

• open のサンプルで作成したシーケンシャルファイjレをopenした後、locで

現在のセクタ数とその内容を表示します。
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DEVF 

関数

（デバイスフリー・ devicefree) 
ファイル装置の空き容量を求めます。

ーョ

直亙］

［｝口

devf （“〈装置名〉”）

＜装置名＞－・・A:,B:, C：～J:, K:, L:, M: 

または、 FDn:,HDm:, MEM: 

nは1～4，「nは1～8

・タト部記憶装置の未使用の記憶容量をバイト単位で求める関数です。

＜装置名＞には、フロッピーディスクドライブ、ハードディスクドライブ、

メモリディスクがあります。

それぞれ論理装置名 （A:,B:, C：～J:, K:, L:, M：）または物理装置名 （FDn:,

HDm:, MEM：）で指定します。

・＜装置名＞を””（空文字）としたときは、現在の装置（カレントドライブ）が

設定されます。

print devf（”A：”） 

ドライブAにセットしているフ口、ソピーディスクの空き容量を表示し

ます。

円
〆
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関数

（インプットダラー）INPUT$ 
文字長を指定してファイルまたはキーボードから入力を行います。

ーョ
直唾］

直；：記

［ヨ口

~ 

input$ ( （文字長〉〔，〔非〕〈ファイル番号〉〕）

しS

open”I”によリオープンされたファイルまたはキーボードよリ 、指定した文

字長の文字データを読み取る関数です。

・〈ファイル番号〉を省略して文字長のみを指定した場合は、キ ボー ドからの

入力になります。

このとき、画面にカーソルが出ますが入力文字は表示しません。また、＜文

字長＞分のデータが入力されるまで待ちます。

なお、コントロ ルコードの入力も可能なので、 ｜コントロール ｜＋固と入

力しでも実行は中断されません。

・指定した＜ファイル番号＞がキーボードの場合、＜ファイjレ番号＞を省略し

たときと同様になリます。

print input$(5) 

キーボードより5文字のデータを読み取り表示します。

10 rem --- IrlPUfS ---
20 els 
30 i npu l 'Password ( 8壬シ”｝ - ”， PASS$ 
40 cls:prinl "Retype ！・ print 
50 XS=inpu t事（ 8) 

60 if PASSS=XS then print "Good ! " else print "Wrong ！” 
70 end 

－ 8文字のパスワードを入力するといったん消去し、再び入力するよう求めて

きます。 inputSにより 8文字のキ一入力があった時点で正誤を判定します。

内
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細
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システム変数

PWD$ （パスワードダラー・ pathword$)
カレントディレクトリのパスを求めます。

F
U

画

両

［互 〕

参考fぽ

pwd$ 〔（“〈ドライブ名〉”）〕

pw. 

システム変数として力レントディレクトリのディレクトリパスを文字列型

デタで返します0

・ディレクトリパスの長さが64バイト以上になると、デ タを返すことができ

ずエラーとなります。

例：￥DRC1 ¥DRC 2 ¥DRC 3 

5バイト十5バイト十 5バイト （計15バイト）

( 1階層）

・＜ドライブ名＞を指定すると、現在の装置（力レントドライブ）以外の力レン

トディレクトリのディレク卜リパスを求めることができます。

なお、＜ドライブ名＞を””としたとき、または省略したときは力レントドラ

イブが指定されます。

print pwd$ 

カレントドライブの力レントディレクトリのディレクトリパスを表示し

ます。

print pwd$（”B；”） 

ドライブBの力レントディレクトリのディレクトリパスを表示します。

chdir ・・・ ・・・ カレントディレクトリの変更。（289ページ）
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数値関数
関数

ABS （アブソリュート・ absolute)
絶対値を求めます。

~ 

直面記

唖~

じ空コ

日みル］

abs（（数式〉）

ab. 

＜数式＞の絶対値を返します。値の符号が正の場合はそのまま 、負の場合は

符号が除かれた値になります。

＜数式＞を×とすると ｜×｜の計算になります。

結果の型はく数式＞の型と同じになります。ただし、整数型の－32768の

絶対値を求めた場合には、単精度型になります。

A=abs(-123) 蛮数Aには－123の絶対値123が代入されます。

10 rem －－ー内部（X）ーー
20 ini t ”CRT2:640,400,16”：els 2 
30 v!ew (240,0）ー（639,399)
40 window （一10,10）一<10，ー10)
50 line （一10,0）ー<10,0)
60 line (0，ー10)<0, 10) 
70 for A=-10 to 10 
80 preset <A,0) :preset <0,A) 
90 next 
100 for X＝一10to 10 step .1 
110 Y=abs(X) 
120 pset <X.Y),12 
130 next 

「
円
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~ [SGN （サイン・ sign)
｜符号を求めます。

恒三回

ーー司
直~

仁E

到しノサ

sgn ( （数式〉）

sg. 

＜数式＞の符号を調べ次の値を返します。また、＜数式＞がいずれの型であ

っても結果の型は整数型になります。

数式＞O のとき

数式＝O のとき 0 

数式＜O のとき -1 

A=sgn(-123) 変数Aにはー1が代入されます。

10 rem一一部NCX）一一
20 init ”CRT2:640 400 16”：els 2 
30 view C240 0）一c6羽知）
40 wi吋owc-i0,10＞ーci0，一10)
50 line （ー100）ー(100) 
印 Ii ne C0, -i0＞ーc0,im 
70 for向＝－10to 10 
80 preset CA,0) :preset C0,A) 
90 next 
100 for X=0 to 10 step .1 
110 Y=sgn(X) :pset CX, Y), 12 
120 Y=sgnC-X):pset C-X,Y),12 「－
130 next 一＋一

Fnu 

nハ『
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関数

INT （インテジャー・ integer)
値をこえない最大の整数を求めます。

~ 

直1副

［］コ

参考IEIF

~_2~ 

int（（数式〉）

・＜数式＞の値をこえない最大の整数を返します。値の符号が正の場合は小数

以下を切り捨てるとみなすことができますが、負の場合は絶対値が大きくな

ります。

・結果の型は数式の型と同じになリます。

print int(2.5),int（ー2.5)

2.5は2、 2.5は－3になります。

fix 整数部を求める。（348ページ）

frac ...... 小数部を求める。（349ページ）

cint …… 整数型に蛮換する。（364ページ）

10 rem --INT<X) 一一
20 ini t”CRT2:640 400,16”：els 2 
30 v~ew (240,0) （む9,399)
40 window （ー10,10）ー(10,-10) 
50 line (-10,0）ー<10,0)
印 line C0，一10）ー（0,10) 
70 for A=-10 to 10 
80 preset <A, 0) :preset (0, A) 
90 next 
100 for X=0 to 10 step .1 I 
110 Y=int(X）： ~set <X.Y),12 
悶 Y=int
130『iext 一一一一一一一一一一←一一一一一一一一一一
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制
「
｜
l

[FIX （フィックス）
｜整数部を求めます。

~ fix ( ＜数式〉）

＜数式＞の小数点以下を切リ捨て整数部分を取リ出した値を返します。直；t
結果の型はく数式＞の型と同じになります。

A=fix(123.45) ヨコ 麦数Aには、123が代入されます。

値をこえない最大の整数を求める。（347ペ ジ）

小数部を求める。（349ページ）

値を整数型に変換する。（364ページ）

t
 

nH 

frac 

考~－F参

一一一一一一一十一一一一一一一一一

cint 

10 rem一一 FJX(X)一一
泊 inil ”CRT2:640・,4伺，16”：els2 
30 v!ew (240,0）ー（639，羽9)
40 window H0, 10）ー（9.9,-9.9)
50 line （一10,0）ー<10,0)
印 line <0,-10）ー（0,10) 
70 for内＝ 10 to 10 
開 preset(A,0) :preset (0,A) 
90 next 
1開 forX=0 to 10 step .1 
110 Y=fix(X）： ~set <X.Y),12 
120 Y=fix(-X):pset <-X,Y),12 
130 next 
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FRAC 
関数

（フラクション・ fraction)
小数部を求めます。

ーE
－面目

瓦~

［亙コ

巨亘日

frac ( （数式〉）

・＜数式＞の整数部を取り去り小数点以下の値を取リ出した値を返します。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり 、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

－＜数式＞の値が負の場合は、結果も負になります。

・＜数式＞の整数部の桁数が多いときは、結果の精度が低くなる場合がありま

す。

A=frac(l23.125) 蛮数Aにはo.125が代入されます。
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~ sine) ． （サイン
陸型求めます
ー三司 sin （〈数式〉）

＜数式＞を角度として正弦（sinX）を返します。角度単位はラジアンまたは

度で指定することができ、optionangle文で設定された方の角度単位になリ

直］副

ます。

＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

sin(30) dq~rees:print angle －
 

T
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＼＼」／／

30度の正弦、0.5を表示します。
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闘
っ
｜

[cos （コサイン・ cosine)
｜余蕗を求めます。

~ c似〈数式〉）

層亙］

ヨ1コ

~ 

・＜数式＞を角度として余弦（cosX）を返します。角度単位はラジアンまたは

度で指定することができ、 optionangle文て・設定された方の角度単位にな

ります。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

option angle radians:A=cos(pai(l/3)) 

ラジアンでπ／3(60°）の余弦、 0.5を変数Aに代入します。
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闘
っ
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tangent) ． ント（タンジェTAN 
正簸を求めます。

恒三巴 tan ( （数式〉）

く数式＞を角度として正接（tanX）を返します。角度単位はラジアンまたは

度で指定することができ、 optionangle文で設定された方の角度単位にな

直~

ります。

＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

tan(45) angle degrees:print 

45度の正接、 1を表示します。

option ［豆コ

r－~ -7 

10 rem - T削（X）ー
泊 initnCRT2:640,4伺，16”：els2 
30 view （笠0,0）ー（臼9，羽9)
40 wir対側（0,10）ーぼ札－9.9)
50 I ine <0,0）ー（花0,0)
回 ii ne <0, -10）ー（0,10) 
70 for A=-10 to 10 
80 preset (0, A) 
90 next 
1朗 for保0to変調Bstep 45 
110 preset <A,0) 
120 next 
130 option angle degrees 
140 for X=0 to支渇
1珂 if<X+90) rr凶 1伺=0then 1伺
160 Y=tan(X) 
170 pset <X. Y), 12 
180 next 
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関数

ATN （アークタンジェント・ arctangent) 
逆正接を求めます。

ー三司

直~

[IJ 

~日

atn ( （数式〉）

・く数式＞を正接として逆正接 （arctanX）を返します。角度単位はラジアン

または度で指定することができ、optionangle立て・指定された方の角度単

位になります。

結果の範囲ラジアンーπ／2 ～ TT/2 

度一90・～ 90・

・ ＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ 、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

option angle degrees:print atn(l) 

正接が1の角度、45を表示します。

10 rem - A'IN --
20 option angle de rees 
30 ini t”C町1：朗，25”：init”CRT2:640，~狗， 16”
柑 view(0,0）ー（220,l伺）
団 wirxiow （変調B，国〉ー（449，ー50)
60 els 3:pen 0 
市 li巾（湖周）ー（抑制） . 7 
泊 Iine ＜溺，0)-(44(0>,7
90悌 n2 
1回 forT＝湖 to449 step .8 
110 if T=270 then 1羽
120 1枠tan<T>:AT=atn(T) 
130 Iα剖 e0 15 
140 color 2:print using ”tan :U.tUUUt ",TN; 
150 color 5:print凶 ir旬、tn:U.”“”””，AT 
1飽 併宮uh車団内PH
170 next 
180 pen 0:color 7 
100 erxt 
2伺車GRAPH
210開et<T.刺入10：開et<T.AT*l~砂筏お40),13 
220 return 

tan :47.百位田40 atn :89.872まあ剖
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関数

SQR （スクェアルート・ squareroot) 
平方根を求めます。

ー三司

直望］

中
一

一回

sqr( （数式〉）

＜数式＞の平方根を返します。値が負の場合はエラーになります。

＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ 、それ以外の場合、

結果は単精度型になります。

print sqr(S#) 5の平方根を倍精度で表示します。

10 rem - SQR(X）一一
20 init "CRT2:640,400,16”：els 2 
30 view (240,0）ー（臼9,399)
40 window （ー10,10）ー（9.9,-9.9)
50 line （司10.0）ー（10,0)
60 line <0,-10)ー<0,10) 
70 for A=-10 to 10 
80 preset <A,0) :preset <0,A) 
90 next 
1関 forX=0 to 10 step .1 
110 Y＝吉qr(X):pset<X.Y),12 
120 next 一一一一一一一一一
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関数

EXP （イクスボネンシャル・ exponential)
指数関数を求めます。

ー三副

亙翌日

〔通コ

~ 

exp( （数式〉）

• e（こ対する指数関数Ceの＜数式＞乗）の値を返します0

．く数式＞の最大値は約88.02969です。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

A=exp(2) 

10 rem一一 EXP一一
20 opt ion angle degrees . 
30 init "crtl：朗，25”：init "CRT2:640,2朗，16”
40 view (0,0）ー（220,1朗）
50 wi吋~ (1,2後削）一<12,0)
60 els 3:pen 0 
70 I ine (l,0）ー(12,0),7
80 I ine <1,0）ー<1,2後淘00),7 
90 pen 2:color 2 
100 for X=l to 12 step .05 
110 N=exp(X) 
120 locate 0, 15 
130 print using”EXP : UUU.tU",N 
140 gosub *PSET 
150 next 
160 pen 0:color 7 
170 end 
180車問ET
l90pset <X.N),2 
200 return 

EXP : 154817.162 
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関数

LOG （ロガリズム・ logarithm)
自然対数を求めます。

直三副

直亙

仁空コ

参考防

~ 

log ( （数式〉）

・＜数式＞の自然対数値（logeX）を返します。

・く数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

print log(2) 

loglO ・・・ 常用対数関数 （357ページ）
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関数

LOG10 （ログ 10・logarithm10) 
常用対数を求めます。

一
U

匝

仁E

参考ll'F

~ 

loglO（（数式〉）

・＜数式＞の常用対数値（log10X）を返します。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり、それ以外の場合、

結果は単精度型になります。

print loglO(lOOO) 

1000は103となりますので、3と表示します。

log －… 自然対数関数。1(356ページ）

10 rem --L田10<X>一一
20 init CRT2:640,400 16":cls 2 I 
30 view (240 0）ー（639,399)
相 川側 ←1010)-(9 9 9. 9) I 
50 line （一100）ー（10,0) 
60 line (0,-10）ベ0,10)
70 for A=-10 to 10 
間 preset<A.0) :preset (0.A) I 
90 next 
1伺 forX=.l to 10 step .1 I _ 
110 Y=logl0<X> :pset <X. Y), 12 I ..，，...，...＿，..ーー一－－－一一
120 next 一一一一一一一一一寸アー一一一一一一一一
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[PAI （パイ・ π）
｜円周率を求めます。

亙三副

直~

仁む

参考即

§ 日

問
「
｜

l
pai〔（〈数式〉）〕

・円周率の＜数式＞倍の値を返します。

・ ＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり 、それ以外の場合、

結果は単精度型になります。

・引数を省略してpaiとすると、pai(1）と同じになり、 単精度型の定数として

利用できます。

print pai (2) ・・・・・・ 2πの値を表示します。

rad 角度を度からラジアンに蛮換する関数。（359ページ）

deg …一 角度をラジアンから度に変換する関数。（360ページ）

10 rem PAI --
20 for 1=1 lo 3 
30 input ”円の半径＝”1
40 print:S=pai(R戚）
50 print”その円の面積は・・・”；S:print
60 next I 
70 end 

run 
円の半径＝15

その円の面積は・・・ 706.筋835

円の半径＝5

その円の面積は・・・ 78.5冬型816

円の半径＝30

その円の面積は・..2827.4334 
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関数

RAD （ラジアン・ radian)
度からラジアンに蛮換します。

ーE
直ヨー

仁空コ

参考IJ'oli’

~ 

rad （（数式〉）

・＜数式＞を度とみなしてラジアンに蛮換した値を返します。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ 、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

print rad(l80) ・・・・田・ 180°をラジアンに変換して表示します。

option angle ・ ・ ・ ・ ・ ・ 関数や角度指定を行う命令の角度単位を設定する。

(166ページ）

deg …・・ ラジアンから度に変換する。（360ページ）

10 rem --- RAD ---
20 els 3 
30。plion angle degrees 
40 for LzJ to 2 
~O for X=90 to 360 step 90 
60 gosu b・PRINT
70 circle (160,100),99,5,0.X:pause 20 
80 next:cls 3 
90 next 

100 end 
110・PRINT
120 if L=I then T=Xポド”度” else T=rad(X) : MS＝＂ヨγ 7:,,•
130 locate 0,0 
140 print using ＂＃＃＃.＃＃＃＃書”. T; 
150 print MS 
160 return 

・度単位で開始角を指定して円を描いた後、ラジアン単位で開始角を指定して

同を描きます。
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関数

DEG （デグリー・ degree)
ラジアンから度に愛換します。

ーョ
直ヨー

仁E

参考~

§]  

deg( （数式〉）

・＜数式＞をラジアンとみなして度に変換した値を返します。

・＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり 、ぞれ以外の場合、

結果は単精度型になります。

print deg(pai(2)) 

ラジアンの2πを度に変換して表示します。

option angle …… 関数や角度指定を行う命令の角度単位を設定する。

(166ページ）

rad －・一 度からラジアンに変換する。（356ページ）

10 rem -DEG ---
20 ini~ "CRT2:640,200,16”：els 3 
30 option angle degrees 
40 for 1=1 to 2 
開 <iosuh附唱G
60 locate 21料.1
70 color I: rint憎；X
80 poly (200車l,l伺） . 70, 1.144,00,810! 
羽 next
100 color 7:end 
110車付記
120 if 1=1 then帥Jラグア〉＝”：X=rad<l44)else間＝”度 ，，＂：X=144
130 return 

ラグ了） = 2.51笠741 度＝ 144 

nuu 

nhu 

n〈
U



関数

FAC （ファクトリアル・ factorial)
階乗を求めます。

恒三回

亙］副

仁E

E翌日

fac( （数式〉）

・＜数式＞の階乗ex' ）を返します。

・＜数式＞の値は0から33までの整数で与えます。小数部は四捨五入します0

．＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になり 、それ以外の場合、

結果は単精度型になります。

A=fac(3) …… 3の階乗、 1×2×3の値を変数A（こ代入します。

10 rem ---F配ーー
20 init ncrt1:80,25”：ini t”CRT2:640,2朗.16”：els3 
30 v!ew (0,0）ー（220,100) 
40 wir刈ow(0, 150）ー（5,0)
50 line (0,0）ー（5,0).7 
60 I ine <0.150）ー＜0.0).7
市 pen3:color 2 
80 for X=0 to 5 step .02 
00 ~fac(X) 
1朗 lcx;:ate0!15 
110 print 凶 ing”Fae（事〉：”，X:
120 print N 
130 gosuh車問訂
140 next 
150 pen 0:color 7 
160 er刈
1市車内町
180 pset <X. N>, 13 
H渇 return

Fae (5) : 120 

．．． 

．．．．．． 

-361ー



関数

summation) ． ーションSUM （サメ
式の総和を求めます。

ー三巴 sum( （変数〉，〈初期値〉，〈最終値〉，〈式〉）

＜変数＞を＜初期値＞から＜最終値＞まで蛮化させた式の総和を返します。

式

最終値

三変数＝初期値

． 直~

＜初期値＞と＜最終値＞は整数型で、小数点以下の部分があれば四捨五入し

ます。また実行後の変数値は保証されませんので注意してください。

＜式＞は数値および文字式が可能です。

＜初期値＞より＜最終値＞が大きい場合には11歪だけ式を実行しますが、結

果は0またはNull（空文字）になります。

sum(A,l,l〔） , A忠A)告
しn

 

－

I
 

V
A
 

nr 
仁亙J

1から10のそれぞれの値を2乗した合計、 385を表示します。

print sum(A,65,90,chr$(A)) 

文字コードが65～90までのアルファベット 、A～Zを並べた文字を表

示します。
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関数

RND （ランダム・ random)
乱数を求めます。

ーE
直亙

参考!l:F

~ 

rnd〔（〈数式〉）〕

• 0より大きく1よリ小さな疑似乱数を返します。＜数式＞の値が正の場合は

次々に新しい数を発生しますが、0の場合は直前と同じ数、負の場合は初期

化します。

・乱数の発生系列を変更する命令としてrandomize文があります。

－＜数式＞の値が倍精度型の場合は結果も倍精度型になリ 、それ以外の場合、

結果は単精度型になります。

－＜数式＞を省略すると 、〉欠の乱数を単精度型で発生します。

randomize …… 乱数の発生系列の蛮更。（168ページ）

10 rem --- RND －ーー
20. init "CRT2:640,200, 16”：c ls 3 
30 for ! •I to 10 
40 RN=rnd(l):CO• int(RN ・ 14+ . 5) 
50 locate ,5 prin t ”乱数＝”；
60 print usin g ”＃ ＃＃＃＃＃＃” ，RN 
70 locate 16:print ＂色 ＝”；co
80 circle (320,100),80.15 
90 paint (320. 100) ,C0, 15 

100 pause 10 
110 next 
120 end 

・乱数によって円の色を蛮化させます。
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関数

CINT （コ川ドトツーインテジャー・convertto integer) 
数値を整数型に愛換します。

ーE
直~

仁亙コ

~ 

cint（（数式〉）

・＜数式＞の値を整数型データに蛮換して返します。

・＜数式＞の値に小数点以下の数が含まれる場合は、四捨五入します0

• -32768～32767の範囲をこえる場合は工ラーになリます。

print cint(200/3) 

小数点以下を四捨五入して6？を表示します。

10 rem ---CINT ---
20 for 1=1 lo 3 
30 in仰 t”数値＝”，X
40 Xl=int< ) : XC=cint<X> 
団 prinl”INTC";X；”〉♂；XI”CINTC";X；勺＝”；xc
印 print
70 next 
80 e吋

run 
数直＝10.4
INT< 10.4 >= 10 Cl附（ 10.4 )= 10 

数値＝泊.7
INT< 20. 7 ＞＝却 CINTC泊.7 )=-21 

数直＝155 
INT< 15.5 )= 15 CINTC 15.5 )= 16 
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関数

CSNG （コンバートツーシングル・convertto single) 
数値を単精度型に変換します。

直E

~司

直E

仁亙コ

~ 

csng ( （数式〉）

cs. 

・＜数式＞の値を単精度実数型データに変換して返します。

print 2/3#,csng(2/3#) 

2/3＃の結果は、倍精度で0.666666666666666？ですが、単精度型にする

と0.6666666？になります。

10 rem --- CSNG ---
20 cls:locate 0.6 
30 prin t ’＊$＊＊階乗計算事＊$本側

40 for 1•1 to 20 
50 A樟•f ac( I): B’csng(A揖｝
60 locate 0.8 
70 print ＂倍繍度＝勺 A書： print ＂単務度＝勺 B
80 pause 10 
90 next 

100 end 
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関数

CDBL （コンパートツーダブル・convertto double) 
数値を倍精度型に愛換します。

証言］

同長］

直面

~ 

cdbl ( （数式〉）

ed. 

・ ＜数式＞の値を倍精度実数型データに蛮換して返します。

－単精度実数型のデータを変換した場合の結果は、単精度実数型の精度になり

ます。

10 rem －一ー CDBL －一一
20 cls:locate 0,6 
30 prin t ”＊＊＊＊階乗計算＊本＊＊”
40 for I=l to 20 
50 A#=fac(I):B=csng(A持）： C#=cdbl(B)
60 locate 0,8 
70 pr in t ”単精度＝”； B:print ＂倍精度 ＝勺 C#
80 pause 10 
90 next 

100 end 

pnu 
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「一支宥雨瓦－ l 
関数

LEFT$ （レフトダラー）
文字列のを側から任意長の文字列を取り出します。

ー互｜

き唾司

瓦~

ヨコ

left$ ( （文字列式〉，〈文字数〉）

lef. 

・＜文字列式＞の左側から＜文字数＞で指定された長さの文字を返します。

－く文字数＞は、バイト数での指定になり、 0から255までの整数で小数点以下

の部分があれば四捨五入します。

－＜文字数＞の指定がく文字列式＞の文字長（バイト数）より大きい場合はく文

字列式＞がそのまま結果となり 、く文字数＞が0の場合はNull（空文字）にな

ります。

A$= left$（”ABCD’＇， 2) ・・・・・・ A$には”AB”が代入されます。
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関数

MID$ （ミドルダラー・ middle$)
文字列の途中から任意長の文字列を取り出します。

ー三副

亙1副

仁E

E到

mid$( （文字列式〉，〈開始位置〉〔パ文字数〉〕）

・＜文字列式＞の左から＜開始位置＞番目の文字より＜文字数＞で指定された

長さの文字列を返します。

・＜開始位置＞は1から255、＜文字数＞は0から255までの整数で指定し、小数

点以下の部分があれば四捨五入します。いずれの指定も、パイ卜数での指定

になります。

・＜文字数＞を省略した場合や＜開始位置＞より右側の文字長が＜文字数＞に

満たない場合は＜開始位置＞より右側すべてが結果になります。

－く文字数＞が0の場合ゃく文字列式＞の文字長（バイト数）よりく開始位置＞

が大きい場合の結果はNull（空文字）となります。

A$=mid$（”ABCD’， . 2' 2) …… A$（こは”BC”が代入されます。

10 rem ---mid$一一
20嶋＝”SHARP抑 rsonalcαn開 terl’1ZSERIES”
30 print帥
40 print:print mid$（嶋，6,8）；””；mid$（偽，14,8)
回 print:printmid$（崎，1,5）；””；mid$（帥，22,2）；”一”；mid$（帥，24,6)

run 
SH叩Ppersonalcαnputer舵SERIES

personal cαnputer 

SHARP MZ SERIES 
保
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関数

RIGHT$ （ライトダラー）
文字列の右側から任意長の文字列を取り出します。

ーョ
ー唾］

匡~

仁E

~ 

right$ ( （文字列式〉，〈文字数〉）

・＜文字列式＞の右側から＜文字数＞で指定された長さの文字を返します。

・く文字数＞は、バイト数での指定になり 、Oから255までの整数で行い小数以

下の部分があれば四捨五入します。

・く文字数＞の指定がく文字列式＞の文字長（バイト数）よリ大きい場合はく文

字列式＞がそのまま結果となり、＜文字数＞が0の場合はNull（空文字）にな

ります。

A$=right$（”ABCD’＇. 2) 一－－－ A$には”CD”が代入されます。
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関数

ASC （アスキー・ ascii)
文字列の最初の文字の文字コードを求めます。

ー豆］ asc ( （文字列式〉）

＜文字列式＞の最初の文字コードを整数型データとして値を返します。

• kmode 0の場合は0から255の1バイトの範囲になりますが、kmode1の場合

では1J'iイト目が129～159(&H81～9F）または224～252(&HEO～FC）の場合は

． 直~

全角文字として2バイトコードで結果を返します。

［ ~ ~（＿］ A=asc（”ABCD"):B=asc（”Z定土F”）

Aには65、Bには－30017(&H8ABF）が代入されます。

10 rem -- A託一－
20 A=asc（”H”） 
30 B=asc（”♂） 
40 C=asc（”！”） 
50 D=asc（’γ） 
60 E=asc（”。”）
市 F=asc（”門
80 print A,chr以内）
90 print B, chr$CB) 
100 print C,chr$(C) 
110 print D,chr$<D) 
120 print E,chr$(E) 
130 print F,chr$(F) 
140 er吋

run 
72 
101 
108 
1随
111 
33 

n
n
e
l－
z
l
o
－
－－ 

[ ~！九］

A～Fまでの名変数に指定した文字列の文字コードを求め、その後元の文字

列に戻した結果を表示します。
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関数

CHR$ （キャラクタダラー・ character$)
文字コードにより文字データを求めます。

一
U

画

仁画コ

日号］

chr$ ( （文字コード〉〔，〈文字コード〉〕…）

・＜文字コード＞の値をもっ文字列データを返します。

・通常は0から255までの1バイトの整数で指定しますが、全角文字のコ ドに

も対応できるように2バイトの整数（10進数で－32678～32767、16進数で$0～

$FFFF）での指定も可能です。

print chr$(65) ・・ 1”を表示します。

kmode l :print chr$(&J302l，針Jt11'12)

”亜AB”と表示します。

10 rem ---CHR$ ---
20帥＝chr$C72)
30帥＝chr$C101)
40 C$=chr$C108) 
50 D$=chr$C108) 
60 E$=chr$Cl 11) 
70 F事＝chr$(33)
80 print崎，asc（帥）
90 print B$,asc（部）
1伺 printC$,asc(C$) 
110 print D$,ascCD$) 
120 print E$,asc(£$) 
130 print F$,asc(f$) 
140 end 

’i円
り
門

X
U
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O
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a
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J
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• chr$で文字コードを文字列に蛮換して変数に与え、その文字と対応する文

字コー ドを表示します。

-3?1-



VAL 
関数

（バリュー・ value)
数字の文字列を数値データに変換します。

恒三司

［瓦！！］

Diコ

~ 

val ( （文字列〉）

・数字で構成されている文字列を数値データに変換します。

・変換はプログラム中での定数とほとんど同じですが、数値に変換が不可能な

場合は0になリます。

print val （”123”） ••• •• 123を表示します。

print val（”＆HOOl F”） ・－一－ 31を表示します。

10 rem －－－υAL ---
泊帥＝”l伺”： print’＇A$=”；嶋
30邸＝”5”： print”鴎＝”；B$
40 C$＝”12”： pr int”C$＝”；C$ 
日 print”文字列として加算すると．．．”；嶋＋帥＋C$
60 Print 
70 print”数値に変換して加算すれば．． ．”；val（嶋）＋val（帥）＋val(C$) 
泊 end

RUN 
嶋＝1朗
B$=5 
C$=12 
文字列として加算すると.. . 100512 

数値に変換して加算すれば．．． 117 

・数値をそれぞれ文字列として与え、支字列として加算した場合と、 val命令

により数値に変換した後加算する場合を表示します。

円／』
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関数

STR$ （ストリングダラー・ string$)
数値データを文字列データに褒換します。

ーョ
逼E

中
一

E

str$ ( （数式〉）

・数値データを文字列データに蛮換します。

・蛮換はprint文て・の表示と同じ様式になりますので、有効桁数をこえる場合

は指数表示の形になります。

・＜数式＞の値が正の場合は最初に1個のスペースを伺け、負の場合は、最初

に負信号（一）を伺けます。

A$=str$(2*3）…… A$に” 6”を代入します。
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目
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mmお
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関
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伺
伺
朗

run 
10車 10= 1朗
3桁

1朗車 1朗＝ 1印刷
5桁

101:狗車 1脱却日＝ 1段泊仮置3
7桁

・桁数を得るためstr$で演算結果をいったん文字列に蛮え、その長さを調べま

す。
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関数

LEN （レングス・ length)
文字列の文字長を求めます。

ー三司

直}ijJ

仁王］

参考［J./j'

~ 

len ( （文字列式〉）

・文字列データの文字長（パイ卜数）を整数型データとして返します。

• 2バイトコードの全角文字は2文字とします。全角文字が混在している場合の

文字数を調べる場合はklen関数で行います。

A=len （”漢 字 ＂) ••• • Aには4が代入されます。

klen …－－ 全角文字を含む文字列の文字数を求める関数。（389ページ）

10 rem ---LEN --
羽 print”名前 郵便番号 住所”
30 Print 
40 for l=l to 3 
回 read附事加意向関
関 print附；space$03-len<I糊〉〉；鵬；space$03-len（榔））；鵬
首 nextI 
開 er刈
90 data ”i八杢毘之””104γ吏享都港区L

ata”塩白 要一朗””590-02”．和皇市青葉台
110 data ”倉橋編”.＇.. 559＂，＇’大阪市住之江区”

名前 郵便番号 住所

松本康之 104 東京都港区
塩口 裏一朗 590-02和墨市青葉ロ
倉橋徹 559 大阪市住之江区

・画面表示で、名前、郵便番号がそれぞれ13桁に満たない場合は、13桁となる

ように不足する文字数をlenで求め空白を埋めます。

n引日
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関数

MIRROR$ （ミラーダラー）
文字コードの対称コードを求めます。

ー：E
－曾記

［員一日司

！？刈］

mirror$ （（文字列式〉）

昨1i. 

・＜文字列式＞の1バイ トごとの文字コードを8ピッ トの2進数で左右対称にし

て返します。

10 rem -- MIRROR$ -
20 ini t ”CRT2:640,2朗，16”：els2 
30帥＝cgpat$（制352）’”R”(8車16)
40 B$=mirror$<A$) 
50 pattern (4明，20).16，帥
閲 pattern(440,20),-16,8$ 

R ~ 
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関数

SPACE$ （スペースダラー）
SPC （スペース・ space)

任意の長さのスペース文字を求めます。

ー：：亘

逼合司

直~

干一
日

space$ ( （数式〉）

spc ( （数式〉）

spa. sp. 

－＜数式＞の個数分のスペースを並べた文字列型データを返します。個数は0

から255までの範囲で指定します。

A$=space$ ( l 0) ...... A$（こ10個分のスペースを代入します。

10 rem ---SPACE$ ---
20嶋＝”ABC”：B$＝”DEF”
30 for 1=1 to泊 step2 
40 print帥；space$(();B$ 
50 next 
60 end 

run 
向配 DEF
f'.lBC DEF 
f'.lBC DEF 
向BC DEF 
f'.lBC DEF 
ABC DEF 
f'.lBC DEF 
Q配 DEF
内BC DEF 
向BC DEF 
後
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関数

STRING$ （ストリングダラー・ string$) 
文字列の任意の繰り返しを求めます。

ーョ
ー唾司

直旦

仁

一出

1

E
 

f ＜文字列式） l 
s ring$ ( （数式〉｛ ~ 

’I＜文字コード＞I

strし

・く文字列式＞またはく文字コー ド＞で示される文字列をく数式〉の個数分並

べた文字列として返します。結果の文字数（バイト数）が255までの範囲で文

字列と個数を指定できます。

print string$(3，＇’AIγ’） ...... "ABABAB”を表示します。

10 rem ---string$ ---

20 for門＝4to 9 
30 print門；”月度”，
40 read N 
50 print s tri ng$ （~（＂＊”） 

60 next 
70 data 15,16,19,17,28,32 

run 
4月度 料材料料料料料車

5月度 林木本料本車料料率本林

6月度 料料料車車料本車車車料本車車

7月度 車車料料料料料車車料車

8月度 本車料林林材料率本料料率本本車料料料

9月度 料料株本車本木本木本車料本車料料本木本木林料率車

Ok 
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関数

INSTR （インストリング・ instring)
文字列中の特定文字をさがし位置を求めます。

ー豆］

直言言

匝亙］

instr （〔〈開始位置〉，〕〈文字列式1）パ文字列式2))

ins. 

・＜文字列式1＞の中から＜文字列式2＞をさがし、見つかった位置をバイト数

で返します。寛つからないときは0を返します。

・＜開始位置＞はさがし始める位置をバイト単位で指定します。省略した場合

は＜文字列式1＞の最初からさがします。

・＜支字列式2＞にNull（空文字）を指定すると 、＜開始位置＞と同じ値を返し

ます0

・特定文字のさがし出しは、表示形式で判断をしますのでkmode1が指定さ

れている場合、左から順に見て2バイトコードとなるものは2バイトをまと

めて判断します。したがって1文字ずつの判断を行う場合はkmode0の状

態で行ってください。

ヨi」 print instr("ABCDEFGHIJ"，’町）

”FG”の先頭位置の6を表示します。

1B rem - Make INSfR dummv -
20 open ”O”，:J1，”INsrR肌川．由T"
30 print #1，守マゲメグミ陀8叶初河ザ135ηモトダイス州28”
40 close #1 
50 end 

1B rem ---IN訂Rーー
20 open”！”，#1, "IN訂田川.DAT”
3{:l input tl,A$ 
40 close #1 
50 krnode 0 
60 B=i「istr（帥，勺、T的”）
78 krnode 1 
80 C$=mid$C帥，B,10) 
90 print C$ 
100 end 

run 
J内金ワシ吋門35
Ok 

・”MAKEINSTR dummy，，というプログラムを実行し、”INSTRDUM.DAT” 

というファイルを作成してください。

・ファイルをopenした後、 instrで”ハヤ力ワ”のデータを探し出し表示します。
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関数

HEX$ （ヘクサデシマルダラー・ hexadecimal$)
数値データを16進数の文字列に変換します。

ー三巴 hex$ ( （数式〉）

~記

＜数式＞の値を16進数に蛮換して文字列型デタとして返します。

＜数式＞の値は整数型の範囲τ・－32768から32767まで、結果は”O”から”FFFF”

he. 

区画

までになります。また、 32768から65535までの値で指定することもでき、

’＇8000”から”FFFF”に変換します。

仁E ”FF”と表示します。

10 rem ---HEX$ ---
20 for 1=0 to 20 
3~ print using”1 0進数＝UfU",1;
40 print ” 1 6進委主＝”；hex$(!)
咽 next
印 end

1 0進数＝
1 0進数＝
1 0進数＝
1 0進殻＝
1 0進数＝
1 Oi径数＝
1 01屋数＝
1 0遷主主＝
1 0進数＝
1 0選数＝

l 8欝＝
1 Oi~込＝
1 Oi~重点~＝
1 0進本~＝
1 0選数＝
1 0進：~＝
1 0日産主 ＝ 
1 0進数＝
1 0：按＝
1 0選数＝
Cl<: 
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print hex$(255) 
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関数

OCT$ （オクタルダラー
数値データを8進数の文字列に愛換します。

octal$) ． 

ー三巴 oct$ ( （数式〉）

層重司

＜数式＞の値を8進数に変換して文字列データとして返します。

＜数式＞の値は整数型の範囲でー32768から32767まで、結果は”

oc. 

亙~

”177777”までになります。また、 32768から65535までの値で指定でき、

”100000”から”177777”に変換します。

仁E ”377”と表示します。

10 rem ---OCT$ ---
20 for 1=0 to 10 
30 print using”1 0進数＝UU”l
40 print” 8遅薮＝”；oct$([)
50 next 一一
60 end 

print oct$(255) 

日三日

nHU 

nHU 

ηペU

Q
U

’iq乙
q
V
4
守

R
V
R
V門
f
n
o
nヨ白
U

t
A
 

＝＝一
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

数
数
数
数
数
鼓
鼓
数
鼓
数
数

海
寵
涯
寵
寵
寵
濯
潅
寵
潅
恒
L

nnununununununununununu 

れ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1保



関数

． binary$) BIN$ （バイナリダラー
数値データを2進数の文字列に愛換します。

ー三司 bin$ ( （数式〉）

ー雪旬 bi. 

＜数式＞を2進数に蛮換して文字列型データとして返します。

・＜数式＞の値は整数型の範囲でー32768から32767まで、結果は”

唖E
”1111111111111111”までになります。また、 32768から65535までの値で指定

でき、”1000000000000000”から”1111111111111111”に変換します。

仁亙コ ”11111111”と表示します。

10 rem --Bl尚一
20 for 1=1 to 10 
30 print using”1 0進数＝IU",I;
40 print ” 2選数＝”；bin事m
50 next 
関 er吋

print bin$(255) 

~ 

一381-

8
1岡
山
肌
閉
口
附
則

一一一一一一一一一一一一一一一一一一

鼓
数
数
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数
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箪
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L
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つ
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L

1 0進数＝ 1 
1 0選数＝ 2 
1 0進数＝ 3 
1 0進数＝ 4 
1 0選数z 5 
1 Di径数＝ 6 
1 0選数＝ 7 

l 8遊撃＝ ~ 
1 0進数＝ 10 
Ck 



関数

HEXCHR~ （ヘクサデシマルキャうクタタうー・hexadecimalcharacter$) 
16進数表記の文字列を文字コードとして文字列に愛換します。

[DJ 

［由形

亙：劃

l二唖J

L~司

hexchr$ ( （文字列式〉）

hex. 

16進数で表された＜文字列式＞の2文字ずつを文字コ ドとして1文字のデー

タに変換し、文字列型データとして返します。

16進数表記の文字列の中の空白は句切りとして扱われます。

print hexchr$（”414243”） ・ ”ABC”と表示します。
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run 
文字91陪入れてください？団内RP-MZ

ASCCHR$安換後： 534841525位旧D5A
HEXCHR$変換後： SHARP→E
Ok 

・入力された文字をいったん支字コ ドに蛮換した後、hexchr$で再ひ前文字に

戻します。
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関数

ASCCHR$ （アスキーキャうクタダうー・asciicharacter$) 
文字列の文字コードを16進表記に変換します。

ーE
重層司

逼~

中
一
回

ascchr$( （文字列式〉）

asc. 

・＜文字列式＞の文字コードを1文字ずつ2桁の16進数に蛮換し、文字列型デー

タとして返します0

．＜文字列式＞の長さが127をこえる場合は、結果が256文字以上になりますの

で工ラーになリます。

print ascchr$（”ABC”） ・・・・・ ”414243”と表示します。

10 rem －ー郎CCHR章一一
20 input ”文字列を入れて下さい？”，間JI$
30 ASαゎJl$=ascchr$（間JI$)
40凶＝len（間＇JI申〉
羽 dim凶T尚（凶）,P鴎（l..N)
60 for 1=1 to LN 
70 OOT帥（J)=hex$(asc(mid$（間JI$,1,1))) 
問 next
90 print:print”航 CH鴎変換後：”祁叩JJ$:print
100 for L=l to LN 
110 PR$CU=mid$（間Jl$,L,D 
120 print”HEX$併記（”；mid$（間Jl$,L,D；”））＝”；加T帥（υ
130冊 xt
140 end 

run 
文字ヲl陪入れて下さい？Sharp－限

的CCHR$変換後： 5お86172市2国D5A

HEX$（郎CCS))=53
HE鳩（俗CCh)}:68
HEX$(ASC(a))=61 
HEX$（俗C<r))=72 
HEX$（郎C(p))=70
HEX$＜郎CCー））＝2D
HEX$CASC＜門））＝4D
HEX$(ASC(Z））＝日
後

・入力された文字列をascchr$により16進の文字コードに変換します。

ηぺ
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｜漢字処理命令 一一一「
KM ODE （漢字モード・ kanjimode) 
漢字モードにします。

再三む

幅
一
円

｜例 ｜

、l
l
t
r
t
l
J

、lE
Jnu

’l
 

，EE
目、

，Il
la
，、1
1
・、

e
 

A
U
 o

 
m
 

L
K
 

km. 

・漢字などの全角文字を扱うためのモード切り替えを行います。指定を 1と

すると漢字モードとなり 、指定を省略または0とすると漢字モードを解除し

ます。 BASICの起動時はkmode1に設定されています。

・漢字モー ドのときは文字コードが16進数で81～9F、またはEO～FCの範囲で

あればそれに続く1バイトと合わせて、 2バイトの全角文字として扱われ表

示などを行います。このモード指定によリ実行内容が蛮化する文字表示以

外の命令は次のとおりです。

コマンド ・・・ ・ ・ ・ search, replace 

グラフィック ••• • symbol 

関数 …… instr, asc 

kmode 1のときwidth文、init”CRTl：”文やconsole文によるスクロール範

囲の初期化時に、最下行がスクロール範囲に含まれなくなります。

・文字画面が40桁モードのときおよび8×8ド、ソトの文字フォン卜のと

きは漢字入力を行えません。

kmode 1 ・・・・・・ 漢字モードにします。
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関数

AKCNV$ （アスキー瀞コンバートダうー・asciikanji convert$) 
半角文字を全角文字に褒換します。

ー三百

層面記

直言自

〔亙コ

~ 

akcnv$（（変換文字列〉）

ak 

・ ＜変換文字列＞中にある半角文字を全角文字に変換した文字列を求める関数

です。ただし、変換が行われるのは数字、アルファペット、力ナ文字や一

部の記号などの全角と半角の相方にある文字のみです。全角文字や蛮換でき

ない半角文字はそのままになリます。

pr i n t a ken v $ ( "A BC”） －・・ 全角文字で”ABC”を表示します。

print akcnv$（”アリンタ”）

全角文字で

10 rem --AKC肌｝章一一
加 input”文字列を入れてください（半角）：”，問JI$
30 HEXK帥嶋＝akc刑事（間JI$)
40 Print 
50 print”全角変換後：”；HEXK酬S
60 end 

run 
文字列を入れてください（半角） : SH舵 叩

ま角変換後： SHARP-MZ

．半角で入力された文字をakcnv$により全角文字に変換します。
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関数

KACNV$ （瀞アスキ圃コンバート夕、うー・kanjiascii convert$) 
全角文字を半角文字に変換します。

恒三司

直面司

直E

亡E

§]  

kacnv$（（文字列〉）

ka. 

・＜文字列＞中の全角文字を半角文字に蛮換した文字列を求める関数です。た

だし、変換が行われるのは数字、アルファベット、力ナ文字や一部の記号

などの全角と半角の相方にある文字のみです。半角文字や蛮換できない全角

文字はそのままになります。

print kacnv$（” A B Cあいうえお”）

半角文字で”ABCアイウエオ”と表示します。

print kacnv$（”プリンタ”）

半角文字で”フ・ IJンタ”の5文字を表示します。

10 rem --K師側－
20 init ”CRT1：” 
30 input ”文字列を入れて下さい（全角）：”，問JI$
40 HEXKA隅=kacnv$（間J[$)
50 print 
60 print”半角変換後 ：”；HEX附隙
70 end 

文字JI陪入れて下さい（全角〉：ばそこん

半角変換後 ：ハ。、jコ〉

Ok 

• KACNV$で入力された全角文字を、半角文字に蛮換して表示します。
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関数

（ジスダラー）
シフトJISコードよりJISコードに変換します。

JIS$ 

ーョ jis$( （変換文字列〉）

ー唾司

＜変換文字列＞の最初の2バイトをシフ卜JISコードとみなして、 4バイト

のJIS16進文字列に蛮換する関数です。

16進JISコードに変換できないものはエラーになります。

• JIS16進の文字列はhexchr$関数を使用すると2バイトコードに蛮換できます0

• JIS16進よりシフトJISに変換するには＆Jを柑けた定数が利用できます。

直ヨー

仁む ”3441”と表示します。

制＞
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匹目

震~I IE~ll ~~護
”春夏秋冬”という文字列を一字ずつ取り出し、jis$によりJISコードに変換し

た後、文字列に蛮換します。
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関数

KTN$ ダラー・ kuten$)
シフトJISコードよりJIS区点コードに蛮換します。

（区点

~ ktn$ ( （変換文字列〉）

ー面白 kt. 

＜変換文字列＞の最初の2バイトをシフトJISコードとみなして、 4バイトの

JIS区点コー ド文字列に蛮換する関数です。

JIS区点コードに蛮換できないものは工ラーになります。

JIS区点コードよりシフトJISに変換するには＆Kを伺けた定数が利用できます。

画互l

仁E ”2033”と表示します。

10 rem一町N$-
20 init ”CRTl：” 
30 input”文字（全角〉を入力してください
40 JISl'1'0Jl$=hex$ val（”制”＋jis$（間JI$)))
回目下問DE$=ktn$C問JI$) ー

60 KTI:f1JJl$=hex$Cvai（”店”＋町1'KJJDE$))
70 print 
関 print”その文ーのシフト JI Sコード ：”；JISI'臥JI$
~print nその文宣の区点コード ：”；m、CODE$
1朗 print”その文子の区点一＞シフト JI S変換後：”；E骨開JI$
110 e吋

文字（全角7を入力してください

一＞’＼間JI$

ktn$（”深字”）print 

~ 

一＞和

織
的
郷後換変C

M
 

－J
 

コ

ト

円

b
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フ
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↑王子文

の
の
の

そ
そ
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他
県

入力された支字をいったんシフトJISコードに蛮換した後、ktn$により区点

コードに変換し、さらにもう一度シフトJISコードに変換します。
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関数

length) （漢字レングス・ kanji
全角文字を含む文字列の文字数を求めます。

KLEN 

直亙］ 〈機能〉〕）klen ( （文字列〉〔，

層面目 kle. 

全角文字および半角文字が混在した＜文字列＞の文字数を求める関数です。

したがって‘全角文字は2バイトで1文字とみなされます。

＜機能＞を指定することによって、次のタイプの文字数を求めることができ

ます。

区空］

・・・全文字数を求めます。

・・・英数力ナ文字の文字数を求めます0

．・・漢字の文字数を求めます。

＜機能＞を省略した場合は0が設定されます。

この関数はkmode文による指定に関係なく動作します。

。
2 

kl en（”漢字トマルアリング’）ι
E
L
V
 

nH 、，AFι p
 

［同J
11と文字数を表示します。

kl en （”漢字トマルアリンゲ’

英数力ナ文字数”9”が表示されます。

print 

10 rem ---KLEN一一ー
20 dim N附E$(5),LE問TH(5)
30 for 1 ~ 1 lo 5 
40 read N州E$(])
50 LE問TH(])=klen（州E$(]))
60 print附任意（］）；”さんの名前の長さ ：”；LENGTH(I) 
70 next 
80 print 
90 for 1=1 lo 5 
100 for L=l+l lo 5 
110 if LE陥TH(])<LEトむTH(Uthen swap附門E$(]),N附E$(U:swap LE問TH(]),LENG 

TH<U 
120 next 
130 next 
140 for 1=1 lo 5 
150 print”名前の長さが”；l；”番目に長い、”か帥1E$（］）；”さん。”
160 next 
170 end 
180 data ”松本康之”．”倉橋1~r. ”遠山美枝子”，”水乃小路1秀幸”， ”谷仁”

~ 
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関数

KPOS （漢字ポジション・ kanjiposition) 
文字列の先頭より指定文字までのバイト数を求めます。

ー三E
－面白

直3司

仁E

~ 

kpos( （文字列〉，〈位置〉）

kp. 

・＜文字列＞の中のく位置＞番目の文字が、先頭から伺バイト自になるかを求

める関数です。半角文字は1バイトで1文字、全角文字は2バイトで1文字とみ

なされます。

・＜位置＞が＜文字列＞の文字数より大きい場合は結果が0になります0

．この関数はkmode文による指定に関係なく動作します。

print kpos（” 11月3日は文化の日’..7) 

7文字自の”文”は10バイト目になります。

10 rem --- KPOS ---
20 els 
30 MOJ1$ピ ’kpos関数は指定文字が何バイト自にあるかを求めます”
40 locale 0,0 :print MOJI$ 
50 locale 0.3:input ＂何文字目ですか ”，N
60 P=kpos(MOJl$.N) 
70 colo r由（ O.O）ー（ P-1. o). 2 
80 locate o.~ : print N；”文字自の文字は勺P；”バイト自です．”
90 end 

・表示された文字列の任意の文字を指定することにより 、kposでその文字が先

頭から伺バイト自にあたるかを表示します。

-391ー



関数

KEXT$（漢字テキストダラー・ kanjitext$) 
文字列中より英数カナ文字または漢字を取り出します。

ー三E

－厘l

画E

仁E

kext$( （文字列〉，〈機能〉）

kex. 

・英数力ナ文字または漢字のいずれかを＜文字列＞で指定した文字列より取り

出します0

・＜機能＞は0または 1で指定します。

0… 文字列中より英数力ナ文字だけを取り出します。

取り出される文字は文字コードの O～7FHとAOH～DFHおよび

FFHです。

1… 文字列中より漢字だけを取り出します。

取り出される漢字はシフトJISコードの文字です。

・＜機能＞て・指定したタイプの文字が無い場合は、” ”（空文字）が返されます。

この関数はkmode文の指定に関係なく動作します。

print kext$（”ABC漢字DE日本”， 1)

”漢字日本”と表示されます。
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KINPUT （漢字インプット・ kanjiinput) 
キーボードから漢字を入力し変数に代入します。

ーE kin put 〈変数名〉〔，〈変数名〉〕

直面記 k. 

直亙 ・この命令が実行されると自動的に漢字入力モードに入り 、キーボードから

の入力待ちとなります。

• input文との違いは、自動的に漢字入力モードに入る点と実行終了時漢字入

力モードから抜ける点です。
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関数

KINSTR （漢字インストリング・ kanjiinstring) 
文字列中より特定の文字列をさがし位置を求めます。

ーE
－極l
直~

仁E

kinstr （〔〈開始位置〉，〕〈文字列 1> ' ＜文字列 2>) 

kins. 

・＜文字列 1＞で指定された文字列中より＜文字列2＞で指定された文字列を

さがし、その位置を文字数で返します。見つからないときは0を返します0

．＜開始位置＞はさがし始める位置を文字単位で指定します。開始位置は 1～

255の値で指定します。

・＜開始位置＞を省略すると、＜文字列 1＞の先頭からさがします。なお、＜

開始位置＞が＜文字列 1＞より大きい場合は0を返します。

・＜文字列2＞が””（空文字）の場合は、＜開始位置＞と同じ値を返します0

．この関数はkmode文による指定に関係なく動作します。

print kinstr（” 123漢字456＂，”漢字”）

づ糞字”は4文字自になります。

print kinstr(2,"123漢字日本語” f 日本語”）

2文字目から”日本語”は6文字目になります。
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関数

KMID$ （漢字ミドルダラー・ kanjimiddle$) 
漢字を含む文字列中より任意の長さの文字列を取り出します。

ー三司

冠雪割

亙主副

仁む

km id$ （〈文字列〉，〈開始位置〉〔，〈文字数〉〕）

kmi. 

・＜文字列＞の左から＜開始位置＞番目の文字より＜文字数＞で指定された長

さの文字列を返します。

・＜開始位置＞は 1～255、＜文字数＞はO～255の値で指定します。いずれも

文字数での指定になります。

・＜文字数＞を省略した場合や＜開始位置＞より右側の文字数が＜文字数＞に

満たない場合は＜開始位置＞より右側すべての文字が返されます。

・＜文字数＞が0の場合や＜文字列＞の文字数より＜開始位置＞が大きい場合

結果は””（空文字）となります。

この関数はkmode文の指定に関係なく動作します。

print kmid$("kmid$関数”.5 . 3 ) 

5文字白から”S関数”の 3文字が表示されます。
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関数

KNJ$ （漢字ダラー・ kanji$)
漢字コード文字列を漢字に変換します。

恒三司

直E

仁E

knj$ （〈文字列〉）

・＜文字列＞の先頭から 4桁をシフトJISコードとみなし、漢字 1字に変換し

て返します0

・＜支字列＞の内容が次のような場合、工ラーとなります。

－文字列が3桁以下の場合。

－取り出した4桁の文字列の中にO～g,A～F以外の文字を含む場合。

－取り出した 4桁の文字の組み合わせがシフトJISコードの範囲タ卜の場合。

print knj$（”889F") 

”亜”と表示します。
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関数

KTYPE （漢字タイプ・ kanjitype) 
漢字を含む文字列中の特定位置の文字タイプを求めます。

ー三E
［言劃

亙3副

~コ

ktype （〈文字列〉，〈位置〉）

kty. 

・＜文字列＞の中の＜位置＞番目の文字のタイプを求めます。

結果は次の値で返されます。

0 …英語力ナ文字

（グラフィック文字以外の半角文字）

, …漢字

＜文字列＞が空文字の場合、エラーとなります0

．＜位置＞は 1以上の値を指定します。

この関数はkmode文の指定に関係なく動作します。

print ktype（”漢字タイアペ 2)

2文字自”字”に対して 1と表示されます。
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例外処理命令 （ 

（オンエラーゴーツー）ON ERROR GOTO 
エラー処理の宣言を行います。

ーョ
層面司

直ヨー

仁重コ

参考w

~ 

。nerror goto （エラー処理開始行〉

o. err. g. 

・プログラム実行中にエラーが発生した場合、エラーに対応する処理を行う

行を＜エラー処理開始行＞として宣言します。

・＜エラー処理開始行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

この命令で宣言を行っておくと、エラーが発生した場合コマンド待ちに戻

らずに、システム蛮数のerrとerlに工ラ一番号と工ラ一発生行の情報を設定

して、＜エラー処理開始行＞に実行を移します。

・エラー処理内では、 errとerlの値により処理を行い、 resume文により工

ラ 処理を終了し、もとの処理に戻ります。

エラーが発生して定義された処理行へ実行を移したあと 、resume文を実行

するまでにエラーが発生すると、工ラ 処理は行われずにエラーメッセー

ジを出して命令待ちに戻ります。

・プ口グラム中に複数の宣言がある場合は、工ラ の発生する直前に実行され

ている宣言の＜エラー処理開始行＞が有効となります。

＜エラー処理開始行＞を0とするとエラ 処理の宣言を解除します。

on error goto *ERROR 

工ラ が発生した場合ラベjレ名＊ERRORの行から工ラ 処理を

開始するように宣言します。

resume …一 エラ処理の終了。 （402ペジ）

err …… 工ラ 番号を求めるシステム変数。（400ページ）

erl ・・・ 工ラ 発生行を求めるシステム変数。（401ページ）
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run 
A=10 
B=20 
A/B = .5 

A=20 
B=0 
A/B = 
Oでは害I]れません？

白＝
車Breakin 30 
Ok. 

・工ラーが発生すると、onerror goto命令によりエラー処理行（＊ER）に移り 、

メッセージを表示します。
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ERR 

システム変数

（エラーナンバー・ errornumber) 
エラ一番号を求めます。

一
U

圃

仁互〕

参考}ff

巨到

err 

・プログラムの実行中にエラーが発生した場合に、工ラーコードが設定される

システム変数です0

．直接実行モードで工ラーが発生した場合は、 errに値を設定しません0

．工ラーコードについては伺録の「エラーコード表」を参照してください。

if err=l then print ＂文法誤りです。 H

もしエラーコードが1であれば”文法誤りです”と表示します。

on error go to －－… エラー処理の宣言。（398ページ）

erl ・・・ ・・ 工ラ一発生行を求める。（401ページ）
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run 
向＝10
B=0 
内IB= 
エラーが発主しました？
エラーN0. 2 
エラー発主行番号 40

A= 
車Breakin 30 
Ok. 

・工ラーが発生すると、 errによりその工ラ一番号とerlによりそのエラーが発

生した行番号を表示します。
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ERL 
システム変数

（エラーライン・ errorline) 
エラ一発生行を求めます。

ーE
逼E

日口

参考l~li'

~ 

erl 

・プログラムの実行中にエラーが発生した場合に、エラーが発生した行番号が

設定されるシステム変数です0

・直接実行モードでエラーが発生した場合は、 erlに値を設定しません。

if erl=lOO then resume next 

もし工ラーの発生した行が行番号100であれば、エラーの発生した次

の文に戻リます。

on error goto …… エラー処理の宣言。（398ページ）

err ・ ・ ・ ・ ・ 工ラ一番号を求める。（400ページ）

errのサンプル参照。
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RESUME （リジューム）
エラー処理を終了してプログラムを再開します。

直三巴

ーー司
直~

IT] 

参考(IF

esume 〔~ next l〕
l ＜戻り行）J

resu. 

• on error goto文により、工ラー処理に移リ 、工ラ 処理を終了して元のプ

ログラムに戻る場合に使用します。この命令によリ、工ラ 時の処理行の再

設定を行いますので、この命令以外で元のプログラムヘ移った場合は、次

に工ラーが発生しでも工ラー処理を行いません。

・戻る場所は次のように指定できます。

resume 

resume next 

resume 0 

工ラーの発生した文に戻ります。

エラーの発生した次の文に戻リます。

プログラムの先頭に戻ります。

resume ＜戻り行＞ …… 指定された行に戻ります。

・エラー処理中のエラーは、エラー処理は行われませんが、 resume文て’工

ラ が発生（戻り行などの指定の誤リがある場合）した場合は、エラー処理

が行われますので注意が必要です。

if erl=lOlO then resume *START 

もしエラーの発生した行が行番号1010であれば＊STARTのラベル名の

叶いた行から実行を再開します。

on error go to ・・ エラー処理行の宣言。（398ページ）

err ・ ・ ・ ・ 工ラ一番号を求める。（400ページ）

erl …… 工ラ一発生行を求める。（401ページ）
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(ERROR （エラー）
エラーを発生させます。

ーE error （工ラ一番号〉

直雪記

瓦1副

ヨコ

参考{l'F

err. 

工ラーを疑似的に発生させ、エラー処理のシミュレーションなどに利用しま

す0

・＜工ラ一番号＞は0～255までの整数値で指定し、実行時のこの値をerr（こ設

定します。エラー処理が宣言されていない場合は工ラ一番号に対応したエ

ラーメッセージを出して実行を中止します。エラーが定義されていない番号

の場合、エラーメ、ソセーシ・は”unprintableerror”になリます。

・定義されていないエラー処理を利用してユ ザー独自のエラーを定義するこ

ともできます0

・＜工ラ一番号＞に範囲外のデータを指定すると”dataerror”が発生します。

100 error 3 

行番号100でエラーコード3の工ラーを発生します。この場合、err（こ3、

erlに100が設定されます。

2~0 if X<O then error 103 

xの値が負であれば103番のエラーが発生します。エラー処理の宣言

が行われているとerrに103、erlに250をそれぞれ設定してエラー処

理の開始行に移ります。エラー処理の中で、この工ラーコードに対

応する処理を行えばユーザー独自のエラー定義になります。

on error goto …一 エラー処理の宣言。（398ページ）

err …… エラ一番号を求める。（400ページ）

erl …… 工ラ一発生行を求める。（401ページ）
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ON KEY GOSUB （オントゴーツーサブルーチン・onkey go to subroutine) 
割り込みキーによる割り込み処理行を定義します。

ー三E
~司

直亙

参考匠F

~ 

on key gosub〔〈処理行1）〕〔パ処理行2）〕…

o. ke. gos. 

• key文て・指定された割り込みキー（BASIC起動時はFl～F20のファンクション

キー）を押したり離したりしたときに割り込み処理が行われる開始行を＜処

理行＞としてそれぞれのキーに対して定義します。（key文参照）

・＜処理行＞は、行番号またはラベjレで指定できます。

• key文で指定したキ一番号1の割り込みが起ったときに処理する行を＜処理

行1＞、キ一番号2の割り込みが起ったときに処理する行を＜処理行2＞とい

うように、順次key文て・指定したキーの番号に合わせて割り込み処理の開始

行を指定していきます。

この命令では割り込み処理行を定義をするだけで、割リ込み処理の実行制御

はkeyon/ off/ stop文により行います。

・割り込み処理は、割リ込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行

しますので、割リ込み処理の終了はreturn文になります。

この命令での定義は、runコマンドおよひ冶nd文の実行によリ解除されます。

この命令の実行時に＜処理行＞で指定された行がない場合は工ラーになりま

す。

key on/off/stop －一一・ キ一割リ込みの制御。（406ページ）

10 rem －一〔l'IKEY印没JB一一
20 els 
30 on key gosub 110, 1泊，130,140, 150:key on 
40 pr!nt ”あなたの行ってみたい都市はどこですか？”
50 print ”F l・・・ニューヨーク F2・・・パリ F3・・・ロンドン”
60 print "F 4・・・その他 F5・・・調査終了”
70 locate 0,5 
80 print”ニューヨーク”；NYK；”人 パリ”；PAR；”人 ロンドン”；L側；”人 その他”

;HOK；”人”
90 goto 70 
100 e吋
110 NYK=NYK+ 1 : return 
1却問トPAR+l: return 
130 L〔枠L創刊： return
140 HOK=HOK+l : return 
150 key off 
160 return 100 
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あなたの行ってみたも、都市はどこですか？
F 1 • •・ニューヨーク F2・・・パリ F3・・・ロンドン
F4・・・その他 F5・・・調査終了

その他 8人ロンドン 2人パリ 6人ニューヨーク 9人
Cl 

ファンクションキー（F1～F 4）を押すごとにそれぞれ対応する都市の人数

を加算します。

プログラムの終了は、F5を押すことにより行います。

「
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u
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KEY ON/OFF/STOP （キーオン／オフ／ストップ）
キーによる割り込みを制御します。

恒三回

ー恒司

直E

亡E

参考lfF

key （~－＆：~））〕 l :.:J 
ke. o. /of. /s. 

key文で指定されたキーによる割り込み処理を制御します。＜キ一番号＞の

指定は1～20の整数値で表し、 key文で指定されたキ一番号に対応します。

CBASIC起動時はFl～F20のファンクションキーに対応します。）＜キ一番号

＞の指定を省略するとkey文で・の指定キーすべてに対する指定となります。

• onを指定するとファンクションキーによる割り込みが可能となり 、onkey 

gosub文て・定義されている割り込み処理の開始行から、 サブルーチンとして

実行します。

• 0符を指定すると割リ込み機能は解除され、キーを押しても割り込み処理は

行われません0

・stopを指定するとキーを押したり離したりしても割り込み処理は行われま

せんが、割り込みがあったことは記憶されていますので、あとてもnが指定

されたときに、割リ込み処理を実行します。ただし、stop中lこキーを何回

押しても、実行されるのはそれぞれのキーに対して 1回のみです。

• onまたはstopの状態て’input文やlineinput文による入力時に、指定された

キーを押すとinput文をぬけ（onの場合は割り込み処理を行い）、〉欠の処理に

進みます。このときのinput文の入力変数の値は変化しません。

runコマンドおよび end文の実行やエラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム変更などによリ、 このほかの割リ込み機能も含めて、すべての割り込

み処理の実行制御はoff（こなります。

• on key gosub文で割り込み処理行が定義されていない場合は、割リ込みが

発生しでも伺も処理は行われません。

• onまたはstopに指定されているキーは、文字入力には使用できません。

key (1) on …… key文で指定されたキ一番号1によるキ一割り込みを可

能とします。

key off ・・・ ・・ すべてのファンクションキ一割リ込みを解除します。

on key gosub … キ 割り込みの処理行を定義する。

(404ページ）
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ON STOP GOSUB （オンスト＇＇） 70 j＇ートサブルーチン， onstop go to subroutine) 
[Iill ＋~キーによる割り込み処理行を定義します。

ー三司

［璽E

直~

じ亙コ

参考w

on stop gosub （処理行）

o. s. gos. 

·~日＋直Eキーを押したときに、割り込み処理が行われる開始行を

＜処理行＞として定義します。

この命令では割り込み処理行を定義するだけで、割り込み処理の実行を制御

するのは、 stopon/ off/ stop文により行います。

・＜処理行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・割リ込み処理は、割り込み発生時に＜処理行＞からサブル チンとして実行

されますので、割り込み処理の終了はreturn文になります。

・この命令での定義は、 runコマンドおよび、end文の実行により解除されます。

この命令の実行時に＜処理行＞で指定された行がない場合はエラーになりま

す。

・この割り込み機能がonされると本来の匡互日＋匡Eキーの操作による

実行の中断機能はなくなります。この機能はプログラム実行中に不用意に

プログラムの実行を中断されないようにするものです。したがって、実行

中に何らかの方法で実行を終了するようにプログラミングしておいてくだ

さい。

on stop eosub 1000 

割り込み処理行を行番号1000と定義します。

on stop gosub ホBimAK

割り込み処理行を＊BREAKというラベルで定義します。

stop on/o何／stop ITZIJ＋直Eキ による割り込みの制御。

(409ページ）
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~ 10 rem －一一 ON STOP GOSUB ---
20 cls:on stop gosu b 本 BREAK
30 stop on 
40 prin t ”シフト＋停止 キーで表示が変わります”： pause 1 
50 goto 40 
60 *BREAK 
70 stop off 
80 for I=l to 20 

90 pr in t ”表示が変わりました”： pause 1 
100 next I 
110 return 30 
120 end 

. ITZIJ十直Eキーを押すことによって割り込みが処理され， "ITZTI 
＋直韮］キーで表示が蛮わります”という表示から”表示が変わりました”と

いう表示に変わります。
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STOP ON/OFF /STOP （スト＇＇）プオン／オフ／ストップ）
IT2TI ＋~キーによる割り込みを制御します。

ー三日

~ 

宣言E

仁亙コ

p f :: 1 
l s~ふ j

s. o. /of. /s. 

. IT互日十直Eキ による割り込み処理を制御します。

• onを指定するとCITIJ＋直Eキーによる割り込みが可能になり、

[ITIJ十直Eキーが押されたとき onstop gosub文で定義されてい

る割り込み処理の開始行からサブルーチンとして実行します。

• 0何を指定すると割り込み機能は解除され、キー操作を行っても割リ込み

処理は行われずプログラムを中断します。

• stopを指定するとキー操作を行っても割り込み処理は行われませんが、

割リ込みがあったことは記憶されていますので、あとて‘onが指定されたと

きに割リ込み処理を実行します。ただし、 stop中に何回割り込みがあっても、

実行は 1回のみです。

• onまたはstopの状態て・input文やlineinput文による入力時にこのキー操作を

するとinput文をぬけ（onの場合は割り込み処理を行い）、次の処理に進み

ます。このときのinput文の入力変数の値は変化しません。

runコマンドおよひ‘end文の実行や工ラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム変更などにより 、このほかの割り込み機能も含めて、すべての割り込

み処理の実行制御はoff（こなリます。

・onstop gosub文て‘割り込み処理行が定義されていない場合は、割リ込み

が発生しても伺も処理は行われません。

• onまたはstop状態となっている場合は、キー操作でのプログラムの中断は

できません。

stop on 

IT2=日十直Eキ の操作による割り込みを可能とします。
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ON HELP GOSUB （オンヘルプゴーツーサブルーチン・onhelp go to subroutine) 
~キーによる割り込み処理行を定義します。

［書瓦i

四位］

反一手｜

［：：瓦i

参 考3軍

［聖記

0 

on help gosub 〈処理行〉

o. hel. gos. 

－区互三ヨキーを押したときに、割り込み処理が行われる開始行を＜処理行

＞として定義します。

この命令では割り込み処理行を定義するだけで、割り込み処理の実行を制御

するのは、 helpon/ off/ stop文により行います。

＜処理行＞は内行番号またはラベルで指定できます。

割リ込み処理は、割リ込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行

されますので、割リ込み処理の終了はreturn文になります。

この命令て輸の定義はrunコマンドおよひ冶nd文の実行により解除されます。

この命令の実行時に＜処理行＞で指定された行がない場合はエラーになリま

す。

on help gosub *HELP 

割り込み処理行を＊HELPというラベjレで定義します。

help on/o何／stop

10 rem一一側 HELPG邸UB-
20 on help gosub車HELP
30 ini t”CRTl：” 

区互ヨキーによる割り込み制御。

(412ページ）

40 print ”全角カタカナで入力してください”：print
50 for l=l to 4 
60 read ENG$,J階事
70 print ENG$；”の和訳は（わからないときは［ヘルプ］キーを押して？）：”；
80 help on:inpUt Y甜U$
90 if JAP$=YAKU$ then print”正解ですr’elseprint ”まちがいです？”：goto7 

100 next 
110 end 
120車百ELP
130 help off 
140 print ”主主えは ”；J町S；” です。”
1羽 return100 
160 data”CAT’ソ’ネコ”，＂DOGぺ”イヌ”，＂ CHAI R”J’イス”J’BOOK’＼”ホン”
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全角カタカナで入力してください

CATの和訳は（わからないときは［ヘルプ］キーを押して？） ：？ネコ
正解です？
DO Gの和訳は（わからないときは［ヘルプ］キーを押して？）：？イヌ
正解です’
CHAIRの和2は（わからないときは［ヘルプ］キーを押して？）：？
交えはイスです。
BOOKの和訳ぽ（わからないときは［ヘルプ］キーを押して？〉：？
まえはホンです。

・英単語の和訳問題で、答えがわからないときは区互訂キーを押すと割り込

み処理がされ、正解が表示されます。
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HELP ON /OFF /STOP （ヘルプ／オン／オフ／ストップ）
区~キーによる割り込みを制御します。

ー三司

同

嗣

ヨ仁］

参考日
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hel. o. /of. /s. 

·~ヨヨキーによる割り込み処理を制御します。

• onを指定すると区互ヨキ による割リ込みが可能となり、巨互E
キーが押されたとき onhelp gusub 文で定義されている割り込み処理

の開始行から、サブルーチンとして実行します。

－ 。行を指定すると割り込み機能は解除され、キー操作を行つでも割り込み

処理は行われません。

stopを指定するとキー操作を行つでも割り込み処理は行われませんが、

割り込みがあったことは記憶されていますので、あとで輸onが指定されたと

きに割り込み処理を実行します。ただし、stop中に何回割リ込みがあっても、

実行は1回のみです。

• onまたはstopの状態で‘input文やlineinput文による入力時にこのキー操作を

するとinput文をぬけ（onの場合は割り込み処理を行し））、〉欠の処理に進み

ます。このときのinput文の入力蛮数の値は蛮化しません。

runコマンドおよひ。end文の実行やエラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム変更などによリ、このほかの割リ込み機能も含めて、すべての割り込

み処理の実行制御はoff（こなります。

on help gosub文て‘割り込み処理行が定義されていない場合は、割り込み

が発生しても伺も処理は行われません。

help on E互司キーによる割り込みを可能とします。

on help gosub …… 割り込み処理行の定義。（410ページ）
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ON COM GOSUB （~ン J~1:T － ~3 ン j＇－ ~7'J川ン’ on communicalion ~o lo su耐ouline)
RS-232Cインターフェイスによる割り込み処理行を定義します。

恒三日

層雪白

再三咽

OD  

on com gosub （処理行〉

o. com gos. 

• RS-232Cインターフェイスにデータが入力され割り込みが発生したときに、

割り込み処理が行われる開始行を＜処理行＞として定義します。

この命令では割り込み処理行を定義するだけで、割リ込み処理の実行を制御

するのはcomon/ off/ stop文て輸行います。

・＜処理行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・割リ込み処理は、割リ込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行

されますので、割リ込み処理の終了はreturn文になります。

この命令て・の定義はrunコマンドおよひ冶nd文の実行によリ解除されます。

この命令の実行時にく処理行＞て＊指定された行がない場合はエラーになりま

す。

on com gosub *COMIN 

RS 232Cインターフェイスによる割り込み処理行を＊COMINというラ

ベルで定義します。
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COM ON /OFF /STOP ( ~ ~ l：トシ 3 ン 1ン／~7／スト＇／7° ・ communicalion on/off /slop) 

RS-232Cインターフェイスによる割り込み処理を制御します。

｜言亘］

｜一時~ff~－1

l説明1

仁翌日

参考J・ff'
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com o. I of. /s. 

• RS-232Cインターフェイスによる割り込み処理を制御します。

＜チャンネル番号＞の指定は 1となります。

• onを指定すると割り込みが可能となり 、oncom gosub文で定義されてい

る割リ込み処理の開始行から、サブルーチンとして実行します。

offを指定すると割り込み機能は解除され、割り込みが発生しでも割リ込み

処理は行われません。

• stopを指定すると割り込み発生時には割り込み処理は行われませんが、

割リ込みがあったことは記憶されていますので、あとでーonが指定されたと

きに割リ込み処理を実行します。

・割り込み処理はステートメントとステートメン卜の聞に行われ、 ステ ー卜

メン卜実行中はstopの状態になリます。したがってpaint文やpoly文なとゅの

処理時間がかかる処理中に割り込みがかかった場合は、 その処理が終了して

から割り込み処理が行われます。また、input文やlineinput文は入力終

了後に割り込み処理を実行します。

－~日＋直Eキーの操作または、 stop文の実行によりプログラムが中断

され、contコマンドの実行が可能な場合は、中断時にonとなっていたもの

はstopと同じ扱いになり 、プログラムの再開て検再ひ恥onになります。

runコマンドおよひ冶nd文の実行やエラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム蛮更などによリ 、このほかの割り込み機能も含めて、すべての割り込

み処理の実行制御はoff（こなります。

on com gosub文て宮リリ込み処理行が定義されていない場合は、割り込み

が発生しても何も処理は行われません。

com on ・・・・・ RS-232Cインターフェイスによる割リ込みを可能とします。

on com gosub ・－ RS 232Cインターフェイスによる割り込み処理行の定

義。（413ページ）
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ON MOUSE GOSUB ( ~ン？収 1・ ＇l － ~1.Jv-7 ン， on mouse ~o to su~routine) 
マウスによる割り込み処理を定義します。

ーE
－唖司

直~

ヨ」

参考：＆

~ 

on mouse gosub 〔〈処理行1）〕〔，〈処理行2）〕……〔，〈処理行5）〕

o. mou. gos. 

この命令は別売のマウス（MZ-1×10）の操作による各種割リ込み要因に対

する割り込み処理を定義します。

割り込み要因は次のように1～5の5種類があります。

1 ... マウスが移動したとき。

2 ・・0・ー ボタン1が押されたとき。

3 … ボタン2が押されたとき。

4 …… ボタン1が離されたとき。

5 ・・・・ ボタン2が離されたとき。
ボタン 1 ボタン2

・ ＜処理行＞の1～5は、割リ込み要因の1～5のそれぞれに対応した割リ込み処

理の先頭行を行番号またはラベルで指定します。

この命令では割り込み処理の行われる開始行を定義するだけで、 割り込み

処理の制御はmouseon/ off/ stop文で行われます。

割リ込み処理は、割り込み発生時にく処理行＞からサブjレ チンとして実行

されますので、割り込み処理の終了はreturn文になります。

この命令て駒の定義はrunコマン卜・およひ冶nd文の実行によリ解除されます。

この命令実行時に＜処理行＞て前指定された行がない場合は工ラーになります。

on mouse gosub , ＊’l'!{C l 

マウスのボタン1が押されたときに実行する割り込み処理行を

*TRG_lというラベルで定義します。

mouse on/ off/ stop －・… マウスによる割リ込みの制御。（416ページ）

mouse on/off/stopのサンプjレ参照
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MOUSE ON/OFF/STOP （マウスオン／オフ／ストップ）
マウスによる割り込み処理を制御します。

恒三巴

［盃元日

層瓦］

…e〔（〈割り込み要因〉）〕 （：； ！ 
l stop ) 

mou. o. /of. Is. 

この命令は別売のマウス（MZ-1×10）による割り込み処理を制御します。

く割リ込み要因＞は1～5で指定し、指定を省略するとすべての指定となり

ます。

・＜割り込み要因＞は次のように対応します。

マウスが移動したとき。

2 －ボタン1が押されたとき。

3 ・ボタン2が押されたとき。

4 －ボタン1が離れたとき。

5 …ボタン2が離れたとき。
ボタン1 ボタン2

onを指定すると割り込みが可能となり、 onmouse gosub文によって定義

されている割リ込み処理の開始行から、サブルーチンとして実行します。

offを指定すると割り込み機能は解除され、割り込みが発生しても割り込み

処理は行われません。

• stopを指定すると割り込み発生時には割り込み処理は行われませんが、

割り込みがあったことは記憶されていますので、あとでonが指定されたと

きに割り込み処理を実行します。

割リ込み処理はステートメントとステートメントの聞に行われ、 ステー ト

メン卜実行中はstop状態になります。したがってpaint文やpoly文などの処

理時聞がかかる処理中に割り込みがかかった場合は、その処理が終了してか

ら割り込み処理が行われます。また、input文やlineinput文は入力終了後

に割り込み処理を実行します。

runコマンドおよひ渦end文の実行や工ラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム蛮更などによリ、このほかの割リ込み機能も含めて 、すべての割リ

込み処理の実行制ilO(Joff（こなります。

on mouse gosub文で割り込み処理行が定義されていない場合は、割り込

みが発生しても何も処理は行われません。
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仁杢］

参考11"1'

巨到

mouse on 

マウスによるすべての割り込みを可能とします。

on mouse gosub マウスによる割り込み処理行を定義する。（415ページ）

10 rem －ー一 on mouse gosub ---

20 mouse 6 
30 ini t ”CRT2:640,400,16”： c ls 3:color .. ,4 
40 mouse O:mouse 4,0,16.599,339:mouse 1,320,200,1 

50 gosub •MOVE 
60 on mouse gosu b ’ MOVE,•Tl_ON ，市 T2_0N, . •T2_0FF 
70 if inkey$＝”” e lse mouse 6：－もnd
80 mouse on:goto 70 

1000 ＊附OVE :mouse stop 
1010 X=mouse ( 0): Y=mouse (1) 
1020 locate O,O:prin t ”（ x,y）＝（”； X；”，＂； y：”）”； chr$(5) 
1030 if T2 gosub •XLINE:Xl=X:Yl=Y:gosu b 事 XLINE

1040 return 
2000 •Tl_ON :mouse stop 

2010 if T2 else 2040 
2020 mouse l,,,O:line (XS.YS）ー（ Xl.Yl):mouse 1. .. 1 
2030 XS=Xl:YS=Yl:pset (XS,YS) .• xor 

2040 return 
300 0 本 T2_0N :mouse stop 
3010 if F and not T2 then 5010 
3020 XS=mouse ( 0): YS=mouse ( 1) 

3030 Xl=XS:Yl=YS:T2=1:gosu b・XLI NE 
3040 return 
5000 •T2_0FF:mouse stop 

5010 gosub・xLINE:T2=0:return 
600 0・XLINE
6010 mouse l,,,O:line (XS,YS）一（ Xl.Yl).xor:mouse 1. .. 1 
6020 F=not F 

6030 return 

900 0 ’ ボタン2を押しながら移動すると線をためし引きします
9010 ’ そのときにボタン 1を押すと線を引きます
9020 ’ いずれかのキーを押すとプログラムを終了します
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ON TIM~~ GOSUB ~ ＊ ン？イムダう・ 1ートサ 1'J~ － 1 ン， on time~ go to suoroutine) 
リアルタイムクロックでの割り込み処理を定義します。

［書プ氏「

唾断

層E

仁~－－ J 

参考ぽ

on time$＝”〈時〉：（分〉．（秒〉” gosub （処理行〉

o. ti.= gos. 

・ リアjレタイムクロックが設定時刻になったときに割リ込みを発生させ、割リ

込み時間と割り込み処理の開始行を定義します。

この命令では割り込み処理の行われる開始行を定義するだけで、割リ込み

処理の制御はtime$on/ off/ stop文で・行われます。

＜処理行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・割リ込み処理は、割リ込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行

されますので、割リ込み処理の終了はreturn文（こなリます。

この命令て。の定義はrunコマンドおよひやend文の実行により解除されます。

この命令の実行時に＜処理行＞で指定された行がない場合はエラーになりま

す。

この命令の実行時に、システム蛮数のtime$と割り込み時刻との差を計算し

ますので、 time$の設定はこの命令の実行前に行ってください。

割リ込みは＜分＞単位で処理され、＜秒＞の指定は”00”とみなします。ただ

し＜秒＞の指定を省略することはできません。

on L [ me$ ＝” 12>1~ 0 O” gosub l〔JOO

12時45分になると行番号1000から処理をするように定義します。

time$ on/off/stop .....・リアルタイムクロックの割リ込み制御。（419ページ）
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TIME$ ON/OFF /STOP （タイムダラーオン／オフ／ストップ）
リアルタイムクロックの割り込みを制御します。

ー；；記

［雪量J

~ 

ヨコ
参考ll':U'

ti. o. /of. /s. 

リアルタイムクロックからの割り込みを制御します。

onを指定すると割り込みが可能となり、ontime$ gosub文て’定義されてい

る時刻に割り込みが発生し、 処理行からサブルーチンとして実行します。

offを指定すると割リ込み機能が解除され、割り込みが発生しでも割り込み

処理は行われません。

• stopを指定すると割り込み発生時には割り込み処理は行われませんが、

割り込みがあったことは記憶されていますので、あとて・onが指定されると

割り込み処理を実行します。

・割り込み処理はステー卜メントとステートメントの聞に行われ、ステート

メント実行中はstop状態になります。したがって、 paint文やpoly文なと輸の

処理時聞がかかる処理中に割り込みがかかった場合は、その処理が終了して

から割り込み処理が行われます。また、input文やlineinput文は入力終

了後に割リ込み処理を実行します。

runコマン ドおよびend文の実行や工ラーの発生、または実行中断時のプロ

グラム蛮更などにより 、このほかの割り込み機能も含めて、すべての割リ込

み処理の実行制御はoff（こなります。

• on time$ gosub文て・割リ込み処理行が定義されていない場合は、割リ込み

が発生しても伺も処理は行われません。

time$ on 

リアルタイムクロックによる割リ込みを可能とします。

on time$ gosub ・ ・ ・ ・ ・ ・ リアルタイムクロックの割り込み定義。（418ページ）
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INTERVAL （インターバル）
インターパルタイマの設定をします。

~ 

~岨

逗~

「H」
参考!l'F

interval （周期〉

inte. 

定間隔で割リ込みを発生させるインターパjレタイマの周期を設定します0

．＜周期＞はo.1秒単位で1～65535までの整数で指定します。

この命令の実行によリインターパルタイマが初期化されスター卜します。し

たがって、＜周期＞を50とした場合、この命令の実行を起点として5秒ごと

の割リ込みが発生します。

・割リ込み処理をするには、oninterval gosub文て‘割リ込み処理の定義、

interval on/off/stop文により割り込み処理の制御を行います。

interval 100 インタ パルタイマの周期を10秒とします。

on interval gosub インタ パルタイマの割リ込み処理の定義。

(421ページ）

interval on/ off/ stop …… インターパルタイマの割リ込み処理の制御。

(422ページ）
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ON INTERVAl GOSUB ( ~ンイントJ＼ルゴートりjト？ン， on interval go to subroutine) 

インターバルタイマによる割り込み処理を定義します。

i書式l

［予防｜

反則

~－_I 

参考u

~ 

on interval gosub （処理行〉

o. inte. gos. 

interval文により設定された一定間隔で発生する割リ込みに対する割リ込み

処理の開始行を＜処理行＞として定義します。

この文では割り込み処理の行われる開始行を定義するだけで、割り込み処理

の制御はinte刊 alon/o何／stop文で行われます。

・ ＜処理行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・割り込み処理は、割り込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行

されますので、割り込み処理の終了はreturn文になります。

この命令て輸の定義はrunコマンドおよひ・end文の実行によリ解除されます。

この命令の実行時に＜処理行＞として指定された行がない場合はエラーにな

リます。

on interval gosub 1000 

インターパルタイマによる割り込み処理行を行番号1000として定義す

る。

interval on/ off/ stop ・ ・ ・ ・・ ・ インタ パルタイマの割り込み処理の制御をす

る。（422ペジ）

interval …… インタ パjレタイマの設定。（420ページ）

10 rem ON INTERVAL GOSUB ---
20 els 3 interval lOO:locate .• 0 
30 on stop gosu b・STOP:stop on 
~O on i ri terva I gosub •BEEP: interval on 
50 locate 0,6・Color 7:prin t ”現在の時刻！ ”； t ime$ 
60 locate 0.8:color 2:prin t ”1 0秒おきにブザーを鳴らします．
70 goto 50 
80 color 7:end 
90・BEEP

100 interval off 
110 beep:beep 
120 interval on return 
130 •STOP 
l~O stop off 
150 locate . , I 
160 return 80 
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INTERVAL ON/OFF /STOP （インターバルオン／オ7／ストップ）
インターパルタイマによる割り込み処理を制御します。

~ 

層面］

直！！］

仁王］

参考まF

interval 
（。： ）
l s~~p I 

inte. o. /of. /s. 

一定間隔で発生するインターパルタイマによる割リ込み処理を制御します。

onを指定すると割リ込み処理が可能となリ、 oninterval gosub文て鴨定義さ

れている処理行からサブルーチンとして実行します。

• offを指定すると割リ込み機能が解除され、割リ込みが発生しても割リ込み処

理は行われません。

stopを指定すると割り込み発生時には割り込み処理は行われませんが、割

リ込みがあったことは記憶されていますので、あとで帆onが指定されたときに

割り込み処理を実行します。

・割り込み処理はステートメントとステートメントの聞に行われ、 ステー卜

メント実行中はstop状態になります。したがって、paint文やpoly文などの処

理時間がかかる処理中に割り込みがかかった場合は、その処理が終了してか

ら割リ込み処理が行われます。また、 input立やlineinput文は入力終了後に

割り込み処理を実行します。

runコマン ト・およひ桶end文の実行やエラーの発生、 または実行中断時のプロ

グラム麦更などにより、このほかの割り込み機能も含めて、すべての割リ込

み処理の実行制御はoff（こなリます。

・oninterval gosub文で割リ込み処理行が定義されていない場合は、割り込み

が発生しても何も処理は行われません。

interval on 

インタ パルタイマによる割リ込み処理を可能としますO

interval gosub ... ・ ・ インターパルタイマによる割り込み処理を定義する。

(421ページ）
interval －… インターパルタイマの設定。（420ページ）
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ON PLAY GOSUB （オンプレイゴ圃トサブルーチン’onpla~ go to subroutine) 
音楽演奏終了時に発生する割り込み処理を定義します。

ーE
－面白

直3白

仁亙コ

参考!l'I>

巨五日

on play gosub （処理行）

o. pl. gos. 

• play文による音楽演奏で、演奏が終了したときに発生する割リ込みに対する

処理の開始行を＜処理行＞として定義します。

この命令では割り込み処理の行われる開始行を定義するだけで、割り込み

処理の制御はplayon/off/stop文で行われます。

・＜処理行＞は、行番号またはラベルで指定できます。

・割り込み処理は割り込み発生時に＜処理行＞からサブルーチンとして実行さ

れますので、割り込み処理の終了はreturn文になります。

この命令て・の定義はrunコマンドおよひ＂end文の実行により解除されます。

・この命令の実行時に＜処理行＞として指定された行がない場合は、エラーに

なります。

この命令はplayon文を実行するまでに実行してください。

on play gosub 1000 

音楽演奏終了時の割り込み処理行を行番号1000として定義します。

play on/off/stop ・・ ・・・ 音楽演奏終了時の割り込みの制御。（425ページ）

10 rem －ーー ON PLAY GOSUB ---
20 on play gosu b・PRINT:pJay on 
30 init "CRT2:640,200,16":cls 3 
40 play ini t 
50 for N=J to 2 

60 read CJS,C2S,C3$ : play Cl$,C2S.C3$ 
70 next 
80 play wait:beep:pJay off 
90 end 

JOO・PRINT
110 for J=O to JO 
120 PA=int(rnd(J）・JOO)
130 Xl=int(rnd{l）・640）・.S:YJ=int(rnd(l）・200）・ .5
140 X2=int(rnd(l）・640) : Y2=int (rnd (I）・200)
150 P=(Y2 mod 6) :C=(X2 mod 15)+1 
160 pen P 
170 circle {X2,Y2).PA,C 
180 line {XI.YI）ー（X2.Y2).C.BF
190 next 
200 return 
210 dat a ’Q8T60@7@Vl27Q8@Vl20@!905RA8>Cl6D8.C8<B8A8" 

n
4
U
 

円
〆
』

n
4
・



220 data HQ8T60@7日Vl27Q7@Vll5@10FFFF"
230 dat a ”Q8T60@7申Vl27Q8由VJOO由405A2Br
240 dat a ”ER8E8F8El6F8Gl6El6016C<A8>C8F8E8C8D8E2RR8R8・
250 dat a ”EE8El6Dl6CC16Cl6Dl6El6FFDDEEEEH 
260 dat a ”B2B-2A2A2F+2G+2” 

・ゲラフィ 、ソク表示後音楽を鳴らし、onplay gosub命令により音楽が終了す

ると再びグラフィックを表示します。
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PLAY ON/OFF/STOP （プレイオン／オフ／ストップ）
音楽演奏終了時の割り込み機能を制御します。

ー豆］
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司
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参考M
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pl. o. /of. /s. 

・音楽演奏終了時に発生する割リ込みを制御します。

onを指定すると割り込み処理が可能となリ、 onplay gosub文て納定義され

ている処理行からサブルーチンとして実行します。

offを指定すると割リ込み機能が解除され、割リ込みが発生しても割リ込み

処理は行われません。

stopを指定すると割リ込み発生時には割り込み処理は行われませんが、

割リ込みがあったことは記憶されていますので、 あとでonが指定されたと

きに割リ込み処理を実行します。

・割リ込み処理はステ トメントとステートメントの聞に行われ、ステート

メン 卜実行中はstop状態になります。したがって、 paint文やpoly文などの処

理時間がかかる処理中に割リ込みがかかった場合は、その処理が終了してか

ら割り込み処理が行われます。また、input文やlineinput文は入力終了後に

割り込み処理を実行します。

runコマン ドおよびend文の実行やエラ一発生、または実行中断時のプログ

ラム蛮更どによリ、このほかの割り込み機能も含めて、すべての割り込み処

理の実行制御はoffになリます。

• on play gosub立て”割り込み処理行が定義されていない場合は、割リ込みが

発生しでも何も処理は行われません。

play on ・・・ ・・・ 音楽演奏終了時の割リ込みを可能とします。

on play gosub ・ ・ ・ ・ 音楽演奏終了時の割リ込み処理行の定義。（423ページ）
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チャイルドプロセス制御命令 ｜ 

CHILD（チャイルド）
チャイルドプロセスを時び出し、実行します。

ーョ
面

画

child 〔〈チャイルドプロセス名およびチャイルドプロセスに引き渡す情

報〉〕〔， M〕〔，［〈画面クリアスイッチ 1）〕〔，［〈画面クリアスイッチ 2）］〕

chi. 

この命令を実行するとBASICの環境から一時的にMS-DOSの環境に制御を

移行して、チャイルドプロセスを実行することができます。

チャイルドプロセスを実行後、制御は再びBASICに戻リます。

チャイルドプロセスとはMS-DOS下で実行されるプログラムのことです。

＜チャイルドプロセス名およびチャイルドプロセスに引き渡す情報＞には、

起動するチャイルドプロセス名（プログラム名）とチャイルドプロセスに引き

渡す情報を124字以内の文字列で指定します。

指定形式は次のとおりです。

”チャイルドプロセス名 引き渡し情報”（ ：スペース）

例： ”COPY A:TEST B：” 
ιーーーーーーーーーーーーーーーーー”」

チャイルドプロセス 引き渡し情報

なお、チャイルドプロセス名の指定形式は〉欠のとおりです。

〔＜ドライブ名＞〕＜プログラム名＞

・起動されるチャイルドプロセス（プログラム）は、指定されたドライブの力レ

ントディレクトリ下のプログラムです。

ドライブ名が省略された場合、力レン 卜ドライブが指定されます。

・チャイルドプロセスを特定のディレクトリ下のプログラムとする場合、 en圃

viron文で‘テ．ィレクトリ情報を環境文字列”PATH”にあらかじめ設定しておく

必要があります。（environ文参照）

・＜チャイルドプロセス名およびチャイjレドプロセスに引き渡す情報＞を省略

した場合は、MS-DOS（こ制御が移った後、プロンプ卜が表示され命令待ち

の状態になります。

以後、 MS-DOSを直接操作できるようになります。

BASICヘ制御を戻すときは、 MS-DOSのEXITコマンドを実行する必要があ

リます。 （MS-DOSマニュアjレ参照）

• Mを指定しない場合は、チヤイルドプロセスはclear文て・確保されたチヤイルド

プロセス領域に読み出され、実行されます。

チャイルドプロセスに必要な領域が確保されていないと、エラーとなります。

なおMを指定しない場合は、力ンマ（，）も含めて省略してください。
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• Mを指定した場合、チャイjレドプロセス領域を確保する必要はありませんが、

BASICのデ タ領域をチャイjレドプロセス領域にします。したがって、チャイ

ルドプロセスを実行すると、実行終了後処理は中断され、 BASICダイレクトモ

ード（命令待ち）になります。このとき、配列および変数は初期化され、機械語

領域の内容も破壊されます。

・＜画面クリアスイ、ソチ l＞は、チャイルドプロセスを実行するときに、画面

を消去するかどうかを指定します。

省略あるいは0の場合

一画面を消去した後、チャイルドプロセスを起動します。

1の場合

－－画面はそのままで、チャイルドプロセスを起動します。

・＜画面クリアスイ、ソチ 2＞は、チャイルドプロセスからBASICに制御を戻

すときに、チャイルドプロセスの画面を消去するかどうかを指定します。

. 0の場合

…チヤイルドプロセスの画面はそのままで、 BASICに制御を戻します0

．省略あるいは 1の場合

…チヤイjレドプロセスの画面を消去後、 BASICに制御を戻します。

・現在の装置（カレントドライブ）のjレートディレクトリ下にコマンドファイル

(command. com）が用意されていない場合、工ラーとなります0

．チャイルドプロセス起動直後のカーソル位置は＜画面クリアスイッチ 1＞に

より変わります0

・省略あるいは0の場合：ホームポジション

. 1の場合 ．移動しない

・チャイjレドプロセスからBASICヘ制御が戻った場合、力一ソjレ位置はく画

面クリアスイッチ 2＞により変わります。

. 0の場合 ：移動しない

－省略あるいは 1の場合：ホームポジション

・実行できないチヤイjレドプロセスの場合は、 ”コマンドまたはファイル名が

違います”と表示されます。

また、ドライブの指定が誤まっている場合は、”ドライブの指定が遣います”

と表示されます。

これらはMSDOSの工ラーメッセージです。メッセージ表示後BASICのダ

イレクトモード（命令待ち）に戻ります。

・環境文字列のCOMSPECの内容が変更されているとチヤイjレドプロセスを

実行できないことがあります。

門
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門
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」
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chil d ”COPY TEST.BAS B：” 

・・・力レントドライブのTEST.BASをドライブ巳にコピーします。

chil d ”D IR",1,0 

…BASICの画面はそのままでカレントドライブのディレク卜リをカーソル位置

から表示します。

child 

…MS-DOSの命令待ちとなります。

clear …チャイjレドプロセス領域の確保。（169ページ）

environ …環境文字列の定義。（429ページ）
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ENVIRON （インバイロン）
環境文字列テーブルの内容を蛮更します。

量三副

直面

軍］副

亡亙コ

environ 〈文字列〉

env. 

・環境文字列テーブルは、child文によってMS-DOSの環境に移行したときに、

有効となる文字列の集まりです。

・＜文字列＞は次のように指定します。

”＜名前＞＝＜パラメータ＞”

・＜名前＞に”PATH”を指定すると、”PATH”に続く＜パラメ タ＞はチヤイ

ルドプロセスが起動するときのディレク卜リパスとなります。

・＜名前＞および＜パラメータ＞は英数字、記号で指定します。ただし、大文

字小文字を区別しますので、”path”としてもディレクトリパスの指定はでき

ません。

・同じく名前＞の環境文字列を登録することはできません。同じく名前＞で

登録すると、新しく登録する方に＜パラメータ＞が更新されます。

・”＜名前＞＝；”＜名前＞＝”とすると、指定された＜名前＞と＜パラメータ＞

は環境文字列テーブルから削除されます。

ただし、＜名前＞が’'PATH”の場合は”PATH”が環境文字列テーブルに残さ

れます。

・新しく登録した環境文字列は環境文字列テーブルの最後に追加されます。

・この命令はBASIC終了時のMS-DOSの環境文字列テ ブルには影響を与え

ません。

・環境文字列を変更する場合、全体で256バイトを越えてパラメータを設定す

ることはできません。

environ "PA丁目＝B:¥UTY"
child "B:TEST" 

ードライブBのjレ トディレクトリ内のUTYというディレクトリ下のTESTと

いうファイjレが起動されます。

nuu 

円
〆
」

A
斗



関数

ENVIRON$ （インバイロンダラー）
指定された環境文字列のパラメータを求めます。

ー三司 environ$（”〈名前〉”）

environ$ （〈番号〉）

( 1 ) 

(2) 

直~ （書式 1）は＜名前＞で指定された環境文字列のパラメータを求めます。

（書式2）は環境文字列テーブル内で先頭から何番目に位置するかをく番号＞

で指定することによって、特定の環境文字列のパラメータを求めます。

・＜番号＞はO～32767の値で指定します。

指定されたパラメータが無い場合は空文字が返されます。

IT] print environ$（”PATH＂）・

…環境文字列”PATH”に設定されているディ レク トリパスを表示します。

n
H
u
 

n〈
u

n
4
・



数値演算プロセツサ命令 ｜ 

OPTION FLOAT （オプションフロート）
数値演算プロセッサの使用を可能にします。

ー三巴

ー樫］

直~

仁亙コ
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nF 。
opt. fl. 

・数値演算プロセツサ（MZ-IM12)（別売）を使用するかどうかを指定します。

onと指定すると数値演算プロセツサが装着されているとき、数値演算プ

ロセツサを使用します。

offと指定すると使用しません。

・数値演算プロセ、ソサを使用した場合、次の関数を高速処理することができるよ

うになります。

sin, cos, tan, atn, log log 10, exp, sgr, fac, A （べき乗）

option float on 
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マウス命令 ｜ 

f MOUSE （マウス）
｜マウスの機能を設定します。

「書一九 mouse （機能〉〔，〈指定〉〕

寸
コ

｜省略戸｜ mou. 

Rn 

F

，、
H
冗

a
－－a
 

別売のマウス（MZ-1×10）に対して各種の機能を設定します。＜機能＞は

0～6まであり 、次のようになります。なお、マウス処理の座標はすべて

絶対スクリーン座標になります。

mouse 0 

各種機能を初期化し、マウスを使用可能にします。初期化される機能は

次のとおりです。

・マウスカーソルを画面中央に移動させ、オフ （表示しない）状態

にします0

・マウスカ ソJレ形状を初期状態に設定し、指
初期状態の

示点は左上端になります。なお、マウス力一 マウスカソル形状

ソルは表示されませんので、 表示するには 指示点ノ代～ツ｜

mouse 1 , , , 1を実行してください。 ｜レス ~ 

・縦横の移動比率（434ページ参照）を8にします。 」ー」＿＿＿＿，

・移動範囲を画面全体として、カーソル色は緑になります。

mouse 1，〔X〕，〔Y〕，くカーソルスイッチ＞

マウスカーソルの移動と、オン、 オフの制御をします。

X,Yはマウス力 ソjレを移動させる座標になります。マウスカーソルの指

示点が指定座標になるような移動です。

XまたはYを省略すると、現在のマウスカーソルの×座標またはY座標が

設定されます。

く力一ソjレスイッチ＞を1（オン）にするとマウスカーソルを表示し、 0（オ

フ）にするとマウス力一ソルは表示しません。

mouse 2, ＜横指示点＞，〈縦指示点＞， <XOR文字列〉

〔，＜AND文字列＞〕

マウスカーソルの形状および指示点を指定します。

マウスカーソルは16×16ド、ソ卜の範囲内で任意の形状を定義することが

できます。

＜横指示点＞、 く縦指示点＞はO～15の値で指定し、この指示点がマウ

ス入力時の座標になります。なお、グラフィ ツクが640×200ドットのとき

は、カーソルは640×400ドット時の倍の大きさで表示されます。
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マウスカーソルの形状は、＜XOR文字列＞および＜AND文字列＞で指

定します。

形状の指定はドットのONをピット 1、ドνトのOFFをヒヘソト Oに対応

させて指定します。

マウスカーソルと文字列の対応は次のようになリます。

マウスカーソル

Thア

字
文

の－－
状一…一

形一一
Lν「UU恥JlJ一』斗一

ソ一3一
一「川引」

力一1一

2 

3 4 

． 

31 32 

16ドッ卜

8ド、ソ卜 8ドット

<XOR文字列＞とくAND文字列＞でカーソル形状を指定する場合

ドットの状態
画面上のド、ソ卜の状態

AND文字列 ×OR支字列。マウス力一ソルのパ、ソクの画面

マウスカ ソjレのパックの画面のパレット番号

を反転させたパレット番号。黒

パレ、ソ ト番号15の色
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×OR文字列＝chr$($ F F , $ 0 0 ) +chr$ ($ 8 1 , $ 0 0 ) 

十ch「$($ 8 1 ' $ 0 0）十chr$($ 8 1 , $ 0 0 ) 

十chr$($ 8 1 , $ 0 0 ) +chr$ ($ 8 1 , $ 0 0 ) 

十chr$($ 8 1 , $ 0 0 ) +chr$ ($ F F , $ 0 0 ) 

+chr$ ($ 0 0 . $ 0 0 ) +chr$ ($ 0 0 . $ 0 0 ) 

十chr$($ 0 0 , $ 0 0 ）十chr$($ 0 0 , $ 0 0 ) 

AND文字列＝ch「$($ 0 0, $ F F) +chr$ ($ 0 0, $ F F) 

+chr$ ($ 0 0 . $ F F) +chr$ ($ 0 0 , $ F F) 

+chr$ ($ 0 0 , $ F F) +chr$ ($ 0 0 , $ F F) 

十chr$($ 0 0 , $ F F）十chr$($ 0 0 , $ F F) 

+ch「$($ F F . $ F F) +ch「$（$FF, $FF) 

+ch「$($ F F. $ F F) +chr$ ($ F F, $ F F) 

＜×OR文字列＞だけでカーソル形状を指定する場合

文字列の指定のしかたは＜×OR文字列＞と＜AND文字列＞での指定のし

かたと同じです。

ただし、×OR支字列とグラフィック情報との聞に×ORの関係があるため、

グラフィック情報とマウスカーソルが重なる場合、重なった部分の色が変

イヒします。

また、 mouse0により初期化されるマウスカーソルは×OR文字列だけの

表示となります。

mouse 3, ＜方向＞，＜移動比率＞

マウスの移動比率を設定します。

＜方向＞は 0が横方向で、1が縦方向の指定になり、＜移動比率＞は 1～

255の整数値で表します。

＜移動比率＞は、画面上の8ドットを移動するのに必要なマウスからのパ

ルス数になり、 1が最も大きく移動し、 255が最も小さくなります。また、

く移動比率＞が、 8よリも小さい場合は指示できない座標が出てきます。

mouse 4, x,, y,, x,, y, 

マウスカーソルの移動範囲を指定します。

指定すると 、マウスの動きに関係なく 、左上の座標x,,y，と右下の座標x,,
y，を対角とする範囲のタトヘ指示点を移動させることはできなくなリます。

mouse 1で移動範囲タトの座標を指定した場合、マウスカーソルは移動

範囲内でmouse1で指定された座標に最も近い点に表示されます。

なお、 mouse0実行時の移動範囲はグラフィ、ソク画面全体になっています。
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mouse 5, ＜色＞

マウスの表示色を指定します。

＜色＞の指定は次のようになります。

＜色＞の指定 表示色。 青（パレット番号 1) 

赤（パレνト番号2)

2 緑（パレ、ソト番号 4)

3※ 灰（パレッ卜番号 8)

※グラフイツク画面が65536色モード時は＜色＞に 3を指定することは

できません。

mouse 0実行時のマウスカーソルの色はパレット番号Oに対応した色に

なります。

なお、この命令は×OR文字列だけで表示しているマウスカーソルに対し

てのみ有効です。

mouse 6 

マウスの処理を終了します。

この命令を実行後再びマウスを使用する場合は、再びmouseOを実行し、

マウスの初期化を行います。

・グラフィックの描画や消去を行うときは必ずマウス力一ソjレをオフ（表示

しない）状態にしてください。

mouse on/off/stopのサンプjレ参照
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関数

MOUSE(n) （マウス）
マウスからの情報を読み取ります。

l書式！ mouse ( （機能〉〔，〈ボタン番号〉〕）

｜省略形
mou. 

R
n
 

’’h
 

H
冗 別売のマウス（MZ-1×10）から座標やボタ

ンの情報を読み取る関数です。

＜機能＞はO～10まであり、＜機能＞に応

じてくボタン番号＞として 1か2のボタン

番号を指定します。 この関数で求められ

る座標はすべて絶対スクリーン座標になり

ます。

／： 

ホクン2ボタン 1

mouse (0) 

マウスカーソルの×座標上の現在値を求めます。

mouse(l) 

マウスカーソルのY座標上の現在値を求めます。

mouse(2, ＜ボタン番号＞）

＜ボタン番号＞で指定されたボタンの状態を求めます。ボタンが押

されている場合はー1、押されていない場合は0の値が返リます。

mouse( 3, ＜ボタン番号＞）

最後にこの関数を実行してから指定されたボタンが押された回数を求

めます。

mouse (4，くボタン番号＞）

＜ボタン番号＞で指定されたボタンが最後に押されたときのX座標を

求めます。

mouse(5, ＜ボタン番号＞）

＜ボタン番号＞で指定されたボタンが最後に押されたときのY座標を

求めます。

mouse( 6, ＜ボタン番号＞）

最後にこの関数を実行してから指定されたボタンが離された回数を求

めます。

mouse(7, ＜ボタン番号＞）

＜ボタン番号＞で指定されたボタンが最後に離されたときのX座標を

求めます。

Fnu 

η
ぺU

訓
斗



~ 

mouse(S, ＜ボタン番号＞）

＜ボタン番号＞で指定されたボタンが最後に離されたときのY座標を

求めます。

mouse(9) 

最後にこの関数を実行してからのX座標の移動量を求めます。

mouse(lO) 

最後にこの関数を実行してからのY座標の移動量を求めます。

• mouse 0の実行でマウスを使用可としていないと正しい値は返りません。

mouse on/o行／stopのサンプル参照
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［ キーボード制御命令 ［ 

INIT ”KB：”（イニシャライスJキーボード・initializekeyboard). 
キーボードの機能を設定します。

！ 三三~ J in it ”KB：〔〈カ河~IJ)〕 L 伎穿選時〕ら（LOCK)〕 L 領罪入力〉〕”

説明 ・ ＜力ナ配列＞は、キーボードの力ナ配列をJISで定められた配列にするか、

50音順の配列にするかを選択します。

O JIS配列。

1 ・ ・ 50音Ill買配列。

・ ＜文字選択＞は、英数、力ナ、グラフィック文字の入力状態を指定します。

0 ・ 英数人力。

1 ・ 力ナ入力。

2 グラフィック文字入力。

・ ＜LOCK＞は、アルファぺ、ソ卜の大文字、小文字の入力を指定します。

0 ・－一 小文字入力。

1 …… 大文字入力。

＜漢字入力＞は、 漢字入力状態を指定します。

0 …… 漢字入力状態を解除します。

1 ・0 ・・ 漢字入力状態にします。（メニューモード）

2 …… 漢字入力状態にします。（スクリーンモード）

・漢字入力機能はMS-DOSのものを使用しますので、MSDOS起動時に仮名漢

字変換のデバイスドライバが読み込まれていないと、漢字入力機能は使用で

きません。

・それぞれの指定を省略した場合は、現在の状態を保ちます0

• BASICの起動時は、すべての指定が0になっています。

・キーボード自体の力ナ配列はJIS配列になっています。50音順配列について

は、オーナース．マニュアjレを参照してください。

例l __  J i JI i L ”KB: l" ・・ キ ポ ドの力ナ配列を50音｜｜｜慣に設定します。
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CLICK ON/OFF （クリックオン／オフ）
キーのクリック音を制御します。

ーE
唖画司

直!iJ

仁亙］

、B

・E

・、，IIB
EJ

n
行

G

o

 

f
－－〈
l
t

L
K
 

C
 

C
 

cli. o. /of. 

・キーボードのキーを押すごとに出るクリック音を制御します。onを指定す

ると音が出るようになリ、 offを指定すると音は出なくなります。

• BASIC の起動時はclickon の状態になリます。

・クリック音はコンピュータが有効な文字入力を行ったときに発生します。

したがってIT:illキーや｜コントロール｜キーを単独に押しただけではクリ

ック音は発生しません。

click off ...... クリ、ソク音を止めます。

click on －… クリック音が出るようにします。
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REPEAT ON/OFF （リピートオン／オフ）
キーリピー卜を制御します。

恒三巴

南
一

E

「~ －－

、、1
1
11
t

、，
1
1
1
1
J

’

、lEa
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3
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目、n
行
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－
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且’ta
 

e
 

nv e
 

v－－ 

rep. o. /of. 

・キ を押し続けたときのキ リピー卜とリピー卜速度を指定します。onを

指定するとリピート可能となり、 offを指定するとキーを押し続けでも、リ

ピートを行いません。

repeat onの指定のときに＜スピード＞でリピー 卜速度を指定します。

＜スピード＞

0 …リピ トは行いません。（repeato行と同様）

低速リピー卜。

2 ・中速リピ ト。（省略時はこの速度になります。）

3 高速リピー卜。

4 －－最高速リピ ト。

＜スピード＞が4に設定されている場合は｜コントロール｜十回キーの操作

により＜スピード＞を 2に設定します。また、＜スピード＞を省略した場

合は2が指定されたものとします。

• BASICの起動時はrepeaton の状態になります。

リピー 卜は、ダイレク トモードまたはinput文の実行時などキ一入力待ちのと

きにリピー 卜状態になリます。先行入力時はリピー卜を行いません。

repeat on ...... 中速リピ トに設定します。

repeat off －・ キーを押し続けてもリ ピー トしなくなリます。
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システム変数

INKEY$ （インプットキーダラー・ inputkey$) 
キーボードより1文字入力を行います。

ーョ
画き司

直］］

00 

in key$ 

ink. 

・キボ ドより1文字のデータを入力するシステム変数です。

入力がなかった場合は入力を待つのではなく、（直をNull（空文字）として次の

処理に進みます。

・入力は先行入力のキーバッファの最初の文字となりますので、先行入力によ

りすでに入力されている場合は、順次1文字ずつ入力します。あらかじめキー

パ、ソファを消去する場合はkey0，＂”を実行してください。

リアjレタイム入力を行うときは repeaton, 4としてリピート速度を最高速

にしておきます。ただしリピ トが最高速の場合、通常のキ一入力はでき

ませんので、プログラムを終了する場合やinput文の実行前にはもとの速度

に戻しておく必要があります。

. IT2日＋直Eキーの操作はプロク、ラム実行の中止になりますのでw入力す

ることはできません。

A$=inkey$ …・・ 入力した1文字を蛮数A$に代入します。

100 if inkey$＝”A" then print " a” 

もし入力された文字が大文字の”A”であれば小文字の”a”を表示します。
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3・・・ C=A*B

3・ • ・C=A*B 

3 • • • C=A本B

3・ • •C=A*B 

3・ • ・C=A*B 

3・・・ C=A*B

run 
A B? 50 85 
と‘の計算をするか、 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B

と、の計算をするか、 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B

と、の計算をするカ＂ 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B

どの計算をするか、 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B

どの計算をするカ＂ 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A B 

どの計算をするか、 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B

どの計算をするか、 1～3で選んで下さい。
1・・・ C=A+B 2・・・ C=A-B 3•• •C=A*B 

まえは羽です。

数値を入力すると、計算方法を選択するようメッセ ジが表示されますo

in key$により 1～3の番号が入力された時点で、計算結果が表示されます。

（この場合は2を選択しています。）
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rKEY （キー）
｜割り込みキーを定義します。

恒三E key＜ファンクションキ一番号〉， 〈文字列式〉

key＜割り込み番号〉， 〈キーコード〉〔，〈キー属性〉〕

〔，〈キー属性マスク〉〕〔，〈タイミング〉〕

ー画司

直亙

）
 

1
 

（
 

(2) 

ke. 

（書式 1）の場合

20種のファンクシヨンキー（F11～F20は[I2:日キーを押しながらITJJ
～巨Eのキーを押しますよ対して、それぞれのキーが押されたときの

入力文字列を定義します。

・＜キ一番号＞は 1～20で指定し、く文字列式＞で押されたときの内容を指

定します。＜文字列式＞は20キ一合わせて300バイトまで定義できます。

・ klist文により 、最下行ファンクション表示の制御や定義書式での定義内容

の表示ができます。

（書式2）の場合

・キーボード上の指定したキ←が押されたとき、または離されたときに割り

込みを発生させるよう定義します。

割り込みによって呼び出されるサブルーチンはonkey文で指定し、実際

にサブルーチンが呼び出されるかどうかはkeyon文で設定を行います。

＜割り込み番号＞は検出を行いたいキーの登録番号を 1～20の値で指定

します。 onkey文やkeyon文で指定されるキ一番号と同じもので・す。

・＜キーコード＞は検出を行いたいキ一番号を以下の表に従って、 1～127

の値で指定します。
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＼上「lLI o 2 3 4 5 6 7 
下位

( 0 ) ＠ p 

F 1 ( 1 ) （＝） A Q 

2 F 2 ( 2) 2 B R ‘回F

3 F 3 ( 3) 3 c s ＿＿，砂

4 F 4 ( 4) 4 D T 揮／抹停止

5 F 5 ( 5) E クリア／ ALGO 
ホーム

6 F 6 ( 6) 6 F v ※ コピー

7 F 7 ( 7) 7 G w ※ ヘルプ

F 8 ( 8) 8 H × ※ 右シフト

9 F 9 ( 9) 9 y ※ 在シフト

A F10 (*) j z カナ

8 （＋） 後退 K GRAPH 

c （，） タブ L ￥ 取消コントロール

D （一） 回 M 前候補口、ソク

E （．） ESC N ／＼ 蛮換

F (/) SPACE / 。一無変換

）で固まれたキーは、テンキー上のキーです。

※のキーは指定できません。

＜キーコ ド＞は、上記の表に基づいて、以下の計算式にしたがって求め

ます。

＜キーコー ド＞＝（上位コー ド）* 16+ （下位コード）

＜キー属性＞と＜キ一属性マスク＞は O～255の値で指定します。

指定形式は8ピットの2進数を10進数に変換して指定します。

名ピ、ソトは次のキーに対応しています。

最上位ピ、ソ卜 常に 0

常に O

@ill 

1コントロール ｜

[fl2J 

[till 

左ITill
最下位ピット 右E互日

＜キ一層性＞と＜キー属性マスク＞の名ビ、ソ卜は次のような意味を持ちま

す。
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ヨコ

参考w

＜キー属性＞

モードかどうかを判定する場合恒三訂，匡~，[]iIJキー）

0：そのモードでないときキーを検出

1：そのモードのときキーを検出

押されているかどうかを判定する場合（｜コントロール｜，右

IT2}]，左~日キー）

0：押されていないときキーを検出

1：押されているときキーを検出

＜キー属性マスク＞

O：＜キー属性＞の対応ピ、ソトを Oにする

1 ：＜キー属性＞の設定に従って検出する

キの検出チェックは、キボードからの属性デタと＜キ属性マス

ク＞のAND演算を行った結果と、＜キー属性＞とが等しいかどうかによ

り行います。

たとえば、コントロールキーが押されているときキ一検出を行うようにす

る場合は、＜キ一属性＞＜キー属性マスク＞共に（00010000=)16を指定し

ます。

＜キ一層t性＞の右IT2}]と左巨互日の指定が共lこ1の場合は、どちら

のIT2}]キーが押されても割り込みが発生します。

－＜キー属性＞、 ＜キ一層性マスク＞を省略すると 0が設定されます。

－＜タイミング＞には、キーを押されたときに検出するか、離れたときに検

出するかを Oまたは 1の値で指定します。

O：キーが離されたときに検出します。

1：キ が押されたときに検出します。

・＜タイミング＞を省略すると 1が設定されます。

・BASIC起動時には割リ込みキ－ 1～20は、ファンクションキ－Fl～F20

の押されたことを検出するように設定されています。

key 2，”l ist"+chr$（ら， l3) 

圧訂のキーに巴巴囚，巴｜コントロール｜＋巴団を定義

します。定義後巨三ヨのキーを押すと叶ist”を表示して行末まで消去

し、 listコマンドを実行します。

key list ・・ ・ ファンクションキーの定義状態を表示。（447ペ ジ）

on key … 呼び出しサブルーチンの定義。（404ページ）

key on ー キによる割り込み制御。（406ページ）
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｜サンプル ｜ 10 rem --- KEY ---
20 key 1.1.&HlO,&HlO,l 
30 key 2.1.&H3.&H3,l 
40 key 3,1,,.0 

50 on key gosu b 場 0Nl.•ON2,•0FF
60 key (1) on:key ( 2) on:key ( 3) on 
70 A$=inkey$ 
80 if A$="" then 70 
90 print A$ 

100 if A$=chr$(13) then end else 70 
110 •ONl 
120 prin t ”コントロール十 F1”：r et urn 
130 •ON2 
140 print ”シフト ＋Fl”： ret urn 
150 *OFF 
160 print ”F 1オフ”： ret urn 

・｜コントロール ｜キーが押されているときに巨工コキ を押すとつントロー

ル＋F1”と表示し、IT2日キーが押されているときに巨Eキーを押すと

”シフト十F1”と表示します。

また、巨刀キーが離されると”F1オフ”と表示します。
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KEY LIST /KLIST （キーリスト）
ファンクションキーの定義状態を表示します。

ーE
［雪菅

直言日

〔瓦コ

参考Jt'

key list 

klist〔〈機能〉〕

ke. I. kl. 

・文字画面の最下行ファンクションキ 表示の制御やすべての定義状態の表示

を行います0

・＜機能＞は、 O～2と指定なし（省略）の4種の表示機能があります。

klist 0とすると最下行の定義状態の表示を消します。

klist 1とすると最下行にファンクションキーの定義状態の表示が行

われます。

klist. 2とすると最下行に定義状態と時計奄表示します。

• key listまたはklistのみの場合はすべてのキーの定義状態を表示します。表

示はkey文による定義の書式になっていますので、スクリーン工デイツ 卜に

より定義の蛮更が簡単に行えます。

・機能1、2を指定したとき最下行がconsole文による表示範囲に含まれる場合

やスムーススクロールモー ドのときは表示されませんが、のちにラインス

クロールで最下行がconsole文の指定範囲外になった場合は、klist1または

klist 2の指定が行われていれば定義状態を表示します。

・最下行の表示は、リパース（反転）文字で行われ、 80桁表示のときは10個分、

40桁表示のときは5個分の定義内容の表示になります。ただし機能2のとき

は時計表示に右端の1個分を使用しますので、定義の表示は1個分少なくな

ります。

・定義文字中の文字コードが31(&Hl F）以下のコントローjレコードは、最下行

表示の場合はCGの対応するフォン 卜で表示し、定義書式による表示の場合

は、 chr$(）による表示になります。

klist 1 

最下行にファンクションキーの表示を行います。

key －－・・ ファンクションキーの定義。（（443ページ）

-44?-



KEY 0 （キーゼロ）
キーボード入力のシミュレーションを行います。

ーヨ〕
直面白

直亙

仁E

key 0, ＜文字列〉

ke.O 

・キーの先行入力に用いられるキーバッファへあらかじめ文字を定義してお

き、キ一入力を自動的に行わせます。

・＜文字列＞があらかじめ定義しておく文字で64文字まで指定できます。＜文

字列＞には文字コードが＆H20以下のコントロールコードも定義することが

できます。

・シミュレーションは直接実行モ ド時、 input文、 line input文およひ~inkey$ 

の実行時に行われます。

• ON]キー操作やIT2=日＋直Eキー操作、｜コントロール l+CIZIJ
＋｜挿入／抹消｜キー操作を行うとキーバッファは消去されますので注意が

必要です。

この命令を実行すると、ぞれまでにキーバッファに残っているデータは消去

され、新たに＜文字列＞の内容がキーパ、ソファに入ります。

key O,"lis t”＋chr$(5, 13) 

直接モードで実行すると、listコマンドを実行しますo

key O，… … キーパ、ソファを消去します。
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ーす百芳 而ク命令 ｜ 
関数

STICK （スティック）
ジョイスティックの状態を調べます。

ー三司

直也

直E

l ~~~g J 

~ 

stick ( （スティック番号〉）

sti. 

ジョイスティックの状態を調べて値を返す関数です。

・＜スティック番号＞は、ジョイスティック1.2を次のように指定します。

1 －－－ー ジョイスティック1
2 ...... ジョイスティ、ソク2

スティ ックが倒されている方向により次の値を返し、スティ ックが倒されてい

ない場合は、0を返します。

7 8 9 

＼↑ Y 

4 ← O → 6 

J ↓ 、

2 3 

if stick(l)=4 then print "Lef t” 

ジョイスティック1p＇在に倒された場合、”Left”と表示します。
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・ジョイスティ ックの倒されている方向（上下左右）をstickにより調べて、

”＊”を表示します。
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関数

STRIG （スティックトリガー・sticktrigger) 
ジョイスティックのトリガーボタンの状態を調べます。

ーE
画面

国ヨー

strig ( ＜スティック番号〉）

str. 

・ジョイスティ ックの トリガーボタンが押されているかを調べる関数です。

＜スティック番号＞は、ジョイスティック1,2を次のように指定します。

1 .. ー ジョイスティック1

2 ...... ジョイスティック2

この関数の結果はトリガーボタンの状態で0～3の値になり、次のように対応

します。

（直 トリガーボタン1 トリガーボタン2

。 OFF OFF ON・・押されている

ON OFF OF Fぃ押されていない

2 OFF ON 

3 ON ON 
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STICK ON/OFF （スティックオン／オフ）
ジョイスティックでカーソルキーの代用をさせます。

ーョ
南極自

画E
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n
行

o
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ra
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』〈
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L
R
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a

守・‘cu 

sti. o. of. 

stick onとするとジョイスティック1をカーソルキーの代用として使用でき

ます。

stick関数を使用する場合は、stickoffとして通常の状態に戻してください。
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I プリンタ制御命令

INIT”LPT：” （イニシャうイス‘ Iルビーティー・ initialize L. P. T. ) 
プリンタスプーラの設定をします。

［三ヨ

型」出

仁E
参考ゅ

、E
E
E
aF

、Istil
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1n1t”MEM.”文で設定されたフリンタスフーラの機能設定を次のように指

定しますっ（フリンタスフーラについては「第1部のプリンタ制御機能」を参

照してくださいの）

0 ・0・・・ ダイレク トモード

パ、ソファの初期化を行い、ダイレクトモードにします。

スフーラモ ド

J＼、ソファの初期化を行い、スプーラモードにします。

2 ー ダイレク トモード

この指定を行う前にスプーラモードて・あった場合は、パ、ソ

ファ内のデ タをすべてプリンタに出力したのちにダイレク

トモ ドにします。

・指定を省略してinit"LPT：”とするとバッファの初期化を行います。

パ、ソファの初期化を行うと、それまでにバッファ内に記憶されているデー

タは消去しますυ

・プリンタが画面のハードコピーなと‘のビ、ソトイメージ印字を行っている途中

にバッファの初期化を行うと、以後のプリンタ印字が正常に行われない場合

があります。このような場合、一度プリンタの電源を切ってプリンタ自身の

リセットを行ってください。

・1n1t”MEM：”文でスプーラ用メモリサイズを設定した直後は、 Oを指定した

のと同機のダイレクトモードになります。

j n i t "LPT : l " ・ ..・ スフーラモードにします。

in it”MEM；” メモリディスクとスプーラのサイズを設定する。（284ページ）

option screen グラフィックV・-RAMの一部をメモリディスクやプリン

タスフーラに使用できるように設定する。（203ページ）
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HCOPY （ハードコピー・ hardcopy) 
画面の表示をプリンタにコピーします。

ー三百

画聖母］

亙詞

hcopy ［＜機能〉］［，〈左マージン〉］［，〈倍率〉］

h
H
 

・画面に表示されている文字や図形をプリンタにコピー（印字）します。

〈機能〉は、コピーする画面を選択し、1～3の値で指定します。

1 .一文字画面のみをコピーします。

2…グラフィ ック画面のみをコピーします。

3・一文字画面とグラフイツク画面の両方をコピーします。

省略時は 3の機能になリます。

・プリンタへのコピーはテ‘ィスプレイ表示の次の設定の影響を受けます。

console＠ 立による文字表示出力範囲。

view＠文によるグラフィック表示出力範囲。

screen文による出力ブレーン。

グラフィツク画面どうしの優先順位。

color＝文て・設定された力ラーコード0。

・〈左マージン〉はプリンタのヘ、ソ ドのホームポジションからのドット数を

指定します。O～32768の値で指定します。省略時は Oとなります。

く倍率〉は1と2が指定できます。省略時1となります。

・文字画面の40桁モード 2画面重ね合わせ時、文字フォントの 8×8ドッ

卜時、グラフィック画面の65536色モード時はハードコピーは行えません。

~ hcopy 

［§日

ディスプレイに表示されている画面全体のグラフィックと文字をプリ

ンタヘコピーします。
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LPOUT （うインプリンタアウトプットーlineprinter output) 
プリンタにデータを出力します。

~ 

－厘l

画芳］

仁理コ

参考帥

I pout 〈出力文字列〉

Ip. 

I print文の場合コントロ ルコードを送ろうとしても、漢字モードの切り替

えやシフトJISコードからJISコードへの変換などを行っていますので、そ

のままデータをプリンタヘ出力することはできません。この命令は＜出力

データ＞の内容をそのまま、プリンタに出力するために用意されています0

・＜出力データ＞は文字列型の定数や蛮数、 式で指定し、 デ タの 1バイトず

つを文字コ ドとしてプリンタヘ送リ出します。また、Iprint文と異なリ、デ

タの終了時に己主行コードは送られませんので改行が必要な場合は、く出力

データ＞の中に改行コードを含める必要があリます。

1つのIpout文て‘いくつものデータやコードを送る場合は、プラス（＋）記号

でつなぎます。セミコロン（；）を使うことはできません。

JpouL chr$(&11!B）＋－”8” 

プリンタヘ＆HlB、＆H38の2JTイトのデータを送リます。

I print …… プリンタへの文字印字。（175ページ）
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WIDTH LPRINT （ウィドスうインプリント・width line print) 
プリンタの印字幅を設定します。

直E
直面

直E

仁亙コ

巨互！

width lprint 〈印字幅〉

wi. I? 

・プリンタに出力する場合の、1行に印字される文字数を指定します。

・ ＜印字幅＞は1～255までの値で指定でき、1行に表示される半角文字の数で

表します。ただし、＜印字幅＞を255にした場合は、この機能はなくなります0

• BASIC起動時の＜印字幅＞は255になっています。

この命令はプリンタのもつ印字幅より幅のせまい用紙を使用した場合などに

使用してください。

width lprint 72 …… 印字幅を72桁に設定します。
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・印字幅を20桁から80桁まで10桁きざみで蛮えて、文字をプリンタに出力しま

す。
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関数

LPOS （ラインポジション・ lineposition) 
現在のプリンタのヘッド位置を求めます。

直~

~ 

」旦」

lpos ( （数式〉）

I print文によるプリンタ印字で、次に文字を印字する位置がどこにあるのか

を求める関数です。

・＜数式＞はダミーで数値デタであればどのような値でもかまいません。通

常は0を指定します。

この関数の値は、次の印字位置が左端から半角文字で伺文字分進んだ位置に

あるかを示します。したがって、左端にある場合は、値が0になります。

この関数でのヘッド位置は論理的な位置になりますので、実際のプリンタの

物理的なヘッ ド位置とは異なります。画面上の力 ソjレ水平位置を求める

pos関数をプリンタに対応させたものとみることができます。

print lpos(O) 

現在のプリンタのヘッド位置を画面に表示します。
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｜クロック命令 寸
システム変数

TIME$ （タイムダラー）
時刻の読み出しおよび設定を行います。

ー三巴

直面白

直三割

ヨコ

参考w

~ 

time$ 

time$＝”〈時〉：〈分〉：〈秒〉”

…読み出し

．・・設定

内蔵のリアjレタイムクロックに対するシステム蛮数で、現在時刻を文字列

型データとして持ち、代入を行うことにより設定ができます。

時刻は24時間で8文字の文字列型デタとなり 、＜時＞、 ＜分＞、＜秒＞そ

れぞれ2桁ずつで表し、句切りにコロン（ ：）を使用します。

print time$ …ぃ 現在時刻を表示します。

time$＝”18:05：（〕O”

現在時刻を午後6時5分O秒に設定します。

date$ …… 日柑の読み出しと設定。（458ページ）

day$ －－・ 曜日の読み出しと設定。（459ページ）

on time$ gosub …… 時刻による割リ込み処理。（418ページ）

10 rem --- TIME$ ーーー
20 init "CRT2:640.200.16" 
30 interval SO:klist O:cls 3 
40 on stop gosub *STOP 
50 on interval gosub *SYMBOL 
60 interval on:stop on 
70 symbol (0,0）.＂現在の時刻は.. ・",4,5,11 
80 view (80.100）一（ 639,199)
90 goto 90 

100 end 
110 *SYMBOL 
120 interval off:cls 3 
130 symbol (80,0},time$,7,5,15 
140 interval on:return 
150 *STOP 
160 stop off 
170 init "CRT2：”： c ls 3 
180 return 100 

-457-



システム変数

DATE$ （デートダラー）
日付の読み出しおよび設定を行います。

ーョ
証豆］

ヨコ
参考1章、

date$ 

date$＝”〈年〉／〈月〉／〈日〉”

…読み出し

．・設定

・内蔵のリアルタイムクロックに対するシステム変数で、現在の日付を文字列

型データとしてもち 、代入することにより設定ができます。曜日は自動

的に計算され設定されます。

・目白は8文字の文字型データとなり 、＜年＞ 、＜月＞、＜ 日＞それぞれ2桁ず

つで表し、句切りにスラッシュ（／）を使用します。

time$が”23: 59 : 59”から”00: 00 : 00”になるときに自動的に次の日伺に更新

します。また、うるう年の処理も行いますので年は西暦の下2桁で指定して

ください。

print date$ ・・・・ 現在の日イ立を表示します。

date$＝勿 87/10/01”…… 日イオを198？年10月1日に設定します。

day$ 曜日の読み出しと設定。（459ページ）

time$ ・・・ ・・・ 時刻の読み出しと設定。（45？ページ）
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システム変数

DAY$ （デイダラー）
曜日の読み出しおよび設定を行います。

ー三巴

証］副

仁亙コ

参考匠F

day$ 

day$＝”〈曜日〉”

…読み出し

．・・設定

・内蔵のリアルタイムク口、ソクに対するシステム蛮数で、現在の曜日を文字列

型データとして持ち、代入を行うことにより設定ができます。

・＜曜日＞は3文字の文字列型デタで表します。読み出し時は1文字目が大文

字であとは小文字になりますが、指定は大文字、小文字のどちらでも使用で

きます。

Sun 日曜日

Mon 月曜日

Tue 火曜日

wed 水曜日

Thu 木曜日

F r i 金曜日

S a t 土曜日

• time$が”23: 59 : 59”から”00: 00 : 00”になるときに自動的に更新します。

print day$ ・・ 曜日を表示しますo

day$＝”SAT" －－一・ 土曜日に設定します。

date$ ・・・・・・ 日惜の読み出しと設定。（458ページ）

time$ －… 時刻の読み出しと設定。（457ページ）
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システム変数

TIME （タイム）
タイマーの読み出しおよび設定を行います。

~ 

画E

仁百コ

E記

time －日読み出し

time＝（数式〉 …設定

・内蔵タイマーに対するシステム変数でo.1秒単位の値をもち、＜数式＞の値

を代入することによリ設定ができます。

・タイマーはo.1秒単位でO～65535までの値をもちます0

．タイマーの値が65535になるとそのまま停止しまず。

print time …… 現在のタイマーを表示します。

time=O ・・・・・・ タイマーをOに設定します。

JO rem －ーー TIME ---
20 els 
30 prin t ”＊＊キータイプ練習プログラム＊＊”： print
40 for LOOP= I to 20 
50 EXS=chrS(int(rnd(l）・62)+ 161) 
60 if EX事＝－－ then 50 
70 locate LOOP•2.3 ・ p rint EXS::time=O 
80 KYS=inkeyS:if KYS ~ ’” t hen 80 
90 if KYS=EXS then locate 20,8・print usin E ”所要時間＝＃草書ー＃秒’＼

time/IO:goto 110 
100 beep:goto 80 
110 pause 10 
120 next 
130 end 

・表示された力ナ文字と同じものをキ一入力するまで‘の所要時聞をtime蛮数

により算出して表示します。
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サウンド命令

[BEEP （ビープ）
｜スピーカを一瞬鳴らします。

両E 胸 p

画

面

b. 

この命令を実行するとスピ 力から一瞬、「ピ、ソ」という音が出ます0

．この音は支字コード7で発生する音（BELL)と同じです。

亡証〕 beep －… 「ピッ」という音を出します。

-461-



[PLAY （プレイ）
音楽演奏をします。

ー豆］ 陶〈パート 1）〔，〈パート 2）〕 〔パパート 6）〕

直画司

直E

pl. 

・＜パート1＞から＜パート6＞による音楽演奏や演奏機能に関する制御を行

います0

・くパ 卜＞は音階や音長、オクターブ、音量、音色などの演奏データを文字

列型データで表します。＜パ 卜1＞～＜パート 3＞はFM音源のチャンネ

ル1～3に、＜パート 4＞～＜パート6＞はSSG音源のチャンネルA,B,Cに

対応し、同時に演奏が行われます。（演奏データの詳細は次ページ以降を参

照してください。）

・＜パート1～6＞の演奏はplay文の実行とともに、同時に行われます。

各＜パート＞の演奏時闘が異なる場合の演奏時間は、 番長い＜パート＞の

演奏時間となり 、演奏時間の短い＜パート＞は休符が続くものとします。

・演奏の実行は、各＜パ 卜＞の指定とともに開始され、プログラムは次の処

理に進みますが、演奏中（以前のplay文の実行による演奏が終了していない）

であれば演奏の終了を待ち、演奏の終了後に各＜パート＞の設定を行い演

奏を開始し、次のプログラム処理に進みます。また、音楽演奏の終了時に割

り込みをかける機能があり 、onplay gosub文て。処理の定義、playon/ off/ 

stop文て恥処理の制御を行います。

play initはオクターブや音長、音色などの初期化を行います。

＜パー ト＞ 初期化に相当する演奏データ

1～3 ”0 4 L 4 T 1 2 0 Q 8@ 0 @ V  1 0 0 @M  O” 

4～6 ”04L4Tl 20Q8Vl 2M255” 

• play waitはこの命令の実行時に音楽が演奏中であれば、演奏の終了を待ち

ます。通常は各パートを指定して演奏を開始するとすぐに次の処理に進み、

プログラム処理と同時に演奏が行われますが、音楽演奏時にこの命令を

実行すると音楽演奏が終了するまで待ち、次の処理に進みます。
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＜パ 卜＞の演奏データは次のようになリます。

機能一覧

文 字

C～G,A,B 

機能

＋，持

R.Q 

x

n

H

A

u

b

 

N

Q

＆
ハ

u 
Ts 

On 

＞ 

＜ 

@Vn 

@n 

Vn 

Sn 

Mn 

Yr, d 

@WQ  

@Mn 

＝＜変数名＞；

音階

音階を半音上げる

音階を半音下げる

休符（ Q :1～32) 

音長を1.5倍にする

音階コードxによる音の発生（x:O～95)

音の出る時間比率の設定（n:l～8)

前後の音を継ぐ（タイ）

連符。音長tを｜｜内の音符数で割った音を

発生させる（ Q :1～32) 

省略時の音長指定（ Q :1～32) 

テンポ指定（s:32～255)

オクターブ指定（n:l～8)

オクタープを 1つ上げる

オクターブを 1つ下げる

FM音源の音量設定（n:O～127)

FM音源の音色設定（n:O～29)

SSG音源の音量設定（n:O～15)

SSG音源の工ンベロープ形状設定（n:O～15)

SSG音源の工ンベロープ周期設定（1～16383)

OPNのレジスタrにデタdをセット

tの長さだけ状態を維持する（ Q :1～32) 

FM音源チャンネjレ3のモード設定（n:O～2)

値を蛮数で指定する

FM音源はチャンネル1～3、SSG音源はチャンネjレ4～6になります。
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＞
 

長立
回＜

 

、B
E
E
－－－－
、，
B
I
ll
－J

非
＋
一

定

日

l
l

指

＞
の

階

符

音

立

百

＜

音階はアルファペットのC～G.A.Bを使用して次のように対応します。

C D E F G A B 

ド レミファソラシ

音階に続いて＃または＋を伺けると半音上がります。Bの半音上がった音

は1オクターブ上のCになリます。

音階に続いてーを伺けると半音下がります。Cの半音下がった音は1オク

ターブ下のBになリます。

音長は1～32で指定し、省略した場合はしで設定された音長になリます。

音長は全音符を 1として次のように対応します。

全音符 2分音符 4分音符 8分音符 16分音符 32分音符

1 2 4 8 16 32 

ピリオド（．）を伺けると音長を1.5信にします。

但し1の場合にはピリオド（．）を指定しても音長は1.5倍になりません。こ

の時には＆（タイ）を使用してください。 （例 play”C1&C2”）

休符の指定

R〔＜音長＞〕〔．〕

＜音長＞とピリオドの機能は音符の指定と同じで、＜音長＞の省略時もしに

よる指定になります。この聞は音が発生しませんが音色によっては前の音の

余韻が残る場合があります。（エンベロープのRR(Release Rate）の設定に

よります。）

・連符の指定

11〔＜音長＞〕

｜｜内の音符を、＜音長＞を音符数で等分に割った長さで演奏します。

＜音長＞の省略時は Lで設定されている長さになります。音長を｜｜内の音

符数で割った値が32の指定より短かい場合はエラーになります。

音を続ける（タイ）

＆ 

この記号の前後の音を続けて 1つの音とします。前後の音程が異なる場合

は前の音だけが08の指定をされたのと同じになります。

・音の発生比率の設定

O＜比率＞

1つの音符で、その音長の聞で実際に音を出している時間の指定です。

＜比率＞は1～8で指定し、次のように対応しています。
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08 

8/8 

07 

7/8 

06 

6/8 

05 

音の長さ

＜比率＞を小さくするとスタッ力一卜になります。

5/8 

04 

4/8 

03 

3/8 

02 

2/8 

01 

1/8 

指定

音の発生をkey-on、停止をkey-offと呼ひ去す。工ンベロープとの関係

は次のようになります。

例）play “Q6CDERF”とした場合

l-
F R E D c 

on 

off 
key 

工ンベロープ

音階コードによる音の発生

N＜音階コード＞

＜音階コード＞による音階の音を発生します。音長はしによリ設定された

長さになります。

＜音階コード＞はO～95で指定し次のようになります。

01 02 03 04 05 06 07 08 

c 。12 24 36 48 60 72 84 

C十 CD一） 13 25 37 49 61 73 85 

D 14 26 38 50 62 74 86 

D十 (E一） 3 15 27 39 51 63 75 87 

E 4 16 28 40 52 64 76 88 

F 5 17 29 41 53 65 77 89 

F十 (G-) 6 18 30 42 54 66 78 90 

G 7 19 31 43 55 67 79 91 

G+ (A-) 8 20 32 44 56 68 80 92 

A 9 21 33 45 57 69 81 93 

A十 (8一） 10 22 34 46 58 70 82 94 

B 11 23 35 47 59 71 83 95 

・省略時の音長設定

しく音長＞

音符や休符、N、｜｜で音長を省略したときの音長を設定します。＜音長＞

は1～32で音符の指定と同じです。初期化されたときは”し4”になり ます。

rnu 

nhu 
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・テンポの設定

T＜スピード＞

＜スピ ド＞に 1分間の4分音符の数を指定します。＜スピード＞は32～

255までの値になります。初期化されたときは”T120”になります。

・オクターブの設定

Oくオクターブ＞

＜ 

＞ 

オクタ ブの設定を行います。＜オクターブ＞は 1～8で指定し、 ”04A”

が440Hz（こなります。＞は現在よリひとつ上ヘ、 くは現在よりひとつ下へ

のオクタ プの変更になります。初期化されたときは”04”になります。

FM音源は音色により基本周波数が異なりますので”04A”が440Hz（こなら

ない場合があります。

• FM音源の音量の設定

@V＜音量＞

FM音源のパート内で使用し、そのパートの音量を設定します。＜音量＞

は0～127までで指定し、127が最大音量になります。初期化されたときは

”＠VlOO”になリます。この指定はSSG音源のパートでは無視します。

• FM音源の音色の設定

＠＜音色＞

FM音源のパート内で使用し、そのパ 卜の音色をあらかじめ用意された

30種の音色の中から選びます。＜音色＞はO～29までで指定し、初期化され

たときは”＠ O”になります。この指定はSSG音源のパートでは無視します。

＜音色＞は音色表を参照してください。

• SSG音源の音量設定

V＜音量＞

SSG音源のパート内で使用し、そのパートの音量を設定します。＜音量＞

は、O～15で指定し、”V15”が最大音量になリ”VO”は音が出ません。初期

化されたときは”V12”になります。この指定を行うと Sによるエンベロー

プ形状の設定は無効になリます。この指定はFM音源のパートでは無視しま

す。

• SSG音源の工ンベ口 プの設定

SSG音源のエンベロープの設定は各パ 卜別に行うことはできません。

S＜形状番号＞

SSG音源のパート内で使用し、エンベロープ形状を設定します。＜形状

番号＞は、 O～15で指定します。形状番号による工ンベロ プ形状はsound

文を参照してください。この指定を行うとVによる音量は無効になリます。

この指定はFM音源のパートでは無視します。
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M＜周期＞

SSG音源のパー ト内で使用し、エンベロープ周期を設定します。＜周期＞

は、 1～16383までで指定し、 16383がいちばん周期が長くなリます。エンベ

ロープの周期は＜周期＞を7812.5で割った値が秒単位の周期になリます。

この指定はFM音源のパ 卜では無視します。初期化された場合は”M255”

になリます。

OPNのレジスタに値を設定する

Y＜レジスタ番号＞，＜データ＞

OPNの内部レジスタヘ直接データを設定します。＜レジスタ番号＞はO～

180、＜データ＞は0～255で指定します。値を16進数で指定する場合はSま

たは＆Hをつけてください。

状態の維持

@w〔＜長さ＞〕

＜長さ＞で指定された時間だけ現在の状態を保ちます。＜長さ＞は、音符

の音長と同じで省略時は、しの設定値となリます。この指定はYによリレジ

スタを設定したあとに使用し、設定値による音を出すために用意されていま

す。（key-onはレシ・スタ設定により行ってください。）

• FM音瀬のチャンネル3のモード切り替え

@Mくモード番号＞

FM音源のチャンネル 3はモード切り替えが可能でパート 3でこの指定を行

います。＜モード番号＞は次のように対応します。

0 ・一 通常の音楽モード

1 …ー CSM（サイン波合成）モ ド

2 ・ 効果音モード

この指定はSSG音源のパ トでは無視します0

．値の蛮数による指定

＝＜変数名＞；

演奏データの中での数値指定を行う所で使用し、そのときの指定された

蛮数の値がその位置で使用されます。

例） 10 for A=lO to 120 sLep JO 

20 play "@V=A;CDE” 

30 next 

音量を10ステップで上げながらドレミの音を出します。
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・音色表

play文の”＠n”の指定やtonecopy文て・指定される音色コードです。

~~I 
コBコL 色

一一一一一一
HARPSIC ハープシコード

BRASS 1 

2 
プラス系の音

BRASS 2 

3 TRUMPET トランペット

4 STRING 1 

5 
ストリング系の音

STRING 2 

6 EPIANO 

7 EPIANO 2 lエレクトリックピアノ

8 EPIANO 3 

9 GUITAR ギター

10 EBASS 1 

11 
エレクトリックベース

EBASS 2 

12 EORGAN 
エレクトリックオルガン

13 EORGAN 2 

14 PORGAN 1 

15 
パイプオルガン

PORGAN 2 

16 FLUTE フjレート

17 PICCOLO ピッコ口

18 OBOE オポ工

19 CLARINET クラリネット

20 GROCKEN グロッケン

21 VIBRPHN ピブラホン

22 XYLOPHN シロホン

23 KOTO 琴

24 ZITAR チター

25 CLAV クラピネット

26 BELL べjレ

27 HARP ｝＼ーづ

28 HARMONICA ハーモ二力

29 TIMPANI ティンパ二一

注）音色によリ、基本周波数が異なりますので注意してください。（”04A”の音

が440Hz（こならない場合があります。）

音色により、音量が異なりますので複数の音を演奏して使用される場合は、

音色ごとに＠Vnて喰音量を調整してください。
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TONE （トーン）
FM音源の音色を設定します。

直室

直1副

仁亙］

参考帥1

tone （整数配列名 1)〔，〈整数配列名 2）〕〔パ整数配列名 3）〕

・整数型の配列に設定されている音色デタをFM音源の名チャンネルに設定

します。＜整数配列名＞の1～3はそれぞれFM音源の1～3チャンネルに対応

します。また配列は2次元配列てづ京字の下限を0(option base 0）として（4,9) 

の大きさが必要です。

・配列内のデータは引数の右順が0のときは全体的な設定で、 1～4はそれぞれ

のオペレータの指定になリ、次の内容を設定します。

一一一一一一

0 Feedback/ Algorithm 

Operator mask 

2 Wave Form 

3 Sync 

4 Speed 

5 Pitch Modulation Depth 

6 Amplitude Modulation Depth 

訂 未使用

｜ 互；n）ミム可
Attack Rate 

Decay Rate 

Sustain Rate 

Release Rate 

Sustain Level 

Output Level 

Keyboard Rate Scali「19Depth 

Multiple 

Detune 

9 I I Amplitude Modulation Sensitvity 

（設定の内容は次ページを参照してください。）

tone PIANOχ，BELL% 

FM音源のチャンネル 1に整数型配列PIANO%(4, 9）よりチャンネル 2

は整数型配列BELL%(4, 9）より指定値を設定します。

tone copy ・ ・ ・ ・.. BASICで用意された音色データを配列に取り込む。（475ページ）
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(0, 0) ;Feedback/ Algorithm 

以下の意味をもっ6ピッ トのデタになっています。

07 C6 I 05 I 04 I 03 I 02 I 01 I DO －－  ~－－－~J Feedback _J __ ~担h~－一

Feedback(O～7) 

第1オペレータの蛮調度を設定します。

第1オペレータは自分自身の出力を変調信号としているため、この変調度

をこれにより制御します。

。
蛮調度 IOFF 

2 I討す日

Algorithm(O～7) 

4つのオペレータの接続のしかたを設定します。値はそれぞれ次のよう

なアルゴリズムに対応します。

なお、変調をかけるオペレータをモジュレー夕、変調をかけられるオペレー

タをキャリアと呼びます。ただし、第1オペレータだけは自分自身の出力

を変調信号としています。

たとえば、アルゴリズム4の場合は 1、3がモシ‘ユレ一夕、2、4がキャ

リアとなります。

一般に、モジュレータの数が多いと変調が多くかかるので、複雑な波形を

持つ明るく鋭い音色になります。

また、キャリアの数が多いと音源の数が増えることになるので、厚みのあ

る音色になります。
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n
H
U
 

2: 

3: 

4: 

5: 

6・

7: 

. 0、1、2、3のアルゴリズムは、変調が多くかかるので、明るく鋭い音色を

作るのに向いています。

また、複雑なう皮形が作リ出せるので、ソロ楽器に向いたアルゴリズムです。

. 4のアルゴリズムは、2つのキャリアを使って幅広い音色を作り出すことがで

きます。2つのキャリアのピ、ソチをずらして、コーラス効果を生むこともでき

ます。

. 5、6、7のアルゴリズムは、キャリアが3つまたは4つあり 、落ち着いた厚

みのある音色を作り出すことができます。

特に7のアルゴリズムはオルガン系の音色を作リ出すのに向いています。

各キャリアのピ、ソチをずらすと、コーラス効果を生むことができます。
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(0, 1 ):Operator mask(O～15) 

各オペレータを使用するか否かキ設定します。それぞれの値は次のとお

リです。

円
OP4 OP3 。 。

。
2 。
3 。 。
4 。
5 。
6 

7 。
。

9 。
10 。
11 

12 

13 

14 

15 

P
一0
1
1
0
1
0
1
1
0
1
0
1
0

0
一

円
／
」

一

D
I

一n
u

n

u

n

u

n

U

4

l

n

u

n

U

O

一

0 0 

0 1 

0 

0・・使用しない 1 －使用する

(0, 2):Wave Form (0～3) 

0 ノコギリ波

1 矩形波

2 三角波

3 ランダム

(0, 3):Sync 

key onとLFO(Low Frequency Oscillator）の同期を指定します。

0 Key-onと無関係lこLFOが動作します。

1 Key-onと同期してLFOが動作します。

(0, 4):Speed(O～255) 

LFOの速度を決めます。大きいほど速くなリます。

( 0, 5) :Pitch Modulation Depth( -127～127) 

音階に対してLFOをかける深さを設定します。絶対値が大きいほど深

くかかります。負の値にすると、波形の極性が逆になります。
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(0,6):Amplitude Modulation Depth(-127～127) 

音量に対してしFOをかける深さを設定します。絶対値が大きいほど深

くかかリます。負の値をとると 、波形の極性が逆になります。

(0, 7)未使用

(0,8）未使用

( 0, 9）.未使用

OP=l,2,3,4（オペレータ番号）

(OP, O):Attack Rate(O～31) 

(OP, 1）ー：DecayRate(O～31) 

(OP, 2):Sustain Rate(O～31) 

(OP, 3):Release Rate(O～15) 

(OP,4):Sustain Level(O～15) 

(OP, 5):0utput Level(127～0) 

これは減数量の指定で、 0が最大出力になります。

(OP, 6):Keyboard Rate Scaling Depth(O～3) 

高音になるほどEGの蛮化速度を速くする度合を設定します。

(OP, 7):Multiple(O～15) 

周波数比を設定します。0で告になります。

(OP, 8):Detune(-3～3) 

音階のずれの度合を設定します。

(OP, 9) :Amplitude Modulation Sensitivity( 0～2) 

音量に対するLFOをかける度合を設定します。数値が大きいほど蛮化

の幅が大きくなります。
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EG (Envelop Generator) 

楽器の音は時間とともに音量、音色が霊化します。この時間的な蛮化を工

ンぺロープといいます。そして、この工ンペロープを人工的に作る機能を

EG (Envelop Generator）といいます。

EGは以下のパラメータをもっており、 それを設定することによって、よ

り自然の楽器に近づけることができます。

N川o
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品川
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Envelop 

ーー一一一一一一一一一一ー一一一ι一一ーーー一一一
「一一一一ー一－r－←一一一一一－－T…ーーーー一一一ーーー一一ー一一ー一一了一一ー一 一－
1Attackl Decay 1 Sustain Rate 1 Release 

Rate Rate Rate 

AR(Attack Rate)O～31 

音が発生（Key-on）してからEGの出力レベルが最大になるまでの時閣を設

定します。数値が大きいほど短くなリます。

DR(Decay Rate)O～31 

EGの出力レベルが最大になってからSustainLevelに達するまでの時間を

指定します。数値が大きいほど短くなリます。

SR(Sustain Rate)O～31 

Sustain LevelからEGの出力レベルが0になるまでの時間を設定します。数

値が大きいほど短くなります。

RR( Release Rate)O～15 

Keyを離してからEGの出力レベjレがOになるまでの時間を設定します。数

値が大きいほど短くなります。

SL(Sustain Level)O～15 

DecayからSustainに移るときのレベル（減衰量）を設定します。数値が大き

いほどEGの出力レベルが低くなります。
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（トーン
BASICで用意された音色データを配列に取り込みます。

コピー）COPY TONE 

ー三司 〈音色番号〉，〈整数型配列名〉tone copy 

~ ton. cop. 

直亙 ＜音色番号＞で指定された音色のデータを＜整数型配列名＞で設定された配

列に取リ込みます。

＜音色番号＞はplay立て・使用される音色に対応し、 0～29の値で指定します。

(play文の音色表を参照してください。）

音色データを取リ込む配列はあらかじめdim文て恥（4,9）の大きさで定義して

おきます。また、添字の下限はO(optionbase 0）に設定してください。

配列内のデ タの内容は‘ tone文てやFM音源に設定する値と同じです。

27.HARP% copy tone 仁E
音色番号27の音色データを（4,9）の大きさの整数型配列変数HARP%に

取り込みます。

音色データをFM音源に設定する。（469ページ）

HJ rem ---T〔別ECOPY -
20 option base 0 
30 dim NEIR0%<4,9) 
40 tone copy 1,NEIRO% 
50 for 1=0 to 4 
60 for L=0 to 9 
70 print”（”；I；”，”；L；”）”；NEIRO%<I,U, 
80 next 
90 next 
1朗 end

tone 考王宮

~ 

宍ョv

( 0 ' 3 ) 1 
( 0 ' 7 ) 0 
(1,1)6 
( 1 ' 5 ) 27 
(1,9)1 
( 2 ' 3 ) 8 
( 2 ' 7 ) 3 
( 3 ' 1 ) 14 
( 3 ' 5 ) 34 
( 3 ' 9 ) 1 
( 4 ' 3 ) 8 
(4,7)1 

( 0 ' 2 ) 2 
( 0 ' 6 ) 0 
( 1 ' 0 ) 13 
(1,4)1 
( 1 ' 8 ) 0 
( 2 ' 2 ) 0 
( 2 ' 6 ) 0 
( 3 ' 0 ) 21 
( 3 ' 4 ) 1 
( 3 ' 8 ) 0 
( 4 ' 2 ) 0 
( 4 ' 6 ) 1 
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( 0 ' 1 ) 15 
( 0 ' 5 ) 1 
( 0 ' 9 ) 0 
( 1 ' 3 ) 8 
(1,7)1 
(2,1)8 
( 2 ' 5 ) 43 
( 2 ' 9 ) 1 
( 3 ' 3 ) 8 
( 3 ' 7 ) 1 
(4,1)3 
( 4, 5 Hl 
( 4 ' 9 ) 1 

copyによリ配列に取リ込み表示し
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TONE LFO （トン 1ル17オ圃・toneLow Frequency Oscillator) 
ビブラー卜やトレモロ機能を設定します。

ー三E

－一副
恒~

tone lfo （チャンネjレ〉〔，（波形〉〕（， （同期〉〕〔，〈スピード〉〕（， (PMD）〕〔，（AMO）〕

ton. If. 

• LFOとは（LowFrequency Oscillator）の略で、低い周波数を発生させ、ビブ

ラー卜 （音程を細かく変化させる）やトレモ口 （音量を細かく変化させる）の

周期に使用します。この命令では、 しFOの周期や渡形、室調の深さを設定

します。

＜チャンネjレ〉は、 play文のパート番号1～6で指定します0

．＜波形＞は、 LFOの変化を次の波形O～3選択します。

。：店リ波 jレ~~
1：短形？皮 ：「「「寸

：｜し」 L」

：レ＼／＼
二Iv v 

；「「J 士一

2：三角波

3：ランダム

・＜同期＞は1とすると音の発生（key-on）と同時にしFO波形を発生させ、 0と

すると音の発生に関係なくしFO波形を発生します。

＜スピード＞はO～255でLFOの周波数を指定し、値が大きくなるほど周波

数が高くなります。

・ < PMD > (Pitch Modulation Depth ）の値は－ 127～127で、音程に対して

LFOをかける深さを指定します。この絶対値が大きいほど菱化の幅が大き

くなります。負の値を指定した場合、 LFOの波形の極性が逆転します。（ビ

ブラー卜をかけるのに使います。）

n
h
u
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仁E

・＜AMD > (Amplitude Modulation Depth）の値は－127～127で、音量に対し

てLFOをかける深さを指定します。この絶対値が大きいほど変化の幅が大

きくなります。負の値の場合、 LFO波形の極性が逆転します。 （トレモ口を

かけるのに使います。）

tone lfo 1,0, 1. 128,0,64 

チャンネjレ1をノコギリ波で同期し、スピードは128、ビブラートをか

けずトレモ口を64の深さに設定します。
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SOUND （サウンド）
SSGレジスタをセットします。

~ 

－由旬

逼E

sound 〈レジスタ番号〉，〈データ〉

so. 

・本体内のOPN（音楽用IC）のレジスタヘデータを書き込み、 OPNの直接制御

を行います。

・ ＜レジスタ番号＞は0～179(&HO～＆HB3）まであリ 、＜データ＞は8ビット

で、 O～255(&HO～＆HFF）の値で指定します。

• SSG音源のレジスタは次のとおりです。

レジスタ レジスタ機能 ヒやツ 卜構成

番号 7 I 6 I 5 4 3 2 I 1 I o 。チャンネjレA 下位8ヒーットT,

周波数 上位4ピットTH

チャンネルB 下位8ピ、ソトT,

3 周波数 上位4ビ、ソトT，守

4 チャンネルC 下位8ピ、ソトT1

5 周波数 上位4ピットT"

ノイズ周波数 5ビット

7 チャンネル in/out ノイズ トーン

設定 lOBjlOAj C 8 A cJsJA 

8 チャンネルA音量 M 4ピッ ト

9 チャンネルB音量 M 4ピッ卜

10 チャンネjレC音量 M 4ビット

11 
工ンベロープ周期

下位8ビットE1

12 上位8ピット巳

13 エンベロープ形状 4ビット

各チャンネルの周波数は2MHzを16で割リさらにTHとT1の12ビ、ソ ト値て桶割っ

た値になります。

ノイス＊周波数は2MHzを16で割りさらに5ビ、ソトの値で割った値になリます。

チャンネル設定の108は0のインプ、ソ ト、IOAは1のアウトプ、ソ トに固定され、

ノイズとトーンのチャンネルA,B,Cはそのビットが0であれば選択になりま

す。
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工ンベロープ周期は2MHzを256で割りさらにιとELの16ピットデータで

割った値の周波数による周期になります。

各チャンネルの音量は4ピ、ソトでO～15の値になりますがMのピットが1の場

合は音量がきかず、エンベロープモードになります。

エンベロープ形状

R13の値： エンベロープパターン

o. 1. 2, 3, 9 

4, 5, 6, ?, 15 

8 

10 

11 

12 

13 

14 
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I モデムホン制御命令

（テレフォン・ telephone)
モデムホンへの制御を切り替えます。

ーョ
虚空］

仁五コ

tel OM〔1〕：（！）

• RS-232Cインターフェイスから別売のモデムホン（MZ-1X19）に出力する

データを、モデムホンへのコマンドとするか、 伝送データとするかを切り替

えます。

M(Modem）を指定すると電話回線への伝送、T(Telephone control）を指定

するとモデムホンへの制御データになリます。

制御の切り替えは、RS-232CインターフェイスのER信号を、Mのときはon、

Tのときはoff（こしています。

• RS-232Cのファイjレオープン時はERをon（こしますのでこの命令は、ファイ

ルオープン後に実行してください。

tel "CO門； ’［＂＇

…・・RS-232Cインターフェイスをモデムホンへのコマンド状態にします。
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「 ディスプレイテレビ制御命令 ｜ 

INIT”CRn：”（イニシャうイズシー jl－）レ？ィー1’initializeC.R. T. ~） 
ディスプレイテレビの制御を行います。

ーE in it ”CRT4: 〈機能〉”

直亙 ・専用ディスプレイテレビ（MZ-1024）の制御を行います。

・＜機能＞は電源のON/OFF、音量、表示画面、チャンネルなどの制御データ

を文字列型データで表します。

（制御データの詳細は次の表を参照してください。）

この命令の実行によって専用ディスプレイテレビの電源をONにしたときは、

テレビ放送が表示されます。コンビュータ画面を表示するときは、ディス

プレイテレビのテレビ／外部・コンピユータ入力切り替えスイッチを押すか、

lnit'’CRT4:Sl”を実行してコンピュータ画面にする必要があります。

テレビ映像とコンビュータ画面の重ね表示（ス パーインポーズ）をする場合

は、本体後面システムスイ、ソチのスイッチSW1, 2をon（こします。

・指定するチャンネjレ番号は放送局のチャンネル番号とは関係ありません。く

わしくは、専用ディスプレイテレビの取扱説明書を参照してください。

＜機能＞の制御データは次のようになりますn
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機能一覧

仁五［：

文字 機能

PO 電源をONにします。

PF 電源をOFFにします。

v+ 音量を大きくします。

v- 音量を小さくします。

VN 標準の音量にします。

VM 消音します。

（実行すると音声が消えます。もう一度実行すると元の

音量に戻リます。）

so テレビの映像を表示します。

Sl コンビュータの画面を表示します。

S2 テレビ映像のコン トラス トを下げて、コンビュータの画

画を重ねて表示します。

S3 テレビ映像とコンビュ タの画面を同じコントラストで

重ねて表示します。

Cl テレビのチャンネルを指定のチャンネルに切り換えま

す。

C12 

init "CRT4:POVNS3CS” 

専用ディスプレイテレビの電源をONにして、テレビ映像とコンビュー

タ画面を同じコントラストで重ねて表示します。また、 テレビのチャ

ンネルは5番に切り替え、 音量は標準に設定します。
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－－－－.属医7特殊関数 ｜ 
関数

PEEK （ピーク）
メモリよりデータを読み出します。

恒三百

層亙

peek ( ＜アドレス〉） …（ 1) 

peek＠（＜ブロック番号〉，〈オフセット〉） …（2) 

・メモリより1バイトのデタを読み出す関数です。

・書式（1)は機械語工リア使用時のメモリマップによるくアドレス〉を指定し

ての読み出しです。

読み出し時のセゲメン卜は、defseg文で指定します。

・書式（2）は＜ブロック番号＞に64キロバイトのメモリブロック番号と、ブ

ロック内のアドレスに相当する＜オフセット＞を指定して読み出します。

＜ブロック番号＞とシステムメモリの関係は次のようになります。

システムメモリ

メインメモリ

グラフィックV-RAM

辞書ROM

PCG 

漢字ROM

テキストV-RAM

＜ブ口、ソク番号＞

O～11 

12・13 BC青）の画面（16色モ ド）

14・15 RC赤）の画面（16色モード）

16・17 G C緑）の画面（16色モ ド）

18・19 I C輝度）の画面（16色モード）

20～23 

52 

53～180 

181 

増設RAM 198～389 

IPL用ROM 421 

・ ＜アドレス＞は－32768～65535(&HO～＆HFFFF）、＜ブロック番号＞は0～

421 (&HO～＆Hl A5）、＜オフセット＞はー32768～65535(&HO～＆HFFFF）の値

で指定します。

・ ＜アドレス＞は、整数型データで指定しますので、 10進数では－32768～

32767の値になリますが、この命令では32768～65535の値で指定すること

もできます。32768～65535は、整数型データの－32768～ー 1(&H8000～ 

&HFFFF）に対応します。

• PCG、漢字ROMのメモリエリアをアクセスする場合は、 ＜オフセット＞に

偶数値を指定します。＜オフセ、ソ卜＞に奇数値を指定すると1を減じた偶数

値が設定されます。なお、＜オフセット＞は0～16382(&HO～＆H3FFE）の値

で指定します。

・テキストV-RAM、IPL用ROMのメモリエリアをアクセスする場合は、＜オ
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「l「

参 考暗

~ 

フセット＞を0～16383(&HO～＆H3FFF）の値で指定します。

・テキストV-RAMのメモリエリアをアクセスする場合、＜オフセ、ソ卜＞の値

を4で割って 3余る＜オフセット＞位置にメモリはありません。

読み出されるデータは8ビットのデ タとなリ、 O～255(&HO～＆HFF）の値

になります。

A=peek(&HFFOO) 

メモリの＆HFFOO番地のデータを蛮数Aに代入します。

poke －・・ メモリへのデ タの書き込み。（485ページ）

10 rem --- PEEK 一一－
20 while 1 

30 inpu t ”X座標ー ペ X

40 if X<O or X>=80 then 20 
50 input "Y座標－－ ＂， y 
60 if Y<O or Y>=25 then 40 
70 OFS=Y*80*3+X 
80 Tl=peek@(160,0FS) 
90 T2=peek@(160,0FS+l) 

100 AT=peek@(160,0FS+2) 

110 print "V-RA  Mの内容は”； Tl;T2;AT；”です”
120 wend 

ー文字画面が80桁モ ドのとき、×座標、 Y座標を入力し、その座標のテキスト

V-RAMの内容を表示します。
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POKE （ポーク）
メモリにデータを書き込みます。

ーE
［空司

直E

poke 〈アドレス〉，〈データ〉〔，〈データ〉〕… ( 1 ) 

poke@ 〈ブロック番号〉，〈オフセット〉，〈データ〉〔，〈データ〉〕… (2) 

po. 

・メモリに1バイ ト単位のデータを書き込みます。

・書式(1)は機械語工リア使用時のメモリマップによるくアドレス＞を指定し

ての書き込みです。

書き込み時のセグメントは、 defseg文て・指定します。

・書式（2）は＜ブ口、ソク番号＞に64キロバイトのメモリブロック番号と 、ブ

ロック内のアドレスに相当するくオフセット＞を指定しての書き込みです。

＜ブ口、ソク番号＞とシステムメモリの関係は次のようになります。

システムメモリ

メインメモリ

グラフィ、ソクV-RAM

PCG 

テキストV-RAM

増設RAM

＜ブロック番号＞

0～11 

12・13 B （青）の画面（16色モード）

14・15 R （赤）の画面（16色モード）

16・17 G C緑）の画面（16色モード）

18・19 I （輝度）の画面（16色モード）

52 

181 

198～389 

・ ＜ア ドレス＞は－32767～65535(&HO～＆HFFFF）、＜ブロック番号＞は0～

389(&HO～＆H185）、＜オフセット＞はー32768～65535(&HO～＆HFFFF）の値

で指定します。

・＜アドレス＞は、整数型データを指定しますので、10進数では－32768～

32767の値になりますが、この命令では32768～65535の値で指定することも

できます。32768～65535は、整数型データのー32768～ー 1(&H8000～＆HFFFF) 

に対応します。

• PCGのメモリ工リアをアクセスする場合は、＜オフセ、ソ 卜＞に偶数値を指

定します。＜オフセット＞に奇数値を指定すると1を減じた偶数値が設定さ

れます。なお、＜オフセッ卜＞は0～16382(&HO～＆H3FFE）の値で指定しま

す。

・テキストV-RAMのメモリエリアをアクセスする場合は、＜オフセット＞を
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川コ

参考正宮

0～16383(&HO～＆H3FFF）の値で指定します。なお、＜オフセット＞の値を

4で割って 3余る＜オフセット＞位置にメモリはありません。

＜データ＞は8ピ、ソ卜の範囲内のO～255(&HO～＆HFF）までの値で指定しま

す。また、くデータ＞を並べて書くと順次＜アドレス＞またはくオフセッ

ト＞を増やしながら＜データ＞を書き込みます。ただし、範囲をこえる

＜アドレス＞または＜オフセット＞になるときは、工ラ となります。

この命令は内部のメモリを直接書き換えますので‘clear文て‘指定された機械

語工リア、またはV-RAMなとやのメモリフロックに対して行ってください。

不用意に実行すると、システムを破壊することがあります。

poke@ 181,&HlOOO,&HFF 

peek 

メモリブロック181（テキス卜V-RAM）のオフセット＆HlOOOのメモ リ

に＆HFFのデータを書き込みます。

メモリの読み出し。（483ページ）

clear －一機械語エリアの設定。（169ページ）
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DEF SEG（デファインセグメント・definesegment) 
セグメントベースアドレスを宣言します。

ー三副

直~

参考llW

~ 

def seg= （セグメントアドレス〉

64キロバイトのメモリ空間（セグメン卜）の開始アドレス（ベ スアドレス）を

宣言します。

peek関数、 poke文などによってメモリをアクセスできる範囲は 1セゲメン

ト内となりますので、システムメモリすべてをアクセスするために、この命

令によってアクセスするセグメントのベースアドレスを指定し、 peek関数、

poke文などて‘はベースアドレスからの相対アドレスを指定するようになっ

ています。この命令で指定したセグメントのペースアドレスは以下の命令に

対して有効です。

peek、poke、call、defusr、bload、bsave

＜セグメントアドレス＞は16バイト単位で指定します。

プログラム実行時の各種領域のセグメントベースアドレスはsegptr関数て‘求

めることができます。

蛮数や配列のデータのセグメン卜のベースアドレスはvarptr関数で求めるこ

とができます。

segptr …各種メモリ領域のセグメントペースアドレス読み出し。（488ページ）

varptr …変数や配列データのセグメントベ スアドレス読み出し。（490ペ ジ）

10 rem －一一 DEF SEG －一一
20 clear &H3FF 

30 def seg=segptr(2) 

40 bload "TEST" 

・機械語プログラム周のメモリエリアを16キロバイト確保し、その先頭アドレ

スから寸EST”というファイjレを読み込みます。
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関数

SEGPTR（セグメントポインタ・ segmentpointer)l 
各種メモリ領域のベースアドレスを求めます。

ーョ
ー由記

直~

segptr ( （機能〉）

seg. 

• BASICが管理する各種メモリ領域（エリア）のアドレスを16バイト単位で読

み出します。

〈機能〉はどのメモリ領域のベースアドレスを求めるかを指定するもので、 0

～7の値で指定します。

＜機能＞ 求められるペースアドレス

。 ーメモリの上隈（メインメモリの最大アドレス十 1) 

…チャイルドプロセスエリア

2 …機械語プログラムエリア

3 ・・フリー工リア

4 …文字列エリア

5 …文字列管理情報（ディスクリプタ）エリア

6 …配列エリア

7 ・・テキストコードエリア

8 ・・シンボルテーブル

9 ・・・システム制御情報（2)

10 ・・・システム制御情報(1)

11 …BASICインタプリタコード（2)

12 …BASICインタプリタコード(1)

• BASICのメモリ構成と、この命令で求められるべ スアドレスの位置は次

のようになります。

n
M
U
 

n円
u

nμ
マ



~ 

アドレス

OOOOOH 

メモリの上限

MS-DOS 

BASICインタプリタコード(1)

BASICインタプリタコード（2)

システム制御情報(1)

システム制御情報（2)

シンボルテーブル

テキストコードエリア

配列エリア

文字列ディスクリプタエリア

文字列工リア

フリーエリア

システム／ユーザー共用

ス夕、ソクエリア

機械語プログラムエリア

チャイルドプロセス工リア

segptr関数

segpt「（12)

segptr (11) 

segptr(10) 

segptr( 9) 

segptrC 8) 

segpt「（ 7) 

segptr( 6) 

segptr( 5) 

segpt「（ 4) 

segptr( 3) 

segptr( 2) 

segptr( 1 ) 

segptr( 0) 

システム制御情報／シンボルテーブル領域とテキス卜コード領域は合計最

大64キロバイト、文字列ディスクリプタ一文字列領域も最大64キロバ

イトとなります。

10 rem －一一SEGPTR
20 dim AR(7) 
30 for I=l to 7 
40 AR(I)=(segptr(I-1)-segptr(I))•16 
50 next 
60 prin t ”フリーエリアは”； AR(3）ー2048；”バイトです”
70 print n テキストコードエリアは”； AR(7）；”バイトですH

80 prin t ”文字列エリアは”； AR(4）；”バイトです”
90 prin t ”配列エリアは”； AR(6）；”バイトです”

100 print ＂機械語プログラムエリアは”； AR(2）；”バイトですw

110 print ＂チャイルドプロセスエリアは”； AR( 1）；”バイトです”
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関数

VARPTR（バリアブルポインタ・variablepointer) 
変数・配列のベースアドレスを求めます。

ーョ
層雪司

直~

仁亙コ

varptr( （変数名〉〔，〈機能〉〕） ( 1 ) 

varptr(# （ファイル番号〉〔，〈機能〉〕） (2) 

var. 

（書式1)は＜蛮数名＞で指定した変数または配列蛮数のデータが格納されて

いる領域のぺ ス（先頭）アドレスまたは相対アドレスを求めます。

（書式2）はくファイル番号＞に割り当てられているファイルオープン用の

バッファのベ スアドレスまたは相対アドレスを求めます。

このとき、オープンされていない＜ファイル番号＞を指定するとエラーにな

リます。

・＜機能＞はOまたは1の値で指定します。

0…相対アドレスを求めます。

1…ペースアドレスを求めます。

＜機能＞を省略すると、 0が設定されます。

print hex$(varptr(A,1)) 

…変数Aのセグメントベースアドレスを16進で表示します。
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DEF USR （テtィファインユーザ・defineuser) 
機械語プログラムの開始アドレスを定義します。

ー三司

直亙］

参考匠F

巨翌日

def usr〔〈番号〉〕＝〈オフセット〉

・機械語プログラムを関数として呼び出すusrO～usr9の関数に機械語開始アド

レスを定義します。

セグメントはdefseg文で指定します。機械語開始アドレスは次のようにな

ります。

機械語開始アドレス＝セグメン卜＊＆HlO＋＜オフセット＞

・＜番号＞は0～9までの整数で指定し、usrO～usr9の10種の定義がて・きます。

＜番号＞を省略すると、usrOになります。

－＜オフセット＞はusr関数を使用したときに実行される機械語プログラムの

セグメン卜内の実行開始オフセ、ソ卜をー32768～65535(&HO～＆HFFFF）の

値で指定します。

－くオフセ、ソト＞は、整数型データで指定しますので、 10進数ではー32768～

～32767の値になりますが、この命令では32768～65535の値で指定すること

もできます。 32768～65535は、整数型データのー32768～ー 1(&H8000～ 

&HFFFF）に対応します。

・定義された関数は、その関数名で使用すると定義された＜開始アドレス＞よ

リ機械語プログラムをサブルーチンとして実行します。機械語プログラムの

終了は、機械語プログラム内のFARRET（リターン）命令になります。

・機械語プログラムはclear文て・指定した機械語工リア内で作成してください。

peek (483ページ） poke (485ページ）…… メモリの読み出し、書き込み。

call …一 機械語プログラムの実行。（493ページ）

clear ・・・ ... 機械語プログラムの設定。（169ページ）

bload (301ページ） bsave (303ページ）…… 機械語プログラムのファイル操作。

def seg …… セグメントの宣言。（487ページ）

10 rem －一一 DEF USR 一一一
20 def seg = &H8000 

30 def usr = &HFOOO 

usrOの開始番地を＆H8FOOO(&H8000*&H1 O+&H FOOO）に指定します。
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関数

USR （ユーザ・ user)
機械語プログラムを関数として時び出します。

ー三巴

垣~

仁E

参考IW

usr〔〈番号〉〕（〈引数〉）

• def usr文て・定義された機械語プログラムに＜引数＞を与えて実行し、機械

語プログラムより渡されたデータがこの関数の値になります。

・＜番号＞はO～9の値で指定し、usrO～usr9になり 、＜番号＞を省略すると

usrOになります。

・＜引数＞は機械語プログラムへ渡すデタになり、データの型がCPUレジ

スタCHレジスタヘ、データの記憶されているアドレスがCPUレジスタの

DS: BXレジスタにセ、ソ卜されます。

この関数の結果は、機械語プログラムでCPUレジスタのCHレジスタとBX

レジスタに渡された情報によるデータになります。機械語プログラムで、

これらのCPUレジスタを変更していない場合は＜引数＞の値がそのまま結

果になります。

・機械語プログラムに渡されるデータは次のようになります。

データ型 CHレジスタ データの並び （DS:BX←究頭アドレス）

整数 2 ｜下位｜上位｜

単精度 5 1指数｜ 仮 数 部 ｜ 

倍精度 8 ｜指数｜ ．仮． 数 部

文字列 3 ｜長さ｜ L I H I 
（文字列型のL,Hは、文字列が格納されているアドレスを示します。）

・機械語プログラムでエラーにするときは、 CPUのキャリーフラグを 1にし、

ALに工ラーコードを設定してリターン（FARRET）してください。

BASIC内のエラーコードとして扱われます。

A$=usr（”ABC”） 

”ABC”を引数としてUSROで定義されている機械語サブルーチンを実

行し、結果を変数A$に代入します。

def usr 一一 機械語関数の定義。（491ページ）
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CALL （コール）
機械語サブルーチンを昭び出します。

ー三司

直面司

直~

call 〈オフセット〉〔（（変数〉）〕

ca. 

指定された＜オフセット＞から機械語サブルーチンとして実行します。この

ときに機械語サブルーチンヘデ タを渡すことができます。実行される機械

語サブルーチンのセグメントは、直前のdefseg文で指定されたセグメント

です。

コールされるアドレス＝セグメン卜＊＆HlO＋＜オフセット＞

・＜オフセット＞はー32768～65535(&HO～＆HFFFF）の値を変数または定数で

指定します0

・＜変数＞は機械語プログラムに渡すデータで、定数を使用することはできま

せん0

・機械語プログラムへはCPUのALレジスタヘデータの有無（1…あり，O…なし）

DS:BXレジスタにデータが記憶されている先頭アドレス、 CHレジスタに

データの型の情報が入り、指定されたアドレスからの実行になります。

実行時のレジスタ

OS, ES＝インタプリタ実行時のDS,ES

SS:SP＝インタプリタのスタック

AL＝データの有無（1：あり，O：なし）

CH＝デタの型

DS:BX＝データの先頭アドレス

その他－－－不定

機械語プログラムからBASICに戻るには、 RETFARを行ってください。

・機械語プログラムより、データを返す場合は機械語プログラム内で、

BASICより渡されたデータを書き換えることにより行われ、キャリーフラ

グを0にしてBASIClこ戻ったとき＜蛮数＞に値が返ります。キャリーフラグ

を1にしてBASICに戻ると、その時のALの値を工ラ一番号としてエラー処理

を行います。

機械語プログラムはclear文て事機械語エリアを設定してその工リア内に作成

してください。

field文てやフィールド変数として指定されている文字型蛮数をこの命令で使

用するとフィールド変数の機能が解除されますので注意してください。

作
ぺ

u
nHu 

n斗



仁王］

参考｛！＇If

call &HFOOO 

def seg文て

チンを実行します。

peek (483ページ）、 poke(485ページ） ・・・・・・ メモリの読み出し、書き込み。

def usrC491ページ）、 usr(492ページ）ー機械語プログラムを関数としての定義

と実行。

clear …ー 機械語プログラムエリアの設定。（169ページ）

bload (301ページ）、 bsave(303ページ）…… 機械語プログラムのファイjレ操作。

def seg …… セグメントの宣言。（487ページ）
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[OUT （アウト）
1110ボートにデータを出力します。

瓦亘 out （ポートアドレス〉パ数式〉

逗ヨー

仁王］

参考Cl'F

• CPUの1/0アドレスをくポートアドレス〉としてく数式＞の値を出力します0

．＜ポートアドレス＞は16ビ、ソ 卜で、 －32768～32767の整数型データで指定し

ます。また、 32768～65535(&HBOOO～＆HFFFFに対応）で指定することもで

きます。

＜数式＞は8ビ、ソトで、O～255(&HO～＆HFF）の値で指定します。

この命令はコンピユータ内部の1/0ポー トを直接操作しますので、コン

ビュータ内部で使用されている場所に不用意に出力するとコンビュータが正

常に動作しなくなるので注意が必要です。

OU t &H20' asc(”A,,) 

ポートアドレス＆H20に”A”の文字コード（65）を出力します。

inp －… 1/0ポートよりデータを入力する関数。（496ページ）

「
円

u
nuu 

凋

nH
，



関数

INP （インプット・ input)
1/0ボートよりデータを入力します。

ー三司

直1均一

inp ( ＜ポートアドレス〉）

• CPUの1/0アドレスを＜ポー トアドレス＞として入力した値を返す関数で

す。

・＜ポー トア ドレス＞は16ピ、ソトで、－32768～32767の整数型データで指定し

ます。また、 32768～65535(&H8000～＆HFFFFに対応）で指定することもで

きます。

・結果は8ヒ事ツトでO～255(&HO～＆HFF）の値が返ります。

この命令はコンビュータ内部の1/0ポートより直接入力する命令です。

じ雪ゴ A=inp(&I-110) 

ポートアドレス＆HlOにより入力したデータを変数Aに代入します。

参考w out ... ... 1/0ポー トへのデータの出力。（495ページ）

pnu 

n
3
 

A
叫



WAIT （ウェイト）
1/0ボートからの入力が指定状態になるまで実行を停止します。

亙E

逼面白

直~

ヨロ

~ 

wait 〈ポートアドレス〉，〈式1）〔パ式2）〕

wa. 

・＜ポートアドレス＞で指定した1/0ポートからの入力データと＜式2＞の論理

演算xorを行い，その結果とく式1＞の論理演算andを行った結果が、0の場

合は、ぞのまま入力データの監視を行い、0以外のときは、〉欠の処理に進み

ます。

・実行の停止状態のときは、キーボードからの先行入力や、各種の割り込み処

理は行われません。したがって、 IT2日＋直Eキーによる実行の中断も

できなくなります。

・＜ポートアドレス＞、＜式1＞、＜式2＞は0～255(&HO～＆HFF）の値で指定

します。

wait &HFE.1,1 

ポートアドレス＆HFEからの入力データのビットO(DO）がOになるまで

実行を停止します。

JO rem --- WAIT ---
20 P=inp(&HEO) 
30 for l=&HO to &HFF 
40 for L=&HO to &H20 
50 X=(P xor L) and I 
60 if X<>O then gosu b ’H AIT else gosub •NOT_WAIT 
70 next 
80 next 
90 color 7 end 

JOO・HAIT 
110 color 7 print "wait &HEO.”； I；＂.” ，L；”を実行します...
120 wait &HEO. l .L 
130 return 
140・NOT_WA!T
150 color 2:prin t “wait &HEO.勺 I；ぺ ”；L，”を実行すると 1/0入力待ちになります.-
160 return 

・ポートアドレス＆HEOからの入力データに対し＜式 1> （蛮数I)、＜式2>

（蛮数L)の値をいろいろと変えて、どのような値をとるときにl/O入力待ち

になるかを表示します。
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関数

FRE （フリー・ free)
メモリの未使用量を求めます。

ー瓦1
瓦明、

fre ( （機能〉）

・プログラム、蛮数、配列、プリンタスプーラやメモリディスクなどで使用さ

れていないメモリ量をバイト数で求める関数で＜機能＞によリ次の値が返

ります。

0 …システム全体の空きメモリの容量を求めます。

次のそれぞれのメモリ容量の合計となります0

．メインメモリのフリーエリア

・増設RAMの空き容量

・グラフィックV-RAMの空き容量

1 …テキストコード(BASICプログラム）工リアとして使用できる空きメ

モリの容量を求めます。

〉欠の2つのメモリ容量の内小さい方を求めます。

. 64キロバイトからシステム制御情報／シンボルテーブルの容量とテ

キストコード工リアの容量を差し引いたもの

－メインメモリのフリー工リア

2 …配列エリアとして使用できる空きメモリの容量を求めます。

メインメモリのフリ 工リアの容量と一致します。

3 …文字列エリアとして使用できる空きメモリの容量を求めます。

次の2つのメモリ容量の内小さい方を求めます。

. 64キロバイトから文字列工リアの容量を差し引いたもの

．メインメモリのフリーエリア

4 …メモリディスク用のメモリとして使用できる空きメモリの容量を求め

ます。

次の2つのメモリ容量の内大きい方を求めます0

．増設RAMの空きメモリの容量

－グラフィ、ソクV-RAMの空きメモリの容量
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［豆コ

参考w

5 …グラフィック表示やプリンタスプーラ用に使用できる空きメモリの容

量を求めます。

グラフィックV-RAMの空きメモリの容量と一致します。

6 －一文字列テ．ィスクリプタエリアとして使用できる空きメモリの容量を求

めます。

次の2つのメモリ容量の内小さい方を求めます。

. 64キロバイトから文字列ディスクリプタエリアの容量を差し引いた

もの

－メインメモリのフリーエリア

print fre(2) 

配列に使用できるサイズを表示します。

BASICのフリー工リア（伺録）

-499-







（サンプルプログラム（6553飽モード〉

10 rem --- 65536色モードサンプルーーー
20 i ni t ”mem:O,O・：option screen l:init #crt2:640,400,65536# 
30 els 3:klist O 
40 pen 5 
50 option angle degrees 
60 read X:if X=O then 120 
70 read Y，阿UL.COL,L
80 for R=l to 29 
90 circle (X-L•R.Y).R・門UL. (31-R）・COL

100 next 
110 goto 60 
120 COL=&B100010000000100 
130 symbol (140,180），”Rainbow BALLs ・， 3.3. COL,.,. 1 
140 for I=l to 5 

150 symbol ( 140+1, 180-1），”Rainbow BALLs# . 3,3.COL+l•3 ・＆Bl00001000010 . . •. 1 
160 next 
170 end 
180 data 130.100,3.&Bl000000.1 
190 data 300,300,3.&Bl0.1 
200 data 500,120,2.&Bl00000000000.1 
210 data 100.320.2,&BlOOOOl000000.0.8 
220 data 470,240,2,&BlOOOOlOOOOl0.0.8 
230 data 520.330,1.6.&BlOOOOOOOOOl0.0.8 
240 data 320,80.2.2.&BlOOOOl0.1 
250 data 0 
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〈半角文字〉文字コード表

F
Z

川
雨
凶
嗣
凹
同
旧
日
四
日
間
同
閉
同
四
同
問

門
mUJ

回
目
日
間
同
凹
町
四
日
凶
闘
欄
幽
〔

U

E

一川
一口
口
岡
山
田
出
印
凶
司
圃
日
配
置
市
司

E
U
同
凹
幅
凹
凪
凹
配
出
面
園
口
同
凹
日
山
岡
山
一

卜
一川
刑
一回

日

間

図

固
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目

国

国

四

日

間

四

回

目

回

目

白

一

一c
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市
凶
回
目

同
凶
向
田
町
山
内
回
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目
同
凶
問
問
問
凶
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出
回
川
一
回
凶
同
日
岡
山
ロ
凶
一

y

一日
一川
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口
岡
山
間
山
岡
山
日
出
回
出
回
目
間
四

日
凶
日
凶
日
凶
日
回
同
凶

日
凶
同
凶
日
凶
一

一A
一肌
円

U
円
凶

同
U
門
凶
門
凶
日
U
岡
凶
円
凶

川
凶
口
問
門
凹
口
凶
門
間
円
四
円
凹
門
凶

一9
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而
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門
出
町
凹
町
山
門

U
門
口
町
山
内
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h凶
門
凹
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円
凶
円
凶
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一川
行
］
円
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門
困
門
四
四
門
圃
同
圃
函
圃
圃
圃
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U
U
U
U
U
E
E
E
E
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E
E
E
E
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凹
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凶
門
町
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凶
円
凶
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日
山
田
山
町
凶
門

U
悶
幽
一

4
一6
一川
一目

匝

固

画

面

門

間

国

匝

同

国

回

目

白

両

日

凹

門

凹

一

一5
一川
一岡
山
阿
国
円
四
円
阻
閉
山
日
目
日
凶
日
間
岡
町
閉
山
町
凶
閉
山
回
出
町
凶
内
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門
H
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一川
両
幽
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凹
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目
円
凹
円
凶
町
出
岡
山
円
M
m凹
川
山
町
山
岡
山

m
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同
日
嗣
凹
円
M
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一3
一馴
丙
回
目
山
岡
凶
内
回
開
凶
同
凶
円
閏
閉
山
岡
間
四
回
口
凶
日
凶
日
凶
口
口
町
凶
円
凶

上
一2
一則

一

口

回

目

岡

凹

園

図

固

目

回

図

画

回

日

日

日

目

一1
一側
面
日
間
凶
回
目
問
団
四
凶
阿
凶
間
凶
巴
国
間
凶

E
凶
岡
田

E
阻
嗣
山
偏
山
囚
凹
同
ハ
］

一0
一問
一
阿
山
周
回
問
凶

E
凶
間
凹
回
閏
間
凶
回
出
回
国
阿
凹
日
日
間
凹
間
出
問
困
問
問
閉
山

宮
川
川
叩

叩

引

叩

叩

司

J

…

下

位

4

ピ

・文字コードが＆H81～＆H9F,&HEO～＆HFCはシフ トJISコードの1バイ ト自に

なります。半角文字で使用する場合はkmode0として漢字モードを解除し

てください。

・文字コードが＆HlF以下の文字はコント口－）レコードになりますので、通常

のprint文ではコント口 jレが実行されます。コントロールコードを画面に

表示する場合は、”CRTl:CG”のファイjレ名でシーケンシャjレアクセスのファ

イjレオープンを行い、 print＃文て・書き込みを行ってください。
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エラーメッセージ

BASICの動作中に工ラ が発生した場合、次の形式でコンビュ タよリディスプレイ上にエ

ラーメッセ ジが表示されます。

工ラ の表示

×××× e rror …直謹実行モード（ダイレクトモード）

×××× error in nn －プログラム実行中

××××はエラーの内容、nnは工ラ の発生行になリます。

ファイjレ処理や周辺装置を使用している場合は、その装置名やファイル指定を左側に表示する

場合があります。

エラー
表示メッセージ 工ラーの内容番号

syntax error 文法上の誤リがある

2 over flow error 数値が扱える範囲をこえた（0での除算など）

j data error 指定データが規定タ卜である

4 type mismatch error 指定のデータ型が異なる

5 string length error 文字データの長さが255をこえた

指定の文字データが規定長になっていない

6 no memory error メモリ容量不足となった

許されている容量をこえて領域を確保しようとした

7 w-def. FN error 定義関数を 2重に定義しようとした

8 line length error プログラムの 1行の長さが制限をこえた

9 unprintable error 未定義

10 IF-ENDIF mismatch error ifとendifが対応していない

11 FOR-NEXT mismatch error forとnextが対応していない

12 WHILE-WEND mismatch error whileとwendが対応していない

13 REPEAT-UNTIL mismatch error 「epeatとuntilが対応していない

14 GOSUB-RETURN mismatch error gosub文て”呼ばれていないのにreturnしようとした

15 undef. array/FN error 定義されていない関数や配列を指定した

16 undef. line error 存在しない行番号またはラベルを指定した

17 can’t CONT error フログラムの実行再開が不可能なとき再開しようとした

18 memory protection error 許されている領域外に処理を行おうとした

19 instruction error ダイレクトコマンドとステ メントを混同した

現在の状態では使用できない機能を指定した

20 sequence error 読み込もうとしたプログラムファイルの書式がおかしい

n仏
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工フー
表示メッセージ エラーの内容番号

21 RESUME error エラ 処理中でないのにresumeしようとした

22 count error 関数の引数や入力変数の個数が合わない

23 subscript error 配列の指定が不適当

配列の大きさが不足する

24 READ-DATA mismatcherror 対応するdata文がないのにreadしようとした

25 SWAP nesting error ※ 

26 too complex error 式が複雑で度に処理できない

27 too many nesting error ループまたはIf文、サブル チンなどのネスティングが多い

28 system id error BASICで・扱えないファイルである

29 framing error RS-232Cフレーミングエラー

30 over run error RS 232Cオーバーランエラー

31 parity error RS-232Cパリティ工ラー

32 unprintable error 

33 unprintable error 

34 unprintable error 

35 unprintable error 

36 unprintable error 
未定義

37 unprintable error 

38 unprintable error 

39 unprintable error 

40 not found error 指定ファイjレがみつからない

41 hardware error ディスクのハードウェアトラブルが起こった

42 already exist error ※ 

43 already open error すでにオープンされているファイルを指定した

44 not open error オープンされていないファイjレを使用した

45 not e円1ptyerror ※ 

46 write protect error プロテク卜されたファイルまたはディスクを書き換えよう

とした

47 field error フィ jレド定義のできないファイルを指定した

フィールドの合計がレコード長をこえた

48 open mode error オープンされたファイルに対するアクセス型式が合わな

い

49 unprintable error 未定義

50 not ready error 指定装置が可動状態になっていない

51 too many files error ファイルの登録数が制隈をこえた
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エラー
番号

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

74 

75 

76 

255 

表示メッセージ エラーの内容

disk mismatch error ※ 

no file space error ファイjレを作成するスペ スがなくなった

unformat error フォーマッ卜されていないディスクゼ使用した

file length error ※ 

disk change error ファイルオープン中にテ．イスクを交換した

unprintable error 未定義

device name error 装置名の指定が不適当

can’t execute error 指定装置に使用できないファイル型式を指定した

実行できない命令の使用または実行できないモードを指定

した

file name error ファイル名の指定が不適当

file mode error ※ 

unprintable error 未定義

file end error ファイルが終了しているのに読み込もうとした

logical number error ファイル番号の指定がおかしい

しPT: not ready error プリンタが可動状態でない（PW-off.off line) 

unprintable error 
）未定義

unprintable error 

device町1odeerror ※ 

unprintable error 未定義

check su円1error ※ 

グラフイツク機能は利用できません

日本語入力機能は利用できません

プリンタ機能は利用できません

RAMディスク機能は利用できません

マウス機能は利用できません

unprintable error 未定義

※ BASIC-M25との互換性のため存在するエラーで、 BASICM28では通常発生

しないものです。

(error文で工ラ一発生を行うことはできます。）
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BASICのフリーエリア

BASICは起動時にメインメモリに読み込まれ、残りの領域にプログラムや変

数、配列を記憶します。この部分をフリー工リアといいます。フリーエリアは、

プログラムの実行内容などにより異なります。

エリア（領域）は、記憶する内容により 、次のように分かれています0

．テキストコードエリア

BASICのプログラムを記憶したりダイレクトモードで一時的な命令の

記憶に使用され、システム制御情報やシンボルテーブルと合わせて最大

64キロバイトのエリアを使用します。

・文字列管理情報（ディスクリプタ）・文字列データエリア

文字列型の蛮数や配列の記憶や文字列式の展開に使用され、それぞれ

最大64キロバイトの工リアを使用します。

配列エリア

配列の記憶に使用します。使用量の制限はありません0

．機械語プログラム工リア

BASICが使用しないメモリ工リアで、ユーザーが自由に読み書きす

ることができます。このエリアの設定は、 clear立で行います。

・チャイルドプロセスエリア

BASICが使用しないメモリエリアで、 MS-DOSのコマンドを実行す

るために使用されます。このエリアの設定はclear文で行います。

d メモリディスク、プリンタスプーラ用エリア

メモリディスクやスプーラ用メモリとしてInit”MEM：”文て・設定します。

このエリアは、グラフィックV-RAMおよび増設RAMを使用することがで

きます。

グラフィックV-RAMの設定はoptionscreen文て恥設定します。
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メインメモリ（？68キロバイト）

OOOOOH 

MS-DOS 

BASICインタプリタコード(1)

BASICインタプリタコ ド（2)

システム制御情報(1)

システム制御情報（2)

シンボルテーブル

テキストコードエリア

配列エリア

文字列ディスクリプタ工リア

文字列工リア

フリーエリア

システム／ユーザー共用スタックエリア

機械語プログラムエリア

チャイルドプロセスエリア

メモリの上限

グラフィックV-RAM(512キロバイト）

｜メモリディスクまたはプリンタスプーラ ｜

増設RAM

lメモリディスク
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コントロールコード表
文字コードの31(&Hl F）以下は、 制御機能をもったコントローjレコードになります。

コード
機 員E

キー操作

10進 16進 ~ヨ十 その他

。。。 なし（Null) 図
01 インサー トモード 囚 ~＋lTI:El+ClilllOO 

2 02 左側の単語の先頭ヘカーソjレを移動 国 ・CQIJ＋目

3 03 なし 回
4 04 画面の初期化や音楽演奏の中止 回
5 05 カーソル位置より行末まで消去 回 ｜コントローJレ｜＋直亙藍回

6 06 〉欠の単語の先頭へ力一ソルを移動 回 CQIJ＋白

7 07 ペル音（beep) 回
8 08 カーソルの左側の1文字を削除 回 直E
9 09 水平タブ 日 CU] 

10 DA なし 日
11 OB カーソルをホ ムポジションヘ移動 図 ｜クリア／ホーム｜

12 DC 画面の消去 日 ~日＋｜ク リ ア／ホーム｜

13 OD キャリッジリターン 回 回
14 OE カーソル行より上をスクロールアップ 囚
15 OF カーソル行より下をスクロ ルダウン 回
16 10 なし 回
17 11 なし 回
18 12 カ ソル位置に空白を掃入 回 CQIJ+I挿入／杭肖 ｜

19 13 なし 国
20 14 カーソル位置にタブをセット 日
21 15 なし 回
22 16 力一ソル以降の文字を〉欠行に送る 回
23 17 カーソル行と〉欠の行を結合 回
24 18 カーソjレ行を消去 図
25 19 カーソル位置のタブを解除 日
26 lA 力一ソル位置以降のすべでの文字を消去 回
27 18 なし（ESC) 囚 庄司
28 lC カーソjレを右ヘ移動 回 日
29 10 力一ソルを左ヘ移動 回 白
30 lE カーソルを上ヘ移動 臼 回
31 lF カーソルを下へ移動 日 凹
127 7F カーソル位置の 1文字を消去 なし ｜麗ムI！ま泊 ｜

たとえば、 printchr$ ( 12）とすると画面を消去し、 printchr$ (7）とすると、「ピツ」と音を鳴ら

すことができます。
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RS-232Cインターフェイス
本機にはRS-232Cのシリアルインターフ工イスを内蔵しており、BASIC上では、

℃OMl：”の装置名てーデータの転送を行うことができます。

in it℃OMn：”文では、ボーレートなどを次のように設定します。（〔 〕は省略

値）

書式 ”CO Mn：＜ポーレイ卜＞，＜パリティ＞＜データビット長＞

＜ストップビット長＞＜通信制御＞＜カナ＞＜DEL受信＞

<CR送信＞＜CR受信＞＜全角文字＞＜工ンドコード＞”

＜ボ レイ卜＞ ポ レイ卜として次の値が指定できます。

75, 150,300,600, 1200,2400,4800, 9600, 19200 

くJ＼リティ＞

E …偶数パリティピ、ソ卜を伺加します。

0 ・奇数パリティビ、ソ卜をけ加します。

〔N〕 －パリティビ、ソ 卜は伺加しません。

＜デタビ、ソ 卜長＞

7 デタピ、ソト長を7ビ、ソ卜にします。

〔8〕 ー・・デ タビット長を8ピ、ソトにします。

＜ストップビ、ソト長＞

－ストップヒヘソト長を1ピットにします。

2 …ストップヒゃツ卜長を1るビ、ソ卜にします。

〔3〕 …ストップヒゃツ 卜長を2ピ、ソ トにします。

＜通信制御＞

X ・・XON(&Hll）・ XOFF(&Hl3）コ ドによる制御を行います。

R ・RS信号による制御を行います。

〔N〕 ー上記のどちらの制御も行いません。

通信制御とは、データの受信時に受信側のデ タ受信処理が聞に

合わないときに、送信側に送信の 時停止を要求し、受信できるよ

うになると送信再聞を要求することです。×を指定すると、×OFF

コ ドC&H13）を送信側ヘ送ることにより送信の時停止を要求し、

×ONコードC&H11）により送信再開を要求します。 Rを指定すると、

RS信号をOFFにすることにより送信の 時停止を要求し、 ONにす

ることにより送信再聞を要求します。
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＜力ナ＞

s －－データ長7ピ、ソトでSO(&HOE）・ Sl(&HOF）コードによる力ナの

送受信を行います。（データ長 8ピ、ソト時は利用できませ

ん。）

〔N〕 …データ長7ピットで力ナの送受信を行いません。

データ長 7ピット時の力ナの送受信は、 soコードC&HOE）があ

るとそれ以後のデータは力ナとみなし、 SIコード（＆HOF）があると

それ以後のデータを英数字とみなします。

<DEL受信＞ DEL(&H7F）コード受信時の処理を指定します。

N ・・・DEL(&H7F）コードをNull(&HOO）コードに変換します。

B "・DELコ ドをBS(&H08）に蛮換します。

〔D〕 …DELコードは上記のいずれの変換も行わず、ぞのまま受信し

ます。

<CR送信＞

C ... CR(&HOD）コードを復帰十改行コー ドとして送信します。

〔し〕 .. CR+LF(&HOA）コー ドを復帰＋改行コー ドとして送信しま

す。

<CR受信＞

C ... CR(&HOD）コードの受信のみで復帰改行動作をします。

〔L〕 ... CR+LF(&HOA）コードの受信で復帰改行動作をします。

＜全角文字＞

J ... Kl （漢字イン＆HlB・4B)・KO（漢字アウト＆HlB・48）によリ全

角文字の送受信を行います。

M ・・Klコードを＆HlB・09、KOコードを＆HlB・01として全角文字

の送受信を行います。

p …Klコ ドを＆HlB・24・40、KOコードを＆HlB・28・48として

全角文字の送受信を行います。

〔N〕 …全角文字はシフトJISコードで送受信を行います。

（デ タ長が7ピットのときにNを指定すると正しく全角文

字が送受信できないことがあります。）

＜工ン ドコード＞

エンドコードはデータ転送の終了を表すコードで＆HOO～＆H1 Fまでの

コードを指定します。指定方法はキー操作で｜コントロール｜キーと合わせ

て入力される文字を指定します。指定文字はコードで＆H40～5Fか＆H60～

7 Fになります。たとえば、工ンドコー ドが＆H04ならばキー操作上では

｜コントロール｜＋固となりますので指定はD(&H44）またはd(&H64）になり

ます。

この指定により、ファイルの入力オープン時に工ンドコー ドを入力する
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とeof関数が真になります。スペースを指定、または指定を省略した場合は

この機能を持ちません。

＜ポーレイ卜＞の後はカンマ（，）で旬切り、ほかの指定は1文字ずつをJll買に並べま

す。また、それぞれの指定の省略時はそれぞれ省略値が設定されますが、途中の

指定を省略するときは、空白とします。ボーレートおよび力ンマ（，）を省略す

ることはできません。

．例） ”COM:9600,N83XNDLLND” 

一”COMl・”を9600ボ一、 パリティ無し、 8データビット、 2ストップビ、ソ 卜、Xo

n-Xoffの通信制御を行い、カナは8ピ、ソ ト、DEしコ ドはそのまま 、CR送

受信は＆HOD+&HOA、全角文字はシフトJISコード、エンドコードは＆H04

に設定します。
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三角関数と双曲線関数

BASICであらかじめ用意されている関数（組み込み関数）以外の三角関数や双曲線開数

とそれらの逆関数を求める例を示します。

secant 
cosecant 
cotangent 

arcsine 

arccosine 

arcsecant 

arccosccant 

arccotangent 

hyperbolic sine 

hyperbolic cosine 
hyperbolic tangent 

hyperbolic secant 

hyperbolic cosecant 

hyperbolic cotangent 

arc-hyperbolic sine 

arc-hyperbolic cosine 
arc-hyperbolic tangent 

arc-hyperbolic secanL 

arc-hyperbolic cosccanl 

arc-hyperbolic cotangent 

A= l/cos(X) 

B= l/sin(X) 
C=l/tan(X) 

D=atn(X/sqr （トX•X))
E=-atn(X/sqr( 1-X•X) )+pai/2 
F=a tn (sqr(X•X-1) )+ ( sgn (X）ー1）・pai/2

G=atn( l/sqr(X•X-1) )+(sgn(X）一l）・pai/2

H=-atn(X)+pai/2 

l=(exp(X)-exp(-X))/2 

J=(exp(X)+exp(-X))/2 

K=-exp(-X)/(exp(X)+exp(-X））・2+1

L=2/(exp(X)+exp(-X)) 
作 2/(exp(X)-exp(-X))

N=exp(-X)/(exp(X)-exp(-X））り＋l

O=log(X+sqr(X•X+I)) 
P=log(X+sqr(X•X-1)) 
〔｝＝log((l+X）／（卜X))/2 

R=log( (sqr( 1-X•X)+ l )/X) 

S=log((sgn(X）円qr(X州＋l )+ 1 )/X) 

T=log( (X+ 1 )/(X-1) )/2 

表敬Xに（直を代入しておき、式を実行すると左辺の蛮数に結果が代入されます。

def FN文を使用して関数として定義して使うこともできます。

｛列）

def FNSEC(X)=l/cos(X) 定義

print FNSEC (pai/3) ー・ 使用例

乙の例の 向性l数の角庭単｛立はラジアンになリますので陸単位になっている場合は

option angle radiansとしてラジアン単位に戻してください。

；；の例（；：J組み込み間数以外の関数を求めるための参考資料ですいxの値によっては精度

が低くなる場合がありますので注意してください。（特に減算による桁落ちに注意して

ください。）
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機械語サブルーチン

本BASICでは次の命令で機械語サブルーチン・プログラムを呼び出すことがで

きます。

usr 

call 

bload (R指定があるとき）

1.呼び出されるアドレス

それぞれの命令で呼び出されるアドレスは次のようになります0

．セグメント

usr : def usr文が実行されたときのdefseg文の設定値

(BASIC起動時0)

call ：この命令が実行されたときのdef seg文の設定値

(BASIC起動時0)

bload ：この命令で読み出されたプログラムの先頭のセグメント

．オフセット

usr : def usr文て‘指定されたオフセット

call ：この命令で指定されたオフセット

bload ：この命令で読み出されたプログラムの先頭のオフセ、ソ卜

2.呼び出されるときのパラメータ

それぞれの命令で呼び出されるときのパラメータの値は次のような意

味を持ちます。

・AL … パラメータがあるかどうか

。： パラメータなし

1 : パラメータあり

(usrでは必ず1,bloadでは必ずOになります。）

・CH … パラメータの型（AL<>0のときのみ）

2 : 整数型

5 ・ 単精度実数型

8 : 倍精度実数型

3 目 文字型

・ DS:BX … パラメータのアドレス（AL<>0のときのみ）

数値型ならDS:BX（こデタが置かれます。

文字型ならDS:BXの構成は次のようになります。

DS:BX : 文字列のバイト数
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DS:BX+1 : 文字列のオフセ、ソ卜CLOW)

DS:BX十2 ： 文字列のオフセ、ソ卜（HIGH)

実際の文字列はDS:[HIGH * 1 OOH+ LOW］に置かれます0

・SS:SP … BASICのスタック

ユーザーが使用することもできますが（容量2KB）、シ

ステム割り込みに100バイト程度使用するので、使用

する場合は常に100バイト以上の余裕を持たせてくだ

さい。また、 BASIClこ戻る場合はもとのSS:SPの値に

戻してください。

・ES … DSと同じ

3. リターンするときのパラメータ

リターンするときのパラメータの値は次のような意味を持ちます0

・CF（キャリーフラグ） … エラーが発生したかどうか

・AL 

・CH 

・BX 

4.制限条件

0 : エラーは発生しなかった

エラーが発生したのでエラー

処理を行う

エラー番号（0～127) (CF= 1のとき

のみ）

変数に代入するデータの型

（呼び出し時AL=1の場合のみ）

usr関数の場合は、どの型でもかまい

ません。 call文の場合は、数値型の

場合、入力時の型と一致している必

要はありません。なお、数値型と文

字型の聞の型蛮更はできません。

( type mismach errorとなります。）

変数に代入するデータのオフセット

（呼び出し時lこAL=1の場合のみ）

セグメントは自動的に呼び出し時のDS

が採用されます。

次のレジスタは保存しておいてください。

SS:SP 

BASICに戻る場合には、リターンファー（FARRET）で戻ってくださ

L）。
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ターミナルプログラム
システムディスクに収められている本ターミナルプログラム

(TERM.BAS）は、 RS232Cインターフェイスを使用して、本機

をターミナル（端末装置）として使用するためのBASICプログラ

ムです。

ターミナルプログラムの基本的な動作は、キ一入力した文字を文

字コードとして相手側に送り 、相手側からのデータは、文字コード

として画面に表示します。また、本ターミナルプログラムは全二重

（キーを押すたびに相手側に文字コードを送り 、相手側からデータ

を受信するごとにデータを 1文字ずつ表示）モードにて動作します。

RS-232Cのパラメータセットについて
ポレート等のパラメータの設定は、キーより回日国田

口困回国国回国回目白困回回回日回

国回国回と入力しますとパラメータの設定部分のリストが

画面に表示されますので、蛮更の必要なパラメータのみ変更します。

ファンクションキーについて
ターミナルプログラムではファンクションキ に次の機能をもたせ

ています。

ヒEコ－ コントトルコードの実行切り替え

このキーを押すごとに＆H1F以下のコントローjレ

コードを実行するか、表示するかを切り替えます。

表示する場合は、そのコードに応じたフォン卜が

表示されますが、 CR(&HOD）は表示した後に実行

します。また、XーONやX-OFF、SIやso、Kl

やKOなどの制御コードを使用している場合は、

そのコードの表示は行われません。

・しTRLと表示されているときはコントロール

コードを実行します。（初期状態）

・NーLTRLと表示されているときはコント

ロールコードを実行しないで表示します。

仁豆コ エコーパックの有無

このキーはキ一入力された文字を表示するか、し

ないかの切り替えを行います。

• ECHOonと表示されているときはキ一入力

した文字を表示しません。（初期状態）
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• ECHOoffと表示されているときはキ一入力

した文字を表示します。

仁豆ゴ プリンタへの印字切り替え

このキーを押すごとに画面の表示と同時にプリン

タへ印字するか、画面のみの表示にするかを切り

替えます。

• LPTonと表示されているときは画面表示のみ

行います。（初期状態）

• LPToffと表示されているときは画面表示と

印字を行います。

仁Eコ ファイルのダウンロード

このキーを押すとそれ以後の受信データをファイ

ルへ記録します。キーを押すとファイル名を聞い

てきますのでBASICのファイjレ指定と同じ方法

で指定し入力します。この機能の終了は、再び

仁豆コキーを押すか、エラーの発生により行

います。（END-DNと表示されているときは受信

中を表します。）この機能で作成されたファイル

はシーケンシャルデータ COAT）型式ですので、

BASICのプログラムにより読み出すことができ

ます。

仁三日 ファイルのアップロード

このキーを押すとファイjレの内容を送り出しま

す。キーを押すとファイjレ名を聞いてきますので

DAT形式のファイルを指定するとその内容を相

手側に送り出します。送り出しの途中で中止する

場合は、再び仁玉ゴキーを押します。（END-U

Pと表示されているときは送信中を表します。）

ヒ豆ゴ このキーは、漢字出力モードと英数力ナ文字出力

モードの切り替えを行います。初期設定は、漢字

出力モードです。

仁豆ゴ このキーを押すたびに、キーボードよりキ一入力

を有効にするか、キ一入力を無効にするかを切り

替えます。（ただし、ファンクションキーは常時

キ一入力が可能です。） 初期設定はキ 入力が有

効な状態です。

仁豆コ このキーは、送信データの入力ラインのマーク

（＃）を表示するかしないかを切り替えます。初期
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設定は表示する状態です。

仁豆コ このキーを押すことによって、ターミナルプログ

ラムを終了します。

最下行にファンクションキーの定義状態が表示されている場合

は、そのファンクションキーを押したときに切り替えられる状態を

表示します。

なお、受信工ラーが発生した場合は、エラーとなりプロゲラ

ムの実行を中止します。

エスケープシーケンスについて
ターミナルモ ドでは、コントロールコードによる制御以外に次

のエスケープシーケンスによる制御も行われます。

(ESC) (@) ……画面とプリンタの双方に出力します。

(ESC) (A) ……画面のみ表示とします。

(ESC) （”） ・・・・・・キ一入力を有効とします。

(ESC) (#) … －キ一入力を無効とします。

(ESC) (*) …一画面を消去し、カーソルを左上に移動します。

(ESC) ( Y) ……カーソル位置より下の行を消去します。

(ESC) (=)(Q)(c) 

カーソルをt行c桁に移動します。tとcは画面の左上を

co. Q)とした位置による値に＆H20を加えた値に対応する文

字コードになリます。

例） (6, 4）に移動する場合

(ESC)(=)(&)($) 

(ESC) (T) 

カーソルのある行を消去してカーソルをその行の左端に移

動します。

(ESC) ( E) 

カーソルのある行から下の行をスクロールダウンさせ、

カーソルのある行に空白行を挿入します。

(ESC) (R) 

カーソルのある行の下側をスクローjレアップさせ、 力一ソ

ルのある行を削除します。
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BASIC--M25との互換性について

BASIC-M28とBASIC-M25

一般的な注意

BASIC-M28は、 MZ-2500シリーズMZ-2511/21 /31 /20に標準装備

されている、 BASIC-M25と互換性を保つように配揮されています。

ただし、 BASIC-M28は、MZ-2861の2800モードで動作するため、

ハードウエアの違いや、オペレーテイングシステムとして

MS-DOSを使用する関係上、一部BASIC-M25と仕様が異なります。

ここでは、 BASIC-M25で作成されたプログラムをBASIC-M28上で

使用する場合に注意する点について述べています。

BASIC-M28は、 MZ-2861の2800モードを活かすように設計されて

います。したがって、次のような点がBASIC-M25と異なります。

• MZ-2861では、ボイスレコーダ、デジタル方式のモノクロディス

プレイおよびボイスボードを使用できませんので、これらの周辺

機器や拡張ボードに対する命令は削除されています。

• MZ-2861のRS-232Cインターフェイスは 1チャンネル（チャンネ

ルAのみ）です。

• MZ-2861の2800モードでグラフィック画面の320×200ドット

モードおよび640×400ドット 4色モード、文字画面の64色モード

は使用できません。

また、メモリ構成が異なリますので、メモリアドレスの指定方法

などが異なります。

•MS-DOS上で動作するため、階層ディレクトリやディスクの

ファイjレ管理方法が異なります。

したがって、 BASIC M25で作成されたファイルはそのまま

（変換なしに）BASIC-M28で使用することはできません。

・ターミナルモ ドは削除されています。（ターミナルプログラム

を利用してください。）

・モニタ機能は削除されています。
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BASIC-M25から削除された命令

次の命令は、 BASIC-M28上では削除されていますので、 使用する

ことはできません。

－基本コマンド

・表示設定命令

－グラフィック命令

．ファイル関数

new on, term, mon 

init”C RT3：” 

cblock 

fpos 

－サウンド命令 voice, voice@ 

・ボイスレコーダ制御命令 init"CMT：九cmt=,cmt（関数）, apss 

BASIC-M25とは互換性のない命令

追加予約語

ファイルコンパート

次の命令は、 BASICM28では命令仕様が変更されていますので、

BASIC M25とは一部の機能に互換性がありません。

－表示設定命令

・ゲラフィツク命令

－ファイルコマンド

option screen, init”CRT2：”，screen 

priority 

init"MEM:, files/lfiles, chdir 

mkdir, rmdir, bload, bsave 

－ファイルステートメン卜 lof, loc, devf, pwd$ 

run＜ファイル＞

・マウス命令 mouse（関数）

－機械語処理 peek/peek@, poke/poke@, def usr 

call 

〉欠の予約語は、 BASIC-M28で追加されたものです。

add, child, environ, environ$, float, kext$, 

kinput, kinstr, kmid$, knj$, ktype, seg, 

segptr, sub, system, varptr 

BASIC-M25で作成されたファイルをBASIC-M28上で動作させるた

めには、 MSDOSで管理できるファイjレに変換する必要がありま

す。

ファイjレ変換は、システムディスク内に納められている「ファイjレ

コンパートユーティリティ」を使用してください。
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｜ファイルコンパートユーティリティ｜

（注）M28のみ存在する命

令〔予約語〉を含むプ

ログラムld;M25にフ

ァイル変換しないで

ください。

起動画面

BASIC M28上で動作させるためには、 MS-DOSで管理できる

ファイル形式にする必要があります。

このファイル蛮換（コンパ ト）を行うには、システムディスク

内に収められている「ファイjレコンパートユ ティリティ」を使用

します。

ファイjレコンパートユーティリティを使用すると、次のファイル

コンパートが行えます。

①MZ 2500のBASIC管理ファイjレからMS-DOS管理ファイjレへ

のコンパート

②MS-DOS管理ファイルからMZ-2500のBASIC管理ファイルヘ

のコンパート

なお、いずれの場合もコンパートできるファイjレは

・BASICプログラムファイル（MZ-2500ではBTX形式）

BASICアスキープログラムファイル、シ ケンシャルア

クセスデータファイルCMZ-2500ではBSD形式）

－ランダムアクセスデータファイルCMZ-2500ではBRO形

式）

－機械語ファイルCMZ-2500ではOBJ形式）

です。

（注）機械語ファイjレの内容の変換は行われません。

MS-DOSでプロンプトが表示されている状態で

A>FCNV.COM 団 （システムディスクがドライブAにあるとき）

と入力すると、ファイjレコンパートユーティリティが起動され、

次のような画面が表示されます。

＜＜ファイjレコンパートユーティリティ V×．××＞＞

1 : M25BASIC = > MS-DOS 

2 : MS-DOS = > M25BASIC 

3：終了

力 ソjレキーを移動させて選択して下さい

-521-



MZ 2500 BASICか

らMS-DOSへのコン

パート

カ ソルキーでコンパートを行いたいタイプへ帯を移動させ、

回キーを押してください。

起動画面で1；を選択した後、〉欠の画面が表示されます。

＜＜ファイルコンパートユーティリティ V×．××＞＞

DRIVE: 

M25BASIC = > MS-DOS 

ドライブ名は

ここで、コンパートを行うディスクの入ったドライブ名を入力

しで団キーを押してください。

このとき、ディクレ卜リパスも同時に指定することができます。

例： A：団

次のような画面が表示されます。

＜＜ファイルコンパートユ ティリティ V×．××＞＞

DRIVE:A: 
ロ~ file2 file3 

M25BASIC = > Ms-60s 

日ファイル名は

ここでは、指定されたドライブに挿入されたディスク内のファイ

ル名が一覧表示されます。また、ディクレトリパスが指定された

場合はディレクトリ内のファイル名が表示されます。

なお、ファイル数が多く、すべてのファイルを表示できない場合

は次のようなメッセ ジが表示されます。

Shitt+up:Roll down Shitt+down:Roll up 

このときは、巨五コ十回と押すと画面が上方向lこスクロールし、

ITZIJ＋回と押すと画面が下方向にスクロールして、ファイ

ルを表示します。
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MS-DOSから MZ-

2500 BASICへのコン

パート

ここで、コンパートしたいファイル名にカーソルキーで帯を移動

させ、回キーを押してください。

次のような画面が表示されます。

＜＜ファイルコンパートユーティリティ V×．××＞＞

DRIVE:A: 

file 1 file 2 file 3 

M25BASIC = > MS-DOS 
旧ファイル名：file1 

新ファイjレ名は

ここで、コンパート後のファイjレ名を入力し、回キーを押しま

す。

ディレク卜リパスも同時に指定することができます。

例：B:FILE1 BAS団
次のような画面が表示されます。

＜＜ファイルコンパートユーティリティ V×．××＞＞

DRIVE:A: 

file 1 file 2 file 3 

M25BASIC = > MS-DOS 
旧ファイル名：file1 
新ファイル名：B:FILE1 . BAS 
ファイjレ形式：BT×

よろしいですかっ OOTI－再設定 メインへ戻る

ここで、そのまま回キーを押すとコンパートを実行します。

再設定をする場合は「再設定」、起動画面に戻る場合は「メインへ

戻る」にカーソルキーで帯を移動させ、団キーを押してください。

手順はMZ-2500BASICからMSDOSへのコンパートの場合とほぼ

同じです。

・起動画面で2を選択します。

・ソースドライブを指定します。

・コンパー卜するファイル名を指定します0

．コンパート後のファイル名を指定します。
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・ファイル形式を指定します。

画面下殴に次のようなメッセージが表示されますので、コン

パー卜するファイjレの形式に合わせて、カーソルキーで帯を移

動させ、回キーを押してください。

ファイjレ形式はヒ~ BSD BRO OBJ 

・コンパー トを実行します。

nn『
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エラーメッセージ（ファイルコンバータ〉

ファイルコンパート中にエラーが発生した場合、次のようなメッ

セージが表示されます。

表示メ、ソセージ エラーの内容

ドライブの指定が間違っています。 ドライブの指定方法が誤っています。

指定されたファイルが存在しません。 指定されたファイjレまたはディレクトリが存在しませ

ん。

ドライブの準備ができていません。 存在しないドライブを指定したか、ドライブが可動状

態でない、またはドライブにディスクが入っていない

ことを表します。

ライトプロテク卜されたファイルです。 指定されたファイjレがロックされています。

ライトプロテクトされたディスクです。 ディスクが書き込み禁止になっています。

読み込むことができません。

書き込むことができません。

ディスクに異常があリます。 ディスクの内容が異常です。

ファイルの大きさが制限を越えました。 ファイルのサイズが大きすき‘ます。

同一ドライブのコンパートはできません。コンパート元ドライブとコンパート先ドライブが同じ

になっています。

メモリー不定です。コンパートできませ コンパートファイルを読み出すメモリ容量が不足して

ん。 います。

ファイルを作成するスペースがありませ ディスクの空き容量が不足しています。

ん。

ファイル名入力工ラ一。 ファイjレ名（ディレクトリパス名）の指定方法が誤って

います。

上記の工ラーメッセージが表示された場合、 任意のキーを押すこ

とによって工ラーが解除されます。

同一ファイル名が存在するときは
同一のファイルが存在する場合は、次のメッセージが表示されま

す。

同 ファイルが存在しますO 更新しますか？仁EコYES

「
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索引〈機能別〉

基本コマンド
run………・・・－ 一… ……………………－ 135 

プログラムの実行を開始します。

cont………………………………・・・ ・・ 136

中断したプログラムの実行を再開しま

す。

step ............. ・ ・・・ ・・ －・・・・・・・・・・…－－－－－－－ 137 

プログラムのステップ実行を行います。

stop・… …・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…－ . 138 

プログラムのブレ クポイン卜を設定し

ます。

new・ ……………………………・・……… 139

プログラムを消去します。

tron I Itron …・・…・・・・・…・・・…・・・・・・…・・・・・ 140 

プログラムの実行を追跡します。

troff －…・・・・・ ................ ・・・・・・・ 141 

tronの機能を解除します。

edit* ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 149 

エディットモードでコメン卜行を発生し

ます。

search I lsearch …………………...・ H ・・150 

プログラム中より指定文字列をさがし出

して表示します。

replace …………………………－ －…… 152 

プログラム中より指定文字列をさがし出

して置き換えます。

delete …………ー…………………・……・ 153

プログラムの一部を消去します。

renum・・・・H ・－－－－…－……………・…・ 154

プログラムの行番号を位け直します。

option list ・・・・H ・H ・・・・・・…・・・・・・・・・・・・…－－－－ 155 

予約語表示の大支字、小文字を切り替え

ます。

system・・・・・・・・・・…・・・・・・… ・・・…・ －・・・・・ 156 

MS-DOSヘ制御を移します。boot －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－…・・・・・ 142 

BASICの処理を中止し、システムを再

起動します。 一般ステートメント
list I llist ・ －… ・一一・・・…・・・…ー・ー・・…・・・・・ 143 

プログラムリストを出力します。

list 〈ファイル〉・・・一・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・144 

ファイルに対してリスト出力を行いま

す。

list * I Iii st * ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 145 

コメント行のみをリストします。

auto・・・・・・ ・・ ・・ ・・・・・ －－…・・・・・・・ ・・…........146 

行番号の自動発生を行います。

auto* ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 147 

アポストロフイ （’）仕きの行番号の自動

発生を行います。

edit －．．，．．．．．．．．．．．．．．・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・… 148 

エディ ットモ ドにして編集を行いま

す。
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let －－－－…・… ・・・・...............・・・ 157 

変数にデータを代入します。

def int I def sng I def dbl I def str・・・・ 158 

変数の型宣言を行います。

def FN ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 160 

関数を定義します。

dim…………………・・・…・………………・ 162 

配列の宣言を行います。

option base －－－－ー・・…ー…・…・・・・・ー…－－－－ 164 

配列の添字の下限を設定します。

erase……・・・…・……ー…………………・・ 165 

配列を消去します。

option angle ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・…－－－－ 166 

角度の単位を蛮更します。

rem・・・……ー…・…………………………・ 167 

注釈を入れます。



random四・ －－ 一… ••••• 168実行制御命令

乱数の発生系列を変更します。 goto……………・…・………－…・・・・・・・・・188 

clear…・－－…………………...・ H ・－－……・ 169 指定された行へ実行を移します。

変数、配列の消去およびBASIC工リア gosub～return……………………・…… 189

の制限を行います。 サブルーチンを実行します。

swap ........…・・ …・ ・一・・・…・…・・…・・・・171 

変数の内容を斐換します。

mid$＝…・－－ ……………………… …・・ 172 

文字列型蛮数の内容の一部を置き換えま

す。

search （関数）・………－……………… 173

配列内の一致するデータをさがします。

on～goto I gosub I return I 

restore I resume －－－－－－－－－－－－－－－－－－－…・・・・・ 191 

式の値により参照行を蛮更します。

if～then～else・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一一・ 192 

条件により処理を衰えます。

else if～then ...... end if ・・・・・・・・・田・ー・・・・・・・・ 194 

if～then～else機能の複数行型式を行い

ます。

for～next・－－－－－－－－－－－－－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・197 

forとnextの聞の文を繰り返し実行し

ます。

repeat～until・・・・・・ ・・・…－－・・・・・・・・…－－－－－－－－198 

条件により繰り返し部分に戻るかを判断

します。

while～wend…………………・………… 199

whileの条件に合えばwend聞を繰り返

します。

pause・・・…一－－－－－－一一…ー・・・・…・…・・ー…・・200

プログラムの実行の一時停止をします。

stop・・一－ ・・・・・…・ー・・・・・・…・・・・・・・・・・・…....201 

プログラムの実行を中止します。

end …………………・・…ー・・・・ …・ 202

プログラムの実行を終了します。

基本入出力命令

P「intI lprint ・・・・－一・・…・・・・・・・・……・・・・・ 175 

データの表示を行います。

tab …………………－…………...・ H ・...176 

画面の左端よリの文字表示位置を指定し

ます。

print usi「igI Ip「intusing・・・・・・・・・・・・ .. ・・・・ 177 

データを指定された書式で表示します。

W「rte・……………………………………・ 179

データを表示します。

input・・・・・・ ・・ ........................ ・ ・・ ・ ・・ 180 

キーよりデータの入力を行います。

line input・・・・・ .. ・・・・・・・ .. ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 182 

キーより 1行分のデータを入力します。

input wait I line input wait・…・・・・・・・・・・・・ 183 

キ一入力の時間制御を行います。

read～data・・ ・・・・・ ・・ ・・・ ・・・・・・ … 184表示設定命令

プログラム中に書かれたデータを蛮数に option screen ・ ・………－－………・・…203

読み込みます。 グラフィック V-RAMの使用目的を設

dtl…一…………………・・ ……………… 186 定します。

read文によるデータの読み取り行を求

めます。

restore・・……………・・ 一……………… 187

データの読み取り位置を変更します。
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in it”CRT2：” －－一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一.205 

グラフィック表示の初期化を行います。

in it ”CRT1 ” ・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・….........207 

文字画面の初期化を行います。

screen・・ ………………・……ー…・・ ……209 

文字およびグラフィック画面の入出力設

定を行います。



color・・・…・・…－ － － － － …………………. 212 

画面の表示色を設定します。

els ...………………………………………214 

画面表示の消去を行います。

文字表示命令

get%……………...・ H ・………………….234 

文字画面の表示データを取り込みます。

put% …・…・・・・・・・・…－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－一.235 

get%支で・読み取ったデータを表示しま

す。

width・ －－一一－－一 … ・… .. 215グラフィック命令
文字の出力桁数や行数を設定します。 color＝……・…………………………… 236

console －－－－－－一………………….217 力ラーパレッ卜の設定を行います。

文字のスクロール範囲を指定します。 priority…………………・………………・.238 

console＠………ー……………………219 表示の優先順位を設定します。

文字画面のディスプレイの出力範囲を設 view （ステートメン卜） －－－－……... 240 

定します。 グラフイツクのビューポートを設定しま

color＠……………一一……一………… .220 

指定範囲の文字色を変更します。

locate ........................................... 221 

カーソルの移動を行います。

cflash ・…………－－ ………………・….222 

文字を点滅させます。

cflash＠……・・… ・－ ……………………223 

範囲を指定して文字を点滅させます。

crev ・・………………………………….. 224 

文字を反転させます。

crev@ .. ・ .. ・ ・…－一－ －－－－－－…一…225

範囲を指定して文字を反転させます。

cgen・・・・ 一一・……－ …－－－－一－ －－….226 

キャラクタジ工ネレータの切り替えを行

います。

csrlin ・ .....................................…. 227 

カーソルの垂直位置を求めます。

pos……………………・・…・…一－－ …228

カーソルの水平位置を求めます。

scrn$……………・……－－－ －－－…・…229

文字画面より連続した文字を取り出しま

す。

def ch「$....・……………………….230 

PCGを定義します。

cgpat$…－…・・・……・・・－ 一・…… ・…232

文字のパターンを読み出します。
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す。

view＠……・－ －…… －一・・・ …・… …241

ディスプレイ上に表示するグラフィック

画面の範囲を指定します。

view （関数）……………・…・・…一...243 

現在のビューポートの設定位置を求めま

す。

window （ステートメント）………・・..244 

ビューポート論理座標を設定します。

window （関数）………………………..245 

現在のウインドゥの設定位置を求めま

す。

pen……－－ 一・・・ …・・……………..246 

ドットおよび線描画のぺン形状を指定し

ます。

pset ・・・・・・・・・・・・・…・・・・ － ー・................. 248 

ドットのセットを行います。

preset・ ・ ・ ・ ・ －… － － － ・・ ・・・・・…...........249 

ドットのリセットを行います。

line……－－ －－－－ …－－ー ・・・ …・ …..250 

指定座標聞を直線で結びます。

connect・・・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・…・・.......252 

直線を続けて引きます。

circle ……………一一……………・……..254 

円を描きます。

poly ....一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－………....257 

多角形を描きます。



paint・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・… －－－・・…....259 

境界内を塗りつぶします。

pattern －…－－－－－－－－－－－－－ －…・・・・・…ー・・・・・ . 261 

グラフィ、ソク画面にパターンを描きま

す。

symbol －－－－－－－－－－一............................263 

任意の大きさで支字パターンを描きま

す。

color replace －－－－－－…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 265 

グラフィック画面の表示色を蛮更しま

す。

move・・・・H ・－－………………………・……・266

グラフィック表示の移動を行います。

roll・・ ..一……………………………………268

グラフィック画面のスク口 jレを行いま

す。

「all＠・・一－－－ －…・……・・…・…ー・……270

グラフィツクのディスプレイ表示のスク

ロールを行います。

map………………………………...・ H ・...271 

スクリーン座標とつ－）レド座標の相互変

換を行います。

point （ステートメント）・・・・・・・・・・・・・….272 

グラフィックポインタの位置を設定しま

す。

point （関数） －………………………273 

グラフィックの指定座標の表示色やグラ

フィックポインタの位置を求めます。

get＠・・…・ー・・…・…－－－ ・・…....274 

グラフィ、ソク画面データを配列に取り込

みます。

put＠・……・・…・…・…… 一－ …－ … ….. 276 

グラフィックパターンの表示を行いま

す。

gsave……………………………………・278

ゲラフィック表示をファイルに書き込み

ます。

gload・ ・ －… ・・・・ ・・・・・・・・・・…・・・・ー…・・・… 280 

ファイルからグラフィツクデータを呼び

出します。

ファイルコマンド
in it”FDn.”一－………………...・ H ・－－・・ ・282

フロッピーディスクドライブの種類を選

択します。

in it”MEM：”………・ －－……………….284 

メモリディスクやスプーラの容量を設定

します。

in it”CO Mn：”……………………………一286

RS-232Cインターフェイスの各種設定

します。

files I lf1les…・・ －－……………一・… ..287 

登録されているファイルを表示します。

chdir・ ・ ・ ・ ・……一・ ・・ …・－…・…・…..289 

力レントディレクトリを変更します。

mkdir…...・ H ・－－…...・ H ・.....・ H ・－－………・・291

ディレクトリファイルを作成します。

rmdir・…・…………………………………・293

ディレク トリファイルを削除します。

run 〈ファイル〉ー・・・ ーーー ー…・・・・・・・・・….294 

指定ファイルを読み出し実行します。

load・ ・・・・・・ ....... ・・・・・ ・ー・・ ・・...296 

プログラムファイルをメモリに読み出し

ます。

load ＊・ー・…・ー・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・298

アスキーファイjレをメモリに読み出しま

す。

save ... ・・・・ ........ ・・・・・…・......299 

プログラムを指定の装置に記録します。

bload………・…… ・…・ ・・……u ・・ －－ 301 

機械語プログラムを読み込みます。

bsave……………………………一… ..303 

機械語プログラムを記録します。

me「ge………………・・－ － ………………305 

プログラムを併合します。

kill………………・………………………ー307

ファイjレを消去します。

name………… －－－… －－ －一一....309 

ファイルの登録名を変更します。

set .......................................... ・ ・ 311 

ファイルにプロテク トをかけます。
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verify on I off …・…－一……...........313 

フロッピディスクへの書き込みチェッ

クを指定します。

ファイルステートメント・関数
chain …………………ー一・…ー……ー.314 

現在実行中のプログラムから指定プログ

ラムファイルを読み出し実行します。

common ・ ・・ ・一…一・…・…・・…・..316 

共通蛮数の定義を行います。

open・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…....317 

デタファイjレの操作を開始します。

close …・……－………………………….320 

ファイル操作を終了します。

print＃……・……・・…・・一........321 

オープンしたファイルヘデータを書き込

みます。

P「int#using・・・・・・・・・・・…....................323 

書式設定をしてファイルに書き込みま

す。

input# ・・・・・・…・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…324

オ プンされたファイルよりデータを読

み出します。

write＃……・・一－－ －………………・…..325 

オープンしたファイルヘデータを書き込

みます。

line input# ・ ・ ・…・・・・・・・・・・一－－－－一一－－－－一一.326 

ファイjレより行単位でデータを入力しま

す。

field……………………・・ •••.•••• . 327 

レコードバッファに変数を割り柑けま

す。

put＃………………一－－ －－一… ....329 

ファイjレヘデータを書き込みます。

get＃…………… …・・・・ …－－－－－－ 330 

ファイルからデータを読み出します。

lset I rset ・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ ・・・331

レコードバッファにデータを書き込みま

す。

mlくi$I mks$ I「nkd$・…………・………332

数値データを内部表現に対応した文字列

に変換します。

cvi I CVS I cvd…………………………333 

内部表現に対応した文字列データを数値

データに変換します。

devo$ ………………………・・……...・ H ・334

指定の装置ヘ 1レコードのデータを書き

込みます。

dev1$……………………………………ー335

指定の装置より 1レコ ドのデタを読

み出します。

attr$・・・……………………………………336 

ファイルの属性を調べます。

eof……一・・・…………………………ー338

ファイルの終リであるかどうかを調べま

す。

lot …－－－－ －－ －－…・－ ……………一 ..339 

ファイjレの大きさを求めます。

loc…………...・ H ・－－…… －－－－－－…….340 

ファイル中て‘の論理的な現在位置を求め

ます。

devf………………………………………342 

ファイル装置の空き容量を求めます。

input$ ……………………………………343 

文字長を指定してファイルまたはキー

ポ ドから入力を行います。

pwd$・ ...・H ・－－…・…………－…ー・...344 

力レントディレクトリのパスを求めま

す。

数値関数
abs………ー………・…………………….345 

絶対値を求めます。

sgn………………………………………346 

符号を求めます。

Int・・・・ .. ・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・347

値をこえない最大の整数を求めます。

fix………・・一一…・・…一・ ……………348

整数部を求めます。
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frac ・・ ・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ …H ・H ・...349文字列関数

小数部を求めます。 left$・…－……………………………・…367

sin・・・・H ・－－………....・H ・－－……………….350 文字列の左側から任意長の文字列を取り

正弦を求めます。 出します。

cos………………………………………. 351 
余弦を求めます。

tan・ ・・……・・…・…・…・…・・・・……・・….....352 

正接を求めます。

atn……………………………………・….353 

逆正接を求めます。

sqr……………一…………－…－－ …… .354 
平方根を求めます。

exp・・・・ －… …・・…・・・・－－－ － －一・・・…・・・・一. 355 
指数関数を求めます。

log………………………………...・ H ・....356 

自然対数を求めます。

log10・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…ー・・・…・357

常用対数を求めます。

pa1………………………………………ー358

円周率を求めます。

rad ………………………………………一359
度からラジアンに変換します。

deg・・・・一・…・・・・・・・一一－－－－－－－－…・・……・・・・・360

ラジアンから度に蛮換します。

fac ・・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・ ・ …－ － － － …・・・ー・…－ • 361 
階乗を求めます。

sum・・ ・一…………………・……………362

式の総和を求めます。

「「ld....…－ …………－………………ー363

乱数を求めます。

c1nt………………………・・ ・…－ －…－－ 364 

数値を整数型に変換します。

csng……………………………－ －…… 365 

数値を単精度型に変換します。

cdbl …・…－ －－ …・… 一…・－ ……・・ …. 366 
数値を倍精度型に変換します。
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m1d$……………………………………. 368 

文字列の途中から任意長の文字列を取り

出します。

right$ ……………………………………・369

文字列の右側から任意長の文字列を取り

出します。

asc・・・…・…・・ ・・・・…・・・－ 一…－ ・・・・・…一370

立字列の最初の文字の文字コードを求め

ます。

chr$……………………ー………………371

文字コードにより文字データを求めま

す。

val・・………H ・H ・－………・………………372

数字の文字列を数値データに蛮換しま

す。

str$・－－－ ・………－ ………………－…..373 

数値データを文字列データに変換しま

す。

len ………………………………………一374

文字列の文字長を求めます。

mirror$・ …一一－－－ー…・ ー・…・・・・…ーー －375 
文字コードの対称コードを求めます。

space$ I spc・－－……………………….376 

任意の長さのスペース文字を求めますo

string$ －・ …… ・……一……ー …・ ….377 

文字列の任意の繰り返しを求めます。

instr……………………一……一－－－ …378

文字列中の特定文字をさがし位置を求め

ます。

hex$…・…………………………………379

数値データを16進数の文字列に蛮換しま

す。

act$・・ …・・……一 － － － …………………380 

数値データを8進数の文字列に変換しま

す。



bin$ …・・…………………………………381 

数値データを 2進数の文字列に変換しま

す。

hexchr$………...・H ・－－……...・ H ・.....・ H ・382

16進数表記の文字列を文字コードとして

文字列に蛮換します。

a sec hr$………ー…………………・…… 383

文字列の文字コードを16進数表記に蛮換

します。

漢字処理命令
｜く「node.. ・ .. ・ .. ・ ・ ....…－・－ －・........384 

漢字モ ドにします。

akcnv$ ・・・一一－－－ ・・・…－－－－－… 385 

半角文字を全角文字にします。

kacnv$ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……386 

全角立字を半角立字に変換します。

iis$・－－－一回・・・・…ー……ー…………ー………387

シフト JISコードより JISコードに歪

換します。

｜くtn$・…－・・・・・………………………...333 

シフト JISコードよリ JIS区点コード

に変換します。

klen・・ ・…… －・・・・・・…・・ ・・・ ・・….389 

全角文字を含む文字列の文字数を求めま

す。

kpos・ー・・ － － －－－－－ － －…・・・・・ ・・・・・・・・・・・一.391 

文字列の先頭より指定文字までのバイト

数を求めます。

｜くext$・………・……・・… － － …… － － … 392 

文字列中より英数力ナ文字または漢字を

取リ出します。

｜くinput................... ・ .. ・ .... ・ ・一..393 

キーポ ドから漢字を入力し変数に代入

します。

｜くinstr・・・ ……………………・・・ー……・….394 

文字列中より特定の文字列をさがし位置

を求めます。

｜くmid$……－ － …… － …………・…・・・ …. 395 

漢字を含む文字列中より任意の長さの文

字列を取り出します。

kni$…－－－……－－一… ・… …・…・….396 

漢字コード文字列を漢字に蛮換します。

ktype .........…・…・・・・・・・・・・・・・….............397 

漢字を含む文字列中の特定位置の文字タ

イプを求めます。

例外処理命令
on error goto・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….398 

エラー処理の宣言を行います。

err ・ －－…………………・・ ・一……..400 

工ラ一番号を求めます。

erl …… ………・－ ………・・ － － － ………. 401 

工ラ一発生行を求めます。

resume …………・・……・・・ － － － － …… • 402 

エラー処理を終了してプログラムを再開

します。

error・…－・・・・・…・・…・・・… …・ ..403 

工ラーを発生させます。

on key gosub ............…・・・・・・・・ー…・・・・ 404

割り込みキーによる割り込み処理行を定

義します。

key on I off I stop .. ・一・・・・・ーー一..........406 

キーによる割り込みを制御します。

on stop gosub .......…・・・・・・・…一.......407 

~＋直Eキーによる割り込み処
理行を定義します。

stop on I off I stop……・…………….409 

~＋直Eキーによる割り込みを
制御します。

on help gosub ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 410 

区四キによる割り込み処理行を定

義します。

help on I off I stop・・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 412 

区四キーによる割り込みを制御しま

す。
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on com gosub ・ ・ ・……一－…………….413 

RS-232Cインターフェイスによる割り

込み処理行を定義します。

environ$ －…－－－－－……・・ ・一… ・….430 

指定された環境文字列のパラメータを求

めます。

com on I off I stop ・ ・ ・ ・ ・ －…・・・・…－－－…. 414 

RS-232Cインターフ工イスによる割リ 数値演算プロセッサ命令
込み処理を制御します。 option float －－－－…－………・－………431

on mouse go sub・・・……………………. 415 数値演算プロセッサの使用を可能にしま

マウスによる割り込み処理を定義しま す。

す。

mouse on I off I stop ・ ・ ・ ・ ・… ••• • 416 マウス命令
マウスによる割り込み処理を制御しま mouse Cステートメント）……………432

マウスの機能を設定します。

mouse C関数）－………・………・・….436 

マウスからの情報を読み取ります。

す。

on time$ gosub ・ ・ ・……－－－－一…….418 

リアルタイムクロックでの割り込み処理

を定義します。

time$ on I off I stop ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 419 キーボード制御命令
リアルタイムクロックの割り込みを制御 in it”KB：” ...・H ・－－……………...・ H ・－－……438

します。 キーボードの機能を設定します。

interval…………………………….... 420 

インターパルタイマの設定をします。

on interval gosub………………………421 

インターパルタイマによる割り込み処理

を定義します。

interval on I off I stop ・ ・ ・ ・ ・一一...........422 

インターパjレタイマによる割り込み処理

を制御します。

on play gosub ・ ・ ・ ・…・・・・・・・・…・・・・・・…....423 

音楽演奏終了時に発生する割り込み処理

を定義します。

play on I off I stop ・ ・ ・ ・ ・…・・・…...........425 

音楽演奏終了時の割り込み機能を制御し

ます。

チャイルドプロセス制御命令
child………………………………………426 

チヤイjレドプロセスを呼び出し、実行し

ます。

environ ……………………...・H ・－－…….429 

環境文字列テーブルの内容を変更しま

す。

click on I off ……………………………. 439 

キーのクリ、ソク音を制御します。

repeat on I off －……………………….. 440 

キーリピートを制御します。

1nkey$……・…………………………….441 

キーボードより 1文字入力を行います。

key・・・・・・・…・・・・・・・・・・…........................443 

割り込みキーを定義します。

key list I klist ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・…－－－－－－－一一.447 

ファンクションキーの定義状態を表示し

ます。

key 0・ー・・・・・・…・・・・・ー…・・・・・・…・…・・ー…一448

キ ボード入力のシミュレーションを行

います。

ジョイスティック命令
stick ………………………………………449 

ジョイスティックの状態を調べます。

strig ・ ・……………一……一－－……….450 

ジョイスティ、ソクのトリガーボタンの状

態を調べます。
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stick on I off ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 451

ジョイスティックでカーソルキーの代用

をさせます。

プリンタ制御命令
in it”LPT.”・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・…・・・・・….452 

プリンタスプーラの設定をします。

hcopy・ーー ーーー ・ーーー ー・・・… ーー....….453 

画面の表示をプリンタにコピーします。

lpout ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 454 

プリンタにデータを出力します。

width lprint ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 455 

プリンタの印字幅を設定します。

lpos・・…………………………………ぃ・456

現在のプリンタのヘッド位置を求めま

す。

クロック命令
time$ ……………………・・一・ ……－…457

時刻の読み出しおよび設定を行います。

date$ －…・……・一 －－………………….458 

日惜の読み出しおよび設定を行います。

day$ …… …………・・…………………..459 

曜日の読み出しおよび設定を行います。

time ……・・一－－…… ・…・・ー・・……460

タイマーの読み出しおよび設定を行いま

す。

サウンド命令
beep・・・… ・…・ …・・ …・・ ……………..461 

スピーカを一瞬鳴らします。

play・・ ・ ・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・ ・ ・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 462 

音楽演奏をします。

tone・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…....... 469 

FM音源の音色を設定します。

tone copy ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ .... ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 475 

BASICで用意された音色データを配列

に取り込みます。

tone lfo…・・・・・・・・・・・・・・田・・・…・・・・・・・・…......476 

ピプラー卜やトレモ口機能を設定しま

す。

sound・・田…………………………………478

SSGレジスタをセットします。

モデムホン制御命令
tel…・－…一－・・…・ ・…・・……………480

モデムホンへの制御を切り替えます。

ディスプレイテレビ制御命令
in it ℃RT4：” ・・ － …………………………481 

ディスプレイテレビの制御を行います。

機械語処理・特殊関数
peek －－一回…一一－－－－－ ・・・ ・・…・・ ・・・ー…...483 

メモリよりデータを読み出します。

poke・・ ・…… ………………………….. 485 

メモリにデータを書き込みます。

def seg・・・… ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…......487 

セグメントベースアドレスを宣言しま

す。

segptr ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・…・・・・・・ ・・…488

各種メモリ領域のベースアドレスを求め

ます。

va「ptr・・……………………………一..490 

変数配列のペースアドレスを求めま

す。

def usr ・・ ………………・…………一..491 

機械語プログラムの開始アドレスを定義

します。

us「………………………………・・・ ・・・ 492 

機械語プログラムを関数として呼び出し

ます。

call………………………………・ ・・・・・493

機械語サブルーチンを呼び出します。

out・・・・・・・・ ・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・…・ … •• 495 

1/0ポ トにデータを出力します。

1np ・・・・・・…・・・・・・・・・ ・・・ ・・・…・・・・・・・・・・・・….496 

1/0ポートよリデータを入力します。
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1/0ポートからの入力が指定状態になる

まで実行を停止します。
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